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は
じ
め
に

　

国
立
女
性
教
育
会
館
で
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
平
成
24
年
度
ま
で
「
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
関
す
る
実
証
的
・
実
践
的

研
究
―
―
複
合
キ
ャ
リ
ア
形
成
過
程
と
キ
ャ
リ
ア
学
習
」（
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
B
・
研
究
代
表
者
・
神
田
道
子
）

の
調
査
研
究
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

こ
の
研
究
は
、
職
業
キ
ャ
リ
ア
に
加
え
て
地
域
（
社
会
）
課
題
の
解
決
の
た
め
の
活
動
も
キ
ャ
リ
ア
と
し
た
上
で
、
生
涯

発
達
の
視
点
か
ら
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
、
そ
の
成
果
を
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
の
た

め
に
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
か
ら
平
成
23
年
度
は
、
N
P
O
や
地
域
団
体
の
活
動
や
職
業
生
活
を
通
し
て
活
躍
す
る
女
性
た
ち
を
対
象
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お
こ
な
い
ま
し
た
、本
事
例
集
は
、そ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
一
部
を
好
事
例
と
し
て
掲
載
し
、新
た
な
キ
ャ

リ
ア
を
踏
み
出
そ
う
と
す
る
女
性
な
ら
び
に
現
在
の
キ
ャ
リ
ア
を
一
層
発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
女
性
た
ち
の
キ
ャ
リ
ア
形
成

支
援
に
資
す
る
も
の
で
す
。

　

本
事
例
集
が
短
大
・
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
、
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
や
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
学
習
の
場
で
広

く
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
事
例
集
作
成
に
あ
た
り
ま
し
て
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
快
く
応
じ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
ま
た
調
査
研
究
を
進
め

る
上
で
ご
支
援
・
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
こ
の
場
を
か
り
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

平
成
25
年
3
月

独
立
行
政
法
人　

国
立
女
性
教
育
会
館　

理
事
長　

内
海　

房
子
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研
究
の
概
要

1
．
調
査
研
究
の
趣
旨
と
目
的

国
立
女
性
教
育
会
館
で
は
、「
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
に
関

す
る
調
査
研
究
」（
平
成
15
年
度
～
平
成
17
年
度
）
な
ら
び
に
「
女

性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
調
査
研
究
」（
平

成
19
年
度
～
平
成
20
年
度
）
な
ど
、
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
を

目
的
と
し
た
調
査
研
究
を
積
み
重
ね
て
き
た
。
本
書
は
、
平
成
22
年

度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
科
学
研
究
費
補
助
金【
基
盤
研
究
B
】「
女

性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
関
す
る
実
証
的
・
実
践
的
研
究
―
複
合
キ
ャ

リ
ア
形
成
過
程
と
キ
ャ
リ
ア
学
習
」（
平
成
22
年
度
─
平
成
24
年
度
、

研
究
代
表
者
・
神
田
道
子
）
の
研
究
成
果
を
事
例
集
と
し
て
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
研
究
は
、キ
ャ
リ
ア
を
「
職
業
キ
ャ
リ
ア
」
だ
け
で
は
な
く
、

社
会
（
地
域
）
の
課
題
解
決
の
た
め
の
活
動
す
な
わ
ち
社
会
活
動
・

地
域
活
動
を
「
社
会
活
動
キ
ャ
リ
ア
」
と
し
た
う
え
で
、女
性
の
キ
ャ

リ
ア
を
「
複
合
キ
ャ
リ
ア
（
職
業
キ
ャ
リ
ア
と
社
会
活
動
キ
ャ
リ
ア

の
複
合
）」
と
し
て
と
ら
え
、
生
涯
発
達
と
い
う
個
人
的
側
面
と
社

会
形
成
と
い
う
社
会
的
側
面
の
両
面
か
ら
、
そ
の
形
成
過
程
を
実
証

的
に
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
そ
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
キ
ャ
リ
ア
形

成
の
た
め
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
取
り
組
ん
だ
実
践
的
研
究

で
あ
る
。

「
複
合
キ
ャ
リ
ア
」
と
い
う
新
し
い
概
念
を
提
起
し
て
い
る
だ
け

に
、
研
究
に
あ
た
っ
て
は
そ
の
形
成
過
程
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
、
質
問
紙
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
複
合
キ
ャ
リ
ア
人

材
に
つ
い
て
の
事
例
研
究
、
さ
ら
に
先
駆
的
女
性
の
研
究
な
ど
、
多

様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
用
い
た
。

事
例
研
究
で
は
、
N
P
O
法
人
の
代
表
も
し
く
は
中
心
的
立
場

で
、
社
会
（
地
域
）
の
課
題
解
決
の
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
女

性
、
ま
た
、
N
P
O
法
人
と
い
う
形
式
は
と
ら
ず
に
社
会
活
動
・

地
域
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
る
女
性
を
対
象
に
、「
複
合
キ
ャ
リ
ア
」

の
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
そ
の
研
究
成
果
を
、
本
研
究

の
も
う
ひ
と
つ
の
目
的
で
あ
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
た
め
の
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
開
発
に
い
か
す
た
め
に
、
本
書
は
刊
行
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
女
性
関
連
施
設
や
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
社
会
教
育
関
連
施
設
で
の
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援

講
座
や
、
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
な
ど
で
、
キ
ャ
リ
ア
を
発
展
さ
せ

た
い
と
考
え
て
い
る
女
性
た
ち
に
事
例
を
提
供
し
、
こ
れ
か
ら
の

キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
一
助
と
な
る
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。

2
．
研
究
メ
ン
バ
ー

本
書
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
の
「
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
関
す
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る
実
証
的
・
実
践
的
研
究
―
複
合
キ
ャ
リ
ア
形
成
過
程
と
キ
ャ
リ
ア

学
習
」
の
研
究
チ
ー
ム
の
中
の
、
事
例
研
究
に
関
わ
っ
た
メ
ン
バ
ー

で
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
・
分
析
・
執
筆
を
お
こ
な
っ
た
。
研
究
メ
ン
バ
ー

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

大
槻
奈
巳　
　

聖
心
女
子
大
学
文
学
部
准
教
授

亀
田
温
子　
　

十
文
字
学
園
女
子
大
学
社
会
情
報
学
部
教
授

田
中
雅
文　
　

日
本
女
子
大
学
人
間
社
会
学
部
教
授

渡
辺
三
枝
子　

�

立
教
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
研
究
科
特
任
教
授

飯
島
絵
理　
　

国
立
女
性
教
育
会
館
研
究
国
際
室
客
員
研
究
員

越
智
方
美　
　

国
立
女
性
教
育
会
館
研
究
国
際
室
専
門
職
員

中
野
洋
恵　
　

国
立
女
性
教
育
会
館
研
究
国
際
室
長

西
山
恵
美
子　

国
立
女
性
教
育
会
館
事
業
課
客
員
研
究
員

野
依
智
子　
　

国
立
女
性
教
育
会
館
研
究
国
際
室
研
究
員

引
間
紀
江　
　

国
立
女
性
教
育
会
館
事
業
課
専
門
職
員
心
得

渡
辺
美
穂　
　

国
立
女
性
教
育
会
館
研
究
国
際
室
研
究
員

3
．
事
例
対
象
者

事
例
対
象
者
は
、
社
会
（
地
域
）
の
課
題
解
決
の
た
め
の
活
動
を

し
て
い
る
女
性
で
、
そ
の
活
動
は
、
子
ど
も
・
障
が
い
者
・
高
齢
者

を
対
象
と
し
た
福
祉
活
動
、
ま
ち
づ
く
り
、
農
山
漁
村
の
振
興
、
文

化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
災
害
救
援
活
動
、
人
権
擁
護
と
平

和
活
動
、
子
育
て
支
援
活
動
な
ど
幅
広
く
男
女
共
同
参
画
の
視
点
で

実
践
さ
れ
て
い
る
。ま
た
本
事
例
集
は
、こ
う
し
た
活
動
を
職
業
キ
ャ

リ
ア
と
並
行
し
て
お
こ
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
、
職
業
キ
ャ
リ
ア
の
延

長
線
上
に
お
こ
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
な
ど
、
職
業
キ
ャ
リ
ア
に
も
着

目
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
女
性
た
ち
を
、
地
域
バ
ラ
ン
ス
・
年
齢
バ
ラ
ン
ス

を
考
慮
し
て
18
人
掲
載
し
て
い
る
。

4
．
調
査
項
目

本
研
究
は
、
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
生
涯
発
達
と
い
う
視
点
で

と
ら
え
、
職
業
キ
ャ
リ
ア
と
社
会
活
動
キ
ャ
リ
ア
の
関
連
の
プ
ロ
セ

ス
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
ヒ
ア

リ
ン
グ
調
査
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
の
転
機
に
着
目
し
つ
つ
、
次
の
内
容

を
聞
い
た
。

1
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
（
所
属
団
体
、
年
齢
、
学
歴
、
職
歴
、
家

族
の
状
況
、
現
在
の
活
動
、
年
収
）

2
組
織
の
運
営
及
び
社
会
的
成
果（
活
動
の
内
容
、組
織
体
制
、

人
材
育
成
、
運
営
の
課
題
）
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3
活
動
へ
の
参
加
の
プ
ロ
セ
ス
（
活
動
の
き
っ
か
け
と
展
開
、

活
動
開
始
時
の
困
難
、
活
動
開
始
後
の
困
難
、
困
難
の
乗

り
越
え
、
必
要
だ
っ
た
力
）

4
連
携
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
団
体
・
N
P
O
メ
ン
バ
ー
と
の

つ
な
が
り
、
他
団
体
・
N
P
O
と
の
連
携
、
行
政
等
と
の

連
携
）

5
家
族
・
社
会
と
の
つ
な
が
り
（
家
族
関
係
の
変
化
、
社
会

的
役
割
の
変
化
、
活
動
が
社
会
に
果
た
す
役
割
）

6
活
動
を
通
し
た
学
習
の
経
緯
と
得
た
力

7
今
後
に
向
け
た
展
望
・
課
題

5
．
実
施
期
間

2
0
1
0
年
5
月
に
本
研
究
の
第
一
回
全
体
会
が
開
催
さ
れ
、

以
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
事
例
研
究
に
つ
い
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
チ
ー
ム
が
研
究
会
と
調
査
、
調
査
報
告
会
を
積
み
重
ね
て
き
た
。

2
0
1
0
年
秋
に
は
、
調
査
項
目
・
調
査
対
象
を
確
定
し
、
ヒ
ア

リ
ン
グ
調
査
を
開
始
し
た
。
2
0
1
0
年
度
は
、
N
P
O
活
動
を

お
こ
な
う
女
性
25
人
を
対
象
に
、
2
0
1
1
年
6
月
ま
で
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
グ
ル
ー
プ
や
地
域
団

体
で
活
動
す
る
女
性
も
対
象
に
、
2
0
1
2
年
1
月
ま
で
調
査
を

行
っ
た
。

な
お
、
本
事
例
集
に
記
載
の
内
容
は
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
時
の
も

の
で
あ
り
、
そ
の
後
、
活
動
内
容
・
組
織
体
制
が
大
き
く
変
化
し
た

団
体
も
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
お
く
。�

（
野
依　

智
子
）
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Profile

　山口県出身。県立短期大学卒業後、都
内女子大学に編入し生活芸術を専攻。
　山口県庁に入庁。生活改良普及員として、
農山漁村の現場や県庁事業係で、生活課
題の意識化、組織化、現地課題解決型の
活動支援を通じて、農山漁村女性の自立、
社会参加・参画を推進する生活行政を担
当してきた。その後、自治体職員の政策
形成能力の向上などを促進する研修業務
や消費者組織の育成、市町の消費者行政
の支援を行うなどの消費者行政の分野に
も関わる。
　県庁内でも、女性職員を中心に庁外の
女性ともネットワークを構築。男女平等に
向けた国際的な動きを背景に、仕事でも
男女平等を常に意識してきた。山口県男女
共同参画会議の発足当時から会員となり、
行政職員として陰から支えた。2003年に
消費生活センター所長として県庁を退職。
　現在は、「やまぐち男女共同参画会議」
の理事長として、男女共同参画に関するさ
まざまな事業を実施している。また、県立
大学で非常勤講師を勤めている。（60歳代）

	 県立女子短期大学卒業、都内女子
大学を経て山口県庁に入庁

1980年	 「山口県婦人対策行動会議」発足
と同時にメンバーに加入

1997年	 山口県セミナーパーク（自治研修
所）主査

2002年	 山口農林事務所防府支所長

2003年	 山口県消費者生活センター所長
（2006年退職）

	 山口県立大学非常勤講師（生活行
政学・社会生活論）

2008年	 山口県担い手育成総合支援協議会
事務局長（2011年退職）

2009年	 「やまぐち男女共同参画会議」理
事長

略年表

NPO法人やまぐち男女共同参画会議

理事長　相本 艶子（あいもと つやこ）さん

生活改良普及員の経験をもとに
男女共同参画を推進

 1　意思決定の場への参画

山口県
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N
P
O
法
人
や
ま
ぐ
ち
男
女
共
同
参

画
会
議
の
概
要

【
活
動
分
野
】

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
の
促
進

【
活
動
内
容
】

1
9
8
0
年
に
12
人
の
女
性
が
発
起
人

と
な
り
、
県
下
の
6
0
0
人
の
女
性
が
参

加
し
て
「
山
口
県
婦
人
行
動
対
策
会
議
」
を

立
ち
あ
げ
た
。
行
政
、
民
間
、
学
校
に
も
女

性
管
理
職
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
中
で
、「
政

策
決
定
の
場
へ
女
性
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

掲
げ
、
県
の
女
性
行
政
と
協
力
し
、
市
町
村

の
自
治
体
や
女
性
団
体
と
連
携
し
た
活
動
を

展
開
し
て
き
た
。
2
0
0
6
年
に
N
P
O

法
人
化
し
て
、「
や
ま
ぐ
ち
男
女
共
同
参
画

会
議
」と
な
っ
た
。
現
在
の
会
員
2
3
0
名
。

ス
タ
ッ
フ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
手
弁
当
で
活

動
を
担
っ
て
い
る
。

主
に
、
県
内
で
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
や
研
究
会

の
開
催
、推
進
組
織
の
育
成
、他
団
体
と
の
情

報
交
換
、情
報
発
信
等
を
行
う
と
と
も
に
、行

政
に
対
す
る
提
言
を
行
い
、
社
会
全
体
の
公

益
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

活
動
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

◆
大
学
時
代
に
へ
き
地
問
題
（
農
村
問
題
）

に
関
心
を
持
っ
て
生
活
改
良
普
及
員
に

山
口
県
の
兼
業
農
家
で
生
ま
れ
育
ち
、
県

立
女
子
短
期
大
学
に
進
学
し
た
。
学
生
時
代

に
ユ
ネ
ス
コ
の
サ
ー
ク
ル
活
動
で
取
り
組
ん

だ
へ
き
地
問
題
が
、
そ
の
後
の
キ
ャ
リ
ア
選

択
に
つ
な
が
る
。

当
時
は
高
度
経
済
成
長
で
、
若
者
の
多
く

が
第
一
次
産
業
か
ら
他
産
業
に
就
職
。
農
山

漁
村
に
残
っ
た
男
性
は
日
稼
ぎ
に
出
る
人
が

多
く
、
高
齢
者
や
子
ど
も
、
女
性
が
生
活
・

生
産
活
動
の
担
い
手
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
を
抱
え
て
い
た
。
大
学
時
代
に
取
り
組
ん

だ
問
題
を
実
践
で
も
追
求
し
た
い
と
思
っ
た

相
本
さ
ん
は
、
生
活
改
良
普
及
員
の
資
格
を

と
り
県
庁
に
採
用
さ
れ
た
。

◆
生
活
改
良
普
及
員
の
仕
事
を
通
じ
た
地
域

人
材
の
育
成

生
活
改
良
普
及
員
は
家
政
学
出
身
者
が
多

い
。
当
時
は
普
及
活
動
の
最
盛
期
で
、
山
口

県
全
体
で
50
人
前
後
が
活
躍
し
て
い
た
。
主

に
農
山
漁
村
を
ま
わ
り
、
女
性
が
活
動
し
や

す
い
小
グ
ル
ー
プ
を
育
成
し
、
課
題
解
決
の

支
援
を
行
う
仕
事
を
し
て
い
た
。
普
及
員
に

な
っ
た
1
9
6
0
年
代
は
農
村
女
性
が
生

産
の
主
力
な
担
い
手
に
な
っ
て
い
っ
た
時
代

で
、
特
に
農
繁
期
は
、
早
朝
か
ら
の
田
植
え

作
業
に
加
え
て
、
手
伝
い
に
来
る
大
人
数
の

食
事
づ
く
り
な
ど
で
多
忙
を
極
め
た
。
普
及

員
と
し
て
は
主
に
女
性
を
対
象
に
、
生
活
改

善
グ
ル
ー
プ
を
育
成
し
た
。
生
活
の
中
か
ら

課
題
を
見
つ
け
、
話
し
合
い
に
よ
る
改
善
活

動
を
起
こ
す
プ
ロ
セ
ス
を
支
援
し
て
、
地
域

の
共
同
活
動
を
組
織
化
し
た
。

具
体
的
に
は
、
農
繁
期
明
け
に
病
院
通
い

を
し
な
い
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
意

見
を
出
し
や
す
い
小
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合

う
。
栄
養
あ
る
食
事
の
確
保
が
課
題
と
な
れ

ば
、
地
域
の
非
農
家
の
支
援
で
共
同
炊
事
を
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実
施
し
、
解
決
を
図
る
。
そ
の
た
め
に
、
集

落
で
の
会
合
を
行
う
準
備
、会
合
の
進
行
役
、

根
回
し
、
保
健
所
の
手
続
き
、
栄
養
の
学
習

な
ど
リ
ー
ダ
ー
や
メ
ン
バ
ー
各
自
が
役
割
を

果
た
す
。
農
繁
期
の
共
同
託
児
所
や
労
働
軽

減
の
た
め
の
省
力
化
の
工
夫
、
経
営
体
と
し

て
の
あ
り
方
を
考
え
る
家
族
経
営
協
定
も
生

活
改
善
事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
。

1
9
7
0
年
代
後
半
は
、
個
々
の
家
で

作
り
難
く
な
っ
た
伝
統
技
を
使
っ
た
漬
物
や

味
噌
づ
く
り
を
女
性
の
起
業
化
に
結
び
つ
け

る
活
動
も
盛
ん
だ
っ
た
。
集
落
課
題
に
位
置

づ
け
、
共
同
加
工
所
を
建
設
し
、
機
械
を
導

入
し
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
を
行
う
な
ど

農
村
の
技
術
発
信
を
す
る
流
れ
が
で
き
て

い
っ
た
。

平
成
に
入
る
と
、
女
性
の
視
点
で
集
落
の

問
題
点
や
課
題
を
話
し
合
い
、
集
落
ビ
ジ
ョ

ン
を
提
言
し
て
い
く
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
地
域
課
題
の
検

討
を
通
じ
て
、
女
性
た
ち
が
少
し
ず
つ
視
野

を
拡
げ
、
社
会
性
や
社
会
参
画
の
意
味
を
考

え
、
実
践
に
つ
な
げ
て
い
く
活
動
で
あ
る
。

生
活
改
善
活
動
の
経
験
を
経
た
女
性
た
ち

が
、
よ
り
大
き
な
婦
人
部
の
リ
ー
ダ
ー
や
市

町
の
農
業
委
員
に
な
る
な
ど
、
活
躍
の
場
も

広
げ
て
い
っ
た
。
住
ん
で
い
る
地
域
の
課
題

を
と
り
あ
げ
な
が
ら
人
材
教
育
を
支
援
し

た
。

◆
仕
事
を
通
じ
た
農
山
漁
村
の
家
族
と
の
関
わ
り

農
家
経
営
は
家
族
に
よ
る
企
業
運
営
で
も

あ
る
。
来
年
何
を
作
り
、
ど
れ
だ
け
の
収
益

を
上
げ
て
い
く
か
と
い
う
経
営
目
標
や
方

針
、簿
記
記
帳
や
作
目
分
担
な
ど
の
役
割
を
、

家
族
が
会
議
で
決
め
て
い
く
。
同
時
に
、
生

活
設
計
や
家
計
費
の
管
理
、
日
々
の
家
事
分

担
な
ど
の
話
し
合
い
、
生
産
と
生
活
の
労
働

を
あ
わ
せ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
生
活
改

良
普
及
員
が
家
族
経
営
協
定
に
か
か
わ
る
と

い
う
こ
と
は
、
個
々
の
経
営
体
の
構
成
員
で

あ
る
女
性
の
経
営
参
画
を
位
置
づ
け
、
経
済

面
だ
け
で
な
く
生
活
の
質
も
課
題
に
し
て
い

く
こ
と
で
あ
る
。
戸
主
の
理
解
や
農
業
改
良

普
及
員
と
の
連
携
は
不
可
欠
で
、
全
体
を
見

渡
す
力
が
必
要
に
な
る
。

農
林
部
に
在
籍
し
て
い
た
半
分
以
上
の
年

数
は
、
県
庁
の
事
業
係
で
政
策
づ
く
り
や
事

業
対
応
に
関
わ
っ
た
。
現
場
の
経
験
を
活
か

し
て
、
女
性
が
取
り
組
み
や
す
い
単
県
事
業

（
農
村
女
性
組
織
化
事
業
）
を
誕
生
さ
せ
た
。

相
本
さ
ん
は
県
行
政
で
の
予
算
編
成
、
事
業

執
行
な
ど
の
体
験
を
通
じ
て
、
そ
し
て
、
役
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職
が
上
が
る
こ
と
で
、
よ
り
生
活
改
良
普
及

員
と
し
て
全
体
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
。

「
政
策
決
定
場
面
に
女
性
を
何
割
」と
い
っ

た
国
レ
ベ
ル
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
、
地
域
レ
ベ

ル
に
ど
の
よ
う
に
落
と
し
て
い
く
の
か
も
大

き
な
課
題
だ
っ
た
。
基
幹
的
農
業
従
事
者
の

半
数
以
上
を
女
性
が
担
っ
て
い
る
が
、
J
A

役
員
、
農
業
委
員
な
ど
は
男
性
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
る
。
女
性
の
生
産
組
織
の
長
や
自
治
会

長
も
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
集
落
の
集
会
は
夜

間
開
催
が
多
く
、
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
男

性
で
あ
る
。「
あ
そ
こ
の
お
嫁
さ
ん
は
出
し
ゃ

ば
り
だ
」
と
言
わ
れ
る
の
が
嫌
で
、
女
性
は

下
座
に
固
ま
り
発
言
を
し
な
い
。
相
本
さ
ん

が
農
林
事
務
所
支
所
長
と
し
て
農
村
に
出
向

く
と
、
会
合
で
の
女
性
の
発
言
も
増
え
て
、

男
性
の
共
感
を
得
る
場
面
も
多
く
な
っ
た
。

農
山
漁
村
女
性
の
活
動
支
援
は
、
女
性
の
社

会
参
画
を
進
め
る
活
動
そ
の
も
の
で
あ
っ

た
。

◆
女
性
の
社
会
活
動
へ
の
参
加

「
や
ま
ぐ
ち
男
女
共
同
参
画
会
議
」
の
前

身
は
、
1
9
8
0
年
に
で
き
た
山
口
県
婦

人
行
動
対
策
会
議
で
あ
る
。
1
9
7
5
年

に
「
国
連
婦
人
の
10
年
」
が
始
ま
り
、
世
界

や
日
本
の
動
き
を
山
口
県
に
も
定
着
さ
せ
る

流
れ
が
起
き
た
。
女
性
問
題
対
策
審
議
会
の

事
務
局
に
い
た
先
輩
女
性
が
婦
人
行
動
対
策

会
議
づ
く
り
を
担
当
し
、
農
林
部
に
い
た
相

本
さ
ん
は
こ
れ
を
手
伝
っ
た
。「
行
動
に
む

す
び
つ
け
る
」
と
い
う
目
標
の
下
に
、
多
く

の
女
性
が
参
画
し
て
会
議
が
発
足
し
た
。
発

起
人
は
民
間
教
育
関
係
者
な
ど
女
性
12
人

で
、
行
政
関
係
者
は
裏
方
と
し
て
支
え
た
。

事
務
局
は
県
の
現
男
女
共
同
参
画
課
に
お
か

れ
、
県
庁
内
各
部
局
と
横
断
的
に
連
携
協
力

し
な
が
ら
す
す
め
た
。

も
と
も
と
農
林
部
は
、
農
山
漁
村
の
民
主

化
・
近
代
化
の
推
進
役
と
し
て
、
女
性
の
地

位
向
上
、
社
会
参
加
・
参
画
を
進
め
る
た
め

に
、
意
識
啓
発
や
教
育
・
研
修
、
地
域
課
題

解
決
の
た
め
の
学
習
や
実
践
活
動
を
支
援
し

て
い
た
。行
動
対
策
会
議
が
で
き
た
こ
と
で
、

農
山
漁
村
に
限
ら
ず
多
方
面
に
関
わ
る
よ
う

に
な
る
。
県
庁
職
員
だ
っ
た
相
本
さ
ん
は
積

極
的
に
活
動
に
参
加
は
し
な
か
っ
た
が
、
農

山
漁
村
女
性
の
支
援
を
通
じ
て
、
全
体
会
で

条
例
制
定
の
要
望
や
女
性
の
登
用
に
つ
い
て

の
議
論
に
関
わ
っ
た
。

県
庁
で
新
設
さ
れ
た
婦
人
青
少
年
課
の
課
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長
に
生
活
改
良
普
及
員
の
先
輩
女
性
が
初
め

て
就
任
し
た
。
相
本
さ
ん
は
20
人
の
メ
ン

バ
ー
を
集
め
、
県
庁
内
の
男
女
共
同
参
画
を

ど
う
進
め
る
か
と
い
う
自
主
研
究
会
を
行

い
、人
事
課
や
支
援
部
署
に
提
言
書
を
出
し
、

冊
子
に
ま
と
め
て
配
布
し
た
。
国
の
後
押
し

が
あ
る
一
方
で
、
職
場
内
の
抵
抗
も
あ
っ
た

が
、
そ
れ
以
上
に
一
緒
に
や
ろ
う
と
い
う
空

気
が
あ
っ
た
。

◆
職
員
の
教
育
・
研
修
や
担
い
手
育
成

1
9
9
7
年
か
ら
3
年
間
、
県
・
市
町

村
職
員
の
教
育
、
研
修
を
行
う
セ
ミ
ナ
ー

パ
ー
ク
に
配
属
さ
れ
た
。
当
時
、
地
方
分
権

に
向
け
た
自
治
体
職
員
の
政
策
形
成
能
力
の

向
上
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
。
民
間
講
師

や
大
学
教
員
と
の
交
渉
や
研
修
内
容
の
検

討
、
講
義
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
知
識
は
、
そ
の

後
と
て
も
役
立
っ
た
。
現
場
の
問
題
を
課
題

化
す
る
プ
ロ
セ
ス
は
政
策
形
成
過
程
に
通
じ

た
。
早
い
時
期
に
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン

ト
研
修
や
セ
ク
ハ
ラ
講
座
な
ど
、
係
長
や
課

長
補
佐
研
修
に
男
女
共
同
参
画
視
点
を
入
れ

る
仕
組
み
も
県
に
作
っ
た
。最
後
3
年
間
は
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
所
長
と
し
て
消
費
者
行

政
に
関
わ
り
県
庁
を
退
職
し
た
。在
職
中
は
、

消
費
生
活
相
談
や
、生
活
学
習
講
座
の
拡
充
、

消
費
者
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
・
組
織
化
な
ど
人

材
教
育
に
も
力
を
入
れ
た
。

そ
の
後
、
農
業
の
担
い
手
を
支
援
す
る
団

体
、
山
口
県
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会

の
事
務
局
長
に
就
い
た
。
県
農
業
の
高
齢
化

が
進
み
、
担
い
手
の
平
均
年
齢
は
70
歳
を
超

え
て
い
る
。
協
議
会
は
市
町
に
出
掛
け
、
集

落
農
業
の
法
人
化
の
課
題
や
必
要
な
支
援
に

つ
い
て
情
報
交
換
を
行
う
が
、
法
人
役
員
は

ほ
と
ん
ど
男
性
で
、
基
幹
的
農
業
従
事
者
の

半
数
以
上
を
占
め
る
女
性
た
ち
の
声
が
反
映

さ
れ
て
い
な
い
。
相
本
さ
ん
は
、
政
策
決
定

の
場
面
に
女
性
が
参
画
し
、
声
を
あ
げ
て
い

く
に
は
、
あ
る
程
度
の
人
数
が
な
い
と
力
に

な
り
難
い
と
い
う
。

◆
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
培
う

本
来
社
会
的
な
活
動
と
県
庁
業
務
の
両
立

は
難
し
い
。
両
親
の
介
護
で
は
、
家
事
サ
ー

ビ
ス
な
ど
社
会
的
支
援
を
活
用
し
た
。
勤
め

続
け
た
多
く
の
人
は
、
家
族
、
親
戚
な
ど
の

支
援
が
不
可
欠
だ
っ
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
偏
り
も
女
性
の
困
難
の

一
つ
で
あ
っ
た
。
男
性
は
庁
内
に
仕
事
や
飲

み
会
を
通
じ
て
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持

つ
。
一
方
の
女
性
は
、
職
種
が
限
定
さ
れ
、

家
事
と
仕
事
の
両
立
で
忙
し
く
、
集
ま
っ
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
づ
ら
い
。
積

極
的
に
情
報
を
取
る
意
識
も
低
い
。
相
本
さ

ん
は
、
現
場
の
仕
事
や
県
庁
内
の
異
動
、
自

主
研
修
を
通
じ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
培
い
、

民
間
の
動
向
も
常
に
視
野
に
入
れ
て
い
た
。

県
庁
職
員
や
教
員
、
民
間
企
業
の
女
性
管

理
職
が
参
加
し
た「
山
口
県
有
職
女
性
の
会
」

で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
や
先
輩
と
の
つ
な

が
り
を
得
た
。
職
場
に
は
大
学
の
先
輩
も
多

く
、
多
く
の
場
面
を
設
定
し
て
く
れ
た
。
当

時
は
専
門
技
術
員
資
格
試
験
の
学
習
会
や
専

門
技
術
研
修
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
、
ま

た
、
国
内
留
学
・
海
外
研
修
な
ど
現
場
課
題

に
対
応
で
き
る
人
材
を
育
て
る
制
度
や
自
主

的
な
取
り
組
み
を
支
援
す
る
環
境
が
あ
っ
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た
。

◆
N
P
O
法
人
や
ま
ぐ
ち
男
女
共
同
参
画

会
議
で
の
活
動

相
本
さ
ん
が
対
策
会
議
に
本
格
的
に
携
わ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
県
庁
を
辞
め
た

2
0
0
6
年
以
降
で
あ
る
。
2
0
1
1
年

に
山
口
県
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
を

退
職
す
る
ま
で
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
き
な

が
ら
活
動
し
た
。「
山
口
県
婦
人
行
動
対
策

会
議
」
が
N
P
O
法
人
化
し
た
後
の

2
0
0
9
年
に
理
事
長
に
就
任
し
た
。

「
や
ま
ぐ
ち
男
女
共
同
参
画
会
議
」
の
活

動
は
、
主
に
セ
ミ
ナ
ー
や
研
修
会
の
開
催
、

啓
発
資
料
や
広
報
に
よ
る
情
報
発
信
、
他
団

体
と
の
情
報
交
換
で
、
会
合
場
所
は
山
口
市

の
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
や
カ
リ
エ
ン
テ

山
口
を
利
用
し
て
い
る
。
役
員
18
名
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
、
会
費
を
運
営
資
金
に
あ
て
て

活
動
し
て
い
る
。
男
女
共
同
参
画
課
に
事
務

局
が
あ
っ
た
頃
は
6
0
0
人
い
た
会
員
が
、

高
齢
化
な
ど
で
現
在
2
5
0
名
ほ
ど
に
減
っ

た
。
県
の
男
女
共
同
参
画
課
と
連
携
し
、
山

口
市
の
男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
も

加
入
し
、他
団
体
と
の
連
携
に
努
め
て
い
る
。

共
同
参
画
事
業
と
し
て
、
県
内
の
市
町
・
女

性
団
体
な
ど
と
連
携
す
る
地
区
推
進
会
議
を

年
に
2
回
実
施
し
て
い
る
。

圧
倒
的
に
女
性
登
用
率
が
低
か
っ
た
時
代

は
、
み
ん
な
で
横
に
つ
な
が
り
行
政
に
女
性

の
登
用
を
働
き
か
け
る
こ
と
で
前
に
進
ん

だ
。
今
は
条
例
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
あ
る
程

度
男
女
共
同
参
画
を
達
成
し
た
と
思
わ
れ
、

共
通
目
標
が
見
え
に
く
く
な
っ
た
。
社
会
や

経
済
の
担
い
手
と
し
て
女
性
の
役
割
が
重
要

に
な
っ
て
い
る
現
在
、
み
ん
な
が
一
緒
に
行

政
と
連
携
を
図
り
つ
つ
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
相
本
さ
ん
は
考
え
て
い
る
。

◆
や
ま
ぐ
ち
男
女
共
同
参
画
会
議
の
今
後

市
町
の
男
女
共
同
参
画
を
担
う
人
材
の
交

流
会
や
、人
材
育
成
講
座
、講
師
と
協
議
す
る

場
な
ど
、
リ
ー
ダ
ー
が
連
携
を
取
れ
る
仕
組

み
が
必
要
で
あ
る
と
相
本
さ
ん
は
い
う
。

N
P
O
や
女
性
団
体
が
共
同
し
て
運
営
に

参
画
し
、縦
割
り
行
政
を
横
断
的
に
つ
な
ぎ
、

部
署
の
担
当
者
た
ち
が
連
携
す
る
必
要
が
あ

る
と
い
う
。

ス
タ
ッ
フ
18
人
の
立
場
は
多
様
で
あ
る
。

市
町
や
県
職
員
だ
っ
た
人
、
民
間
企
業
で
働

い
て
い
た
人
、
自
営
の
人
、
市
会
議
員
も
い
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る
。
現
在
の
課
題
は
、
組
織
を
若
い
人
に
継

承
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
育
成
講
座
だ
け

で
は
不
十
分
で
、講
座
終
了
者
を
組
織
化
し
、

そ
の
あ
と
の
フ
ォ
ロ
ー
や
情
報
提
供
、
活
躍

の
場
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
を
実
行
す
る
人

材
や
、
雇
用
に
結
び
つ
け
る
仕
組
み
づ
く
り

が
目
標
で
あ
る
と
い
う
。
相
本
さ
ん
は
リ
ー

ダ
ー
育
成
支
援
に
は
、
多
様
な
モ
デ
ル
の
話

も
有
効
だ
と
い
う
。
個
々
の
お
か
れ
て
い
る

立
場
は
異
な
る
が
、
多
様
な
モ
デ
ル
の
話
を

聞
く
こ
と
で
、
落
ち
込
ん
だ
時
、
問
題
に
ぶ

つ
か
っ
た
時
に
元
気
を
え
て
、
展
望
や
生
き

方
を
考
え
直
す
参
考
に
し
て
頑
張
れ
る
。

キ
ャ
リ
ア
形
成
の
視
点
か
ら

相
本
さ
ん
は
、
大
学
時
代
に
専
門
知
識
を

身
に
つ
け
、
生
活
改
良
普
及
員
と
い
う
専
門

職
を
活
か
し
て
、
農
林
部
で
キ
ャ
リ
ア
を
積

ん
だ
。
働
く
女
性
の
数
が
少
な
く
、
労
働
環

境
や
社
会
的
サ
ポ
ー
ト
が
今
よ
り
も
厳
し
い

中
で
、
職
業
キ
ャ
リ
ア
と
並
行
し
て
社
会
活

動
を
継
続
し
て
き
た
こ
と
が
今
の
活
動
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。
普
及
員
の
先
輩
や
現
場
、

職
場
内
外
に
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
培
っ

て
き
た
こ
と
も
相
本
さ
ん
が
キ
ャ
リ
ア
を
築

く
上
で
大
き
な
力
と
な
っ
た
。

な
お
、
当
時
は
困
難
を
克
服
す
る
目
標
を

多
く
の
女
性
が
共
有
し
、「
束
に
な
っ
て
前

に
進
ん
だ
時
代
」
だ
っ
た
。
国
際
的
な
女
性

の
人
権
推
進
の
潮
流
を
追
い
風
と
し
て
、
日

本
で
も
行
政
、
民
間
で
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
た
と
い
う
時
代
背
景
も
影
響
を
与
え
た
。

普
及
員
は
女
性
の
多
い
職
種
で
は
あ
っ
た

が
、
研
修
制
度
が
整
え
ら
れ
、
細
く
は
あ
っ

た
が
上
に
行
く
道
筋
が
あ
っ
た
。
ま
た
相
本

さ
ん
の
場
合
、
農
家
や
農
村
地
域
の
住
民
と

話
し
合
い
を
通
じ
て
生
活
課
題
の
解
決
支
援

を
行
う
と
い
う
職
務
経
験
を
積
ん
で
き
た
こ

と
は
、現
在
の「
や
ま
ぐ
ち
男
女
共
同
参
画
会

議
」
に
お
け
る
女
性
の
課
題
解
決
の
社
会
活

動
に
役
立
っ
て
い
る
。

今
は
「
こ
れ
ま
で
の
時
代
と
は
違
う
困
難

さ
に
直
面
し
、
育
児
休
暇
や
職
場
で
の
通
称

使
用
等
が
あ
た
り
ま
え
の
若
い
人
た
ち
と
さ

ら
に
束
に
な
る
た
め
の
、
新
し
い
課
題
や
目

標
設
定
が
必
要
だ
」
と
い
う
。
仕
事
の
か
た

わ
ら
民
間
の
女
性
団
体
と
の
関
わ
り
も
大
事

に
し
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
を
生
か

し
て
、
今
後
は
「
女
性
の
地
位
向
上
」
か
ら

「
男
女
共
同
参
画
」
へ
の
移
行
を
、
若
い
世

代
と
つ
な
が
り
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
が

課
題
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
女
性
が
発
言
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
仕
事
の
現
場
や
、
自
身

の
職
場
環
境
の
改
善
、
そ
し
て
女
性
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
通
じ
た
社
会
活
動
と
い
う
さ
ま
ざ

ま
な
場
で
す
す
め
て
き
た
相
本
さ
ん
の
生
き

て
き
た
時
代
と
そ
の
生
き
方
に
は
、
こ
れ
か

ら
社
会
に
出
る
学
生
や
現
在
仕
事
を
し
て
い

る
若
い
世
代
が
、
今
後
の
生
き
方
や
キ
ャ
リ

ア
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
た
め
の
ヒ
ン
ト
が

あ
る
。�

（
渡
辺　

美
穂
）
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Profile

　大学卒業後、建設コンサルタントに勤
務するかたわら、土木分野での女性の能
力発揮を支援する目的で、土木技術者女
性の会や女性技術士の会を設立。国際女
性技術者・科学者ネットワーク運営委員
会の活動を通じて、女性が活躍できる環
境づくりや女性技術者の地位向上とキャ
リア形成支援活動を行ってきた。
　現在は国立高等専門学校機構理事や技
術者をめざす女子学生を支援する会代表
を歴任するかたわら、若手女性技術士の
支援の一環として、「技術サロン」を開
催し、後輩女性の育成に努めている。環
境モニタリングを行う建設コンサルタン
トで、観測・調査・試験部門担当の執行
役員として勤務する一方、文部科学省で
の技術教育、技術士制度に関する各種委
員会委員等を務める。� （60歳代）

1972年	 大学卒業後、株式会社建設技術研
究所入社

1983年	 土木技術者女性の会（任意団体）
の創設に関与

1985年	 社団法人土木学会学会誌初代女性
編集委員となる

1993年	 女性技術士の会（任意団体）設立
1998年	 第11回国際女性技術者・科学者

会議日本開催　委員会副委員長に
就任

2002年	 INWES Japan （国際女性技術者・科
学者ネットワーク） 運営委員に就任

2007年	 女性技術士の会NPO法人化（事
務局長、2009年～2012年理事長）

  同年	 社団法人日本技術士会理事・副会
長（～ 2009年）

2010年	 独立行政法人国立高等専門学校機
構理事（非常勤）

2011年	 公益社団法人日本技術士会　男女
共同参画推進委員会委員長

  現職	 株式会社東京建設コンサルタント
本社事業部環境モニタリング研究
所専任技師長

略年表

NPO法人女性技術士の会

理事長　岩熊 眞起（いわくま まき）さん

専門職として働き続けながら
女性技術士のネットワークを構築

 1　意思決定の場への参画

東京都
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N
P
O
法
人
女
性
技
術
士
の
会
の
概
要

【
活
動
分
野
】

科
学
技
術
の
振
興
、
職
業
能
力
の
開
発
ま
た

は
雇
用
機
会
の
拡
充

【
活
動
内
容
】

「
女
性
技
術
士
の
会
」
は
科
学
技
術
の
あ

り
方
や
女
性
の
職
能
と
生
活
の
課
題
に
つ
い

て
、
女
性
の
視
点
で
意
見
交
換
を
す
る
た
め

の
分
野
横
断
的
な
連
絡
組
織
と
し
て
、

1
9
9
3
年
に
任
意
団
体
と
し
て
発
足
し

た
。2
0
0
7
年
に
は
N
P
O
法
人
と
な
り
、

社
会
貢
献
・
国
際
貢
献
の
理
念
の
も
と
活
動

を
続
け
て
い
る
。「
女
性
技
術
士
の
会
」
は
、

子
ど
も
や
女
子
中
高
校
生
が
科
学
技
術
に
親

し
む
機
会
の
提
供
、
女
性
技
術
者
の
育
成
支

援
、
海
外
の
技
術
者
と
の
交
流
を
通
じ
た
調

査
研
究
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
を
意
識
し
た

町
づ
く
り
支
援
、
の
4
つ
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と

し
て
掲
げ
て
い
る
。

「
女
性
技
術
士
の
会
」
は
理
事
会
に
よ
り

運
営
さ
れ
て
い
る
。
会
員
は
所
属
先
に
お
い

て
委
嘱
状
が
あ
れ
ば
外
部
で
の
講
演
そ
の
他

の
活
動
に
参
加
で
き
る
立
場
の
人
が
多
い
。

専
従
職
員
は
い
な
い
。

発
足
時
に
38
名
だ
っ
た
会
員
は
N
P
O

法
人
化
さ
れ
た
2
0
0
7
年
時
点
で
1
2
1

名
ま
で
増
加
し
、
ほ
ぼ
そ
の
数
で
推
移
し
て

い
る
。
年
会
費
は
正
会
員
が
個
人

3､
0
0
0
円
、
団
体
1
0､
0
0
0
円
、
総

会
議
決
権
の
な
い
協
力
会
員
が
、
個
人

2､
0
0
0
円
、団
体
1
0､
0
0
0
円
、賛
助

会
員
が
個
人
1
口
2､
0
0
0
円
、団
体
1

口
1
0､
0
0
0
円
で
あ
る
。
会
費
で
賄
え

な
い
遠
方
の
旅
費
等
の
諸
経
費
に
つ
い
て

は
、
会
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
対
応
し
て
い

る
。活

動
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

◆
企
業
で
専
門
職
と
し
て
の
活
躍

岩
熊
さ
ん
は
1
9
7
2
年
に
千
葉
大
学

園
芸
学
部
を
卒
業
後
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
会
社
に
正
社
員
と
し
て
入
社
し
た
。
当
時

は
日
本
各
地
で
公
害
や
環
境
汚
染
が
社
会
問

題
と
し
て
認
知
さ
れ
始
め
た
時
期
で
あ
り
、

化
学
物
質
の
環
境
へ
の
影
響
調
査
の
需
要
は

大
き
か
っ
た
。
そ
の
た
め
岩
熊
さ
ん
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
仕
事
の
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ
た
。

入
社
6
年
目
の
1
9
7
8
年
に
は
建
設
省

（
当
時
）
が
統
括
す
る
霞
ヶ
浦
水
質
汚
濁
現

象
の
機
構
解
明
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
仕
事
に
関

わ
り
、
経
験
を
積
ん
だ
。
通
常
は
20
年
程
度

の
職
業
経
験
が
な
い
と
合
格
受
験
が
難
し
い

と
さ
れ
る
技
術
士
の
資
格
を
、
入
社
9
年
目

で
取
得
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
資
格
保
持

者
と
な
っ
た
こ
と
で
岩
熊
さ
ん
の
会
社
内
で

の
認
知
度
も
高
ま
り
、
そ
の
こ
と
が
仕
事
を

し
て
い
く
上
で
の
自
立
性
の
獲
得
に
つ
な

が
っ
て
い
っ
た
。
岩
熊
さ
ん
は
時
代
に
後
押

し
さ
れ
、
順
調
な
職
業
キ
ャ
リ
ア
の
ス
タ
ー

ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
た
と
述
べ
て
い
る
。

岩
熊
さ
ん
が
女
性
技
術
者
間
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
作
り
に
関
わ
る
こ
と
に
な
る
最
初
の

き
っ
か
け
は
、
土
木
学
会
誌
が
1
9
8
2

年
に
主
催
し
た
、
建
設
省
や
土
木
建
設
分
野

で
働
く
女
性
技
術
者
の
座
談
会
で
あ
っ
た
。

こ
の
座
談
会
で
呼
び
か
け
ら
れ
知
り
合
っ
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た
同
業
の
女
性
た
ち
と
意
気
投
合
し
、
志
を

共
有
す
る
同
士
で
専
門
性
を
高
め
、
研
鑽
の

機
会
を
作
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

1
9
8
3
年
、
岩
熊
さ
ん
は
約
30
名
の
女

性
土
木
技
術
者
と
と
も
に
、「
土
木
技
術
者

女
性
の
会
」
を
設
立
し
、
関
東
地
区
の
世
話

役
を
引
き
受
け
た
。
1
9
9
1
年
か
ら

1
9
9
7
年
ま
で
は
事
務
局
長
を
務
め
、

当
時
は
ま
だ
数
少
な
い
土
木
分
野
で
技
術
士

と
し
て
働
く
女
性
の
活
躍
を
支
援
す
る
取
り

組
み
を
行
っ
た
。

岩
熊
さ
ん
た
ち
が
「
土
木
技
術
者
女
性
の

会
」
を
立
ち
あ
げ
た
頃
は
、「
山
の
神
が
怒

る
か
ら
女
性
は
ト
ン
ネ
ル
に
入
れ
な
い
」
と

い
う
考
え
方
が
、
業
界
内
で
広
く
受
け
入
れ

ら
れ
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

た
と
え
専
門
資
格
を
所
持
し
て
い
て
も
、
女

性
が
技
術
者
と
し
て
現
場
の
経
験
を
積
む
こ

と
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
が
あ
っ
た
。
こ
う

し
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、「
土
木
技
術

者
女
性
の
会
」
で
は
土
木
の
現
場
の
見
学
会

や
女
子
学
生
と
の
交
流
を
企
画
し
、
実
施
し

た
。
こ
う
し
た
試
み
は
現
在
ま
で
続
い
て
い

る
。岩

熊
さ
ん
は
1
9
8
5
年
に
土
木
学
会

学
会
誌
の
初
代
編
集
委
員
に
な
り
、
女
性
に

土
木
業
界
で
の
キ
ャ
リ
ア
を
身
近
に
感
じ
て

も
ら
え
る
よ
う
広
報
活
動
に
も
力
を
入
れ

た
。
そ
の
一
環
と
し
て
「
土
木
の
日
」
の
制

定
に
も
尽
力
し
た
。「
土
木
技
術
者
女
性
の

会
」
の
創
成
期
は
、
自
分
に
と
っ
て
「
仲
間

を
作
っ
た
時
期
」
で
あ
っ
た
と
岩
熊
さ
ん
は

と
ら
え
て
い
る
。

◆
「
女
性
技
術
士
の
会
」
の
設
立

立
ち
あ
げ
か
ら
約
10
年
間
に
わ
た
り
「
土

木
技
術
者
女
性
の
会
」
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と

し
て
活
躍
し
て
き
た
岩
熊
さ
ん
で
あ
っ
た

が
、
い
つ
ま
で
も
同
じ
団
体
に
い
る
の
は
よ

く
な
い
と
考
え
、「
女
性
技
術
士
の
会
」
を

1
9
9
3
年
に
任
意
団
体
と
し
て
立
ち
あ

げ
た
。
会
員
の
業
績
発
表
の
場
の
提
供
や
、

（
建
設
事
業
な
ど
の
）
見
学
会
、
技
術
士
全

国
大
会
へ
の
参
加
な
ど
の
活
動
を
展
開
し
、

会
員
同
士
の
交
流
を
深
め
て
き
た
。
ま
た
女

性
技
術
士
の
実
態
把
握
を
目
的
と
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
、
1
9
9
6
年
、
1
9
9
9

年
お
よ
び
2
0
0
3
年
に
実
施
し
て
い
る

他
、
会
員
向
け
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
を
発
行
し

情
報
発
信
に
努
め
て
い
る
。

1
9
9
9
年
に
技
術
者
教
育
の
質
的
同

等
性
を
国
際
的
に
担
保
す
る
必
要
性
が
叫
ば

れ
、
日
本
技
術
者
教
育
認
定
機
構 

（
J
A
B
E
E
）が
設
立
さ
れ
、
J
A
B
E
E
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課
程
が
日
本
で
も
導
入
さ
れ
た
。
翌

2
0
0
0
年
に
は
技
術
士
法
が
改
正
さ
れ

技
術
者
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
審
査
・
認
定
を

行
う
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
新
た

な
動
き
に
対
応
す
る
過
程
で
、「
女
性
技
術

士
の
会
」
と
し
て
も
女
性
技
術
士
の
声
を
発

信
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
。「
女

性
技
術
士
の
会
」
は
社
団
法
人
日
本
技
術
士

会
と
連
携
し
つ
つ
、
J
A
B
E
E
課
程
に

在
籍
し
て
い
る
女
子
学
生
や
女
性
修
習
技
術

者
（
技
術
士
補
の
有
資
格
者
）
の
支
援
を
開

始
し
て
い
る
。

公
的
な
活
動
範
囲
を
広
げ
る
た
め
に
、「
女

性
技
術
士
の
会
」
は
2
0
0
7
年
11
月
に

N
P
O
法
人
に
な
っ
た
。
N
P
O
法
人
化

に
際
し
て
は
、
定
款
の
整
備
や
事
業
内
容
の

策
定
、
総
会
の
準
備
な
ど
任
意
団
体
で
あ
っ

た
時
に
は
な
か
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
が
発

生
し
た
。
こ
う
し
た
作
業
は
、
企
業
の
管
理

部
長
と
し
て
人
事
や
財
務
全
般
を
統
括
し
て

き
た
岩
熊
さ
ん
の
職
業
経
験
が
役
に
立
っ
た

と
い
う
。

◆
会
員
の
力
量
形
成
と
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の

育
成

「
女
性
技
術
士
の
会
」
の
活
動
の
幅
は
海

外
に
も
広
が
っ
て
い
っ
た
。
会
員
は
国
際
女

性
技
術
者
・
科
学
者
会
議
（
以
下
、

I
C
W
E
S
）
へ
の
参
加
と
報
告
を
通
じ
て

力
量
を
形
成
し
、
段
階
的
な
成
長
を
遂
げ
て

き
た
。
1
9
9
9
年
に
第
11
回
国
際
女
性

技
術
者
・
科
学
者
会
議
が
幕
張
で
開
催
さ
れ

た
が
、「
女
性
技
術
士
の
会
」
は
協
賛
団
体

と
し
て
会
議
を
運
営
し
た
。
2
0
0
2
年

の
I
C
W
E
S
１
２
（
オ
タ
ワ
）
に
は
11

名
の
会
員
が
参
加
し
、
2
0
0
5
年
の

I
C
W
E
S
1
3
（
ソ
ウ
ル
）
で
は
英
語
で

の
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

2
0
0
8
年
の
I
C
W
E
S
1
4（
リ
ー
ル
）

で
は
、「
女
性
技
術
士
の
会
」
が
こ
れ
ま
で

行
っ
て
き
た
女
子
学
生
へ
の
働
き
か
け
を
発

表
し
た
。
2
0
1
1
年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
実
施
さ
れ
る
予
定
の
I
C
W
E
S
1
5

で
は
、
海
外
の
報
告
者
と
協
力
し
て
、
国
際

パ
ネ
ル
を
計
画
中
で
あ
る
。

「
女
性
技
術
士
の
会
」
で
は
会
の
次
世
代

を
担
う
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
て

い
る
。「
女
性
技
術
士
の
会
」
の
意
思
決
定

機
関
で
あ
る
理
事
会
を
構
成
す
る
理
事
の
年

齢
層
は
50
代
半
ば
が
中
心
で
あ
る
が
、
理
事

会
の
中
に
40
ー
50
歳
代
の
会
員
を
中
心
と
し

た
「
リ
ー
ダ
ー
会
」
を
設
置
し
、
将
来
の
理

事
候
補
の
育
成
に
努
め
て
い
る
。「
リ
ー
ダ
ー

会
」
の
メ
ン
バ
ー
は
「
女
性
技
術
士
の
会
」

が
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と
に
、
技
術
サ
ロ

ン
開
催
リ
ー
ダ
ー
や
国
際
会
議
リ
ー
ダ
ー
、

日
韓
交
流
会
リ
ー
ダ
ー
の
よ
う
に
理
事
会
よ

り
指
名
さ
れ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
。

理
事
は
各
リ
ー
ダ
ー
の
サ
ポ
ー
ト
役
に
ま
わ

り
、
事
業
規
模
や
予
算
配
分
等
に
つ
い
て
、
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助
言
を
行
っ
て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了

後
は
各
リ
ー
ダ
ー
が
報
告
書
を
提
出
す
る

が
、
理
事
と
の
連
携
の
中
で
行
う
こ
う
し
た

一
連
の
作
業
を
き
ち
ん
と
遂
行
す
る
こ
と

で
、
意
識
の
高
い
リ
ー
ダ
ー
が
育
っ
て
い
く

と
い
う
。

◆
今
後
に
向
け
た
展
望
・
課
題

岩
熊
さ
ん
は
「
女
性
技
術
士
の
会
」
の
メ

ン
バ
ー
は
女
性
管
理
職
で
あ
り
、
技
術
士
と

い
う
ラ
イ
セ
ン
ス
を
持
っ
て
い
る
人
た
ち
の

集
ま
り
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い

こ
と
を
や
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。
専
門

職
女
性
の
集
団
と
い
う
会
の
特
性
を
活
か
し

つ
つ
、
他
の
N
P
O
法
人
と
は
差
別
化
を

は
か
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
の
が
、
岩
熊
さ

ん
の
願
い
で
あ
る
。今
後
の
展
望
と
し
て
は
、

以
下
の
3
点
を
目
標
と
し
て
い
る
。第
1
に
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
日
本
技
術
士
会
と
連
携
を

強
化
し
て
い
く
こ
と
。
日
本
技
術
士
会
は
男

性
主
導
の
組
織
で
あ
る
た
め
、
ま
ず
は
日
本

技
術
士
会
内
部
に
男
女
共
同
参
画
委
員
会
の

設
立
を
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
第
2
点
と
し
て
は「
女
性
技
術
士
の
会
」

の
次
世
代
育
成
で
あ
る
。
上
に
述
べ
た
リ
ー

ダ
ー
会
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
、
理
事
に
な
る
よ

う
な
人
材
を
輩
出
し
て
い
け
た
ら
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
若
い
女
性
が
国
境
を
越
え
て
、

活
躍
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
作
り
た
い
と
も

考
え
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
I
C
W
E
S

の
よ
う
な
国
際
会
議
へ
の
出
席
な
ど
の
際
、

補
助
金
が
出
せ
る
よ
う
な
団
体
に
な
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
る
。
し
か
し
「
女
性
技
術

士
の
会
」
は
有
職
の
女
性
専
門
職
集
団
で
あ

る
が
故
に
、
民
間
の
助
成
団
体
か
ら
の
助
成

金
の
交
付
対
象
と
な
り
に
く
い
の
が
現
在
の

悩
み
で
あ
る
と
岩
熊
さ
ん
は
語
る
。
こ
の
点

は
、「
女
性
技
術
士
の
会
」
の
課
題
と
し
て

岩
熊
さ
ん
が
指
摘
し
た
、
今
後
ど
の
よ
う
に

し
て
財
政
基
盤
を
強
化
し
て
い
く
か
と
い
う

点
と
も
関
連
し
て
く
る
。
メ
ン
バ
ー
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
み
に
依
存
す
る
の
で
は
な

く
、
企
業
が
資
金
を
提
供
し
て
も
よ
い
と
み

な
す
よ
う
な
団
体
に
な
る
こ
と
が
次
の
目
標

で
あ
る
。

キ
ャ
リ
ア
形
成
の
視
点
か
ら

岩
熊
さ
ん
は
技
術
士
と
い
う
専
門
資
格
を

基
盤
と
し
て
、
自
身
の
職
業
キ
ャ
リ
ア
を
一

歩
一
歩
築
い
て
き
た
。
そ
の
過
程
で
出
会
っ

た
専
門
職
の
女
性
た
ち
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
ゼ
ロ
か
ら
作
り
上
げ
、「
土
木
技
術
者
女

性
の
会
」
や
「
女
性
技
術
士
の
会
」
の
活
動

を
行
っ
て
き
た
。
職
業
キ
ャ
リ
ア
と
社
会
活
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動
キ
ャ
リ
ア
の
並
列
型
と
み
な
す
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。岩
熊
さ
ん
に
と
り
、職
業
キ
ャ

リ
ア
と
社
会
活
動
キ
ャ
リ
ア
は
別
個
の
も
の

で
は
な
く
、
相
互
補
完
的
な
関
係
に
あ
る
。

職
業
キ
ャ
リ
ア
を
構
築
す
る
上
で
直
面
し
た

困
難
が
、「
土
木
技
術
者
女
性
の
会
」
や
「
女

性
技
術
士
の
会
」
の
社
会
活
動
キ
ャ
リ
ア
を

推
進
し
て
い
く
力
と
な
っ
て
き
た
か
ら
で
あ

る
。岩

熊
さ
ん
は
結
婚
後
も
技
術
士
と
し
て
企

業
で
働
き
続
け
て
き
た
が
、
上
司
や
同
僚
、

親
族
か
ら
は
「
女
性
は
早
く
家
庭
に
入
っ
た

方
が
よ
い
」
と
か
、「
奧
さ
ん
が
（
夫
の
世

話
を
せ
ず
）
旦
那
さ
ん
が
か
わ
い
そ
う
」
な

ど
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
幸
い
夫
は

こ
う
し
た
周
囲
の
意
見
を
気
に
せ
ず
、
育
児

に
も
協
力
的
で
あ
っ
た
。
子
ど
も
は
あ
る
程

度
社
内
で
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
課
長
に
昇
進

し
た
後
、
37
歳
の
時
に
出
産
し
た
。
ベ
ビ
ー

シ
ッ
タ
ー
を
雇
用
し
、
母
の
助
け
も
借
り
な

が
ら
育
児
と
仕
事
の
両
立
を
図
っ
て
き
た
。

家
族
の
サ
ポ
ー
ト
と
家
事
・
育
児
の
外
部
化

を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、
子
育
て
と
仕
事
の

両
立
を
は
か
っ
て
き
た
と
も
い
え
る
だ
ろ

う
。働

く
女
性
に
と
り
、
第
一
子
の
出
産
時
期

に
つ
い
て
は
若
い
時
に
産
ん
で
子
離
れ
の
時

期
を
早
く
す
る
の
と
、
あ
る
程
度
キ
ャ
リ
ア

を
積
ん
だ
後
、
知
恵
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
資

金
も
潤
沢
に
蓄
え
た
後
に
出
産
す
る
、
と
い

う
2
つ
の
考
え
方
が
あ
る
が
自
分
は
後
者
を

選
択
し
た
と
、
岩
熊
さ
ん
は
語
る
。
現
在
夫

は
北
海
道
勤
務
の
た
め
別
居
し
て
い
る
が
、

お
互
い
が
自
立
し
て
ど
の
よ
う
に
仕
事
を
し

て
い
く
か
な
ど
を
、
話
し
合
っ
て
い
る
。
上

京
す
る
と
二
人
で
食
事
を
し
た
り
す
る
良
好

な
関
係
を
築
い
て
い
る
と
い
う
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
時
点
（
2
0
1
0
年
）、

岩
熊
さ
ん
は
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
と
し
て
、

環
境
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
企
業
に
技
術
者
と
し

て
勤
務
し
な
が
ら
、「
女
性
技
術
士
の
会
」

の
理
事
長
を
つ
と
め
て
い
た
。
そ
の
後
、
業

界
再
編
の
中
で
新
た
な
環
境
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
企
業
の
上
席
技
術
者
と
し
て
勤
務
す
る
か

た
わ
ら
、
国
立
高
専
機
構
の
理
事
と
し
て
教

育
機
関
の
運
営
や
女
性
研
究
者
支
援
に
関
わ

り
、
ま
た
横
浜
国
立
大
学
は
じ
め
非
常
勤
講

師
と
し
て
技
術
者
教
育
の
授
業
を
担
当
し
て

い
る
。

今
後
の
課
題
と
し
て
い
た
日
本
技
術
士
会

男
女
共
同
参
画
委
員
会
も
2
0
1
1
年
に

発
足
し
、
そ
の
委
員
長
を
務
め
て
い
る
。
職

業
キ
ャ
リ
ア
と
社
会
活
動
キ
ャ
リ
ア
を
両
立

し
つ
つ
も
、
そ
の
比
重
は
、
社
会
活
動
キ
ャ

リ
ア
に
徐
々
に
移
っ
て
き
た
。
岩
熊
さ
ん
が

設
立
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る
「
女
性
技
術

士
の
会
」
も
ま
た
設
立
か
ら
20
年
を
経
て
、

企
業
か
ら
の
助
成
の
対
象
と
な
り
得
る
よ
う

な
、
よ
り
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
集
団
へ

と
転
機
の
時
を
迎
え
て
い
る
。
理
工
系
分
野

へ
の
女
性
の
進
出
を
後
押
し
す
る
よ
う
な
、

岩
熊
さ
ん
た
ち
の
活
動
は
、
今
後
ま
す
ま
す

重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
夫
婦

と
も
多
忙
で
、
一
緒
に
ゆ
っ
く
り
食
事
を
す

る
時
間
も
な
い
状
況
の
よ
う
で
あ
る
。

�

（
越
智　

方
美
）



24

Profile

　両親の教育方針もあり、高校卒業時に
は、手に職を持って経済的に自立する道
を強く志向していた。専門職として保育
士をめざし、大学で資格を取得。1972
年就職に際し、信州大学医学部の教職員
のための保育園が開設されることにな
り、その立ちあげから関わる。1989年
に同園長に就任。
　定年後も嘱託園長として勤務していた
が、2011年に松本市の市議会議員選挙
の折に、仲間から議員候補に押し出され、
市民型選挙で当選した。無所属の市議会
議員として政治参画を果たす。
　一方、学生時代から女性の地位向上や
社会の動きに関心を持っていたので、仕
事と並行して社会活動をずっと行ってき
た。現在はみんなの学校in松本企画委
員会代表、I（アイ）女性会議長野県本
部議長を務めている。� （60歳代）

1972年	 長野県福祉大学校保育学科卒業

	 信州大学付設おひさま保育園勤務

1975年	 I（アイ）女性会議参加

1980年	 松本市婦人のつどい実行委員会参
加

1989年	 信州大学付設おひさま保育園園長

2002年	 みんなの学校in松本企画委員会代
表

2011年	 松本市市議会議員。保育園嘱託園
長と兼務

略年表

みんなの学校in松本企画委員会

代表　田口 輝子（たぐち てるこ）さん

働きつつ、活動を継続、
女性のネットワークを形成

 1　意思決定の場への参画

長野県
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み
ん
な
の
学
校
in
松
本
企
画
委
員
会
の

概
要

【
活
動
分
野
】

社
会
教
育
の
推
進
、
男
女
共
同
参
画
社
会
形

成
の
促
進
、
子
ど
も
の
健
全
育
成

【
活
動
内
容
】

「
み
ん
な
の
学
校
in
松
本
企
画
委
員
会
」

は
2
0
0
2
年
4
月
に
設
立
さ
れ
た
自
主

的
な
団
体
で
、
メ
ン
バ
ー
は
50
人
。
県
内
の

主
だ
っ
た
女
性
主
体
の
団
体
メ
ン
バ
ー
で
構

成
し
て
い
る
。
役
員
は
代
表
と
事
務
局
長
2

名
。
役
員
は
無
報
酬
。
会
の
収
入
源
に
つ
い

て
は
、
映
画
会
を
年
1
回
主
催
し
、
映
画
会

の
チ
ケ
ッ
ト
収
入
（
25
万
円
～
30
万
円
）
を

会
の
運
営
費
に
充
て
て
い
る
。

事
業
は
行
政
と
の
協
働
事
業
と
し
て
、
講

座
・
講
演
会
を
年
3
回
程
度
開
催
し
て
い
る
。

テ
ー
マ
は
「
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」

に
関
す
る
こ
と
や
「
松
本
女
性
史
を
学
ぶ
」

な
ど
。
ま
た
、
適
宜
、
時
事
・
社
会
問
題
に

つ
い
て
研
修
会
を
実
施
し
て
い
る
。
昨
年
は

エ
イ
ズ
問
題
を
テ
ー
マ
に
研
修
会
を
開
き
、

研
修
後
、
長
野
県
に
エ
イ
ズ
・
H
I
V
感

染
症
の
予
防
対
策
強
化
を
申
し
入
れ
た
。

講
座
の
企
画
な
ど
を
通
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
広
が
り
、
主
体
的
に
社
会
の
問
題
に
取

り
組
む
仲
間
が
育
っ
て
い
る
。

活
動
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

◆
職
業
を
持
っ
て
経
済
的
に
自
立
す
る
道
を

志
向

田
口
さ
ん
は
、育
つ
過
程
で
両
親
か
ら「
仕

事
を
持
っ
て
経
済
的
に
自
立
す
る
こ
と
や
そ

の
た
め
に
手
に
職
を
つ
け
ら
れ
よ
う
に
資
格

を
取
っ
て
お
く
こ
と
」
と
よ
く
言
わ
れ
て
い

た
。
高
校
卒
業
時
に
は
、
両
親
か
ら
実
用
的

で
結
婚
後
の
家
事
に
も
役
立
つ
の
で
、
栄
養

士
の
資
格
を
取
る
こ
と
を
勧
め
ら
れ
た
。
栄

養
士
に
な
る
こ
と
に
そ
れ
ほ
ど
強
い
気
持
ち

は
な
か
っ
た
が
、
と
も
か
く
東
京
の
栄
養
士

専
門
学
校
に
進
学
し
た
。
そ
し
て
、
3
年
間

管
理
栄
養
士
養
成
科
に
在
籍
し
た
が
、
学
ぶ

う
ち
に
、
栄
養
士
と
し
て
働
き
続
け
る
将
来

へ
の
魅
力
が
薄
れ
る
。
そ
こ
で
、
も
と
も
と

子
ど
も
が
好
き
な
こ
と
や
教
育
に
関
心
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
専
門
的
な
職
業
と
し
て

自
ら
の
希
望
で
保
育
士
を
め
ざ
し
、
長
野
県

福
祉
大
学
校
保
育
学
科
に
進
学
。
保
育
士
資

格
を
取
得
し
た
。

◆
仕
事
と
家
庭
の
両
立
に
日
々
努
力

1
9
7
0
年
代
、働
く
女
性
は
増
加
。「
ポ

ス
ト
の
数
ほ
ど
保
育
所
を
」
と
保
育
園
が
求

め
ら
れ
た
時
代
。
田
口
さ
ん
が
大
学
を
卒
業

し
た
1
9
7
2
年
に
、
信
州
大
学
医
学
部

付
設
お
ひ
さ
ま
保
育
園
が
、
病
院
の
教
職
員

の
た
め
の
保
育
園
と
し
て
開
設
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
田
口
さ
ん
は
、
新
任
保
育
士
と

し
て
新
し
い
保
育
園
の
立
ち
あ
げ
か
ら
関
わ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
保
育
園
を
開
設
す
る
仕

事
は
大
変
だ
っ
た
が
、
や
り
甲
斐
や
喜
び
も

大
き
く
仕
事
に
も
家
庭
生
活
に
も
一
つ
一
つ

努
力
を
重
ね
た
。

田
口
さ
ん
の
家
族
は
、
夫
と
子
ど
も
3
人

の
5
人
家
族
。
3
人
の
子
ど
も
の
内
、
2
人

は
双
子
。
現
在
、
子
ど
も
は
も
う
独
立
し
て

い
る
。
田
口
さ
ん
は
「
夫
は
、
も
と
も
と
働
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く
女
性
を
十
分
に
認
め
て
い
て
、
決
し
て
女

性
を
蔑
視
し
な
い
人
。
子
育
て
期
に
は
3
人

の
子
ど
も
が
い
て
、
フ
ル
タ
イ
ム
の
仕
事
を

抱
え
て
の
家
事
・
育
児
は
、そ
れ
は
大
変
だ
っ

た
。
そ
う
し
た
日
常
生
活
の
大
変
さ
は
、
夫

の
目
に
も
よ
く
見
え
て
、
夫
は
家
事
や
子
育

て
に
非
常
に
協
力
的
で
あ
っ
た
。
家
族
の
原

則
は
、
家
族
の
誰
か
に
我
慢
の
し
わ
寄
せ
を

し
な
い
、
で
き
る
人
が
で
き
る
こ
と
を
引
き

受
け
る
と
い
う
方
式
で
乗
り
切
っ
て
き
た
」

と
仕
事
と
家
庭
生
活
の
両
立
に
つ
い
て
語
っ

て
い
る
。

◆
使
命
感
か
ら
社
会
活
動
に
参
画
、
女
性
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成

フ
ル
タ
イ
ム
の
仕
事
を
持
つ
田
口
さ
ん

が
、
社
会
活
動
に
関
わ
っ
た
動
機
は
、「
何

か
し
な
け
れ
ば
と
い
う
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
気

持
か
ら
だ
っ
た
」
と
言
う
。

田
口
さ
ん
が
「
I
（
ア
イ
）
女
性
会
議
」

の
活
動
に
参
加
し
た
の
は
、
国
際
婦
人
年
の

1
9
7
5
年
。
1
9
7
0
年
代
か
ら
80
年

代
は
、
日
本
社
会
に
活
気
が
あ
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
女
性
の
活
動
も
熱
気
が
あ
っ
た
頃
。
田

口
さ
ん
が
活
動
の
中
で
、
特
に
印
象
深
く
覚

え
て
い
る
の
は
、
1
9
8
5
年
の
男
女
雇

用
機
会
均
等
法
の
制
定
の
頃
。
均
等
法
の
制

定
に
強
い
関
心
を
持
ち
、
働
く
女
性
た
ち
に

と
っ
て
の
法
律
が
よ
り
よ
い
内
容
に
な
る
よ

う
願
っ
て
、
仲
間
と
上
京
し
、
国
会
へ
の
ロ

ビ
ー
活
動
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加
し
た
こ

と
。
そ
し
て
、
そ
の
頃
活
動
を
通
し
て
「
目

標
を
共
有
す
る
仲
間
と
の
活
動
は
、
新
し
い

つ
な
が
り
を
手
に
入
れ
た
楽
し
さ
と
一
人
で

は
な
く
共
に
行
動
し
て
い
る
充
実
感
を
得
る

こ
と
が
で
き
、
仕
事
に
対
す
る
活
力
も
も
ら

え
た
」
と
自
分
と
違
う
職
業
や
所
属
の
人
と

の
交
流
が
広
が
る
社
会
活
動
の
楽
し
さ
に
目

覚
め
る
。

1
9
8
0
年
に
は
、
現
在
活
動
し
て
い

る
「
み
ん
な
の
学
校
in
松
本
企
画
委
員
会
」

の
前
身
の
「
松
本
市
婦
人
の
つ
ど
い
実
行
委

員
会
」に
参
加
。
女
性
団
体
と
力
を
合
わ
せ
、

大
き
な
催
し
を
企
画
し
、
女
性
主
体
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
た
。
女
性
団
体
が
力
を

合
わ
せ
て
活
動
を
し
た
こ
と
が
、
女
性
セ
ン

タ
ー
を
求
め
る
要
望
活
動
に
も
つ
な
が
り
、

そ
う
し
た
動
き
が
1
9
9
9
年
の
パ
レ
ア

松
本
、
松
本
市
女
性
セ
ン
タ
ー
の
設
立
に
結

実
し
た
。
田
口
さ
ん
は
、
女
性
セ
ン
タ
ー
は
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男
女
共
同
参
画
の
発
信
の
拠
点
で
あ
り
、
多

く
の
人
が
交
流
す
る
団
体
活
動
に
と
っ
て
大

事
な
拠
点
な
の
で
、
今
後
ま
す
ま
す
充
実
さ

せ
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

◆
原
動
力
は
、
仲
間
と
の
つ
な
が
り
と
強
い

意
志

田
口
さ
ん
が
現
在
代
表
を
務
め
て
い
る

「
み
ん
な
の
学
校
in
松
本
企
画
委
員
会
」
は

2
0
0
2
年
に
設
立
さ
れ
た
団
体
で
、
男

女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
の
促
進
を
図
る
活

動
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
を
図
る
活
動
、
社

会
教
育
の
推
進
を
図
る
活
動
を
し
て
い
る
。

会
員
は
松
本
市
内
の
主
だ
っ
た
女
性
団
体
の

メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

社
会
活
動
へ
の
参
加
を
妨
げ
る
要
因
と
し

て
、
活
動
す
る
時
間
が
な
い
こ
と
や
家
族
や

職
場
の
理
解
が
な
い
こ
と
が
よ
く
挙
げ
ら
れ

る
が
、
田
口
さ
ん
は
、
年
次
有
給
休
暇
を
利

用
し
、
1
日
を
午
前
、
午
後
、
夜
間
と
分
け

て
し
っ
か
り
時
間
管
理
を
し
、
時
間
を
徹
底

的
に
有
効
に
使
っ
て
い
る
。
職
場
の
理
解
に

つ
い
て
は
、
1
9
8
9
年
に
保
育
園
園
長

に
就
任
し
て
か
ら
は
、
働
く
人
の
働
き
や
す

さ
や
環
境
整
備
に
一
層
力
を
入
れ
て
お
り
、

「
そ
れ
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
自
分
自
身
の

社
会
活
動
と
の
両
立
の
し
や
す
さ
に
も
つ
な

が
っ
た
」
と
語
っ
て
い
る
。

ま
た
、
田
口
さ
ん
は
活
動
に
つ
い
て
「
団

体
活
動
は
人
間
の
集
ま
り
、
メ
ン
バ
ー
と
の

つ
な
が
り
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の

た
め
に
は
相
手
を
信
頼
す
る
こ
と
が
基
本
。

会
議
の
場
で
は
お
互
い
に
考
え
て
い
る
こ

と
、
思
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
意
見
を
よ
く
聞

き
、
気
持
ち
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
、
代
表
と
し
て
少
数
意
見
も
大
事

に
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
き
た
。
仲
間
の
お

互
い
に
対
す
る
理
解
が
大
事
だ
と
思
う
。
メ

ン
バ
ー
は
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
く
自
分
の
状
況

を
十
分
理
解
し
て
く
れ
て
い
る
。
行
事
を
行

う
時
に
は
、
チ
ー
ム
を
組
ん
で
行
う
。
毎
年

の
企
画
テ
ー
マ
は
、
議
論
し
、
や
り
た
い
こ

と
を
持
っ
て
い
る
人
に
手
を
挙
げ
て
も
ら

い
、
提
案
に
よ
り
決
定
。
役
割
分
担
を
そ
の

都
度
行
う
。
そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る
役
割
を
果

た
す
。『
み
ん
な
の
学
校
』
で
は
、
や
り
た

い
こ
と
が
や
れ
る
こ
と
が
重
要
で
、
活
動
に

は
楽
し
さ
も
必
要
。
ま
た
、
学
ん
だ
こ
と
を

行
政
に
政
策
提
言
し
、
政
策
に
反
映
さ
れ
る

こ
と
も
や
り
甲
斐
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と

言
っ
て
い
る
。
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
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性
や
や
り
た
い
こ
と
を
大
事
に
し
つ
つ
、
そ

れ
ぞ
れ
が
で
き
る
役
割
を
担
い
な
が
ら
活
動

し
、
団
体
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
い
く
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
、
団
体
活
動
の
継
続
に
は
、

メ
ン
バ
ー
ひ
と
り
ひ
と
り
に
と
っ
て
も
団
体

に
と
っ
て
も
、
プ
ラ
ス
に
な
る
関
係
を
築
く

こ
と
が
肝
要
だ
と
わ
か
る
。

さ
ら
に
、
困
難
の
乗
り
越
え
に
必
要
だ
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
、「
活
動
し
て
い
く
中
で

は
周
囲
の
無
理
解
な
ど
も
あ
っ
た
が
、
い
ち

い
ち
気
に
し
な
い
。
い
ろ
い
ろ
な
困
難
を
乗

り
越
え
る
に
は
、
活
動
を
続
け
て
い
く
の
だ

と
い
う
強
い
意
志
と
共
に
活
動
し
て
い
る
仲

間
が
い
る
と
い
う
信
頼
感
が
あ
る
。
そ
の
た

め
に
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
く
と

る
こ
と
が
重
要
」
だ
と
述
べ
て
い
る
。

◆
市
議
会
議
員
に
押
し
出
さ
れ
、
政
治
参
画

ず
っ
と
同
じ
職
場
で
働
き
続
け
て
き
た
田

口
さ
ん
は
、
2
0
0
9
年
に
お
ひ
さ
ま
保

育
園
で
60
歳
定
年
を
迎
え
る
。
2
年
の
定
年

延
長
が
あ
り
、
嘱
託
園
長
と
し
て
働
い
て
い

た
2
0
1
1
年
に
松
本
市
の
市
議
会
議
員

選
挙
が
あ
っ
た
。
そ
の
折
、
長
く
議
員
の
職

責
を
果
た
し
て
い
た
信
頼
の
お
け
る
女
性
議

員
が
引
退
。
何
と
か
女
性
議
員
を
継
続
さ
せ

た
い
と
い
う
願
い
を
持
つ
仲
間
か
ら
議
員
候

補
に
押
し
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
家
族
も
立

候
補
を
応
援
し
て
く
れ
た
の
で
、
思
い
切
っ

て
無
所
属
で
市
議
会
議
員
に
立
候
補
し
た
。

そ
の
結
果
、
市
民
型
選
挙
で
38
人
中
7
位
で

当
選
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。
現
在
は
、

議
員
と
し
て
男
女
共
同
参
画
の
推
進
と
教
育

問
題
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。ま
た
、

ず
っ
と
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
取
り
組
ん
で

き
て
い
る
保
育
園
の
仕
事
も
、
保
育
支
援
を

医
学
部
教
職
員
対
象
に
と
ど
ま
ら
ず
、
大
学

の
女
性
研
究
者
支
援
の
た
め
に
全
学
に
広
げ

て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。

田
口
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
の
自
分
の
キ
ャ

リ
ア
を
振
り
返
り
、
好
き
な
保
育
士
と
し
て

の
仕
事
を
ず
っ
と
続
け
て
経
済
的
に
自
立
を

し
、
仕
事
と
同
時
に
社
会
活
動
と
も
か
か
わ

り
を
持
ち
、
仲
間
と
一
緒
に
本
当
に
や
り
た

い
活
動
に
も
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
満

足
し
て
い
る
。
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男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら

◆
「
男
は
仕
事
、女
は
家
庭
」を
乗
り
越
え
て

働
く
女
性
の
現
状
を
見
る
と
、
結
婚
、
出

産
、
子
育
て
を
機
に
職
業
を
中
断
す
る
女
性

が
多
い
。
し
か
し
、
田
口
さ
ん
は
、
子
育
て

期
に
も
職
業
を
中
断
せ
ず
に
継
続
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
社
会
活
動
に
も
携
わ
り
、
仕

事
と
活
動
と
家
庭
を
鼎
立
し
て
い
る
。
田
口

さ
ん
の
学
校
選
択
や
職
業
選
択
の
背
景
に

「
女
性
も
手
に
職
を
持
つ
こ
と
」
を
強
く
勧

め
た
性
別
役
割
分
担
意
識
に
捉
わ
れ
て
い
な

い
家
庭
教
育
の
影
響
が
う
か
が
え
る
。
そ
し

て
、
仕
事
・
活
動
・
家
庭
の
鼎
立
を
支
え
た

の
は
、
家
族
の
理
解
や
協
力
で
あ
っ
た
。
田

口
さ
ん
自
身
が
「
家
族
の
原
則
は
家
族
の
誰

か
に
我
慢
の
し
わ
寄
せ
を
し
な
い
。
家
事
・

育
児
も
で
き
る
人
が
で
き
る
こ
と
を
引
き
受

け
る
と
い
う
方
式
で
乗
り
切
っ
て
き
た
」
と

語
っ
て
い
る
。
家
族
全
員
が
柔
軟
に
そ
の
時

そ
の
時
、
家
庭
生
活
に
必
要
な
役
割
を
引
き

受
け
、
協
力
し
合
う
こ
と
が
、
仕
事
と
活
動

の
継
続
を
支
え
た
大
き
な
要
素
だ
っ
た
。
家

族
、
特
に
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
男
性
が
、

女
性
が
職
業
を
続
け
る
こ
と
に
理
解
を
示

し
、
応
分
に
家
庭
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
、

女
性
の
職
業
継
続
と
社
会
活
動
継
続
に
と
っ

て
大
事
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

◆
管
理
職
の
意
識
改
革
と
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現

田
口
さ
ん
は
就
業
当
初
か
ら
働
く
人
の
環

境
の
整
備
に
強
い
意
欲
を
持
っ
て
い
た
が
、

「
園
長
に
就
任
し
て
か
ら
は
、
よ
り
一
層
働

く
人
の
働
き
や
す
さ
に
力
を
入
れ
た
。
そ
れ

は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
自
分
自
身
の
社
会
活

動
と
の
両
立
の
し
や
す
さ
に
も
つ
な
が
っ

た
」
と
語
っ
て
い
る
。

今
、
女
性
も
男
性
も
、
仕
事
や
子
育
て
、

自
己
啓
発
、
社
会
活
動
等
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
自
分
の
希
望
す
る
バ
ラ
ン
ス
で
展
開
で
き

る
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
田
口
さ
ん
が
複
数
の
活

動
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
行
え
た
要
因
と
し
て
、

田
口
さ
ん
自
身
が
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
重
ね
、

待
遇
や
雇
用
環
境
の
整
備
を
遂
行
で
き
る
園

長
の
地
位
に
就
い
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。

こ
れ
は
、
管
理
的
な
地
位
に
就
く
人
が
、

仕
事
だ
け
に
ま
い
進
す
る
こ
と
に
価
値
を
置

く
の
で
は
な
く
、
仕
事
と
調
和
を
取
り
な
が

ら
家
事
や
育
児
、
学
習
や
活
動
な
ど
に
携
わ

る
生
き
方
や
働
き
方
に
価
値
を
置
く
考
え
を

持
つ
こ
と
、
そ
れ
が
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
と
っ
て
重
要
な
要
素
で

あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

�

（
西
山　

恵
美
子
）
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Profile

　自分が育つ家庭環境では、「手に職を」
という父親の考え方のもと、専門学校
で簿記の勉強を一生懸命行った。結婚
後23歳から市原市の商工会議所に勤め、
58歳の退職まで36年近く商工会議所と
いう男性中心の職場で職業生活を継続し
た。女性職員の上司はいなかったが、プ
ロジェクトのスタッフになるなど、行政
関係者、女性団体関係者との交流を深め
る。その後1996年50歳で女性では全国
初の商工会議所専務理事となり、管理職
を務め、男女の役割分担によらない新た
な組織作りなどに取り組む。会頭の退位
に伴い58歳で退職。地域の女性代表の
一人として退職以前から、市原市の条例
づくり委員会などに関わっていた。2006
年には「市原市男女共同参画社会を進め
る市民の会」を立ちあげ、会長として
活動している。長期の職業生活をもとに
地域における人的ネットワークをつくり
あげ、退職後地域の男女共同参画活動に
リーダーとして活躍している。�（60歳代）

1966年	 専門学校に進学。父親の「手に職」の
考えから簿記などを一生懸命勉強する

1969年	 結婚後市原市へ転居。近所の人の紹介
で商工会議所につとめ、タイプ打ちか
らはじめる職業生活をスタートさせる

1970年代	 出産後、子育ては義母が担い、仕
事に没頭。プロジェクトスタッフ
となるなど上司からも認められる

1996年	 50歳、商工会議所の専務理事に就任
	 組織改革を実施
2004年	 会頭の退位により、58歳で退職
2006年	 市原市の男女共同参画社会条例づ

くり参加。審議会副委員長
	 女性センター設立後、事業を推進

する「市民の会」会長として活動
2011年	 3.11（大震災）から岩手県大槌町

ボランティア支援活動
2012年	 「大槌町の子どもたちを支える会」

立ちあげ、理事
	 10/2 ～ 4（3日間）被災地でボラ

ンティア活動
2013年	 被災地支援として「写真展」開催

予定　5月～ 2014年3月まで（被
災地直後・中間・未来へ）

	 義母の介護と、会活動の両立を
行っている（4年目）

略年表

市原市男女共同参画社会を進める市民の会

会長　羽鳥 シズ子（はとり しずこ）さん

商工会議所管理職の職業キャリアから
地域の男女共同参画活動へ

 1　意思決定の場への参画

千葉県



31

 Ⅰ　社会参画と女性のキャリア形成事例集

市
原
市
男
女
共
同
参
画
社
会
を
進
め
る

市
民
の
会
の
概
要

【
活
動
分
野
】

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
の
促
進

【
活
動
内
容
】

市
原
市
で
は
男
女
共
同
参
画
を
進
め
る
た

め
条
例
づ
く
り
を
行
い
、
2
0
0
5
年
4

月
に
施
行
と
な
っ
た
。
条
例
づ
く
り
に
取
り

組
ん
だ
市
民
た
ち
が
2
0
0
6
年
4
月
に

「
男
女
共
同
参
画
社
会
を
進
め
る
市
民
の
会
」

を
設
立
。
24
名
で
設
立
総
会
を
行
い
、
会
長

に
羽
鳥
シ
ズ
子
さ
ん
が
就
任
し
た
。
現
在
は

会
員
が
61
名
で
活
動
し
て
い
る
。

市
民
の
会
で
は
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
i
ほ
っ
と
）

を
設
立
し
、
市
内
外
の
団
体
や
個
人
に
「
男

女
共
同
参
画
の
輪
」
を
ひ
ろ
げ
る
た
め
講
演

会
や
企
画
会
を
開
催
し
て
い
る
。
2
0
0
6

年
に
は
設
立
記
念
事
業
と
し
て
横
浜
市
男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の
視
察
、
市
民
企
画
講

座（
市
共
催
）「
男
の
未
来
予
報
図
」を
実
施
。

2
0
0
7
年
に
は
市
原
市
男
女
共
同
参
画

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
「
地
域
交
流
会
in
市

原
」
開
催
。
2
0
0
8
年
市
原
市
男
女
共

同
参
画
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
実
行
委
員
と
し

て
参
加
す
る
な
ど
、
市
原
市
の
男
女
共
同
参

画
推
進
の
活
動
を
進
め
て
い
る
。

活
動
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

◆
結
婚
後　

市
原
市
の
商
工
会
議
所
に
勤

務
・
仕
事
に
没
頭

1
9
4
6
年
山
口
県
に
生
ま
れ
た
。
書

道
教
師
を
し
て
い
た
父
親
か
ら
こ
れ
か
ら
は

手
に
職
を
も
た
な
い
と
社
会
に
通
用
し
な
い

と
よ
く
言
わ
れ
た
。高
校
卒
業
後
は
専
門
学

校
で
簿
記
な
ど
の
勉
強
を
一
生
懸
命
に
行
っ

た
。結

婚
に
よ
り
市
原
市
に
転
居
し
た
。
近
所

の
人
か
ら
話
が
あ
り
、
1
9
6
9
年
23
歳

で
商
工
会
議
所
に
勤
め
始
め
、
タ
イ
プ
打
ち

か
ら
の
職
業
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
商
工

会
は
25
人
程
度
の
組
織
で
、
女
性
は
6
、
7

人
と
少
数
で
あ
っ
た
。
組
織
と
し
て
は
係
長

に
女
性
が
1
名
い
た
が
、
そ
れ
以
上
の
役
職

は
お
ら
ず
、
女
性
は
上
に
上
が
れ
な
い
の
か

と
疑
問
を
も
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。し
か
し
、

仕
事
で
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
行
う
機
会
を
得

て
、
大
い
に
鍛
え
ら
れ
た
。

当
時
の
専
務
理
事
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

ス
タ
ッ
フ
と
な
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
。
期
待

さ
れ
た
仕
事
に
一
生
懸
命
取
り
組
む
こ
と

で
、
こ
の
時
期
、
仕
事
の
幅
を
ひ
ろ
げ
、
自

分
の
能
力
を
伸
ば
し
て
い
っ
た
。
市
や
県
の

行
政
関
連
の
人
々
と
交
流
を
も
ち
、
人
的
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
ひ
ろ
が
っ
た
。
周
囲
か
ら

も
仕
事
が
で
き
る
と
評
価
さ
れ
、
自
身
も
積

極
的
に
仕
事
に
取
り
組
ん
だ
。研
修
を
受
け
、

経
営
指
導
員
の
資
格
を
取
得
し
た
の
も
こ
の

時
期
で
あ
る
。
そ
の
後
総
務
係
長
を
務
め
、

事
業
主
と
の
中
小
企
業
相
談
や
苦
情
処
理
も

担
当
し
、
次
第
に
商
工
会
議
所
に
お
い
て
重

要
な
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
っ
た
。

1
9
9
5
年
か
ら
は
、
総
務
省
行
政
相
談

員
と
い
う
中
心
的
な
役
割
も
果
た
し
て
い

る
。
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◆
管
理
職
と
な
り
、
男
女
に
よ
ら
な
い
新
た

な
組
織
作
り
に
取
り
組
む

子
育
て
は
、
同
居
し
て
い
る
義
母
が
中
心

と
な
り
行
っ
て
く
れ
た
。
夫
は
最
初
は
職
業

生
活
の
継
続
に
反
対
で
あ
っ
た
が
、
家
事
や

育
児
に
協
力
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
家
族
が

み
な
協
力
し
て
仕
事
の
継
続
を
可
能
に
し
、

2
人
目
の
子
ど
も
の
時
は
育
児
休
業
を
取
っ

た
が
、
義
母
が
家
事
・
育
児
を
行
っ
て
く
れ

た
の
で
羽
鳥
さ
ん
は
仕
事
に
没
頭
で
き
た
と

い
う
。
周
囲
の
女
性
た
ち
か
ら
は
、
家
族
の

協
力
が
あ
り
羨
ま
し
い
、
と
よ
く
言
わ
れ
た

そ
う
だ
。

商
工
会
議
所
の
会
頭
、
副
会
頭
に
つ
ぐ
管

理
職
で
あ
る
専
務
理
事
に
1
9
9
6
年
50

歳
で
就
任
し
た
。
女
性
の
専
務
理
事
は
全
国

初
。
商
工
会
に
お
け
る
女
性
の
役
職
者
が
少

な
い
中
で
、
羽
鳥
さ
ん
の
専
務
理
事
就
任
は

女
性
の
管
理
職
進
出
に
と
っ
て
大
き
な
前
進

と
い
え
る
出
来
事
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
1
9
9
8
年
に
は
中
津
川
市
で

も
、
商
工
会
議
所
に
女
性
の
専
務
理
事
が
誕

生
し
て
い
る
。
仕
事
の
幅
は
ひ
ろ
が
り
、
運

営
、
会
計
も
含
め
て
す
べ
て
の
こ
と
を
任
さ

れ
て
い
た
。
主
に
男
性
で
あ
る
事
業
主
と
経

営
に
関
わ
る
相
談
も
行
い
、
時
に
は
暴
力
団

対
応
な
ど
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た

と
い
う
。
通
常
勤
務
の
後
、
夜
に
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
や
勉
強
会
な
ど
を
行
う
こ
と
も
多
か
っ

た
。

自
ら
が
管
理
職
と
な
る
こ
と
で
、
組
織
の

在
り
方
を
見
直
す
こ
と
に
も
取
り
組
ん
だ
。

男
女
の
別
は
関
係
な
く
、
責
任
の
重
さ
、
き

ち
ん
と
意
識
的
に
仕
事
を
行
う
こ
と
を
基
本

と
し
、
女
性
の
昇
進
も
可
能
と
し
て
い
く
組

織
改
革
を
行
っ
た
。
ま
た
県
内
の
20
の
商
工

会
の
女
性
た
ち
の
勉
強
会
な
ど
を
実
施
し
、

横
の
つ
な
が
り
を
作
り
、
女
性
た
ち
の
エ
ン

パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
つ
な
が
る
活
動
も
積
極
的

に
展
開
し
た
。

こ
の
よ
う
に
羽
鳥
さ
ん
は
、
商
工
会
議
所

で
働
く
女
性
た
ち
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に

も
力
を
発
揮
し
て
い
る
。
ま
た
専
務
理
事
の

立
場
で
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
出
会
う
こ
と
か

ら
、
大
き
な
力
を
も
ら
っ
て
い
る
。
仕
事
は

「
で
き
な
い
」
と
は
言
え
な
い
の
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
に
助
け
て
も
ら
う
こ
と
も
多
く

あ
っ
た
と
い
う
。
仕
事
を
す
る
上
で
の
お
互

い
の
関
係
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
認

識
で
き
た
。

会
頭
の
退
位
に
伴
い
羽
鳥
さ
ん
も

2
0
0
4
年
58
歳
で
専
務
理
事
を
退
職
し

た
。
上
司
に
恵
ま
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
に
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挑
戦
で
き
た
と
振
り
返
っ
て
い
る
。
事
務
の

仕
事
か
ら
職
業
生
活
を
継
続
し
管
理
職
と
な

る
こ
と
で
、
組
織
に
か
か
わ
る
判
断
力
、
決

断
力
を
磨
き
、
地
域
、
行
政
は
じ
め
さ
ま
ざ

ま
な
人
と
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
つ
こ

と
が
で
き
た
。

◆
退
職
後
、
条
例
づ
く
り
、
セ
ン
タ
ー
づ
く

り
な
ど
地
域
活
動
へ
参
加

商
工
会
で
の
職
業
キ
ャ
リ
ア
の
継
続
、
管

理
職
と
し
て
集
団
を
ま
と
め
動
か
す
経
験
、

行
政
、地
域
の
人
々
と
の
関
わ
り
か
ら
、退
職

後
は
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の
重
要
メ

ン
バ
ー
と
し
て
の
活
躍
が
増
え
て
い
っ
た
。

当
時
は
じ
ま
っ
た
男
女
共
同
参
画
条
例
づ

く
り
で
は
、
市
か
ら
審
議
会
メ
ン
バ
ー
へ
の

要
請
が
あ
り
、委
員
会
副
委
員
長
を
務
め
た
。

委
員
会
や
多
様
な
勉
強
会
な
ど
で
議
論
を
重

ね
、市
原
市
男
女
共
同
参
画
条
例
を
策
定
し
、

2
0
0
5
年
4
月
か
ら
施
行
と
な
っ
て
い

る
。そ

れ
ま
で
市
原
市
で
は
男
女
共
同
参
画
に

か
か
わ
る
市
民
の
活
動
拠
点
が
な
か
っ
た
た

め
、
条
例
づ
く
り
に
関
わ
っ
た
市
民
の
女
性

た
ち
が
集
ま
り
、
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

を
つ
く
る
こ
と
を
市
長
に
要
望
し
た
。
こ
の

活
動
は
2
0
0
6
年
4
月
に
、
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
「
i
ほ
っ
と
」
の
実
現
に

つ
な
が
り
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
2
階
に
活

動
の
拠
点
が
誕
生
し
た
。

◆
「
男
女
共
同
参
画
を
進
め
る
市
民
の
会
」

の
活
動
へ

条
例
や
行
動
計
画
が
策
定
さ
れ
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
も
オ
ー
プ
ン
し
た
が
、
ま
だ

ま
だ
市
民
と
の
交
流
は
充
分
と
は
い
え
な

か
っ
た
。
千
葉
県
内
の
団
体
と
連
携
も
深
め

る
な
ど
輪
を
広
げ
る
こ
と
が
必
要
な
こ
と
か

ら
、
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
て
活
動
を
行
っ
た

の
が
「
市
原
市
男
女
共
同
参
画
を
進
め
る
市

民
の
会
」
で
あ
っ
た
。
2
0
0
6
年
4
月

に
24
名
で
設
立
総
会
を
開
催
し
た
。
羽
鳥
さ

ん
は
こ
の
会
の
会
長
と
し
て
、
活
発
に
活
動

を
行
っ
て
い
る
。
2
0
0
8
年
3
月
男
女

共
同
参
画
の
情
報
誌
「
P
R
I
S
M
（
プ
リ

ズ
ム
）」に
は
、男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー「
i

ほ
っ
と
」
オ
ー
プ
ン
と
、
市
民
の
会
会
長
羽

鳥
さ
ん
の
話
と
し
て
、
市
内
外
の
団
体
や
個

人
の
人
々
と
の
交
流
と
、
講
演
会
や
研
修
会

を
進
め
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

2
0
0
8
年
5
月
に
は
、
市
民
の
会
設

立
記
念
事
業
と
し
て
横
浜
市
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
、
11
月
に
は
千
葉
県
内

の
安
房
地
域
と
の
交
流
会
を
開
催
。そ
の
後
、



34

市
民
企
画
講
座
、
市
原
市
市
民
男
女
共
同
参

画
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
千
葉
県
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
へ
の
参
加
な
ど
、
交
流
の
推
進
に
努
め
て

い
る
。
市
と
の
情
報
の
共
有
を
図
り
、
楽
し

く
地
道
な
活
動
を
め
ざ
し
て
い
る
。

男
女
共
同
参
画
の
事
業
や
運
営
を
進
め
る

に
あ
た
っ
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

な
ど
は
個
人
的
な
行
動
を
と
る
こ
と
も
あ

り
、調
整
な
ど
に
難
し
い
面
も
多
く
あ
っ
た
。

ま
た
行
政
と
の
連
携
や
話
し
合
い
の
必
要
性

も
強
く
感
じ
、
行
政
も
市
民
も
生
か
さ
れ
お

互
い
に
意
味
の
あ
る
関
係
を
も
て
る
よ
う
心

が
け
た
。
さ
ら
に
、
楽
し
い
こ
と
が
な
い
と

活
動
の
継
続
が
難
し
く
な
る
の
で
、
み
な
で

ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
工
夫
を
す
る
な
ど
、
活

動
の
推
進
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
展
開
し
て
い
る
。

キ
ャ
リ
ア
形
成
の
視
点
か
ら

こ
の
よ
う
に
羽
鳥
さ
ん
は
商
工
会
議
所
と

い
う
い
わ
ば
男
性
中
心
の
職
場
で
職
業
生
活

を
継
続
し
、
多
様
な
能
力
を
形
成
し
て
い
っ

た
。
管
理
職
で
あ
る
専
務
理
事
に
就
任
し
組

織
の
立
て
直
し
を
行
う
な
ど
、
新
た
な
男
女

共
同
参
画
の
組
織
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
。

退
職
後
は
、
職
業
キ
ャ
リ
ア
で
形
成
し
た
組

織
を
運
営
す
る
力
を
も
っ
た
市
民
と
し
て
男

女
共
同
参
画
の
事
業
へ
の
参
加
を
要
請
さ

れ
、
地
域
の
男
女
共
同
参
画
の
活
動
推
進
に

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
実
際
に
活
動
を
と
も
に
し
た
市
民
か
ら

も
望
ま
れ
「
男
女
共
同
参
画
社
会
を
進
め
る

市
民
の
会
」
会
長
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
長
期
の
「
職
業
キ
ャ
リ
ア
」
か
ら
、
退

職
後
は
地
域
で
活
動
す
る
「
社
会
活
動
キ
ャ

リ
ア
」
へ
と
移
行
し
た
複
合
キ
ャ
リ
ア
を
歩

ん
で
い
る
。

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
活
動
で
は
、

地
域
の
女
性
グ
ル
ー
プ
・
団
体
な
ど
が
中
心

と
な
る
場
合
が
多
く
み
ら
れ
る
が
、
羽
鳥
さ

ん
の
場
合
は
職
業
キ
ャ
リ
ア
で
形
成
さ
れ
た

集
団
を
動
か
す
力
、
人
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
活
用
、
地
域
と
の
交
流
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
力
を
発
揮
し
、市
民
、行
政
の
メ
ン
バ
ー

と
と
も
に
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

職
場
で
管
理
職
と
な
り
男
女
共
同
参
画
を

進
め
、
退
職
後
は
地
域
で
男
女
共
同
参
画
の

地
域
活
動
を
進
め
る
か
た
ち
で
、
職
業
キ
ャ

リ
ア
か
ら
社
会
活
動
キ
ャ
リ
ア
に
つ
な
が
る

複
合
キ
ャ
リ
ア
を
形
成
し
、
男
女
共
同
参
画

を
推
進
す
る
実
例
と
い
え
る
。

�

（
亀
田　

温
子
）
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羽鳥 シズ子 インタビューその後
市民の会活動から2013年で7年目となります。2011年3.11（東

日本大震災）で、岩手県大槌町出身の友人宅が津波で流され、町の中

心は崩壊状態となりました。市民の会メンバーが中心となり、2012

年6月11日「大槌町の子どもたちを支える会」を立ちあげ、子ども

たちに安らぎと笑顔を、また子どもたちを支えている町民がゆとりを

もって暮らしていけるようにボランティア活動を行う目的としまし

た。5月11日から3 ヵ月間、市原市内を始め千葉県内での被災地の

写真展を開催しました。未来への子どもたちが復興にむかって頑張っ

ている姿を応援し、息の長い活動を続けてまいります。（10月2日

～ 4日まで現地で支援活動をしてきました。小学校、保育所、江岸

寺（音楽）、仮設住宅など4ヵ所を訪問。毎年訪問予定です。）
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Profile

　北海道札幌市生まれ。結婚・出産後は、
東京で3人の子どもの成長に伴い、児童
館の手伝いやPTAの会長を経験すると
ともに、フリーランスで市場調査の仕事
にも就き、社会の世情をさまざまな角度
から見てきた。そのような経験の中から、
学校教育へ地域の立場から支援していく
ことの必要性を痛感し、現在の活動に専
念することを決意。2002年に東京都杉
並区より「学校教育コーディネーター」
（第1号）に任命された。また、このこ
とを機に、PTA会長時代にともに活動
をしてきた近隣校のPTA会長2名とと
もにNPO法人を設立した。学校と地域
をつなぐさまざまな活動の企画、運営を
展開。文部科学省、内閣府、経済産業
省、東京都等の役職を歴任、さらに学校
サポーターやキャリア教育コーディネー
ター等の人材育成で全国的に活躍してい
る。� （50歳代）

1973年	 上京し劇団に入る

1982年	 公務員と結婚

1994年	 小学校PTA会長就任

1998年	 中学校PTA会長就任

2000年	 杉並の教育を考える懇談会委員就任

2001年	 配偶者病気で他界

2002年	 杉並区学校教育コーディネーター受託
	 NPO法人スクール・アドバイス・ネッ

トワークを設立し、理事長に就任

2003年	 東京都生涯学習審議会委員就任
	 東京都社会教育委員就任

2007年	 内閣府地域活性化伝道師就任

2008年	 経済産業省の委託を受け「キャリ
ア教育コーディネーター」育成・
評価の全国システムの開発に従事

2011年	 文部科学省中央教育審議会委員就任
	 一般社団法人キャリア教育コー

ディネーターネットワーク協議会
代表理事就任

略年表

NPO法人スクール・アドバイス・ネットワーク

理事長　生重 幸恵（いくしげ ゆきえ）さん

地域から学校を支える活動

 2　子ども・若者への教育や支援

東京都
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N
P
O
法
人
ス
ク
ー
ル
・
ア
ド
バ
イ

ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
概
要

【
活
動
分
野
】

子
ど
も
の
健
全
育
成

【
活
動
内
容
】

学
校
を
取
り
巻
く
現
状
は
複
雑
で
あ
る
。

学
校
は
、
P
T
A
活
動
に
非
協
力
的
な
保

護
者
、
モ
ン
ス
タ
ー
・
ペ
ア
レ
ン
ト
と
呼
ば

れ
る
保
護
者
の
増
加
や
、
学
習
障
害
、
不
登

校
児
童
生
徒
、
い
じ
め
へ
の
対
応
、
学
力
の

低
下
等
、
多
様
で
複
雑
化
す
る
課
題
へ
の
対

応
に
追
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
地

域
や
家
庭
の
教
育
力
の
低
下
や
、
保
護
者
お

よ
び
学
校
と
地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
な

ど
に
起
因
す
る
と
い
う
現
状
認
識
か
ら
、
次

世
代
を
生
き
る
児
童
生
徒
の
た
め
に
、
地
域

の
一
員
と
し
て
、「
学
校
と
地
域
を
橋
渡
し

で
き
る
あ
ら
ゆ
る
活
動
を
通
し
て
」
学
校
教

育
の
「
場
」
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
こ
の
N
P
O
法
人
は
設
立
さ
れ
た
。

組
織
体
制
は
、常
勤
職
員
5
名
を
中
心
に
、

事
業
の
内
容
に
合
わ
せ
て
依
頼
す
る
非
常
勤

職
員
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
常
勤
は
、
理

事
長
で
あ
る
生
重
さ
ん
と
2
名
の
理
事
、
お

よ
び
職
員
2
名
で
あ
る
。
非
常
勤
は
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
ご
と
に
募
集
す
る
事
務
担
当
者

と
、
講
座
の
講
師
、
子
ど
も
や
保
護
者
の
相

談
に
対
応
す
る
臨
床
心
理
士
な
ど
、
延
べ
15

名
程
の
専
門
家
が
か
か
わ
っ
て
い
る
。

現
在
は
、
杉
並
区
お
よ
び
他
の
自
治
体
の

補
助
金
が
主
な
財
政
的
基
盤
で
あ
る
。
財
政

的
基
盤
を
安
定
化
す
る
た
め
、
補
助
金
を
受

け
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
積
極
的
に
応

募
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
、
理
事
長
の
行

政
や
企
業
と
の
関
係
が
広
が
る
に
つ
れ
、
全

国
規
模
の
活
動
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
、

講
演
等
）
に
よ
る
報
酬
も
経
済
的
支
え
と

な
っ
て
い
る
。

他
方
、
N
P
O
法
人
と
し
て
発
刊
す
る

各
種
の
無
料
冊
子
に
は
、
地
域
の
商
店
や
企

業
か
ら
の
広
告
を
掲
載
し
て
お
り
、
そ
の
広

告
宣
伝
費
も
N
P
O
法
人
の
貴
重
な
運
営

資
金
と
な
っ
て
い
る
。

活
動
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

◆
子
育
て
と
地
域
活
動
に
専
念

～
学
校
へ
の
協
力
を
開
始
～

2
男
1
女
の
我
が
子
の
成
長
に
合
わ
せ

て
、
親
と
し
て
学
校
や
地
域
の
活
動
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
か
か
わ
っ
て
い
く
う
ち
に
、
教

育
と
の
か
か
わ
り
が
深
く
な
っ
て
い
っ
た
。

独
身
時
代
に
一
時
劇
団
に
所
属
し
て
お

り
、
全
国
を
回
っ
た
経
験
が
あ
っ
た
。
そ
の

時
に
学
校
を
訪
問
す
る
機
会
が
あ
り
、
そ
の

経
験
が
そ
の
後
の
児
童
館
や
人
形
劇
サ
ー
ク

ル
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
わ

る
こ
と
に
役
立
っ
た
。

最
初
は
、
幼
稚
園
の
母
親
ク
ラ
ブ
、
児
童

館
の
人
形
芝
居
サ
ー
ク
ル
の
活
動
へ
参
加
す

る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
1
9
9
4
年
か
ら

小
学
校
、
1
9
9
8
年
に
は
中
学
校
の

P
T
A
会
長
を
引
き
受
け
た
。
そ
の
経
験

を
通
し
て
、
一
部
の
保
護
者
た
ち
の
非
協
力

的
態
度
や
、
小
学
校
、
中
学
校
の
教
師
の
悩

み
と
多
忙
さ
、
児
童
生
徒
の
変
化
を
実
感
す
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る
よ
う
に
な
り
、
保
護
者
と
し
て
学
校
を
支

援
し
た
い
と
い
う
思
い
を
強
く
し
た
。
そ
し

て
、
教
頭
や
校
長
等
の
管
理
職
と
積
極
的
に

対
話
を
し
、
P
T
A
と
し
て
学
校
を
支
援

で
き
る
具
体
的
な
活
動
に
取
り
組
み
だ
し

た
。
同
時
期
、
他
の
学
校
の
P
T
A
会
長

と
も
親
交
を
深
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

中
学
校
の
P
T
A
会
長（
1
9
9
8
年
か

ら
2
0
0
2
年
）
と
同
時
に
、
杉
並
区

P
T
A
の
代
表
と
し
て
「
教
育
を
考
え
る

懇
談
会
」
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
実

は
、
こ
の
活
動
を
始
め
た
時
、
受
験
生
を
2

名
抱
え
、
2
0
0
1
年
に
配
偶
者
が
病
気

で
他
界
す
る
と
い
う
大
き
な
変
化
に
遭
遇
し

た
。
配
偶
者
の
死
は
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
の

生
き
方
を
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
。
そ
の
結

果
、
市
場
調
査
の
仕
事
を
辞
め
、
教
育
の
支

援
に
専
念
す
る
こ
と
を
決
断
し
た
。そ
れ
は
、

「
人
生
を
再
出
発
す
る
な
ら
ば
、
お
金
や
安

定
よ
り
も
、
自
分
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
、

誰
か
の
役
に
立
つ
こ
と
を
優
先
し
た
い
と

思
っ
た
。
教
育
の
世
界
で
必
要
な
こ
と
を
、

教
員
で
は
な
い
人
の
目
線
で
企
画
し
、
教
育

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
は
、
自
分
で
な
く
て

は
で
き
な
い
と
確
信
し
た
」か
ら
で
あ
っ
た
。

ま
た
、「
当
時
、
P
T
A
の
役
員
を
い
や
い

や
取
り
組
ん
で
い
た
の
を
見
て
、
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
P
T
A
に
か
か
わ
る
の
な
ら
、

自
分
も
楽
し
み
な
が
ら
活
動
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
し
、
忙
し
い
教
師
を
支
え
る
こ
と

に
は
意
味
が
あ
る
」「
今
ま
で
も
、
じ
っ
と

し
て
い
ら
れ
な
い
性
格
だ
っ
た
の
で
、
校
長

を
は
じ
め
、
教
師
た
ち
と
積
極
的
に
会
話
を

し
、
役
に
立
て
る
仕
事
を
探
す
こ
と
が
楽
し

か
っ
た
」
と
い
う
経
験
が
支
え
と
な
っ
た
。

◆
地
域
と
学
校
の
架
け
橋
に
専
念

～
仲
間
と
N
P
O
法
人
設
立
～

杉
並
区
教
育
委
員
会
は
、
児
童
生
徒
が
未

来
を
担
う
べ
く
、
楽
し
く
学
び
、
思
い
や
り

の
あ
る
心
と
生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む
こ
と
が

で
き
る
教
育
の
推
進
、
そ
し
て
、
区
民
の
生

涯
に
わ
た
る
学
習
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ
の
活
動

の
振
興
を
図
る
た
め
、
2
0
0
2
年
に
「
教

育
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
た
。

そ
の
プ
ラ
ン
の
実
現
の
一
環
と
し
て
、
東
京

都
に
先
駆
け
て
、「
学
校
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
制
度
」
を
導
入
し
た
。
こ
の
第
1
期
生

4
人
の
う
ち
の
一
人
と
し
て
委
嘱
さ
れ
た
。

月
額
3
万
円
の
活
動
費
は
あ
る
も
の
の
、
身

分
は
ほ
と
ん
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
っ
た
。

当
初
は
会
長
を
し
て
い
た
天
沼
中
学
校
の

ほ
か
に
5
つ
の
学
校
を
受
け
持
っ
た
。
他
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
は
月
1
回
の
会
議
を

し
な
が
ら
情
報
交
換
を
し
た
が
、「
学
校
教

育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の
活
動
は
多
岐
に

わ
た
り
、
効
果
を
上
げ
る
た
め
に
は
単
独
で

は
限
界
が
あ
る
こ
と
を
悟
り
、
P
T
A
会

長
時
代
か
ら
親
交
の
あ
っ
た
他
校
の
P
T
A

会
長
経
験
者
2
名
と
N
P
O
を
設
立
す
る

こ
と
と
し
た
。
生
重
理
事
長
と
そ
の
2
名
の

体
制
は
現
在
に
至
り
、10
年
間
続
い
て
い
る
。

◆
活
動
分
野
は
広
が
り
続
け
る

2
0
0
2
年
の
設
立
以
来
、
10
年
を
経

た
現
在
ま
で
、
N
P
O
活
動
に
1
0
0
％

全
力
投
球
し
て
い
る
。
活
動
内
容
は
拡
大
を

続
け
、
生
き
が
い
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

N
P
O
活
動
の
延
長
上
の
仕
事
と
し
て
、
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文
科
省
中
教
審
委
員
、
内
閣
府
地
域
活
性
化

伝
道
師
、
東
京
都
生
涯
学
習
審
議
会
委
員
等

の
役
職
を
歴
任
し
て
い
る
。

現
在
は
経
産
省
キ
ャ
リ
ア
教
育
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
育
成
関
連
事
業
を
き
っ
か
け
と
し

て
設
立
し
た
、
一
般
社
団
法
人
キ
ャ
リ
ア
教

育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議

会
の
代
表
理
事
も
兼
務
し
て
い
る
。

行
政
と
の
関
係
は
N
P
O
の
活
動
を
発

展
さ
せ
、
そ
の
存
在
を
地
域
に
認
識
し
て
も

ら
う
た
め
の
要
と
な
っ
て
き
た
。と
同
時
に
、

行
政
の
考
え
を
発
展
さ
せ
る
の
に
寄
与
し
て

も
い
る
。

生
重
さ
ん
は
、「
今
ま
で
実
施
し
て
き
た

事
業
や
活
動
を
保
守
し
継
続
す
る
こ
と
に
は

満
足
し
な
い
。
む
し
ろ
、
常
に
、『
今
学
校

教
育
で
求
め
ら
れ
る
支
援
』
を
さ
が
し
て
、

新
た
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
た
め
、
現

在
も
活
動
の
範
囲
は
拡
大
を
続
け
て
い
る
。

と
く
に
子
ど
も
と
大
人
、
学
校
と
学
校
、
学

校
と
地
域
、
学
校
と
企
業
な
ど
の
つ
な
が
り

を
広
げ
る
た
め
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
す
る

役
目
を
果
た
す
こ
と
に
努
め
て
い
る
」
と
言

う
。地

域
か
ら
学
校
を
支
え
る
活
動
の
内
容

は
、
以
下
の
よ
う
な
4
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に

大
別
で
き
る
。

①�

学
校
の
要
請
に
こ
た
え
る
学
校
教
育
上
の

授
業
の
企
画
、
授
業
の
支
援

こ
の
場
合
、
N
P
O
法
人
は
教
師
の
要

望
の
ま
ま
に
動
く
単
な
る
「
人
材
の
斡
旋

屋
・
紹
介
屋
」
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。「
便

利
屋
」
に
な
ら
な
い
こ
と
に
注
意
す
る
こ
と

が
非
常
に
大
切
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

学
校
か
ら
支
援
の
要
請
を
受
け
た
場
合
、
学

校
の
目
的
を
理
解
し
、
そ
れ
を
咀
嚼
し
な
が

ら
、
学
校
の
め
ざ
す
こ
と
を
実
現
で
き
る
よ

う
に
、
管
理
職
や
教
師
と
じ
っ
く
り
と
話
し

合
う
こ
と
を
重
視
す
る
。

今
ま
で
の
経
験
か
ら
、
学
校
の
要
請
に
こ

た
え
る
支
援
活
動
は
二
通
り
が
あ
る
。
ひ
と

つ
は
既
存
の
学
校
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
協

力
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
総
合
的
な
学
習

の
時
間
」
や
「
道
徳
の
授
業
」「
英
語
教
育
」

そ
し
て
選
択
教
科
を
支
援
す
る
社
会
人
講
師

や
部
活
動
の
外
部
指
導
員
紹
介
な
ど
、
学
校

の
要
請
に
適
し
た
地
域
の
人
材
と
交
渉
し
た

り
、
職
場
体
験
を
よ
り
有
意
義
に
行
う
た
め

に
、
職
場
の
紹
介
だ
け
で
な
く
、
個
々
の
児

童
生
徒
の
将
来
の
夢
探
し
に
貢
献
で
き
る
よ
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う
な
事
後
指
導
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
た

り
す
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
新
た
な
授
業
や
講

座
を
提
案
し
実
施
す
る
。
例
え
ば
、
臨
床
心

理
士
に
よ
る
「
怒
り
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
を

全
ク
ラ
ス
で
授
業
と
し
て
実
施
。
ま
た
、「
道

徳
教
育
公
開
講
座
」
の
開
催
な
ど
が
そ
の
例

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
地
域
の
商
店
街
と
協
力

し
て
、
空
き
店
舗
を
利
用
し
て
、
放
課
後
の

「
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
と
し
て
の
カ
フ
ェ
」

の
実
現
や
「
中
高
生
起
業
家
養
成
講
座
」
な

ど
に
取
り
組
み
、
経
営
を
、
実
践
的
に
学
ぶ

機
会
を
作
る
な
ど
、
学
校
と
地
域
で
の
学
び

を
支
援
す
る
企
画
・
運
営
も
行
っ
て
き
た
。

②�

身
近
な
本
物
を
子
ど
も
に
伝
え
る
活
動

「
子
ど
も
た
ち
が
社
会
の
仕
組
み
や
、
仕

事
に
興
味
を
も
ち
、
自
分
の
将
来
像
を
確
立

し
て
い
く
た
め
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
“
本
物
”

と
出
会
い
、
働
く
お
と
な
の
姿
に
触
れ
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
」
と
い
う
理
念
か
ら
、
地

域
内
の
み
な
ら
ず
地
域
外
の
企
業
の
人
々
と

の
対
話
を
増
や
し
、
学
校
へ
の
協
力
を
増
や

す
人
材
と
企
業
を
拡
大
す
る
活
動
を
行
っ
て

き
た
。
た
と
え
ば
、
企
業
が
行
う
学
校
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
提

供
、
学
校
へ
の
具
体
的
な
人
材
の
紹
介
を
通

し
て
、
学
校
と
企
業
の
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
と

な
る
働
き
か
け
を
行
っ
て
き
た
。

③�

学
校
と
地
域
の
橋
渡
し
と
し
て
働
け
る
地

域
の
人
材
の
発
掘
と
訓
練
講
座
の
実
施

人
材
養
成
と
し
て
2
つ
の
事
業
を
実
施
し

て
い
る
。
ひ
と
つ
は
、
杉
並
区
お
よ
び
そ
の

周
辺
の
「
学
校
教
育
に
か
か
わ
り
た
い
」
住

民
を
対
象
に
、「
図
書
室
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

や
「
英
語
活
動
講
師
」
を
希
望
す
る
人
を
募

集
し
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
支
援
す
る
人

材
の
養
成
を
行
う
。
学
校
に
支
援
に
入
る
前

に
は
、「
教
え
方
の
研
修
」を
し
て
い
る
。「
英

語
活
動
講
師
」
は
、
海
外
生
活
の
あ
る
主
婦

や
、
学
生
時
代
語
学
を
専
門
と
し
た
主
婦
を

対
象
に
多
く
の
応
募
者
が
あ
っ
た
。
こ
の
活

動
は
地
域
の
余
暇
活
動
支
援
と
し
て
の
貢
献

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

も
う
ひ
と
つ
は
全
国
レ
ベ
ル
の
人
材
養
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
2
0
0
9

年
よ
り
経
済
産
業
省
の
委
託
事
業
で
あ
り
、

「
児
童
生
徒
の
勤
労
観
、
職
業
観
を
育
て
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の
育

成
・
評
価
を
行
う
全
国
的
な
シ
ス
テ
ム
開
発

と
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養

成
の
事
業
で
あ
る
。
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④�
学
校
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
を
め

ざ
す

以
上
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
拡
大

を
と
お
し
て
、
学
校
教
育
を
支
援
す
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
作
り
上
げ
る
こ
と
を
め
ざ
し
て

い
る
。
特
に
、
地
域
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
特
技

や
趣
味
、
経
験
を
持
つ
人
々
が
た
く
さ
ん
生

活
し
て
い
る
。
N
P
O
法
人
で
は
、
そ
の

よ
う
な
地
域
の
人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
と
し
て
、
漠
然
と
「
学
校
に
来
て
く
だ
さ

い
」
と
誘
う
の
で
は
な
く
、
目
的
や
役
割
を

明
確
に
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
る
。
さ
ら

に
、
具
体
的
な
学
校
支
援
活
動
を
通
し
て
子

ど
も
た
ち
と
直
接
か
か
わ
る
こ
と
で
、
地
域

の
人
々
に
も
何
か
を
得
て
も
ら
え
る
よ
う
な

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
果
た
し
な
が
ら
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
け
る
よ
う
工
夫
を
し

て
い
る
。

キ
ャ
リ
ア
形
成
の
視
点
か
ら

生
重
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
人
生
は
、
ま
さ

に
ワ
ー
ク
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
を
と

お
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
し
て
き
た
典
型

例
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
理
由
は
人
生

の
初
め
か
ら
「
N
P
O
を
設
立
し
た
い
」

と
か
、「
学
校
と
地
域
の
架
け
橋
に
な
る
こ

と
に
興
味
や
関
心
が
あ
る
」
と
思
っ
て
い
た

わ
け
で
は
な
い
。
あ
え
て
言
え
ば
、「
人
に

関
心
が
あ
っ
た
」「
い
ろ
い
ろ
な
人
と
積
極

的
に
か
か
わ
る
の
が
好
き
」
な
人
で
あ
る
と

い
う
こ
と
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、

人
生
で
出
会
う
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
（
母
親
、

配
偶
者
、
地
域
の
一
員
等
々
）
に
一
生
懸
命

に
取
り
組
ん
で
い
き
、
そ
の
役
割
と
取
り
組

む
こ
と
で
自
分
の
追
い
求
め
る
価
値
（
未
来

を
生
き
る
子
ど
も
の
た
め
に
何
か
す
る
こ
と

は
意
味
が
あ
る
）
が
、
だ
ん
だ
ん
と
明
確
に

な
っ
て
き
た
。

生
重
さ
ん
の
生
き
方
を
具
体
的
に
見
る

と
、
意
図
的
あ
る
い
は
偶
然
に
出
会
っ
た
さ

ま
ざ
ま
な
経
験
に
自
分
な
り
の
意
味
を
見
出

し
、
徐
々
に
自
分
の
生
き
る
意
味
に
気
づ
い

て
き
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
子
育
て
に
専
念

し
て
い
た
時
期
に
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
大

切
な
と
こ
ろ
は
ど
こ
か
を
求
め
て
地
域
の
人

の
話
を
聞
き
、
幼
稚
園
探
し
を
し
な
が
ら
、

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
と
同
時
に
地

域
で
の
子
育
て
や
子
ど
も
の
教
育
の
課
題
に

も
気
づ
き
だ
し
た
。

さ
ら
に
、
子
ど
も
が
学
童
期
に
な
る
と
、

P
T
A
の
一
員
あ
る
い
は
会
長
と
し
て
、

教
師
や
学
校
管
理
職
た
ち
と
の
話
し
合
い
を

進
め
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の
成
長
を
進
め
る

う
え
で
の
保
護
者
や
地
域
の
問
題
、
教
育
の

改
善
に
必
要
な
学
校
現
場
の
問
題
の
複
雑

さ
、
教
師
た
ち
の
多
忙
さ
等
に
気
づ
き
、
積

極
的
に
支
援
す
る
。

こ
の
よ
う
な
生
重
さ
ん
の
積
極
的
な
姿
勢

に
感
銘
を
受
け
た
学
校
管
理
職
が
、
地
方
自

治
体
の
活
動
に
推
薦
し
、
N
P
O
法
人
の

土
台
が
で
き
、
そ
の
後
は
N
P
O
活
動
の

目
標
を
達
成
す
る
過
程
で
人
的
広
が
り
が
で

き
、さ
ら
に
あ
ら
た
な
目
標
が
で
き
て
く
る
、

と
い
う
生
き
方
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
生
き

方
こ
そ
生
涯
続
く
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
過
程
で

あ
る
。�

（
渡
辺　

三
枝
子
）
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Profile

　2002年に慶應義塾大学を卒業。しば
らくの間は人材・教育関係の事業をして
いる会社にアルバイトという形態で高校
生に情報を提供する仕事をしており、や
がて高校生に自分の人生を考えるきっ
かけを提供するキャリア学習プログラム
「カタリ場」を開発した。
　それが後に、特定非営利活動法人
NPOカタリバの中心的な事業として発
展し、さらには大学での導入や企業の人
事に関するコンサルティング業務の受託
という波及効果も生まれた。
　2008年、日経ウーマン・オブ・ザ・イヤー
2009キャリアクリエイト部門を受賞。
　2009年6月、内閣府・男女共同参画「チャ
レンジ賞」を受賞。
　2009年12月、代表理事が内閣官房内
閣総務官室専門調査員に任命された。
� （30歳代）

2001年	 慶應義塾大学在学中に任意団体
「カタリバ」を設立。

2002年	 慶應義塾大学卒業。

2006年	 特定非営利活動法人NPOカタリ
バとなる。同年結婚。

2008年	 日経ウーマン・オブ・ザ・イヤー
2009キャリアクリエイト部門を
受賞。

2009年	 内閣府・男女共同参画「チャレン
ジ賞」を受賞。

2009年	 代表理事が内閣官房内閣総務官室
専門調査員に任命される。

2010年	 「カタリ場」の年間実施校が80校
と過去最高となる。

	 家族は夫と2人。自宅をシェアハ
ウスにするとともに、震災後は東
北と東京を行き来しながら暮らし
ている。

略年表

特定非営利活動法人NPOカタリバ

代表理事　今村 久美（いまむら くみ）さん

キャリア学習プログラム
「カタリ場」が社会を変える

 2　子ども・若者への教育や支援

東京都



43

 Ⅰ　社会参画と女性のキャリア形成事例集

特
定
非
営
利
活
動
法
人
N
P
O
カ
タ

リ
バ
の
概
要

【
活
動
分
野
】

社
会
教
育
の
推
進
、
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、

子
ど
も
の
健
全
育
成
、経
済
活
動
の
活
性
化
、

職
業
能
力
の
開
発
ま
た
は
雇
用
機
会
の
拡

充
、
団
体
の
運
営
ま
た
は
活
動
に
関
す
る
連

絡
・
助
言
ま
た
は
援
助

【
活
動
内
容
】

高
校
生
対
大
学
生
と
い
う
ナ
ナ
メ
の
関
係

（「
親
近
感
と
憧
れ
」
を
持
て
る
お
兄
さ
ん
・

お
姉
さ
ん
と
の
関
係
）
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
学

習
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
カ
タ
リ
場
」
の
実
施
を
中

心
に
、
高
校
生
や
大
学
生
な
ど
を
対
象
に
教

育
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

組
織
は
役
員
会
と
事
務
局
か
ら
な
り
、
会

員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
を
支
え
て
い

る
。
役
員
会
は
代
表
理
事
1
名
、理
事
3
名
、

監
事
1
名
。
事
務
局
は
事
務
局
長
1
名
、
職

員
7
名
、
パ
ー
ト
職
員
2
名
、
学
生
職
員
10

名
、
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
1
名
。
会
員
は

正
会
員
64
名
、
賛
助
会
員
81
名
、
団
体
会
員

8
団
体
、
活
動
会
員
（「
カ
タ
リ
バ
」
の
活

動
に
定
期
的
に
関
わ
る
学
生
）
52
名
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
全
国
に
約
4
、0
0
0
名
。

活
動
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

◆
「
カ
タ
リ
バ
」
の
立
ち
あ
げ

今
村
さ
ん
は
、
学
生
時
代
に
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
や
先
輩
と
の
関
係
の
な
か
で
鍛
え
ら

れ
た
そ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
い
つ
の
間

に
か
能
動
的
に
な
る
自
分
を
経
験
」
し
、「
教

育
の
役
割
と
は
人
の
内
発
性
に
火
を
灯
す
こ

と
に
尽
き
る
」
と
い
う
実
感
を
も
っ
た
と
言

う
。
し
か
し
、
成
人
式
の
と
き
に
帰
省
し
て

久
し
ぶ
り
に
友
人
に
会
っ
て
み
る
と
、
友
人

た
ち
は
勉
強
や
大
学
に
対
す
る
否
定
的
な
発

言
を
し
て
い
た
。
そ
の
様
子
は
、
授
業
や
学

校
に
文
句
を
言
っ
て
い
た
高
校
生
の
と
き
の

ま
ま
で
あ
り
、
自
分
自
身
の
高
校
生
時
代
の

姿
と
一
緒
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
経
験
か

ら
、「
頑
張
る
こ
と
は
実
は
楽
し
い
こ
と
な

の
だ
」
と
い
う
こ
と
を
実
感
で
き
な
い
日
本

の
教
育
と
は
何
な
の
だ
ろ
う
…
、
と
今
村
さ

ん
は
疑
問
に
思
っ
た
。
そ
こ
で
、
高
校
生
が

能
動
性
や
内
発
性
を
育
む
こ
と
を
手
助
け
す

る
仕
事
を
し
よ
う
と
思
い
、
そ
の
可
能
性
を

探
る
こ
と
に
し
た
。

そ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
卒
業
し
て
も
就

職
せ
ず
に
、「
カ
タ
リ
バ
」
の
活
動
を
実
体

化
さ
せ
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
た
。
そ
の
う

ち
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
事
業

を
展
開
し
て
い
る
進
学
情
報
会
社
か
ら
誘
わ

れ
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
形
で
そ
の
事
業
に
参
加

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
電
話
の

受
け
答
え
や
名
刺
交
換
の
方
法
な
ど
を
学
ぶ

と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
階
層
の
人
が
ア
ル

バ
イ
タ
ー
や
フ
リ
ー
タ
ー
の
境
遇
に
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
、
学
歴
社
会
や
格
差
社
会
な
ど

現
実
の
社
会
構
造
の
実
態
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
と
言
う
。
や
が
て
学
校
回
り
の
仕
事
を

与
え
ら
れ
、
高
校
で
情
報
の
授
業
も
担
当
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
業
務
委
託
に
し

て
も
ら
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
請
求
書
や
領

収
書
の
発
行
方
法
を
学
ぶ
こ
と
も
で
き
た
。
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◆
高
校
生
の
た
め
に

し
か
し
、
そ
の
仕
事
は
授
業
を
通
し
て
進

学
情
報
を
生
徒
に
提
供
す
る
の
が
メ
イ
ン
の

仕
事
で
あ
り
、
高
校
生
の
た
め
に
な
っ
て
い

る
か
ど
う
か
疑
問
が
湧
く
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
高
校
生
が
進
学
情
報
の
入
手
や
扱

い
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
人
生
を
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
授
業
が
で
き
な

い
も
の
か
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、「
一
緒

に
や
り
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
高
校
が
出
て
き

た
。
そ
こ
で
、「
カ
タ
リ
バ
」
を
特
定
非
営

利
活
動
法
人
と
し
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け

た
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
っ

て
高
校
生
が
自
分
の
生
活
や
人
生
を
考
え
る

よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
確
立
さ
せ
た
。
さ
ら

に
、
地
方
自
治
体
の
教
育
委
員
会
か
ら
も
委

託
業
務
と
し
て
発
注
し
て
く
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
、
事
業
を
拡
大
す
る
こ
と
が
で

き
た
と
言
う
。

も
っ
と
も
、
自
治
体
か
ら
の
委
託
は
期
間

限
定
だ
っ
た
た
め
、
そ
の
後
は
各
校
が
独
自

に
予
算
を
捻
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

た
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
教
師
や

生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
的
確
に
答
え
る
仕

事
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
を
痛
感
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
今
村

さ
ん
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
く
れ
た
。

「
私
た
ち
が
本
当
に
見
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
は
学
校
の
先
生
で
あ
り
、
生
徒
た
ち
な

の
で
、
そ
の
人
た
ち
が
い
い
と
思
え
ば
お
金

を
出
し
て
く
れ
る
わ
け
だ
か
ら
、
な
ん
と
か

本
当
の
意
味
で
の
商
品
価
値
を
高
め
な
け
れ

ば
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
。」

◆
組
織
運
営
の
試
行
錯
誤

今
村
さ
ん
は
、
組
織
運
営
に
つ
い
て
試
行

錯
誤
し
て
き
た
。N
P
O
は
企
業
と
異
な
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
を
活
か
し
な
が
ら
事
業

を
行
う
た
め
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
自
発
性
を

損
な
っ
て
は
い
け
な
い
」と
言
う
。職
員
の
場

合
も
、
N
P
O
で
は
個
人
個
人
が
自
分
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
る
。し
か
し
、一
方

で
事
業
の
商
品
価
値
を
高
め
る
た
め
に
は
、

組
織
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
堅
持
す
る
必
要
が
あ

る
。つ
ま
り
、受
益
者
は
高
校
の
教
師
や
生
徒

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
組
織
ミ
ッ
シ
ョ
ン

に
基
づ
く
質
の
高
い
事
業
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、個
人
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
優
先
さ

せ
る
と
事
業
が
う
ま
く
い
か
な
い
。
逆
に
、

個
人
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
無
視
し
て
組
織
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
押
し
付
け
よ
う
と
す
る
と
「
や
ら

さ
れ
て
い
る
感
じ
」に
な
る
の
で
、職
員
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
離
れ
て
い
っ
て
し
ま
う
。
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そ
こ
で
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
取
ら
れ
た
り
、
職

員
の
個
人
ミ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
配
慮
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
苦
労
が
あ
る
そ
う

だ
。
こ
の
あ
た
り
が
、「
企
業
と
異
な
る

N
P
O
の
難
し
さ
」
で
あ
り
、「
N
P
O
と

い
う
形
態
を
通
じ
て
（
私
が
）
学
ん
だ
こ
と
」

だ
と
言
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
今
村
さ
ん

は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
く
れ
た
。

「
N
P
O
と
い
う
形
態
で
経
営
し
て
き
た

か
ら
こ
そ
学
ん
だ
な
、
と
い
う
の
が
ひ
と
つ

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
働

く
人
も
、
や
は
り
個
人
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
確
認

す
る
と
い
う
の
が
す
ご
く
大
事
な
こ
と
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。
…
…
N
P
O
に
か
か
わ

る
人
と
い
う
の
は
、
や
は
り
何
か
が
し
た
く

て
来
て
い
る
の
で
、
私
の
都
合
で
動
か
そ
う

と
す
る
と
離
職
し
て
し
ま
う
。」

し
か
し
、
実
は
企
業
で
も
そ
こ
が
大
切
だ

と
い
う
の
が
今
村
さ
ん
の
見
解
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
こ
の
経
験
を
活
か
し
て
、
離
職
率

の
上
昇
に
悩
む
企
業
に
対
す
る
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
の
仕
事
も
引
き
受
け
た
こ
と
が
あ

る
。
今
村
さ
ん
に
よ
れ
ば
、「
N
P
O
で
学

ん
だ
ス
キ
ル
を
、
い
ま
企
業
の
人
事
シ
ス
テ

ム
の
中
に
提
案
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
は
、
N
P
O
活
動
を
通
じ
た
学
習
の
成

果
だ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

◆
モ
デ
ル
と
な
る
人
か
ら
学
ぶ

組
織
運
営
に
つ
い
て
、
も
う
ひ
と
つ
特
筆

す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
今
村
さ
ん
は
、「
も

と
も
と
プ
ラ
イ
ド
が
高
く
、
自
分
が
で
き
な

い
こ
と
を
人
に
話
す
の
に
は
勇
気
が
い
る
ほ

う
だ
っ
た
た
め
、
仕
事
は
自
分
が
で
き
て
か

ら
ス
タ
ッ
フ
に
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
た
」

そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、「
そ
れ
で
は
自
分

も
ス
タ
ッ
フ
も
、
そ
し
て
組
織
も
成
長
で
き

な
い
」
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
言
う
。
そ
こ
で

3
年
前
か
ら
、
自
分
よ
り
も
経
験
の
あ
る
人

を
組
織
に
入
れ
て
、
そ
の
仕
事
の
仕
方
か
ら

学
ぶ
と
い
う
こ
と
を
心
が
け
る
よ
う
に
な
っ

た
。「
有
能
な
人
に
組
織
の
中
に
有
期
で
入
っ

て
も
ら
っ
て
何
か
仕
事
を
し
て
も
ら
う
、
と

い
う
こ
と
が
何
よ
り
も
の
学
び
で
す
ね
」
と

語
る
今
村
さ
ん
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
た
だ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
は
な

く
、
実
際
に
業
務
を
担
当
す
る
力
量
も
時
間

も
あ
る
プ
ロ
ボ
ノ
の
人
た
ち
を
組
織
の
中
に

入
れ
、
そ
の
人
た
ち
と
一
緒
に
仕
事
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
今
村
さ
ん
自
身
が
学
ぶ
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
モ
デ
ル
と

な
る
よ
う
な
人
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
、
本
や

オ
ー
デ
ィ
オ
・
ブ
ッ
ク
な
ど
で
学
ぶ
よ
り
効

果
が
高
い
そ
う
で
あ
る
。

上
記
の
よ
う
に
、
各
種
の
専
門
的
人
材
が

入
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
数
値
を
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も
っ
て
経
営
判
断
が
で
き
る
と
い
う
状
態
に

な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
経

営
力
を
高
め
て
事
業
性
を
き
ち
ん
と
担
保

し
、「
そ
れ
こ
そ
本
当
に
日
本
の
教
育
に
一

石
を
投
じ
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
な
っ
て
い
け
れ

ば
い
い
な
」
と
思
う
今
村
さ
ん
。
日
本
の
明

日
を
良
い
方
向
に
促
し
て
い
け
る
よ
う
に
、

教
育
事
業
を
展
開
し
続
け
た
い
と
の
こ
と
で

あ
る
。
一
言
で
社
会
的
企
業
と
か
教
育
ビ
ジ

ネ
ス
と
い
う
言
葉
で
は
括
り
き
れ
な
い
ほ

ど
、
今
村
さ
ん
の
活
動
と
そ
の
構
想
は
豊
か

で
大
き
な
も
の
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

キ
ャ
リ
ア
形
成
の
視
点
か
ら

今
村
さ
ん
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
過
程
の
原
動

力
は
何
か
と
考
え
た
と
き
、
二
つ
の
重
要
な

点
が
浮
か
び
上
が
る
。
ひ
と
つ
は
ふ
り
返
り

（
省
察
：reflection

）
の
効
果
、
二
つ
は

モ
デ
ル
と
な
る
人
か
ら
の
学
び
で
あ
る
。

第
1
に
、
ふ
り
返
り
に
着
目
す
る
と
、
今

村
さ
ん
は
困
難
に
直
面
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

自
ら
の
活
動
を
ふ
り
返
り
、
そ
れ
を
バ
ネ
に

し
て
活
動
を
発
展
さ
せ
て
き
た
。
具
体
的
に

は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
ア
ル
バ
イ

ト
時
代
に
担
当
し
て
い
た
情
報
の
授
業
が
生

徒
の
た
め
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
を
考
え
、

も
っ
と
人
生
を
考
え
る
授
業
が
で
き
な
い
か

と
思
案
し
た
結
果
、
協
力
校
が
現
れ
て
実
現

し
た
。
そ
の
事
業
が
発
展
し
て
自
治
体
か
ら

の
委
託
を
受
け
る
ま
で
に
な
っ
た
も
の
の
、

委
託
期
間
が
終
了
し
て
学
校
の
独
自
予
算
を

獲
得
せ
ね
ば
な
ら
な
い
状
況
に
陥
っ
た
と

き
、
教
師
・
生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
答
え
る
よ
う

な
商
品
価
値
の
高
さ
を
追
究
し
て
事
業
の
質

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。組
織
運
営
で
は
、

組
織
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
個
人
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
両

立
に
苦
心
し
、
そ
の
成
果
を
企
業
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
の
形
で
活
か
し
た
。

第
2
に
、
モ
デ
ル
と
な
る
人
か
ら
の
学
び

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
自
分
よ
り
経
験
の
あ
る

人
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
お
願
い
す
る
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
専
門
的
な
人

と
一
緒
に
仕
事
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ

の
人
た
ち
を
い
わ
ば
モ
デ
ル
と
し
て
自
分
の

学
び
に
活
か
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

以
上
、
ふ
り
返
り
に
し
て
も
、
モ
デ
ル
と

な
る
人
か
ら
の
学
び
に
し
て
も
、
文
献
、
メ

デ
ィ
ア
、
講
座
等
を
通
し
た
通
常
の
学
習
活

動
で
は
な
く
、
仕
事
と
い
う
状
況
の
中
で
の

学
び
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
学
び
は
、
状
況

の
中
か
ら
大
切
な
こ
と
を
学
び
取
る
力
が
必

要
と
な
る
の
で
あ
り
、
今
村
さ
ん
の
学
ぶ
力

の
大
き
さ
を
感
じ
ざ
る
を
え
な
い
。

�

（
田
中　

雅
文
）
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Profile

　保育士として働いていたが、結婚を機
に退職し、夫の自営業を手伝っていた。
　1998年、31歳のときに子育て情報誌
「びぃ～んずキッズ」を主婦の仲間と創
刊。情報発信が目的だったが、この活動
を通して、情報だけでなくもっといろい
ろな支援が求められていると考え、ファ
ミリーサポートを行うNPO法人を2001
年に設立した。
　行政や企業と連携しながら女性も働け
る場所、労働の対価がきちんともらえる
NPO活動を実践している。� （40歳代）

1985年	 高校卒業後、個人経営の保育所で
事務をしながら保育士見習い。通
信教育で保育士資格をとり、保育
所や企業の託児所に勤務

1992年	 結婚を機に保育士の仕事をやめ、
夫の自営業（オートバイ関係の皮
つなぎを縫う職人）に従事

1995年	 企業の工場の保育士として再就職

1997年	 夫の自営業が忙しくなったので、
保育士をやめ夫の仕事に従事

1998年	 子育て情報誌「びぃ～んずキッズ」
を主婦の仲間と創刊

2001年	 NPO設立 理事長となる

略年表

NPO法人チャイルドケアセンター大野城

理事長　大谷 清美（おおたに きよみ）さん

保育士、自営業、情報誌発行の
経験を活かした子育て支援

 2　子ども・若者への教育や支援

福岡県
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N
P
O
法
人　

チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
大
野
城
の
概
要

【
活
動
分
野
】

子
ど
も
の
健
全
育
成

【
活
動
内
容
】

①
家
事
援
助
や
一
時
預
り
等
の
子
育
て
支

援
、
②
子
ど
も
の
健
全
育
成
に
関
す
る
委
託

事
業
、
③
育
児
支
援
に
つ
い
て
の
情
報
誌
の

発
行
等
の
情
報
提
供
、
④
育
児
に
関
す
る
講

習
会
や
講
演
会
等
の
開
催
、
⑤
公
の
施
設
の

管
理
、
⑥
親
子
ふ
れ
あ
い
運
動
会
・
キ
ャ
ン

プ
等
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
開
催
、
⑦
高
齢

者
の
支
援
に
関
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

ひ
と
つ
の
N
P
O
で
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
、
病
児
保
育
、
学
童
保
育
の
諸
事
業
が
一

体
と
な
っ
た
運
営
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
世

代
を
超
え
た
地
域
の
力
を
集
め
、
子
育
て
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ス
タ
ッ
フ
は
事
務
局
3
名
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

交
流
セ
ン
タ
ー
6
名
の
計
9
名（
全
員
専
属
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
4
名　

フ
ル
タ
イ
ム
5
名
）

で
あ
る
。
年
代
は
20
歳
代
1
名
、
40
歳
代
6

名
、
60
歳
代
2
名
で
あ
る
。
給
与
は
、
パ
ー

ト
タ
イ
ム
時
給
8
0
0
円
か
ら
、
フ
ル
タ

イ
ム
月
給
12
万
円
か
ら
で
あ
る
。
事
務
を
行

う
専
任
1
名
と
基
本
的
に
は
ス
タ
ッ
フ
が
そ

れ
ぞ
れ
事
業
を
担
当
す
る
担
当
者
制
を
と
っ

て
い
る
。
財
政
基
盤
は
、会
費
収
入
が
5
％
、

事
業
収
入
約
25
％
、委
託
事
業
収
入
約
50
％
、

指
定
管
理
者
委
託
収
入
約
20
％
で
あ
る
。
委

託
事
業
が
半
分
を
占
め
る
が
、交
渉
を
経
て
、

委
託
総
事
業
費
の
10
～
15
％
を
、
N
P
O

設
立
当
初
、
事
業
見
積
も
り
に
、
ス
タ
ッ
フ

の
賃
金
を
計
上
し
た
と
こ
ろ
、
N
P
O
だ

か
ら
お
金
は
い
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
、
と
簡

単
に
言
わ
れ
た
。
が
、
そ
の
後
、
担
当
者
と

何
度
も
話
し
合
い
を
重
ね
、
10
％
程
度
を
委

託
費
に
含
め
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
ス
タ
ッ
フ
に
報
酬
を
払
え
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

活
動
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

◆
保
育
士
と
し
て
働
い
て

大
谷
さ
ん
は
小
さ
い
頃
か
ら
共
働
き
の
親

の
手
伝
い
を
し
て
い
た
。中
学
生
の
頃
に
は
、

朝
食
や
夕
食
も
作
っ
て
い
た
と
い
う
。
将
来

は
小
児
科
の
看
護
師
か
保
育
士
に
な
り
た
い

と
考
え
て
い
た
。
夢
を
実
現
す
る
た
め
、
高

校
卒
業
後
は
働
き
な
が
ら
准
看
護
師
を
め
ざ

そ
う
と
思
い
、働
く
病
院
も
決
ま
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
病
院
の
都
合
で
採
用
取
り
消
し
に

な
っ
て
し
ま
う
。
大
谷
さ
ん
は
、
と
て
も
落

胆
し
た
が
、
も
う
ひ
と
つ
の
夢
の
保
育
士
に

な
ろ
う
と
、
自
宅
の
近
く
の
保
育
園
を
飛
び

込
み
で
訪
問
し
仕
事
を
探
し
た
。
そ
し
て
、

7
件
目
の
個
人
経
営
の
保
育
園
に
て
、
事
務

補
助
の
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。

こ
の
保
育
園
で
働
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
、
園
長
先
生
か
ら
通
信
教
育
で
も
保
育
士

資
格
の
取
得
が
で
き
る
こ
と
を
聞
き
、
通
信

教
育
を
受
け
な
が
ら
資
格
を
取
得
。
そ
の
後

保
育
士
と
し
て
働
く
こ
と
に
な
る
。

大
谷
さ
ん
は
、
趣
味
の
オ
ー
ト
バ
イ
の

レ
ー
ス
を
行
う
た
め
、
時
間
帯
が
夜
間
の
企

業
内
託
児
所
で
働
き
、
趣
味
と
保
育
士
の
仕

事
を
両
立
し
て
い
た
。
23
歳
の
と
き
、
オ
ー

ト
バ
イ
関
係
で
知
り
合
っ
た
夫
と
結
婚
し
、
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結
婚
を
機
に
保
育
士
を
や
め
、
夫
の
自
営
業

の
手
伝
い
と
し
て
働
い
た
。

◆
育
児
情
報
誌
「
び
ぃ
～
ん
ず
キ
ッ
ズ
」
の

発
行

大
谷
さ
ん
は
、
子
ど
も
を
保
育
園
に
預
け

て
夫
の
仕
事
を
手
伝
っ
て
い
た
が
、
3
人
目

の
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
前
後
に
、
仲
間
9
人

で
子
育
て
マ
マ
グ
ル
ー
プ
「
び
ぃ
～
ん
ず
」

を
結
成
し
（
1
9
9
7
年
）、
翌
年
そ
の
メ

ン
バ
ー
と
子
育
て
情
報
誌
「
び
ぃ
～
ん
ず

キ
ッ
ズ
」を
創
刊
し
た（
1
9
9
8
年
）。き
っ

か
け
は
、
県
の
「
情
報
誌
づ
く
り
」（
5
回

程
度
の
講
座
）
に
参
加
し
、
講
座
修
了
後
に

受
講
し
た
メ
ン
バ
ー
で
何
か
情
報
を
発
信
で

き
る
も
の
を
と
考
え
た
こ
と
だ
っ
た
。
読
者

に
こ
の
情
報
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

思
い
で
一
生
懸
命
作
り
、
制
作
費
は
メ
ン

バ
ー
が
出
せ
る
範
囲
の
手
弁
当
で
あ
っ
た

（
当
時
は
広
告
を
と
っ
て
い
な
か
っ
た
）。
夫

は
活
動
を
理
解
し
て
く
れ
、
家
の
こ
と
、
子

育
て
を
し
っ
か
り
す
る
よ
う
に
と
言
わ
れ
た

が
、
活
動
に
反
対
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

◆
N
P
O
法
人
の
立
ち
あ
げ

「
び
ぃ
～
ん
ず
」は
情
報
発
信
が
目
的
だ
っ

た
が
、大
谷
さ
ん
は
活
動
し
て
い
る
う
ち
に
、

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
必
要
性
を
痛
感
す

る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
育
児
サ
ー
ク
ル
の

悩
み
を
聞
い
て
い
る
う
ち
に
、
育
児
サ
ー
ク

ル
の
活
動
が
行
き
詰
っ
て
い
る
こ
と
も
知
っ

た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
育
児
サ
ー

ク
ル
を
中
心
に
連
携
の
声
を
か
け
、
大
野
城

市
の
育
児
サ
ー
ク
ル
が
集
ま
っ
て
「
親
子
ふ

れ
あ
い
運
動
会
」を
実
施
し
た
り
も
し
た
が
、

育
児
サ
ー
ク
ル
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
は
な
か

な
か
軌
道
に
の
ら
な
か
っ
た
。

大
谷
さ
ん
は
、
情
報
誌
の
活
動
で
知
り

合
っ
た
子
育
て
の
専
門
家
、
行
政
に
声
を
か

け
、
17
、
18
名
の
メ
ン
バ
ー
で
子
育
て
支
援

を
行
っ
て
い
る
組
織
・
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
作
る
話
し
合
い
を
重
ね
た
。
話
し
合
い

の
中
で
N
P
O
法
人
設
立
の
提
案
が
で
る

が
、
検
討
を
進
め
て
い
く
う
ち
に
、
消
極
的

な
意
見
が
大
勢
を
占
め
、
い
っ
た
ん
白
紙
と

な
る
。
し
か
し
、
大
谷
さ
ん
は
大
野
城
市
に

は
転
勤
族
が
多
く
子
育
て
支
援
の
組
織
・
団

体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
る
必
要
性
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
組
織
の
必
要
性
を

強
く
持
ち
続
け
て
い
た
。

そ
ん
な
と
き
、
東
京
都
町
田
市
で
初
め
て

N
P
O
が
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
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行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
、
大
谷
さ
ん
は
町
田

市
ま
で
話
を
聞
き
に
行
き
、
大
野
城
市
で
も

で
き
る
と
確
信
す
る
。
子
育
て
支
援
を
行
う

N
P
O
を
一
緒
に
や
ら
な
い
か
と
声
を
か

け
、
賛
同
者
10
人
を
集
め
、
2
0
0
1
年

11
月
に
N
P
O
法
人
「
チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
大
野
城
」
を
立
ち
あ
げ
た
。
設
立

メ
ン
バ
ー
は
、
N
P
O
の
検
討
会
で
一
緒

だ
っ
た
子
育
て
支
援
や
託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
の
代
表
や
保
育
園
の
園
長
、
幼
稚

園
教
諭
、
保
育
士
な
ど
大
谷
さ
ん
と
思
い
を

同
じ
に
す
る
人
た
ち
だ
っ
た
。

設
立
当
初
、
資
金
は
な
か
っ
た
の
で
、
経

費
は
メ
ン
バ
ー
で
負
担
し
、
ス
タ
ッ
フ
は
無

給
だ
っ
た
。
活
動
の
拠
点
は
市
の
建
物
の
一

角
を
無
料
で
貸
し
て
も
ら
っ
た
。
設
立
の
翌

年
2
0
0
2
年
度
か
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
の
モ
デ
ル
事
業
を
受
託
し
（
委
託
費

2
5
0
万
円
）、
翌
2
0
0
3
年
女
性
労
働

協
会
に
登
録
を
し
て
、
正
式
に
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
活
動
を
開
始

し
た
。
そ
の
後
、
市
の
学
童
保
育
事
業
を
受

託
し
活
動
は
軌
道
に
乗
り
始
め
る
。
特
に
、

市
に
要
望
を
出
し
続
け
た
結
果
、
2
0
0
5

年
か
ら
総
事
業
費
の
10
～
15
％
が
ス
タ
ッ
フ

の
報
酬
と
し
て
委
託
費
に
入
る
こ
と
に
な

り
、
ス
タ
ッ
フ
に
あ
る
程
度
の
報
酬
を
支
払

え
る
よ
う
に
な
る
。

◆
複
合
型
の
子
育
て
支
援
を
め
ざ
し
て

「
チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
大
野
城
」

は
、
ひ
と
つ
の
N
P
O
で
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
、
病
児
保
育
、
学
童
保
育
等
の
事

業
を
一
体
と
し
て
運
営
し
、
地
域
の
力
を
集

め
子
育
て
支
援
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い

る
。
お
も
な
事
業
と
し
て
は
、
①
「
大
野
城

市
フ
ァ
ミ
リ
ー
交
流
セ
ン
タ
ー
」
の
運
営
・

管
理
業
務（
委
託
事
業
）、②「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
お
お
の
じ
ょ
う
」
と

し
て
病
児
・
緊
急
預
か
り
事
業
、
小
学
校
高

学
年
長
期
休
暇
中
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
事
業
等

の
実
施
（
受
託
業
務
）、
③
独
自
事
業
と
し

て
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス

や
育
児
サ
ー
ク
ル
の
開
催
等
を
実
施
し
て
い

る
。「

大
野
城
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
交
流
セ
ン
タ
ー
」

は
住
宅
地
に
位
置
す
る
ロ
グ
ハ
ウ
ス
風
の
建

物
で
、
中
は
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
ホ
ー
ル
が
広

が
り
、
滑
り
台
や
マ
ッ
ト
、
積
み
木
の
お
も

ち
ゃ
が
置
い
て
あ
る
。
元
保
育
士
の
大
谷
さ

ん
の
レ
イ
ア
ウ
ト
や
備
品
等
へ
の
優
れ
た
目

配
り
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
建
物
の
管

理
と
だ
れ
で
も
自
由
に
参
加
で
き
る
子
育
て
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広
場
「
ぽ
っ
か
ぽ
か
ひ
ろ
ば
」
の
運
営
を

「
チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
大
野
城
」
が

行
っ
て
い
る
。
気
軽
に
遊
び
に
よ
れ
る
場
、

子
ど
も
を
自
由
に
遊
ば
せ
な
が
ら
親
子
が
ふ

れ
あ
い
、
仲
間
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
な
場

の
提
供
を
心
が
け
て
い
る
。
こ
こ
に
も
大
谷

さ
ん
が
保
育
士
と
し
て
働
い
て
い
た
経
験
が

大
き
く
活
か
さ
れ
て
い
る
。

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

お
お
の
じ
ょ
う
」
で
は
小
学
生
ま
で
の
子
ど

も
の
預
か
り
を
し
て
お
り
、
急
な
子
ど
も
へ

の
対
応
が
必
要
に
な
っ
た
親
へ
の
援
助
を
目

的
と
し
て
い
る
。
平
日
の
午
前
9
時
～
午
後

7
時
は
1
時
間
当
た
り
6
0
0
円
、
延
長

10
分
あ
た
り
1
0
0
円
で
子
ど
も
を
預
け

る
こ
と
が
で
き
（
休
日
や
早
朝
・
夜
間
も
あ

り
）、
子
ど
も
を
預
か
る
会
員
の
報
酬
は
子

ど
も
を
預
け
る
会
員
が
支
払
う
額
そ
の
ま
ま

で
あ
る
。
子
ど
も
を
預
け
た
い
会
員
と
子
ど

も
を
預
か
り
た
い
会
員
を
つ
な
ぐ
が
、
つ
な

ぐ
こ
と
に
関
す
る
手
数
料
等
の
報
酬
は
必
要

な
い
。
母
親
と
し
て
女
性
と
し
て
働
い
て
き

た
大
谷
さ
ん
や
ス
タ
ッ
フ
が
手
数
料
を
と
ら

れ
た
ら
自
分
な
ら
ど
う
思
う
か
を
考
え
て
設

定
し
て
い
る
。

ま
た
、
小
学
校
高
学
年
の
子
ど
も
を
対
象

に
、
長
期
休
暇
中
の
児
童
ク
ラ
ブ
を
運
営
し

て
い
る
（
キ
ー
ト
ス
ク
ラ
ブ
）。
2
0
0
6

年
に
大
谷
さ
ん
と
学
童
保
育
の
保
護
者
会
有

志
が
長
期
休
暇
中
の
児
童
ク
ラ
ブ
を
立
ち
あ

げ
、「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

お
お
の
じ
ょ
う
」
は
こ
の
事
業
の
運
営
を

担
っ
て
い
る
。
キ
ー
ト
ス
ク
ラ
ブ
は
保
護
者

の
要
望
に
基
づ
き
、
保
護
者
が
主
体
的
に
実

施
す
る
事
業
と
い
う
位
置
づ
け
な
の
で
、
保

護
者
同
士
・
保
護
者
と
指
導
員
と
の
交
流
を

は
か
り
、
問
題
点
の
改
善
や
情
報
の
共
有
が

で
き
る
よ
う
な
運
営
を
心
が
け
て
い
る
。
大

谷
さ
ん
や
ス
タ
ッ
フ
は
保
育
士
経
験
や
自
分

の
子
育
て
経
験
を
通
し
て
保
護
者
の
考
え
や

行
動
様
式
を
見
通
せ
る
こ
と
が
役
に
立
っ
て

い
る
。

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

お
お
の
じ
ょ
う
」の
自
主
事
業
と
し
て
は「
あ

い　

さ
ぽ
ー
と
（
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
・
家
事

援
助
サ
ー
ビ
ス
）」、
育
児
サ
ロ
ン
・
サ
ー
ク

ル
の
開
催
や
運
営
、中
学
校
子
育
て
サ
ロ
ン
、

子
育
て
情
報
誌
「
び
ぃ
～
ん
ず
キ
ッ
ズ
」
発

行
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。さ
ら
に
、大
手
ス
ー

パ
ー
や
農
協
等
と
の
連
携
も
積
極
的
に
進
め

て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
が
大
手
ス
ー
パ
ー
の

環
境
保
護
の
体
験
学
習
に
参
加
し
た
り
、
農

協
の
活
動
内
容
を
情
報
誌
で
紹
介
し
、
農
協

か
ら
は
イ
ベ
ン
ト
の
際
に
野
菜
を
寄
付
し
て
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も
ら
っ
た
り
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
受
託
事
業
も
自
主
事
業

も
、
大
谷
さ
ん
が
保
育
士
と
し
て
働
い
た
経

験
や
情
報
誌
「
び
ぃ
～
ん
ず
キ
ッ
ズ
」
の
発

行
、
自
分
自
身
の
子
育
て
を
通
し
て
見
た
り

聞
い
た
り
思
っ
た
り
し
た
子
育
て
支
援
の
可

視
化
さ
れ
て
い
な
い
ニ
ー
ズ
を
な
ん
と
か
す

く
い
あ
げ
、
支
援
し
て
い
こ
う
と
考
え
た
も

の
で
あ
る
。

男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら

「
チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
大
野
城
」

の
活
動
の
大
き
な
特
徴
は
、
第
1
に
さ
ま
ざ

ま
な
子
育
て
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
よ
う
と
幅

広
い
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
第
2
に
女

性
が
働
く
場
を
増
や
し
、
作
っ
て
い
る
点
、

第
3
に
子
ど
も
が
い
る
母
親
も
働
け
る
職

場
、
ス
タ
ッ
フ
に
報
酬
を
き
ち
ん
と
払
う
職

場
を
め
ざ
し
実
現
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ

し
て
こ
れ
ら
の
特
徴
は
理
事
長
の
大
谷
さ
ん

の
そ
れ
ま
で
の
職
業
経
験
（
保
育
士
、
自
営

業
）、
社
会
活
動
（
情
報
誌
の
発
行
）、
自
ら

の
子
育
て
経
験
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を

強
く
反
映
し
て
い
る
。
一
方
で
大
谷
さ
ん
個

人
に
目
を
向
け
る
と
、
N
P
O
法
人
の
活

動
を
通
し
て
今
ま
で
の
経
験
を
融
合
し
た
新

た
な
キ
ャ
リ
ア
（
複
合
キ
ャ
リ
ア
）
を
築
い

て
い
る
。

「
チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
大
野
城
」

の
行
っ
て
い
る
子
育
て
支
援
は
、
乳
幼
児
対

象
の
子
育
て
サ
ロ
ン
・
サ
ー
ク
ル
か
ら
小
学

校
の
学
童
保
育
ま
で
幅
広
い
が
、「
誰
で
も

自
由
に
参
加
で
き
る
」「
ち
ょ
っ
と
困
っ
た

時
に
さ
っ
と
支
援
が
あ
る
よ
う
に
」「
あ
い

て
い
る
支
援
の
穴
を
う
め
る
た
め
に
」
と
い

う
目
的
意
識
に
貫
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
親

に
も
活
動
と
の
関
わ
り
を
求
め
、
親
も
一
緒

に
成
長
で
き
る
よ
う
な
し
く
み
づ
く
り
が
工

夫
さ
れ
て
い
る
。
子
育
て
に
不
安
感
や
孤
立

感
を
も
つ
母
親
が
多
く
な
っ
て
い
る
社
会
の

中
で
、
そ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
す
る
力
に

な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、子
育
て
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
を
行
い
、

研
修
を
う
け
た
ス
タ
ッ
フ
が
さ
ま
ざ
ま
な
場

で
働
く
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。さ
ら
に
は
、

ス
タ
ッ
フ
に
き
ち
ん
と
し
た
報
酬
を
払
う
こ

と
を
め
ざ
し
て
い
る
。
N
P
O
は
組
織
的

な
活
動
を
行
う
の
で
持
続
的
に
相
当
の
時
間

を
割
い
て
く
れ
る
メ
ン
バ
ー
が
必
須
で
あ

り
、
ま
た
中
核
と
な
る
メ
ン
バ
ー
は
報
酬
を

得
て
、
す
な
わ
ち
職
業
活
動
と
し
て
業
務
を

行
う
人
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
し
か

し
、
多
く
の
N
P
O
法
人
の
現
状
と
し
て

ス
タ
ッ
フ
に
き
ち
ん
と
し
た
報
酬
が
支
払
わ

れ
な
い
こ
と
が
多
い
。
そ
の
点
、「
チ
ャ
イ

ル
ド
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
大
野
城
」
は
設
立
当
初

か
ら
労
働
の
対
価
が
き
ち
ん
と
も
ら
え
る
よ

う
な
N
P
O
を
め
ざ
し
、
事
業
予
算
を
設

定
す
る
時
か
ら
、
ス
タ
ッ
フ
の
人
件
費
を
見

据
え
た
予
算
案
を
作
成
。
委
託
事
業
だ
け
で

な
く
自
主
事
業
も
順
調
に
進
ん
で
き
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
ス
タ
ッ
フ
に
あ
る
程
度
の
報

酬
が
払
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
子
ど
も
の
い
る
女
性
で
も
働
け

る
職
場
を
め
ざ
し
て
い
る
。
ス
タ
ッ
フ
は
子

ど
も
の
参
観
日
や
病
気
の
と
き
は
休
む
よ
う

に
し
て
お
り
、
日
頃
か
ら
自
分
が
き
ち
ん
と

仕
事
を
整
理
し
他
の
ス
タ
ッ
フ
の
サ
ポ
ー
ト
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も
す
る
と
い
う
体
制
と
な
っ
て
い
る
。
以
上

の
点
、
子
育
て
不
安
の
解
消
、
母
親
を
は
じ

め
と
す
る
女
性
の
よ
り
一
層
の
活
動
の
場
の

提
供
、
適
切
な
報
酬
の
支
払
い
を
め
ざ
す
こ

と
は
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
に
大
き
く

寄
与
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

キ
ャ
リ
ア
形
成
の
視
点
か
ら

こ
の
よ
う
な
「
チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

大
野
城
」
の
活
動
は
、
大
谷
さ
ん
が
保
育
士

と
し
て
働
い
た
経
験
、
子
育
て
を
し
て
き
た

経
験
、
自
営
業
と
し
て
夫
の
仕
事
の
手
伝
い

を
し
た
経
験
、
情
報
誌
「
び
ぃ
～
ん
ず
キ
ッ

ズ
」
を
発
行
し
た
経
験
、
そ
し
て
女
性
と
し

て
母
親
と
し
て
働
き
続
け
て
い
こ
う
と
歩
ん

で
き
た
経
験
が
大
き
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
大
谷
さ
ん
の
こ
れ
ら
の
経
験
は

大
谷
さ
ん
が
理
事
長
と
し
て
「
チ
ャ
イ
ル
ド

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
大
野
城
」
の
活
動
を
行
い
、

運
営
し
て
い
く
な
か
で
大
き
な
力
と
な
っ
て

い
る
。
た
と
え
ば
、
N
P
O
の
新
た
な
事

業
を
企
画
・
実
行
す
る
と
き
に
は
保
育
士
の

経
験
や
情
報
誌
発
行
の
経
験
、
人
員
の
配
置

や
ス
タ
ッ
フ
の
処
遇
を
考
え
る
と
き
に
は
自

営
業
で
働
い
た
経
験
が
活
か
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
大
谷
さ
ん
が
小
さ
い
頃
か
ら
子
ど

も
が
好
き
だ
か
ら
保
育
士
か
看
護
師
に
な
り

た
い
と
漠
然
と
考
え
て
い
た
こ
と
は
、
大
谷

さ
ん
が
保
育
士
に
つ
い
た
だ
け
で
な
く
、
そ

の
後
の
情
報
誌
の
仕
事
、
N
P
O
活
動
へ

と
つ
な
が
る
源
流
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
大
谷
さ
ん
が
子
ど
も
の
頃
か
ら
お

手
伝
い
を
よ
く
す
る
子
ど
も
で
あ
っ
た
こ
と

は
、
大
谷
さ
ん
の
能
動
的
に
動
い
て
い
く
姿

勢
を
形
づ
く
る
も
と
に
な
っ
て
お
り
、
自
ら

動
く
と
い
う
姿
勢
が
高
校
卒
業
後
病
院
に
就

職
で
き
な
く
な
っ
た
状
況
を
切
り
拓
き
、
保

育
園
に
就
職
、
そ
の
後
の
保
育
士
資
格
取
得

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
大
谷
さ
ん
の
自
ら
動

き
、
状
況
を
切
り
拓
い
て
い
こ
う
と
す
る
姿

勢
は
N
P
O
法
人
を
つ
く
っ
て
い
く
段
階
、

N
P
O
法
人
を
運
営
し
て
い
く
段
階
で
も

大
き
く
状
況
の
打
開
と
進
展
に
寄
与
し
て
い

る
と
言
え
る
。

大
谷
さ
ん
の
仕
事
の
経
歴
は
、
①
保
育
園

で
の
ア
ル
バ
イ
ト
、
②
保
育
士
と
し
て
の
経

験
、
③
自
営
業
の
夫
の
手
伝
い
で
あ
り
、
社

会
活
動
と
し
て
は
、
①
情
報
誌
の
発
行
、
②

子
育
て
に
伴
う
親
と
し
て
の
活
動
、
そ
の
他

と
し
て
は
、
①
小
さ
い
頃
か
ら
の
家
庭
で
の

手
伝
い
が
あ
げ
ら
れ
る
。

大
谷
さ
ん
の
仕
事
の
経
歴
と
社
会
活
動
が

複
合
し
て
現
在
の
N
P
O
法
人
理
事
長
の

キ
ャ
リ
ア
を
つ
く
り
、
そ
の
源
に
は
状
況
を

切
り
拓
い
て
い
こ
う
と
い
う
姿
勢
が
あ
っ
た

と
い
え
よ
う
。�

（
大
槻　

奈
巳
）



54

大谷 清美 インタビューその後
福岡県大野城市を拠点に活動し、公のサービスでは手の届かない

細かなサービスをモットーに子育て支援を行う団体として今年12年

目を迎えました。

平成23年の10周年を機に、チャイルドケアセンター大野城から

チャイルドケアセンターに法人名を変更し、気持も新たにスタッフ一

同日々の活動に取り組んでいます。

現在、当センター事業は17事業。平成23年度からは、大野城市

留守家庭児童保育所業務を受託したことで、総事業費も1億円を超え

てきました。平成23年度の総事業額は144,002,493円。今まで

見たこともなかった「億単位」の数字を扱うことで、大変責任のある

仕事を任されていると自覚しています。委託先は、大野城市以外の行

政や団体など、地域を超えた活動も広がってきました。各事業に関わ

る会員さんは1,000人を超えています。

現在スタッフは事務局19名（パートタイム6名　フルタイム9名   

アルバイト4名）。年代は30歳代3名、40歳代13名、50歳代2名、

60代1名です。

チャイルドケアセンターは、活動の趣旨に賛同してくれる有償の

スタッフを継続的に雇用するための費用を捻出していることから、専

任スタッフが中心となって会員さんと共に活動することで、継続的に

事業が進められています。今後も、スタッフと会員のみなさんと共に、

大地にしっかりと広く根を張り、高く太い幹を伸ばして活動を行って

いきたいと思っています。



55

 Ⅰ　社会参画と女性のキャリア形成事例集

Profile

　広島市生まれ。大学卒業後、渡部総合
法律事務所の事務局長を務めるかたわ
ら、まちづくりや国際交流、平和構築な
どの市民活動にたずさわるようになる。
「ANT-Hiroshima」では1989年の発足以
来、さまざまな形で広島から平和を伝え、
平和を願う人々の支援を続けるために、
日本国内のみならず、世界各国で活動を
展開してきた。これらの活動にもとづく
平和の心を、生涯学習や学校教育現場な
どで子どもたちにも伝え続けている。
　広島市教育委員会委員、AANI（アン
ナプルナ脳神経センター医療協力会）副
会長、（財）広島平和文化センター評議員、
ひろしまドナーバンク評議員、比治山大
学非常勤講師。� （60歳代）

1976年	 大学卒業

1984年	 渡部総合法律事務所　事務局長

1989年	 アジアの友と手をつなぐ広島市民
の会　設立（2007年NPO法人化
し、ANT-Hiroshimaへ改称）

1993年	 広島市女性問題協議会委員
	 （～ 1996年まで）

1998年	 広島平和文化センター　評議員
（2012年より理事）

2002年	 アフガン難民支援を開始

2004年	 広島市教育委員会委員
	 （2012年10月3日任期満了）

2011年	 東日本大震災被災者支援ネット
ワーク「ボランデポひろしま」代
表

略年表

NPO法人ANT-Hiroshima

理事長　渡部 朋子（わたなべ ともこ）さん

「ヒロシマ」発の平和教育の
担い手として

 2　子ども・若者への教育や支援

広島県
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「A

N
T-H

iroshim
a

」

の
概
要

【
活
動
分
野
】

国
際
協
力
の
活
動

【
活
動
内
容
】

「A
N

T-H
iroshim

a
」
は
１
９
８
９
年

に
発
足
し
、
国
際
平
和
事
業
、
国
際
協
力
事

業
、
教
育
、
広
報
啓
発
事
業
の
4
つ
の
事
業

を
柱
と
し
て
、「
ヒ
ロ
シ
マ
」
の
思
い
を
伝

え
て
い
る
。
具
体
的
に
は
被
爆
の
実
相
を
伝

え
る
こ
と
、核
兵
器
の
廃
絶
を
訴
え
る
こ
と
、

平
和
構
築
活
動
、
平
和
教
育
、
平
和
文
化
の

普
及
、
次
世
代
の
平
和
の
担
い
手
の
育
成
を

行
っ
て
い
る
。
２
０
０
２
年
か
ら
は
ア
フ
ガ

ン
難
民
支
援
も
行
い
、
平
和
を
尊
重
す
る
心

を
生
涯
学
習
や
学
校
教
育
の
現
場
で
伝
え
て

い
る
。

渡
部
さ
ん
の
ほ
か
に
30
〜
40
歳
代
の
女
性

専
従
職
員
が
3
名
。
2
人
は
週
3
日
勤
務
、

1
人
は
週
5
日
勤
務
。
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
際

に
は
随
時
、
学
生
・
社
会
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
て
い
る
。

主
た
る
収
入
源
は
、
①
会
費
（
1
人
年
間

３
、０
０
０
円
、
会
員
は
１
０
０
名
前
後
）、

②
市
民
か
ら
の
寄
付
、
③
助
成
金
で
あ
る
。

一
般
市
民
か
ら
の
寄
付
が
全
収
入
の
8
割
を

占
め
る
。

活
動
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

◆
活
動
の
原
点
と
な
っ
た
「
ヒ
ロ
シ
マ
」
を

問
う
意
識

被
爆
者
2
世
と
し
て
広
島
に
生
ま
れ
育
っ

た
渡
部
朋
子
さ
ん
に
と
り
、
現
在
の
活
動
の

原
点
と
な
っ
た
出
来
事
は
、
広
島
修
道
大
学

に
提
出
し
た
卒
業
論
文
の
中
で「
ヒ
ロ
シ
マ
」

で
起
こ
っ
た
こ
と
と
は
何
か
と
い
う
大
き
な

問
題
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
あ
っ
た
。
論
文

の
執
筆
過
程
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
、
社

会
学
者
の
中
野
清
一
広
島
大
学
名
誉
教
授

（
当
時
）
の
活
動
に
共
鳴
し
た
。
中
野
先
生

は
自
宅
を
開
放
し
て
原
爆
に
親
を
奪
わ
れ
た

子
ど
も
た
ち
を
受
け
入
れ
る
「
あ
ゆ
み
グ

ル
ー
プ
」
を
つ
く
り
、
活
動
さ
れ
て
い
た
。

◆
身
近
な
問
題
か
ら
取
り
組
み
を
始
め
る

渡
部
さ
ん
は
結
婚
後
3
人
の
子
ど
も
に
も

恵
ま
れ
た
。
渡
部
さ
ん
が
30
歳
の
時
に
弁
護

士
の
夫
が
独
立
し
、
渡
部
さ
ん
も
渡
部
総
合

法
律
事
務
所
の
事
務
局
長
に
就
任
し
、
現
在

に
至
っ
て
い
る
。
事
務
局
長
と
し
て
働
き
な

が
ら
子
育
て
に
従
事
す
る
多
忙
な
毎
日
で

あ
っ
た
が
、
大
学
在
学
中
に
持
っ
た
「
ヒ
ロ

シ
マ
」
に
関
わ
る
活
動
が
し
た
い
と
い
う
問

題
意
識
は
常
に
持
ち
続
け
て
い
た
。
転
機
が

訪
れ
た
の
は
、
子
ど
も
た
ち
が
通
っ
て
い
た

小
学
校
で
、
朝
鮮
学
校
に
在
籍
す
る
子
ど
も

た
ち
と
の
け
ん
か
が
起
こ
っ
た
時
で
あ
っ

た
。
こ
の
時
、
異
な
る
文
化
的
バ
ッ
ク
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
間
の
ト
ラ
ブ
ル

を
う
ま
く
収
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ

と
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
渡
部
さ
ん
は
国
際

理
解
講
座
を
受
講
し
、
地
域
で
国
際
交
流
を

考
え
る
会
を
開
催
し
た
。
こ
れ
以
降
は
広
島

在
住
の
留
学
生
の
身
元
保
証
人
に
な
る
な
ど

留
学
生
支
援
の
活
動
を
始
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
広
げ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

留
学
生
の
ひ
と
り
か
ら
頼
ま
れ
て
、
韓
国
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人
画
家
6
人
の
絵
画
展
を
開
く
た
め
、

１
９
８
９
年
に「ANT-Hiroshim

a

」
の
前
身

で
あ
る
「
ア
ジ
ア
の
友
と
手
を
つ
な
ぐ
広
島

市
民
の
会
」
を
渡
部
さ
ん
と
、
東
田
孝
昭
さ

ん
（
現
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
アA

N
T

代
表
）

の
ふ
た
り
が
発
起
人
と
な
り
、立
ち
あ
げ
た
。

１
９
９
３
年
の
「
ひ
ろ
し
ま
骨
髄
バ
ン
ク
支

援
連
絡
会
」
の
発
足
ま
で
の
5
年
間
、
渡
部

さ
ん
は
い
く
つ
も
の
市
民
団
体
の
設
立
に
関

わ
っ
た
。
こ
の
時
期
は
、
法
律
事
務
所
の
事

務
局
長
を
務
め
る
か
た
わ
ら
、
子
育
て
も
行

い
仕
事
と
育
児
の
両
立
に
忙
し
い
毎
日
で

あ
っ
た
。
な
ぜ
、
多
忙
な
時
期
に
こ
と
さ
ら

市
民
活
動
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
と

い
う
理
由
を
、
渡
部
さ
ん
自
身
は
「（
法
律

事
務
所
と
は
異
な
る
）
自
分
の
土
俵
が
ほ
し

い
。
自
分
の
居
場
所
は
自
分
自
身
で
作
り
出

さ
な
い
と
い
け
な
い
」
と
痛
感
す
る
よ
う
に

な
っ
た
か
ら
と
分
析
し
て
い
る
。

◆
「A

N
T-H

iroshim
a

」
の
誕
生

留
学
生
の
支
援
活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
と
し
て
は
じ
ま
っ
た
「
ア
ジ
ア

の
友
と
手
を
つ
な
ぐ
広
島
市
民
の
会
」
で
あ

る
が
、
そ
の
活
動
の
幅
と
人
々
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
世
界
各
地
へ
広
が
っ
て
い
く
の
に

と
も
な
い
、
名
称
を
現
在
の
「A

N
T-

H
iroshim

a

」
に
改
称
し
た
。「A

N
T-

H
iroshim

a

」
に
は
、
ふ
た
つ
の
意
味
が

こ
め
ら
れ
て
い
る
。
ひ
と
つ
め
は
英
語
の
ア

リ
（ant

）
と
い
う
意
味
で
、「『
ヒ
ロ
シ
マ
』

に
生
を
受
け
た
者
と
し
て
、
平
和
な
世
界
の

実
現
の
た
め
、
些
細
な
こ
と
で
あ
っ
て
も
で

き
る
こ
と
か
ら
ア
リ
の
よ
う
に
、
コ
ツ
コ
ツ

と
一
歩
を
ふ
み
だ
そ
う
」
と
い
う
、
渡
部
さ

ん
の
願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。
ふ
た
つ
め

は
、「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
信
頼
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」（A

sian netw
ork of trust

）
の
頭

文
字
を
取
り
、
Ａ
Ｎ
Ｔ
と
名
づ
け
た
。
ど
の

よ
う
な
活
動
や
援
助
で
あ
っ
て
も
、
支
援
す

る
対
象
の
人
た
ち
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
こ

と
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
い
う
渡
部
さ
ん
の

考
え
方
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
名
称
に
も
反
映

さ
れ
て
い
る
。

「A
N

T-H
iroshim

a

」
は
被
爆
の
実
相

を
伝
え
る
こ
と
、
核
兵
器
の
廃
絶
を
訴
え
る

こ
と
、
平
和
構
築
活
動
、
平
和
教
育
・
平
和

文
化
の
普
及
、
次
世
代
の
平
和
の
担
い
手
の

育
成
と
い
う
5
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
基
づ

き
、活
動
を
展
開
し
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、

日
本
国
内
の
学
校
で
講
師
と
し
て
平
和
教
育

を
行
う
こ
と
、
国
外
の
紛
争
地
域
に
暮
す
子

ど
も
た
ち
へ
の
支
援
、
被
爆
者
の
記
録
映
像

の
制
作
、チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
活
動
な
ど
で
あ
る
。
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◆
ア
ジ
ア
の
紛
争
地
域
へ
の
活
動
の
広
が
り

～
平
和
の
意
味
を
次
世
代
に
伝
え
た
い

広
島
か
ら
始
ま
っ
た「AN

T-H
iroshim

a

」

は
徐
々
に
活
動
の
幅
を
国
外
へ
と
広
げ
て
い

く
。
そ
の
過
程
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
出

会
い
が
あ
っ
た
と
渡
部
さ
ん
は
振
り
返
る
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
地
雷
の
た
め
に
負
傷
し

た
子
ど
も
た
ち
に
義
足
を
作
る
日
本
人
女
性

を
主
人
公
に
し
た
映
画
『
ア
イ
・
ラ
ブ
・
ピ
ー

ス
』が
２
０
０
４
年
に
日
本
で
公
開
さ
れ
た
。

こ
の
映
画
に
出
演
し
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
人

の
少
女
、
ア
フ
ィ
フ
ァ
さ
ん
と
、
映
画
の
ス

タ
ッ
フ
の
1
人
で
あ
り
映
像
作
家
で
も
あ
る

ヌ
ー
ル
ラ
・
サ
イ
フ
ィ
さ
ん
が
来
日
し
、
渡

部
さ
ん
の
案
内
で
広
島
平
和
記
念
公
園
を
見

学
し
た
。
広
島
平
和
記
念
公
園
に
は
、「
原

爆
の
子
の
像
」
が
あ
る
。
こ
の
像
の
モ
デ
ル

と
な
っ
た
少
女
佐
々
木
禎
子
さ
ん
は
、
12
歳

で
原
爆
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
白
血
病
の
た

め
亡
く
な
っ
た
が
、
そ
の
死
後
、
同
級
生
の

小
学
生
ら
が
街
頭
で
呼
び
か
け
た
募
金
を
も

と
に
、「
原
爆
の
子
の
像
」
が
建
て
ら
れ
た
。

こ
の
物
語
は
日
本
で
は
教
科
書
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
た
め
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
訳
の
方
が
禎
子
さ
ん
の

短
い
一
生
と
、
像
の
建
立
運
動
の
経
緯
を
ま

と
め
た
絵
本
『
お
り
づ
る
の
旅
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ

研
究
所
、
う
み
の
し
ほ
作
、
狩
野
富
貴
子
絵
）

を
読
み
聞
か
せ
た
と
こ
ろ
、
ア
フ
ィ
フ
ァ
さ

ん
と
サ
イ
フ
ィ
さ
ん
は
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ

苦
し
ん
だ
禎
子
さ
ん
の
生
涯
と
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
の
現
状
を
重
ね
合
わ
せ
、
と
て
も
感

激
し
た
。
帰
国
し
た
サ
イ
フ
ィ
さ
ん
か
ら
、

『
お
り
づ
る
の
旅
』
を
ぜ
ひ
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
で
も
出
版
し
、
紛
争
に
苦
し
む
子
ど
も
た

ち
を
勇
気
づ
け
た
い
と
の
要
望
が
あ
り
、
渡

部
さ
ん
は
、
紛
争
の
た
め
困
難
な
生
活
を
強

い
ら
れ
て
い
る
ア
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
に
こ

の
絵
本
を
届
け
よ
う
と
考
え
た
。
出
版
社
と

の
交
渉
を
経
て
、
著
作
権
の
関
係
で
絵
本
を

翻
訳
出
版
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
絵
本

に
翻
訳
文
を
貼
り
付
け
て
加
工
し
た
も
の
を

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
贈
る
こ
と
に
な
っ
た
。

日
本
語
の
文
章
の
上
に
、
訳
語
が
印
刷
さ

れ
た
紙
を
貼
り
付
け
る
作
業
は
、
こ
の
活
動

に
賛
同
し
た
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
行

わ
れ
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
子
ど
も
た
ち
に

届
け
ら
れ
た
。ダ
リ
語
か
ら
は
じ
ま
っ
た『
お

り
づ
る
の
旅
』（
英
文
書
名
“P

aper 
C

rane Journey

”）
を
広
め
る
活
動
は
、

現
在
で
は
英
語
、
ネ
パ
ー
ル
語
、
ス
ペ
イ
ン

語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ド
イ
ツ
語
、
タ
ガ
ロ
グ
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語
な
ど
各
言
語
に
翻
訳
さ
れ
、
広
島
の
被
爆

の
実
相
を
世
界
の
紛
争
地
域
の
人
々
に
わ
か

り
や
す
く
伝
え
る
有
効
な
手
段
の
ひ
と
つ
と

な
っ
て
い
る
。

そ
の
後
、「A

N
T-H

iroshim
a

」
が
制

作
支
援
を
し
た『
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
ク
ラ
ブ
』

『
ヒ
ロ
シ
マ
ナ
ガ
サ
キ
』
等
の
被
爆
者
の
苦

悩
を
描
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
通
じ

て
、「A

N
T-H

iroshim
a

」
の
活
動
の
成

果
が
目
に
み
え
る
よ
う
に
な
る
と
、
家
族
の

対
応
に
も
変
化
が
み
え
は
じ
め
た
。
渡
部
さ

ん
が
市
民
活
動
を
開
始
し
た
当
初
は
戸
惑
っ

て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
、
成
人
し
た
現
在
は

母
の
活
動
に
理
解
を
示
し
、「A

N
T-

H
iroshim

a

」
の
事
業
に
協
力
し
て
く
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

２
０
０
２
年
か
ら
は
ア
フ
ガ
ン
難
民
支
援

も
行
い
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
や
公
民
館
、

学
校
教
育
の
現
場
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ワ
ー

ク
や
国
際
協
力
に
つ
い
て
の
講
義
や
出
前
講

座
を
通
じ
て
平
和
を
尊
重
す
る
心
を
伝
え
て

い
る
。

キ
ャ
リ
ア
形
成
の
視
点
か
ら

渡
部
さ
ん
の
キ
ャ
リ
ア
の
軌
跡
は
、
法
律

事
務
所
の
事
務
局
長
と
い
う
重
責
を
と
も
な

う
職
業
キ
ャ
リ
ア
と
、
国
際
協
力
や
平
和
教

育
を
主
眼
と
す
る
「A

N
T-H

iroshim
a

」

を
核
と
し
た
社
会
活
動
キ
ャ
リ
ア
の
両
立
と

い
う
点
に
大
き
な
特
色
が
あ
る
と
言
え
る
だ

ろ
う
。
通
常
、多
く
み
ら
れ
る
パ
タ
ー
ン
は
、

若
い
時
に
は
職
業
キ
ャ
リ
ア
が
主
要
な
活
動

で
あ
っ
た
の
が
、
い
く
つ
か
の
転
機
を
経
て

社
会
活
動
キ
ャ
リ
ア
に
主
軸
が
移
行
す
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
職
業
キ
ャ
リ
ア

を
通
じ
て
生
活
の
糧
を
確
保
し
な
が
ら
、
人

的
・
経
済
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
つ
つ
、

社
会
的
に
意
義
の
あ
る
活
動
に
徐
々
に
力
を

注
い
で
い
く
、
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る
こ

と
が
多
い
。

し
か
し
、
渡
部
さ
ん
の
場
合
は
、
配
偶
者

が
開
業
し
た
法
律
事
務
所
と
い
う
い
わ
ば

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
」
に
対
す
る
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は
十
全
に
果
た
し
つ
つ
、

「A
N

T-H
iroshim

a

」
の
活
動
を
継
続
し

て
き
た
点
が
他
の
事
例
と
は
異
な
っ
て
い

る
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
渡
部
さ
ん
は
、

「
男
女
平
等
」
や
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
と
い
う

言
葉
で
活
動
を
語
っ
て
は
い
な
い
。し
か
し
、

「A
N

T-H
iroshim

a

」
の
活
動
の
原
点
が
、

「（
夫
の
仕
事
と
は
別
の
）
自
分
の
居
場
所
が

ほ
し
か
っ
た
か
ら
」
と
い
う
語
り
か
ら
は
、

法
律
事
務
所
の
事
務
局
長
と
い
う
有
償
労
働
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に
就
い
て
い
る
こ
と
が
、
必
ず
し
も
渡
部
さ

ん
が
本
当
に
取
り
組
み
た
い
こ
と
で
は
な

か
っ
た
た
め
、
精
神
的
な
充
足
に
は
つ
な

が
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。

渡
部
さ
ん
は
家
事
・
育
児
・
介
護
、
法
律
事

務
所
の
仕
事
に
加
え
、
自
身
の
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
と
も
い
え
る
「A

N
T-H

iroshim
a

」
の

運
営
と
い
う
、
複
数
の
役
割
を
長
年
に
わ
た

り
両
立
し
て
き
た
。

今
後
の
課
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
渡
部
さ
ん

は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち

つ
つ
、
平
和
教
育
に
関
す
る
活
動
を
次
の
世

代
に
ど
の
よ
う
に
引
き
継
い
で
い
く
か
と
い

う
点
を
あ
げ
て
い
る
。
現
在
渡
部
さ
ん
は
、

「A
N

T-H
iroshim

a

」
の
活
動
を
通
じ
て
、

平
和
教
育
の
次
世
代
の
担
い
手
の
育
成
に
も

熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
た
め
に
他

の
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
戦
略
的
に
協
働
し

な
が
ら
事
業
を
行
っ
て
い
く
よ
う
に
心
が
け

て
い
る
。

た
と
え
ば
、
紛
争
地
帯
で
暮
ら
す
子
ど
も

た
ち
が
描
い
た
絵
画
を
販
売
す
る
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
“A

rt P
arty

”
は
あ
え

て
「A

N
T-H

iroshim
a

」
単
独
で
事
業
を

行
わ
ず
に
、
実
行
委
員
会
形
式
で
実
施
し
て

い
る
。
そ
の
際
に
必
要
と
な
る
、
関
係
者
の

合
意
形
成
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
す
る
役
割
を

渡
部
さ
ん
が
受
け
持
ち
、
運
営
面
で
は

「A
N

T-H
iroshim

a

」
の
ス
タ
ッ
フ
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
に
任
せ
る
よ
う
努
め

て
い
る
。
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
他
の
組

織
と
の
連
携
関
係
も
深
ま
り
、
ス
タ
ッ
フ
の

学
び
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

「
ヒ
ロ
シ
マ
」
発
の
平
和
を
願
う
心
を
、

次
の
世
代
に
つ
な
ぎ
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も

渡
部
さ
ん
は
ア
リ
の
よ
う
に
着
実
に
歩
み
を

重
ね
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。�（
越
智　

方
美
）
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Profile

　岡山県津山市出身。高校卒業後、公認
会計士事務所と織物機械商社での勤務
を経て、公務員の夫と結婚。専業主婦
として二女一男を育てつつ、生協活動や
PTA活動にかかわる。
　その後、友人に誘われて岡山女性
フォーラムに参加したことをきっかけに
女性問題に取り組むようになる。岡山市
で開催された日本女性会議の事業部長を
務めたあと、岡山市の条例づくりや女性
議員を増やすための活動を積極的に行
う。
　活動を通じて全国的なネットワーク
ともつながる中で、DV被害者支援とそ
の問題解決に強い関心を持ち、「NPO法
人さんかくナビ」を共同で立ちあげる。
現在は、さんかくナビの理事長として、
DV被害を受けた女性と子どもへの幅広
い支援活動を行っている。� （60歳代）

1963年	 津山市の高校を卒業後、公認会計
士事務所で働き、その後岡山市の
企業に勤務

1972年	 28歳で結婚、3人の子どもを育て
ながら生協やPTA活動を行う

1986年	 「岡山女性フォーラム」のシンポ
ジウムに初めて参加

1995年	 「日本女性会議’97岡山」の実行
委員長に就任

1998年	 「女性を議会へ」の地方責任者に
就任し、99年の統一地方選に向
けて活動

2000年	 「さんかく岡山」条例研究・普及
研究グループ代表に就任

2001年	 「DV防止サポートシステムをつな
ぐ会・岡山」運営委員長に就任

2002年	 岡山市のさんかく条例成立（条例
づくりに携わる）

2004年	 「NPO法人さんかくナビ」を立ち
あげ理事長に就任

2005年	 岡山で初めての民間シェルターを
開設し、デートDV防止プロジェ
クトを設立

略年表

NPO法人さんかくナビ

理事長　貝原 己代子（かいはら みよこ）さん

女性問題の学習から 
DV 被害女性の支援へ

 3　さまざまな困難をかかえた人々への支援

岡山県
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N
P
O
法
人　

さ
ん
か
く
ナ
ビ
の
概
要

【
活
動
分
野
】

保
健
、
医
療
ま
た
は
福
祉
の
増
進
・
社
会
教

育
の
推
進
・
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
・
人
権
の

擁
護
ま
た
は
平
和
の
推
進
・
男
女
共
同
参
画

社
会
の
形
成
・
子
ど
も
の
健
全
育
成
・
職
業

能
力
、
雇
用
機
会

【
活
動
内
容
】

女
性
の
経
済
的
自
立
と
そ
れ
を
阻
む

D
V
問
題
の
解
決
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
主
に
介
護
事
業
と
D
V
被
害
者
支
援

事
業
を
柱
に
、
理
事
長
の
貝
原
さ
ん
と
事
務

局
長
の
糸
山
さ
ん
の
二
人
で
立
ち
あ
げ
た
団

体
。
4
名
の
フ
ル
タ
イ
ム
ス
タ
ッ
フ
と
臨
時

フ
ル
タ
イ
ム
1
名
、
電
話
相
談
員
と
し
て
時

給
制
の
パ
ー
ト
勤
務
が
10
名
、
登
録
ヘ
ル

パ
ー
が
10
名
で
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

県
内
初
の
民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
を
運
営
し
、

生
活
再
建
に
向
け
、
D
V
被
害
者
や
子
ど

も
た
ち
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
う
。
ま

た
訪
問
介
護
事
業
所
を
運
営
し
、
女
性
の
就

業
・
自
立
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
N
P
O

の
財
政
基
盤
づ
く
り
を
め
ざ
す
。

D
V
に
関
す
る
主
な
事
業
は
、
①
民
間

シ
ェ
ル
タ
ー
の
運
営
、
②
D
V
被
害
者
（
女

性
と
子
ど
も
）
へ
の
サ
ポ
ー
ト
活
動
、
③
電

話
相
談
、
④
啓
発
活
動
な
ど
で
あ
る
。
事
務

員
2
人
は
、
ヘ
ル
パ
ー
の
管
理
と
D
V
の

会
計
事
務
、
電
話
取
り
次
ぎ
を
行
い
、
被
害

を
受
け
た
当
事
者
の
支
援
活
動
は
貝
原
さ
ん

一
人
で
行
っ
て
い
る
。
デ
ー
ト
D
V
防
止

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
お
か
や
ま
」
の
事
務
局
も
運

営
し
て
い
る
。

活
動
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

◆
P
T
A
や
生
協
活
動
か
ら
岡
山
女
性

フ
ォ
ー
ラ
ム
へ

貝
原
さ
ん
は
、津
山
市
の
高
校
を
卒
業
後
、

公
認
会
計
士
事
務
所
に
就
職
し
た
。そ
の
後
、

岡
山
市
の
織
物
機
械
商
社
で
の
勤
務
を
経

て
、28
歳
の
時
に
公
務
員
の
夫
と
結
婚
し
た
。

結
婚
し
て
か
ら
は
、
専
業
主
婦
と
し
て
農
家

の
義
両
親
と
同
一
敷
地
に
住
居
を
構
え
、
3

人
の
子
ど
も
の
育
児
と
P
T
A
や
生
協
活

動
に
多
忙
な
日
々
を
送
っ
た
。

生
協
活
動
で
は
、
岡
山
1
号
店
の
店
舗
づ

く
り
を
て
が
け
、
全
国
で
も
画
期
的
な
店
を

つ
く
っ
た
と
評
価
さ
れ
た
。
地
域
ブ
ロ
ッ
ク

長
と
し
て
全
国
各
地
で
話
を
す
る
機
会
も
与

え
ら
れ
、活
動
の
忙
し
さ
は
増
し
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
家
族
か
ら
外
で
の
活
動
に
つ
い
て

何
か
言
わ
れ
た
記
憶
は
な
い
。
貝
原
さ
ん
は

も
と
も
と
「
8
人
兄
弟
の
下
か
ら
3
番
目
だ

か
ら
か
、
あ
ま
り
人
に
縛
ら
れ
た
り
、
言
わ

れ
た
り
す
る
こ
と
を
気
に
し
て
い
な
か
っ

た
」と
い
う
。
ま
た
、始
め
た
か
ら
に
は
し
っ

か
り
取
り
組
ん
で
や
り
と
げ
る
姿
を
見
て
い

た
夫
は
、
活
動
が
評
価
さ
れ
て
い
る
の
を
見

て
、
仕
方
が
な
い
と
認
め
て
い
た
よ
う
だ
。

最
初
の
転
機
は
、
小
学
生
の
子
ど
も
が
不

登
校
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
っ

た
。
児
童
相
談
所
で
は
「
子
ど
も
が
こ
う
な

る
の
は
、
お
母
さ
ん
の
責
任
で
す
」
と
言
わ

れ
た
。
良
い
子
に
育
て
な
け
れ
ば
と
子
ど
も

に
関
心
が
集
中
し
て
い
た
こ
と
を
反
省
し
、

「
自
分
の
生
き
方
を
変
え
よ
う
」
と
テ
ニ
ス
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や
友
人
た
ち
と
食
事
会
を
し
た
が
満
た
さ
れ

な
か
っ
た
。

た
ま
た
ま
友
人
に
誘
わ
れ
た
の
が
「
岡
山

女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
講
演
会
で
あ
る
。
当

時
は
、
労
働
裁
判
の
当
事
者
や
教
員
、
マ
ス

コ
ミ
関
係
者
や
議
員
な
ど
キ
ャ
リ
ア
を
持
っ

た
女
性
た
ち
が
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
男
女

共
同
参
画
社
会
実
現
に
向
け
て
提
言
し
行
動

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
岡
山
女
性

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
参
加
し
た
こ
と
で
、
は
じ

め
て
自
分
が
、
女
性
だ
か
ら
と
い
う
固
定
観

念
に
縛
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
い
た
。
そ

こ
で
の
学
習
活
動
や
新
た
な
人
た
ち
と
の
出

会
い
を
通
じ
て
、
女
性
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な

生
き
方
を
学
び
、
貝
原
さ
ん
自
身
も
「
個
」

と
し
て
認
め
ら
れ
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ

て
い
っ
た
。

◆
全
国
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
つ
な
が
り
、
政

治
参
画
の
支
援
と
条
例
づ
く
り
に
奔
走

貝
原
さ
ん
が
女
性
学
の
学
習
を
実
践
に
移

し
た
最
初
の
大
き
な
機
会
は
、「
日
本
女
性

会
議
＇97
お
か
や
ま
」
で
あ
る
。
岡
山
市
と

市
民
に
よ
る
実
行
委
員
会
で
共
催
し
た
会
議

の
事
業
部
長
を
引
き
受
け
た
。
2
年
近
い
準

備
期
間
で
は
、
広
報
か
ら
講
師
交
渉
に
い
た

る
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
積
み
、
女
性
た
ち
の

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
機
会
に
も
な
っ
た
。

市
民
と
行
政
が
協
議
を
し
な
が
ら
準
備
を
進

め
て
い
く
な
か
で
、
当
時
は
ま
だ
行
政
の
問

題
認
識
が
低
か
っ
た
「
女
性
へ
の
暴
力
」
を

分
科
会
に
加
え
た
こ
と
は
女
性
た
ち
の
活
動

の
成
果
で
あ
る
。
全
国
か
ら
3
、0
0
0
人

余
り
の
参
加
者
を
集
め
て
大
成
功
を
お
さ
め

た
女
性
会
議
か
ら
は
、「
拠
点
づ
く
り
」と「
女

性
の
参
画
」
が
今
後
の
課
題
と
し
て
浮
か
び

あ
が
っ
た
。

そ
こ
で
、
次
の
目
標
を
女
性
の
参
画
に
す

え
て
、
貝
原
さ
ん
を
含
め
た
実
行
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
り
、
岡
山
県
内
の
議

会
に
女
性
を
増
や
す
活
動
を
立
ち
あ
げ
た
。

1
9
9
8
年
に
、
貝
原
さ
ん
は
全
国
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
「
女
性
を
議
会
へ
」
の
地
方
責
任

者
を
引
き
受
け
る
。
県
や
市
・
報
道
機
関
等

か
ら
も
後
援
を
と
り
つ
け
て
開
催
さ
れ
た
、

女
性
候
補
者
を
育
て
る
学
習
講
座
「
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
ス
ク
ー
ル
」
は
、
県
外
も
含
め
て

1
0
0
人
以
上
が
参
加
し
大
盛
況
で
あ
っ

た
。
1
9
9
9
年
の
統
一
選
で
は
自
ら
マ

イ
ク
を
持
っ
て
候
補
者
の
応
援
に
回
り
、
女

性
議
員
の
誕
生
に
貢
献
し
た
こ
と
で
議
員
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
広
が
っ
た
。

1
9
9
9
年
に
男
女
共
同
参
画
社
会
基

本
法
が
制
定
さ
れ
、
岡
山
市
は
具
体
的
な
施

策
を
盛
り
込
ん
だ
条
例
づ
く
り
を
市
民
と
協

働
で
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。貝
原
さ
ん
は
、

「
さ
ん
か
く
岡
山
条
例
研
究
グ
ル
ー
プ
」
の

代
表
と
し
て
条
例
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と

に
し
た
。
大
阪
府
の
女
性
セ
ン
タ
ー
が
開
催

し
た
講
座
で
聞
い
た
、「
毎
日
の
生
活
で
で

き
る
こ
と
を
条
例
で
つ
く
る
」
と
い
う
講
師

の
言
葉
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
市
民
参
加

条
例
を
策
定
し
た
先
進
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
を

招
い
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
市
民
の
生
の
声
を

聴
く
会
の
開
催
、
女
性
議
員
と
連
携
し
な
が

ら
市
議
会
の
審
議
を
傍
聴
す
る
な
ど
ロ
ビ
ー

活
動
を
熱
心
に
行
っ
た
。
条
例
づ
く
り
の
活

動
を
通
じ
て
、
行
政
、
議
会
や
さ
ま
ざ
ま
な

市
民
団
体
、
全
国
の
女
性
団
体
や
D
V
被
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害
支
援
者
な
ど
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広

が
っ
て
い
っ
た
。

2
0
0
1
年
に
岡
山
市
の
男
女
共
同
参

画
条
例
（
さ
ん
か
く
条
例
）
が
で
き
あ
が
る

と
、
市
長
の
協
力
を
得
て
、
市
幹
部
職
員
を

対
象
に
市
民
に
よ
る
発
表
会
を
行
っ
た
。
一

般
市
民
向
け
に
制
作
し
た
広
報
用
ビ
デ
オ

は
、
市
民
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
中
心
に
し
た
内

容
が
視
聴
者
に
好
評
で
、
全
国
か
ら
反
響
が

あ
っ
た
。

◆
横
に
つ
な
が
り
な
が
ら
D
V
被
害
女
性

の
支
援
活
動
を
展
開

条
例
づ
く
り
を
通
じ
て
D
V
の
被
害
を

受
け
た
当
事
者
女
性
が
行
政
の
相
談
現
場
で

た
ら
い
回
し
に
さ
れ
て
い
る
問
題
に
気
づ
い

た
貝
原
さ
ん
ら
は
、
2
0
0
1
年
に
岡
山

で
は
じ
め
て
の
D
V
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
た
。
そ
の
実
行
委
員
有
志
を

中
心
に
「
D
V
防
止
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム

を
つ
な
ぐ
会
・
岡
山
」
が
結
成
さ
れ
、
貝
原

さ
ん
が
初
代
代
表
に
就
任
し
た
。
会
で
は
行

政
関
係
機
関
や
民
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
深

め
、
当
事
者
女
性
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
の

充
実
を
め
ざ
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
つ
な

ぐ
会
で
行
う
学
習
会
か
ら
は
、
母
子
家
庭
等

就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
や
母
子
生
活
支

援
施
設
、
児
童
相
談
所
で
起
き
て
い
る
問
題

が
見
え
て
き
た
。
そ
の
問
題
の
解
決
に
つ
な

が
る
施
策
を
、
女
性
議
員
を
通
じ
て
議
会
に

あ
げ
て
い
く
こ
と
で
政
策
提
言
に
も
つ
な
げ

て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
つ
な
ぐ
会
で
は
講
演
会
、
研

修
会
な
ど
の
啓
発
活
動
や
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー

発
行
な
ど
の
情
報
発
信
も
行
っ
て
い
る
。
中

で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
、
市
民
か
ら
家
電
品

を
集
め
て
D
V
被
害
者
に
提
供
す
る
ス
ト
ッ

ク
ハ
ウ
ス
事
業
で
あ
る
。
市
か
ら
協
同
事
業

と
し
て
借
り
た
空
施
設
に
、
再
利
用
で
き
る

家
電
品
を
収
集
し
、
女
性
相
談
所
か
ら
出
て

生
活
を
始
め
る
D
V
被
害
者
に
提
供
し
て

い
る
。
つ
な
ぐ
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
そ
の
管

理
や
掃
除
も
活
動
と
し
て
行
っ
て
い
る
。
女

性
相
談
所
に
身
ひ
と
つ
で
き
た
女
性
た
ち
に

「
必
要
な
も
の
を
渡
す
」
の
で
は
な
く
、
ス

ト
ッ
ク
ハ
ウ
ス
に
足
を
運
び
、
新
生
活
に
必

要
な
生
活
用
品
を
女
性
自
身
が
選
べ
る
よ
う

に
し
て
い
る
。
市
民
が
、
家
電
品
な
ど
を
被

害
者
の
た
め
に
と
思
っ
て
寄
贈
し
た
気
持
ち

を
、
ス
ト
ッ
ク
ハ
ウ
ス
事
業
を
通
じ
て
女
性

た
ち
に
伝
え
た
い
と
い
う
。

◆
D
V
被
害
者
支
援
の
団
体
「
さ
ん
か
く

ナ
ビ
」
の
立
ち
あ
げ

女
性
の
自
立
を
阻
む
最
大
の
問
題
が

D
V
と
感
じ
た
貝
原
さ
ん
は
、
D
V
被
害

を
受
け
た
女
性
を
支
援
す
る
活
動
を
行
い
た
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い
と
考
え
て
い
た
。
そ
ん
な
時
に
、
岡
山
市

の
男
女
共
同
参
画
条
例
づ
く
り
で
知
り
合
っ

た
糸
山
智
栄
さ
ん
か
ら
誘
わ
れ
て
、
糸
山
さ

ん
が
介
護
事
業
を
担
当
し
、
貝
原
さ
ん
が

D
V
事
業
を
担
当
す
る
「
N
P
O
法
人
さ

ん
か
く
ナ
ビ
」
を
立
ち
あ
げ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
事
務
職
員
で
あ
っ

た
糸
山
さ
ん
は
、
当
時
話
題
に
な
っ
て
い
た

介
護
を
職
に
し
た
経
済
的
自
立
を
め
ざ
し
て

い
た
。
貝
原
さ
ん
と
は
条
例
づ
く
り
の
活
動

で
出
会
っ
て
い
た
。
誘
っ
た
理
由
は
、
必
要

で
あ
れ
ば
け
ん
か
を
す
る
ほ
ど
責
任
を
持
っ

て
や
り
ぬ
く
貝
原
さ
ん
と
で
あ
れ
ば
や
っ
て

い
け
る
と
思
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
。

「
さ
ん
か
く
ナ
ビ
」
の
D
V
に
関
す
る
主

な
事
業
は
、
岡
山
で
初
め
て
民
間
シ
ェ
ル

タ
ー
を
開
設
し
、
そ
れ
に
伴
う
D
V
被
害

者
（
女
性
と
子
ど
も
）
へ
の
サ
ポ
ー
ト
活
動

や
、
電
話
相
談
事
業
、
啓
発
活
動
な
ど
で
あ

る
。
事
務
員
2
人
は
、
ヘ
ル
パ
ー
の
管
理
と

D
V
の
会
計
事
務
、電
話
取
り
次
ぎ
を
行
い
、

当
事
者
支
援
は
貝
原
さ
ん
一
人
で
行
っ
て
い

る
。
当
事
者
の
情
報
は
安
全
の
た
め
に
事
務

員
に
も
話
し
て
い
な
い
。
支
援
に
必
要
な
資

金
は
十
分
で
は
な
く
、
実
費
程
度
し
か
出
な

い
中
で
活
動
を
続
け
て
き
た
。
助
成
金
は

日
々
の
最
低
限
の
生
活
費
以
外
に
使
用
す
る

こ
と
は
認
め
な
ら
れ
な
い
た
め
、
当
事
者
と

外
出
し
た
と
き
の
食
事
代
や
子
ど
も
た
ち
を

夏
休
み
に
海
に
連
れ
て
行
く
費
用
は
出
せ
な

い
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
仲
間
が
「
サ

ン
フ
ラ
ワ
ー
基
金
」
を
立
ち
あ
げ
、
D
V

被
害
者
に
対
し
て
緊
急
避
難
時
に
必
要
な
経

済
的
支
援
を
行
っ
て
く
れ
て
い
る
。

子
ど
も
を
も
っ
た
D
V
被
害
者
支
援
の

た
め
に
、
子
ど
も
た
ち
の
お
月
見
会
や
、
面

会
に
当
た
っ
て
の
準
備
講
座
事
業
も
行
っ
て

い
る
。
デ
ー
ト
D
V
防
止
も
重
要
な
事
業

の
一
つ
で
あ
る
。
岡
山
で
初
め
て
デ
ー
ト

D
V
の
裁
判
が
行
わ
れ
た
際
に
、
被
害
を

受
け
た
当
事
者
や
そ
の
母
親
た
ち
に
寄
り
添

う
中
で
、
被
害
の
実
態
を
知
り
、
医
者
や
警

察
お
よ
び
専
門
相
談
機
関
で
の
二
次
被
害
の

問
題
も
根
深
い
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。
新

聞
記
者
と
1
年
以
上
か
け
て
関
係
者
に
対
す

る
聞
き
取
り
を
行
う
中
で
、
問
題
を
社
会
に

啓
発
す
る
必
要
性
を
感
じ
て
、「
デ
ー
ト

D
V
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
お
か
や
ま
」
を

立
ち
あ
げ
た
。
弁
護
士
や
思
春
期
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
先
生
も
一
緒
に
活
動
し
て
い
る
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
お
そ
ら
く
デ
ー
ト
D
V
に

関
す
る
日
本
初
の
取
り
組
み
で
あ
る
。
さ
ま

ざ
ま
な
啓
発
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
な
が
ら
、
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リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
り
、
県
と
の
共
同
事
業

と
し
て
内
閣
府
か
ら
委
託
を
受
け
た
デ
ー
ト

D
V
の
調
査
研
究
も
行
っ
た
。

◆
岡
山
市
か
ら
岡
山
県
全
域
に
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
通
じ
た
活
動
の
展
開

岡
山
市
で
D
V
被
害
者
支
援
活
動
の
土

台
を
築
い
た
貝
原
さ
ん
は
、
全
国
の
団
体
や

活
動
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
な
が
ら
、
岡

山
市
の
み
な
ら
ず
県
全
域
に
対
し
て
も
活
動

を
展
開
し
て
い
っ
た
。
2
0
1
0
年
に
岡

山
市
の
D
V
対
策
基
本
計
画
が
で
き
た
あ

と
、
各
市
町
村
で
開
催
さ
れ
た
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
で
1
0
0
人
以
上
の
市
民
が
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
登
録
し
た
。
女
性
セ
ン

タ
ー
で
す
で
に
活
動
し
て
い
る
団
体
の
メ
ン

バ
ー
も
多
か
っ
た
が
、
登
録
し
た
だ
け
で
は

実
際
の
活
動
に
む
す
び
つ
か
な
い
。そ
こ
で
、

各
地
に
サ
ポ
ー
タ
ー
グ
ル
ー
プ
と
地
域
に
あ

る
県
民
局
と
共
同
で
実
行
委
員
会
を
作
り
、

「
さ
ん
か
く
ナ
ビ
」
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
関
わ
る
こ
と
に
し
た
。貝
原
さ
ん
は
、

個
々
人
が
ば
ら
ば
ら
に
動
く
の
で
は
な
く
、

団
体
を
通
じ
て
情
報
を
共
有
し
、
顔
が
見
え

る
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
効
果
的
で
大

き
な
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
て
い
る
。こ
の
活
動
を
通
じ
て
、D
V
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
の
作
成
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開

催
、
シ
ェ
ル
タ
ー
の
立
ち
あ
げ
、
市
営
住
宅

で
の
支
援
活
動
な
ど
を
地
域
の
サ
ポ
ー
タ
ー

が
担
う
よ
う
に
な
っ
た
。

D
V
被
害
者
支
援
の
活
動
の
大
き
な
課

題
は
、
い
ま
だ
十
分
な
支
援
が
行
き
わ
た
っ

て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
原
因
の
一
つ

は
、
被
害
の
実
情
が
現
場
の
人
も
含
め
て
十

分
に
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
だ
と
い
う
。
被

害
者
は
、
法
手
続
き
を
済
ま
せ
て
離
婚
を
す

れ
ば
、
住
居
を
構
え
て
生
活
保
護
で
暮
ら
せ

る
と
思
わ
れ
て
い
る
が
、
現
実
は
そ
う
簡
単

で
は
な
い
。
被
害
の
実
態
や
そ
こ
か
ら
抜
け

出
た
後
の
実
態
を
知
ら
せ
て
い
く
こ
と
も
自

身
の
役
割
だ
と
考
え
て
い
る
。

男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら

貝
原
さ
ん
は
女
性
学
と
の
出
会
い
を
契
機

に
、
一
人
の
女
性
と
し
て
生
き
や
す
い
社
会

を
つ
く
る
こ
と
を
自
身
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
し

て
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
き
た
。
行
動
し
つ
づ

け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
パ
ワ
ー
、
そ
し
て
弱
い

立
場
に
お
か
れ
た
女
性
や
理
不
尽
な
暴
力
と

徹
底
的
に
戦
う
姿
勢
は
貝
原
さ
ん
の
強
さ
で

も
あ
る
。そ
の
キ
ャ
リ
ア
の
軌
跡
を
見
る
と
、

学
び
な
が
ら
課
題
に
気
づ
き
、
課
題
解
決
に

向
け
て
実
践
す
る
と
い
う
、
学
習
と
行
動
を

セ
ッ
ト
に
し
た
サ
イ
ク
ル
で
前
に
進
み
な
が

ら
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
を
切
り
拓
い
て
き
た
。

「
岡
山
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
出
会
っ
た
仲

間
を
通
じ
て
女
性
会
議
の
開
催
に
関
わ
り
、

そ
こ
で
女
性
の
参
画
の
重
要
性
に
気
づ
き
、

女
性
議
員
を
増
や
す
た
め
の
活
動
に
参
加
す
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る
。議
員
の
誕
生
で
条
例
の
必
要
性
を
感
じ
、

岡
山
市
の
さ
ん
か
く
条
例
づ
く
り
に
関
わ

る
。
そ
し
て
条
例
づ
く
り
を
通
じ
て
女
性
に

対
す
る
暴
力
の
問
題
が
喫
緊
の
課
題
で
あ

り
、
な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い

う
思
い
が
現
在
の
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い

く
。
困
難
な
課
題
も
ひ
と
つ
ず
つ
解
決
し
て

成
果
を
出
し
て
い
く
こ
と
で
、
周
囲
を
説
得

し
、
理
解
を
得
て
き
た
。

現
在
は
D
V
被
害
者
支
援
の
抜
け
穴
を

ふ
さ
ぐ
た
め
に
重
層
的
な
支
援
策
を
手
掛
け

な
が
ら
、
他
の
地
域
に
対
す
る
働
き
か
け
も

始
め
て
活
動
を
広
げ
て
い
る
。
貝
原
さ
ん
の

行
動
は
決
し
て
ひ
と
り
で
行
う
の
で
は
な

く
、
地
域
や
全
国
に
仲
間
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
広
げ
、
情
報
の
収
集
と
発
信
を
上
手
に

行
っ
て
い
る
こ
と
で
、
取
り
組
み
が
点
か
ら

線
、
そ
し
て
面
へ
と
広
が
っ
て
い
る
。
貝
原

さ
ん
は
学
習
を
学
習
だ
け
で
終
わ
ら
せ
ず
、

仲
間
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
協
力
し
、
根
強
い

行
政
や
官
民
の
縦
割
の
問
題
や
固
定
的
観
念

を
切
り
開
き
な
が
ら
、
市
民
や
行
政
の
理
解

者
や
活
動
の
担
い
手
を
増
や
し
て
き
た
。

男
女
共
同
参
画
は
生
活
や
社
会
の
あ
ら
ゆ

る
場
面
で
浸
透
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、

貝
原
さ
ん
は
も
っ
と
も
社
会
的
に
弱
い
立
場

に
お
か
れ
た
女
性
た
ち
と
一
緒
に
歩
も
う
と

し
て
い
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
人
材
育
成

と
財
政
面
の
改
善
を
掲
げ
て
い
る
が
、
こ
れ

ま
で
着
実
に
ひ
と
つ
ひ
と
つ
解
決
に
結
び
つ

け
て
き
た
貝
原
さ
ん
の
軌
跡
を
見
れ
ば
、
次

の
ス
テ
ー
ジ
も
必
ず
達
成
す
る
と
思
わ
れ

る
。�
（
渡
辺　

美
穂
）
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貝原 己代子 インタビューその後
DV被害者の支援活動を続けて10年近くになりますが、DV被害

者の支援をしている中で新たな問題が見えてきました。被害女性へは

十分とは言えませんが支援は進んできましたが、一緒に暮らしてきた

子どもへの支援は置き去りにされています。母子への支援ではなく子

どもは一人の被害者ですからその子どもにあった支援が必要です。私

たちは子どもたちが大切にされていると感じられるように一人ひとり

の状況にあった学生に学習支援という名目で寄り添ってもらっていま

す。

また、法律の網目から外れているデートDV被害者や実父など身近

な家族からの性暴力被害者、屈辱的な暴力を受ける性暴力犯罪被害者

などが、支援機関に繋がることができていないのが現実です。私たち

も岡山に「性暴力被害者のためのワンストップサービスセンター」の

設置にむけて準備を進めています。

2010年より、行政からの人材育成事業で若い人たちを、支援ス

タッフとして1 ～ 2年の有期ですが雇用しています。この活動に関

わったことを契機に、若い人たちそれぞれが今後の生き方にテーマを

持ち、問題を抱える女性や子どものための仕事と共に「自分らしい生

き方」ができるように、資格をとる専門学校に進学をしています。ま

た、弱い立場にいる女性や子どもと関わる仕事に就きたいなどの希望

を抱いています。彼女たちが次のステップに進められるように、私が

コーディネーターの役割を担わねばと決心をしているところです。
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Profile

　子どもが生後6ヵ月で難治性てんかん
を発症、3歳の時に知的障がいもあるこ
とがわかり、そこからはすべてがハード
ルだらけ。小学校に入る時、県立養護学
校に入学するためには併設された児童入
所施設に入らなければならない。家族・
地域から子どもを分断するような就学に
納得できず、通学できる学校探しに奮闘
する。地元の小学校にも掛け合ったが、
学校にいるときに何かあったら責任が取
れないという理由で受け入れを断られる。
　その後、県立養護学校に通学できるよ
うになったので、小中高等部の12年間
自家用車で通学送迎を続ける。その中で
障がいのある人が地域でその人らしい生
活を続けることができるような社会を実
現するために活動をはじめる。ボラン
ティア団体、NPO法人を立ちあげ、さ
らに事業の拡大、充実を図るため2011
年10月1日、社会福祉法人「ロングラン」
を設立し理事長を務めている。�（50歳代）

1978年	 大学卒業後就職するが、結婚を機
に夫の両親のいる柏崎に転居

1983年	 長男を出産
	 「難治性てんかん」の診断を受け

て、子どもが1歳の時から入退院
を繰り返す。

	 子どもが3歳の時に知的障がいが
あることがわかる

	 子どもが養護学校に通い、送り迎
えが始まる（12年間）

	 養護学校に関わる課題に取り組む

2000年	 心身に障がいのある子どもの親の
会であるトライアングルを母体と
してボランティア団体「トライ
ネット」を設立

2003年	 NPO法人「トライネット」に移
行

2011年	 社会福祉法人「ロングラン」を設
立

略年表

NPO法人トライネット

代表理事　西川 紀子（さいかわ のりこ）さん

思いは届く─ 障がいのある人が 
街中で普通に暮らせる地域をつくる

 3　さまざまな困難をかかえた人々への支援

新潟県
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N
P
O
法
人
ト
ラ
イ
ネ
ッ
ト
の
活
動

【
活
動
分
野
】

保
健
、
医
療
ま
た
は
福
祉
の
増
進
、
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
、
子
ど
も
の
健
全
育
成

【
活
動
内
容
】

障
が
い
の
あ
る
人
の
生
活
を
支
援
す
る
た

め
に
、
①
ス
ペ
ー
ス
あ
る
と
（
生
活
介
護
）：

個
々
の
能
力
の
特
性
に
応
じ
て
作
業
や
生
活

支
援
を
行
い
社
会
自
立
に
必
要
な
支
援
を
提

供
や
送
迎
・
給
食
・
創
作
活
動
、
軽
作
業
な

ど
、
②
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
：
行
動
援
護
、

重
度
訪
問
介
護
、
障
が
い
児
・
者
の
日
常
生

活
を
支
援
す
る
た
め
に
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
、

③
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
：
地
域
で
暮
ら
す
障

が
い
者
の
緊
急
受
け
入
れ
先
と
し
、
家
族
に

代
わ
り
宿
泊
の
支
援
、
④
日
中
一
時
支
援
事

業
：
学
校
で
1
日
頑
張
っ
た
子
ど
も
た
ち
の

ほ
っ
と
で
き
る
場
所
、
母
親
の
就
労
支
援
の

場
と
し
て
実
施
、
⑤
就
労
移
行
支
援
事
業

「
キ
ッ
チ
ン
ぽ
て
と
」：
月
曜
日
～
金
曜
日

11
：
30
～
15
：
00
（
ラ
ン
チ
は
11
：
30
～

13
：
30
）
に
開
店
す
る
障
が
い
の
あ
る
人
の

就
労
支
援
を
目
的
と
し
た
ラ
ン
チ
シ
ョ
ッ
プ

の
運
営
、⑥
共
同
生
活
介
護
事
業（
ケ
ア
ホ
ー

ム
）：
世
話
人
に
よ
る
食
事
や
掃
除
な
ど
の

家
事
支
援
、
生
活
支
援
員
に
よ
る
食
事
・
入

浴
・
排
泄
な
ど
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な

が
ら
地
域
の
中
で
暮
ら
す
ケ
ア
ホ
ー
ム
の
運

営
、
⑦
地
域
生
活
相
談
：
子
ど
も
の
発
達
に

不
安
を
持
つ
母
親
の
た
め
の
相
談
事
業
等
を

実
施
し
て
い
る
。

組
織
は
最
高
決
定
機
関
で
あ
る
正
会
員

（
71
名
）
の
総
会
、
理
事
会
（
9
名
）、
監
事

（
1
名
）、
支
援
会
員
（
3
2
5
名
）、
介
助

員
（
正
規
（
10
名
）、
契
約
（
7
名
）、
パ
ー

ト
（
40
名
））
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

活
動
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

◆
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
を
出
産

27
歳
の
時
に
初
め
て
出
産
し
た
子
ど
も
は

2
、3
0
0
グ
ラ
ム
の
低
体
重
児
と
い
わ
れ
、

6
ヵ
月
の
時
に
大
き
な
け
い
れ
ん
発
作
を
起

こ
し
て
入
院
、
そ
の
後
、
難
治
性
て
ん
か
ん

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
一
歳
の
時
か
ら
入
退

院
を
繰
り
返
す
。
東
京
女
子
医
大
に
母
子
入

院
し
た
と
き
に
、
治
療
が
難
し
い
と
い
わ
れ

た
難
病
・
重
症
の
子
ど
も
が
全
国
か
ら
た
く

さ
ん
来
院
し
て
い
る
こ
と
を
目
の
当
た
り
に

し
て
驚
く
。
こ
れ
ま
で
健
康
で
入
院
し
た
こ

と
の
な
い
西
川
さ
ん
に
と
っ
て
「
健
康
で
あ

る
の
が
当
た
り
前
、
穏
や
か
な
家
庭
環
境
も

当
た
り
前
」
だ
っ
た
今
ま
で
の
自
分
の
生
き

方
を
問
い
直
す
機
会
と
な
っ
た
。
子
ど
も
を

連
れ
て
病
院
に
行
っ
た
と
き
か
ら
「
私
は
人

生
の
次
の
ペ
ー
ジ
が
め
く
ら
れ
た
と
い
う
気

が
し
た
」
と
い
う
。
最
も
長
い
入
院
は
6
ヵ

月
で
、
月
1
回
の
定
期
通
院
は
子
ど
も
が
小

学
生
の
時
ま
で
続
い
た
。

「
な
ん
と
か
早
く
病
気
を
治
し
て
や
り
た

い
」
と
子
ど
も
の
病
気
と
闘
っ
て
い
た
西
川

さ
ん
を
次
の
試
練
が
襲
う
。
言
葉
や
歩
行
の

遅
れ
な
ど
成
長
発
達
が
遅
れ
て
い
る
の
は
病

気
の
せ
い
だ
と
思
っ
て
い
た
が
医
者
か
ら

「
知
的
障
が
い
も
あ
る
」
と
宣
告
さ
れ
、
絶

望
感
を
持
つ
。

確
か
に
養
護
学
校
の
存
在
も
知
っ
て
い
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た
、
そ
こ

に
通
う
親

も
い
た
だ

ろ
う
が
そ

れ
は
別
世

界
の
こ
と

で
、
自
分

に
は
あ
り

得
な
い
と

思
っ
て
い

た
。
妊
婦

が
読
む
本

に
は
障
が

い
の
あ
る
子
ど
も
の
こ
と
は
書
か
れ
て
は
い

な
か
っ
た
し
、「
障
が
い
児
の
親
」
に
な
っ

た
私
は
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
か
、
自
分
だ

け
が
暗
闇
に
取
り
残
さ
れ
た
よ
う
に
感
じ

て
、
と
に
か
く
自
分
が
可
哀
想
だ
っ
た
、
と

当
時
を
ふ
り
か
え
る
。

◆
児
童
入
所
施
設
に
入
っ
て
養
護
学
校
に
行

く
し
か
な
い
？

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
を
も
つ
親
が
大
き

な
ハ
ー
ド
ル
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
最
初
に

気
が
つ
く
の
は
小
学
校
の
就
学
時
で
あ
る
。

普
通
は
案
内
が
来
て
健
康
診
断
に
い
っ
て
入

学
式
を
待
つ
ば
か
り
で
あ
る
が
、
障
が
い
の

あ
る
子
ど
も
を
持
っ
て
い
る
親
は
事
前
に
就

学
相
談
委
員
会
で
指
導
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
養
護
学
校
へ
行
く
道
筋
が
つ

け
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
し
か
も
自
宅

を
離
れ
て
児
童
入
所
施
設
に
入
ら
な
け
れ
ば

養
護
学
校
に
は
行
け
な
い
と
言
わ
れ
る
。

西
川
さ
ん
が
こ
だ
わ
っ
た
の
は
障
が
い
の

あ
る
子
ど
も
を
家
族
や
住
み
慣
れ
た
地
域
か

ら
隔
離
し
て
し
ま
う
こ
と
だ
っ
た
。
子
ど
も

の
生
活
環
境
だ
け
で
も
普
通
に
し
て
お
き
た

か
っ
た
、
切
り
離
し
た
状
況
に
置
き
た
く
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

何
と
か
自
宅
か
ら
通
わ
せ
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
と
学
校
探
し
を
は
じ
め
た
。
地
元
の

小
学
校
に
も
相
談
に
行
っ
て
特
別
支
援
学
級

に
入
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
お
願
い
し
た
。

担
当
の
先
生
か
ら
は
「
お
母
さ
ん
の
願
い
が

あ
る
の
な
ら
受
け
入
れ
ま
す
」
と
い
う
返
事

だ
っ
た
の
で
、
健
康
診
断
を
受
け
大
丈
夫
だ

と
喜
ん
で
い
た
が
、
校
長
か
ら
受
け
入
れ
ら

れ
な
い
と
断
ら
れ
て
し
ま
う
。
理
由
は
重
い

て
ん
か
ん
発
作
の
あ
る
子
ど
も
の
安
全
確
保

が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
残
念
で
悔
し

い
思
い
を
し
た
。

ど
う
し
よ
う
か
と
考
え
て
い
た
ら
、
児
童

入
所
施
設
が
定
員
オ
ー
バ
ー
を
理
由
に
通
学

で
養
護
学
校
に
行
く
こ
と
が
可
能
に
な
り
、

通
学
可
能
に
な
っ
た
養
護
学
校
に
小
中
高
と

12
年
間
通
う
こ
と
に
な
っ
た
。

◆
初
め
て
の
気
づ
き
は
ジ
ャ
ー
ジ

通
学
を
始
め
る
と
疑
問
を
持
つ
こ
と
が

次
々
出
て
き
た
。
そ
の
ひ
と
つ
が
子
ど
も
た

ち
が
着
て
い
る
ジ
ャ
ー
ジ
だ
っ
た
。
当
時
、

養
護
学
校
の
子
ど
も
た
ち
は
皆
そ
ろ
い
の

ジ
ャ
ー
ジ
上
下
で
大
き
な
名
前
札
を
縫
い
付

け
て
着
用
し
て
い
た
。
こ
の
ジ
ャ
ー
ジ
で
市

内
の
小
中
学
校
と
の
交
流
授
業
に
参
加
さ
せ

た
く
な
い
と
思
っ
た
。
学
校
側
に
変
え
て
ほ

し
い
と
要
望
す
る
。
そ
れ
が
で
き
た
の
は
養

護
学
校
に
通
学
す
る
子
ど
も
が
少
し
づ
つ
増

え
、
10
人
く
ら
い
の
母
親
た
ち
と
仲
間
に
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な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
生
徒
の
ほ
と
ん
ど
が

隣
接
す
る
入
所
施
設
か
ら
通
っ
て
い
る
状
況

で
、
少
数
の
通
学
生
の
声
は
弱
か
っ
た
。

学
校
側
の
対
応
は
即
イ
エ
ス
で
は
な
か
っ

た
が
、
施
設
の
同
意
を
得
て
変
更
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
学
校
設
立
以
来
の

ジ
ャ
ー
ジ
着
用
が
変
更
に
な
っ
た
。

給
食
の
シ
ス
テ
ム
も
変
え
た
。
入
学
当
初

に
は
通
学
生
に
給
食
が
な
か
っ
た
。
施
設
に

入
所
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
は
お
昼
に
な
る

と
施
設
へ
帰
っ
て
暖
か
い
も
の
を
食
べ
、
再

び
養
護
学
校
に
戻
っ
て
く
る
の
だ
が
、
通
学

生
は
毎
日
お
弁
当
を
持
っ
て
行
く
し
か
な

い
。
特
に
冬
の
食
事
は
可
哀
想
だ
っ
た
。
同

じ
市
民
で
あ
り
な
が
ら
、
入
所
施
設
に
入
っ

て
い
る
子
ど
も
と
通
学
し
て
い
る
子
ど
も
の

待
遇
が
ど
う
し
て
異
な
る
の
か
を
聞
く
と
、

学
校
は
県
立
・
施
設
は
市
立
な
の
で
同
等
に

扱
う
の
は
難
し
い
と
の
こ
と
。
学
校
給
食
は

県
の
問
題
だ
と
言
わ
れ
た
の
で
県
会
議
員
に

相
談
し
た
。
簡
単
に
は
い
か
な
か
っ
た
が
県

で
も
問
題
と
な
り
、
3
年
以
上
か
か
っ
て
市

の
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
届
く
給
食
が
生
徒
全

員
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後

も
学
校
設
備
の
充
実
・
教
員
の
増
員
・
分
校

か
ら
本
校
化
へ
・
高
等
部
の
設
立
と
手
が
け

て
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
西
川
さ
ん
は

当
事
者
と
し
て
問
題
に
気
づ
き
、
そ
れ
を
解

決
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
学
習
す
る
。
そ
れ

が
で
き
た
の
は
、
母
親
た
ち
と
の
仲
間
意
識

の
強
さ
・
団
結
力
の
強
さ
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

養
護
学
校
に
子
ど
も
を
送
迎
す
る
親
は
毎
日

9
時
に
送
っ
て
14
時
に
は
お
迎
え
と
い
う
生

活
だ
っ
た
。
当
時
は
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も

の
母
親
が
働
く
環
境
は
整
っ
て
い
な
か
っ
た

の
で
専
業
主
婦
が
ほ
と
ん
ど
、
毎
日
校
門
で

立
ち
話
を
し
た
り
、
子
ど
も
が
学
校
に
通
っ

て
い
る
間
に
一
緒
に
買
い
物
に
行
っ
た
り
、

お
昼
を
食
べ
た
り
、
み
ん
な
で
泣
い
た
り

笑
っ
た
り
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
情
報
交
換

だ
け
で
な
く
共
感
す
る
場
に
、
そ
し
て
行
動

の
原
動
力
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

◆
グ
ル
ー
プ
を
作
る

こ
う
し
た
活
動
の
中
か
ら
障
が
い
の
あ
る

子
ど
も
を
持
つ
親
の
会「
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」

が
誕
生
す
る
。

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
を
も
つ
親
の
団
体

が
3
つ
、
西
川
さ
ん
が
関
わ
っ
て
い
る
養
護

学
校
の
通
学
生
の
親
の
会
、
そ
れ
か
ら
小
中

校
の
特
別
支
援
学
級
の
子
ど
も
の
親
の
会
、

そ
れ
ぞ
れ
の
会
が
集
ま
っ
て
ト
ラ
イ
ア
ン
グ

ル
と
い
う
名
前
を
つ
け
て
活
動
を
始
め
た
。

子
ど
も
た
ち
の
障
が
い
は
異
な
っ
て
い
て

も
、
子
ど
も
の
将
来
の
幸
せ
と
自
分
た
ち
の

幸
せ
を
願
う
こ
と
で
一
致
し
た
。

そ
れ
か
ら
全
国
か
ら
資
料
を
取
り
寄
せ
て

読
ん
だ
り
、
先
進
事
例
が
あ
れ
ば
見
学
会
を

す
る
な
ど
、
い
わ
ば
「
共
同
学
習
期
」
が
始

ま
っ
た
。
西
川
さ
ん
は
こ
の
中
で
重
要
な
役

割
を
担
う
。
引
き
続
き
東
京
女
子
医
大
病
院

に
息
子
を
連
れ
て
行
っ
て
い
た
の
で
東
京
や

全
国
の
動
き
の
新
し
い
情
報
が
手
に
入
り
、

そ
れ
を
も
と
に
皆
で
学
習
を
続
け
た
。

活
動
す
る
人
数
も
40
人
ほ
ど
に
増
え
、
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す
る
。
当
時
、

知
的
障
が
い
の
あ
る
人
は
施
設
で
暮
ら
す
人

が
多
か
っ
た
の
で
地
域
社
会
で
の
認
識
が
低
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か
っ
た
。

障
が
い
者

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と

い
う
と
、

車
い
す
を

押
す
イ

メ
ー
ジ
で

知
的
障
が

い
の
あ
る

人
が
求
め

る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が

イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い
。
そ
れ
で
イ
ベ
ン
ト
を

通
し
て
い
ろ
い
ろ
な
人
に
子
ど
も
た
ち
と
接

し
て
ほ
し
く
て
、
学
生
な
ど
に
幅
広
く
声
を

か
け
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
求
め
た
。
ひ
と
り

の
願
い
は
我
が
ま
ま
で
し
か
な
い
、
5
人
・

10
人
・
1
0
0
人
の
願
い
は
市
民
ニ
ー
ズ

に
な
る
。
組
織
の
大
切
さ
、
そ
の
意
味
を
実

感
し
た
。

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
は
子
ど
も
の
障
が
い
が

ど
ん
な
に
重
く
て
も
地
域
の
中
で
自
分
ら
し

く
生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
を
願

い
、「
街
に
慣
れ
る
、街
が
慣
れ
る
、
街
に
暮

ら
す
」を
合
い
言
葉
に
活
動
を
続
け
て
い
た
。

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
ト
ラ
イ
ネ
ッ
ト
を
立

ち
あ
げ
る

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
で
学
習
し
活
動
す
る
中

で
課
題
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。
そ
の
頃

は
み
な
学
齢
期
だ
っ
た
が
学
校
を
卒
業
し
た

後
、
ど
こ
に
通
え
ば
い
い
の
か
と
い
う
大
き

な
問
題
へ
の
対
処
で
あ
る
。
市
内
を
見
渡
し

て
も
作
業
の
で
き
な
い
重
い
障
が
い
者
が
通

え
そ
う
な
場
所
が
見
つ
か
ら
な
い
。
障
が
い

の
重
さ
に
か
か
わ
ら
ず
通
え
る
受
け
皿
が
街

の
中
に
ほ
し
い
。

時
を
同
じ
く
し
て
、
国
の
福
祉
施
策
も
、

「
高
齢
者
も
病
人
も
障
が
い
の
あ
る
人
も
み

ん
な
で
地
域
で
支
え
合
い
な
が
ら
暮
ら
す
共

生
社
会
の
実
現
」
と
い
う
方
向
に
変
わ
り
つ

つ
あ
っ
た
。
柏
崎
市
の
中
で
そ
れ
を
具
体
的

に
進
め
る
提
案
の
ひ
と
つ
が
「
障
が
い
児
の

放
課
後
支
援
」
の
取
り
組
み
で
、
適
当
な
場

所
も
あ
る
か
ら
事
業
の
受
け
皿
に
な
っ
て
く

れ
と
い
う
話
が
あ
っ
て
、
思
い
切
っ
て
引
き

受
け
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し
て
親
だ

け
で
な
く
広
く
関
わ
る
人
が
い
る
団
体
に
し

て
ほ
し
い
と
い
う
行
政
の
意
向
も
あ
っ
て
、

2
0
0
0
年
6
月
、
一
般
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
巻
き
込
ん
だ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
ト

ラ
イ
ネ
ッ
ト
」
を
立
ち
あ
げ
、
柏
崎
市
か
ら

事
業
を
委
託
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ト
ラ
イ

ネ
ッ
ト
は
「
レ
ッ
ツ
・
ト
ラ
イ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
！
広
げ
よ
う
助
け
合
い
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

元
気
館
タ
イ
ム
ケ
ア
（
市
内
の
障
が
い
の

あ
る
学
齢
児
童
の
放
課
後
支
援
事
業
）
を
開

始
し
た
と
こ
ろ
、
当
初
の
予
想
を
上
回
る
利

用
が
あ
っ
て
う
れ
し
い
悲
鳴
を
上
げ
た
。
ま

た
会
員
相
互
の
助
け
合
い
で
、
放
課
後
以
外

の
タ
イ
ム
ケ
ア
（
見
守
り
）
や
送
迎
も
実
施
。

2
0
0
2
年
4
月
に
は
ト
ラ
イ
ネ
ッ
ト
の

実
施
す
る
障
が
い
者
の
地
域
生
活
支
援
事
業

の
活
動
拠
点
と
し
て
市
内
に
「
ス
ペ
ー
ス
あ

る
と
」
を
オ
ー
プ
ン
す
る
。
こ
れ
ま
で
学
校

卒
業
後
、
施
設
入
所
の
道
し
か
な
か
っ
た
重

度
の
障
が
い
の
あ
る
人
が
日
中
を
過
ご
す
場
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所
が
初
め
て
市
内
に
誕
生
し
た
。

◆
N
P
O
法
人
の
立
ち
あ
げ

こ
う
し
た
事
業
を
展
開
す
る
中
で
今
後
も

新
し
い
事
業
を
展
開
し
、
ま
た
順
調
に
進
め

て
い
く
た
め
に
は
責
任
あ
る
体
制
を
整
え
る

こ
と
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
。
N
P
O

法
が
で
き
た
直
後
で
柏
崎
の
中
で
も

「
N
P
O
と
行
政
の
協
働
指
針
」
作
り
が
は

じ
ま
っ
て
い
た
が
、
そ
の
時
は
自
分
た
ち
が

N
P
O
法
人
に
な
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ

た
。
し
か
し
西
川
さ
ん
が
指
針
づ
く
り
の
委

員
に
な
っ
た
時
に
長
野
県
N
P
O
協
会
の

事
務
局
長
の
市
川
さ
ん
と
知
り
合
い
、
彼
女

と
話
す
中
で
「
西
川
さ
ん
、
次
の
ス
テ
ッ
プ

に
進
み
ま
し
ょ
う
」
と
背
中
を
押
さ
れ
た
。

福
祉
分
野
の
事
業
を
や
っ
て
い
く
の
で
あ
れ

ば
、
ま
ず
は
N
P
O
法
人
を
と
る
、
そ
れ

か
ら
機
が
熟
し
た
ら
社
会
福
祉
法
人
を
取
る

と
い
う
道
筋
を
考
え
た
方
が
よ
い
と
い
う
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
。
そ
の
後
、
事
業
を
拡

大
し
て
い
く
が
、
最
初
は
居
宅
介
護
事
業
と

い
う
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
所
を
開
設
し
た
。

そ
の
頃
、国
の
福
祉
制
度
が
大
き
く
変
り
、

規
制
緩
和
が
進
ん
だ
。
N
P
O
法
人
と
な
っ

て
か
ら
は
活
動
を
着
実
に
広
げ
、
2
0
1
1

年
に
は
社
会
福
祉
法
人「
ロ
ン
グ
ラ
ン
」を
設

立
し
、
更
な
る
障
が
い
者
支
援
の
活
動
の
充

実
に
貢
献
し
て
い
る
。

キ
ャ
リ
ア
形
成
の
視
点
か
ら

◆
活
動
を
広
げ
る

活
動
が
大
き
く
広
が
っ
た
の
は
、
障
が
い

の
あ
る
子
ど
も
の
親
だ
け
の
問
題
と
捉
え
る

の
で
は
な
く
、
周
り
を
巻
き
込
ん
だ
活
動
を

展
開
し
て
き
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、「
変
だ
」
と
思
っ
た
こ
と
に
甘
ん
じ
る

こ
と
な
く
、
常
に
ど
う
す
れ
ば
変
え
ら
れ
る

か
を
考
え
、
す
ぐ
に
は
解
決
し
な
く
て
も
あ

き
ら
め
ず
時
間
を
か
け
て
行
動
し
て
き
た
か

ら
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
前
例
が
な
い
こ
と
に

ト
ラ
イ
し
、
そ
の
成
功
体
験
を
積
み
重
ね
る

な
か
で
「
障
が
い
の
あ
る
人
が
暮
ら
せ
る
街

を
つ
く
る
」と
い
う
思
い
を
実
現
し
て
き
た
。

そ
の
実
現
へ
の
プ
ロ
セ
ス
が
と
り
も
な
お

さ
ず
西
川
さ
ん
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

◆
情
報
収
集
力

障
が
い
者
福
祉
の
考
え
方
や
施
策
は
変
化

し
て
い
る
。
そ
こ
で
情
報
収
集
と
勉
強
会
、

先
進
事
例
を
視
察
し
た
ら
情
報
を
持
っ
て
い

る
人
の
所
に
相
談
に
行
く
。
そ
の
結
果
、

N
P
O
を
立
ち
あ
げ
る
と
き
に
も
事
務
所

を
作
っ
た
と
き
に
も
人
と
の
出
会
い
が
後
押

し
と
な
っ
た
り
支
援
と
な
っ
た
。
行
政
担
当

者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
子
ど
も
を
小
学
校

に
入
れ
た
時
か
ら
培
っ
て
き
て
い
る
と
と
も

に
、
活
動
の
中
で
知
り
合
っ
た
人
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
大
切
に
し
て
い
る
。
本
部
を
新

拠
点
に
移
転
し
た
と
き
に
も
、
た
ま
た
ま
富

山
県
の
女
性
社
長
か
ら
事
務
所
の
備
品
を
大

量
に
も
ら
え
た
。西
川
さ
ん
は「
運
が
よ
か
っ

た
」
と
い
う
が
、
運
だ
け
で
は
な
く
こ
れ
ま

で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
広
さ
に
よ
る
も
の
だ

ろ
う
。�

（
中
野　

洋
恵
）
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Profile

　1973年、富山赤十字高等看護学院卒
業後、看護師として同病院勤務。高齢の
患者の病院での死に疑問を感じ、自宅で
死を迎えることができないかと模索。
　1993年、同病院を看護師仲間2人と退
職。3人で高齢者・子ども・障がい者が
通うデイサービス「このゆびと～まれ」
を開所する。対象が高齢者・子ども・障
がい者と多様なため、縦割り行政では助
成金がつかなかった。3人の退職金と国
民金融公庫からの借金で開所した。「こ
のゆびと～まれ」では、高齢の利用者が、
同施設で保育されている子どもの面倒を
みたり、誰が利用者で誰がスタッフかわ
からない様子で運営されているが、こう
したことが高齢の利用者の生きがいにも
なっている。
　現在は、4つの事業所を運営し、多様
な人々を対象にするデイサービスは「富
山型」として全国に広がっている。
� （60歳代）

1973年	 富山赤十字高等看護学院卒業　富
山赤十字病院に勤務

1993年	 富山赤十字病院を退職
	 民営デイケアハウス「このゆびと

～まれ」を開所
	 「‘93とやまTOYP大賞」魅力ある

富山（まち）づくり部門受賞

1994年	 第1回NHKふるさと富山大賞受賞

2002年	 日経ウーマン・オブ・ザ・イヤー
2003総合2位受賞

2004年	 平成16年度女性のチャレンジ大
賞受賞

2005年	 男女共同参画社会づくり功労者内
閣総理大臣表彰受賞

2007年	 宅老所・グループホーム全国ネッ
トワーク代表世話人

略年表

NPO法人このゆびと～まれ

理事長　惣万 佳代子（そうまん かよこ）さん

看護師の専門性が生んだ 
「富山型」デイサービス

 3　さまざまな困難をかかえた人々への支援

富山県
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N
P
O
法
人
こ
の
ゆ
び
と
～
ま
れ
の

概
要

【
活
動
分
野
】

保
健
・
医
療
ま
た
は
福
祉
の
増
進
、
子
ど
も

の
健
全
育
成

【
活
動
内
容
】

地
域
で
高
齢
者
を
介
護
す
る
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
事
業
だ
が
、
高
齢
者
に
限
ら
ず
子
ど
も
か

ら
障
が
い
者
な
ど
、
介
護
・
看
護
・
保
育
が

必
要
な
す
べ
て
の
人
を
対
象
に
し
て
い
る
。

事
業
と
し
て
は
、
①
高
齢
者
在
宅
支
援
サ
ー

ビ
ス
（
通
所
介
護
、
い
き
が
い
対
応
型
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
）、
②
障
が
い
者
（
児
）
在
宅
支

援
サ
ー
ビ
ス
（
通
所
介
護
、
在
宅
障
が
い
児

デ
イ
ケ
ア
事
業
）、
③
居
宅
介
護
支
援
事
業

（
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
な
ど
）
と
乳
幼
児
の

一
時
預
か
り
な
ど
、
4
箇
所
の
事
業
所
で
実

施
し
て
い
る
。

ス
タ
ッ
フ
は
、常
勤
ス
タ
ッ
フ
32
人
、パ
ー

ト
19
人
、有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
10
人
。ス
タ
ッ

フ
の
中
に
は
、
知
的
障
が
い
者
6
人
も
含
ま

れ
る
。
そ
の
う
ち
1
人
は
、
勤
め
て
17
年
目

に
な
る
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
る
。
ま
た
、
ス
タ
ッ

フ
の
ほ
と
ん
ど
が
看
護
師
・
保
育
士
・
介
護

士
な
ど
、
専
門
職
の
有
資
格
者
で
あ
る
。

現
在
、
事
業
に
つ
い
て
の
委
託
は
な
く
、

事
業
収
入
と
助
成
金
、
そ
し
て
寄
付
金
で
運

営
し
て
い
る
。

活
動
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

◆“
畳
の
上
で
死
に
た
い
” 

～
病
院
看
護
か
ら
地
域
介
護
へ
～

富
山
赤
十
字
病
院
の
看
護
師
で
あ
っ
た
惣

万
さ
ん
は
、
担
当
し
て
い
た
患
者
の
「
畳
の

上
で
死
に
た
い
」
と
い
う
こ
と
ば
に
動
か
さ

れ
て
、
1
9
9
3
年
、
同
僚
と
と
も
に
3

人
で
デ
イ
ケ
ア
ハ
ウ
ス
「
こ
の
ゆ
び
と
～
ま

れ
」
を
開
所
し
た
。
20
年
間
勤
め
た
富
山
赤

十
字
病
院
を
退
職
し
て
の
こ
と
で
、
惣
万
さ

ん
41
歳
の
時
で
あ
っ
た
。

惣
万
さ
ん
は
、
1
9
7
3
年
、
富
山
赤

十
字
高
等
看
護
学
院
を
卒
業
す
る
と
同
時

に
、
富
山
赤
十
字
病
院
に
勤
務
し
た
。
最
初

の
5
年
が
内
科
病
棟
勤
務
、
そ
の
後
、
11
年

間
は
小
児
病
棟
勤
務
、
そ
し
て
最
後
の
4
年

間
が
内
科
病
棟
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
、
病
院

で
息
を
引
き
取
る
患
者
を
何
人
も
看
て
き
た

が
、
こ
れ
で
よ
い
の
か
と
疑
問
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
た
。

患
者
は
人
工
呼
吸
器
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
機

械
に
管
理
さ
れ
、
医
師
や
看
護
師
、
家
族
ま

で
も
患
者
の
顔
で
は
な
く
心
電
図
ば
か
り
を

見
て
い
る
と
い
う
光
景
は
不
自
然
で
あ
る
。

治
療
を
目
的
と
す
る
病
院
で
は
、
死
は
「
敗

北
」
で
あ
る
が
、
生
活
の
場
か
ら
み
た
ら
、

老
人
の
死
は
自
然
の
こ
と
で
は
な
い
か
。
2

度
目
の
内
科
病
棟
の
時
に
、
惣
万
さ
ん
は
、

そ
う
思
い
始
め
て
い
た
。
そ
の
時
、
入
院
し

て
い
た
患
者
か
ら
、「
畳
の
上
で
死
に
た
い

と
言
う
と
る
が
に
ど
う
し
て
死
な
れ
ん
が

け
？
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
富
山
赤
十
字
病
院
を
退
職
し
て
、
デ
イ

ケ
ア
ハ
ウ
ス
を
設
立
す
る
決
心
を
す
る
。

設
立
に
は
2
人
の
看
護
師
、
西
村
和
美
さ

ん
と
梅
原
け
い
こ
さ
ん
に
声
を
か
け
た
。
西

村
さ
ん
は
、
惣
万
さ
ん
よ
り
1
学
年
下
の
富

山
赤
十
字
高
等
看
護
学
院
の
出
身
で
、
看
護
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学
院
時
代

か
ら
一
緒

で
あ
る
。

梅
原
さ
ん

は
惣
万
さ

ん
と
同
年

齢
で
、
武

蔵
野
看
護

短
期
大
学

を
卒
業
し

て
、
故
郷

の
富
山
赤

十
字
病
院

に
勤
め

た
。
学
院
は
、
全
寮
制
で
厳
し
か
っ
た
が
、

学
生
同
士
は
生
活
を
と
も
に
し
な
が
ら
赤
十

字
の
理
念
や
看
護
師
と
し
て
の
技
術
を
学

び
、
人
間
関
係
を
育
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た

学
院
で
の
学
び
を
土
台
に
、
3
人
は
、
看
護

師
と
し
て
20
年
間
働
く
中
で
、
共
通
の
看
護

観
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、「
畳
の
上
で
死
に

た
い
」
と
い
う
患
者
の
願
い
を
か
な
え
た
い

と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

「
富
山
型
」
と
称
さ
れ
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
方
法
を
生
み
出
し
た
背
景
に
は
、
赤
十
字

の
看
護
師
と
し
て
育
ん
だ
職
業
意
識
と
看
護

観
、
そ
し
て
そ
の
看
護
観
を
共
有
で
き
る
職

場
の
仲
間
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
3
人
は
、

お
互
い
を
「
惣
万
」「
西
村
」「
梅
原
」
と
姓

で
呼
び
合
っ
て
い
る
が
、
と
も
に
学
び
、
と

も
に
働
き
、
議
論
を
重
ね
な
が
ら
お
互
い
の

仕
事
を
認
め
あ
っ
て
き
た
も
の
同
士
が
も
つ

関
係
性
、
つ
ま
り
働
く
場
で
、
働
く
こ
と
を

通
し
て
培
っ
て
き
た
関
係
の
深
さ
と
確
か
さ

を
感
じ
る
。

◆
N
P
O
認
証
は
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
日

富
山
赤
十
字
病
院
を
退
職
し
た
3
人
は
、

デ
イ
ケ
ア
ハ
ウ
ス「
こ
の
ゆ
び
と
～
ま
れ
」の

設
立
に
向
け
て
行
動
を
開
始
す
る
が
、
設
立

資
金
を
準
備
す
る
段
階
で
壁
に
ぶ
つ
か
る
。

3
人
が
考
え
た
デ
イ
ケ
ア
ハ
ウ
ス
は
、
高

齢
者
だ
け
を
対
象
に
し
た
介
護
施
設
で
は
な

く
、
地
域
の
障
が
い
者
や
子
ど
も
も
利
用
で

き
る
施
設
で
あ
っ
た
。「
こ
の
ゆ
び
と
～
ま

れ
」
と
い
う
施
設
名
も
、
地
域
の
誰
も
が
気

軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
と
名
づ
け
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
設
立
に
向
け
て

行
政
か
ら
の
補
助
金
を
あ
て
に
し
て
い
た

が
、
担
当
の
行
政
職
員
か
ら
、
高
齢
者
か
子

ど
も
か
障
が
い
者
か
、
ど
れ
か
に
絞
ら
な
い

と
補
助
金
の
対
象
に
な
ら
な
い
と
告
げ
ら
れ

る
。
い
わ
ゆ
る
「
縦
割
り
行
政
」
と
呼
ば
れ

る
体
制
の
中
で
は
、
高
齢
者
も
子
ど
も
も
障

が
い
者
も
対
象
に
し
た
福
祉
施
設
は
、
ど
の

枠
に
も
あ
て
は
ま
ら
な
い
。

惣
万
さ
ん
は
銀
行
に
融
資
を
申
し
出
る

が
、
富
山
赤
十
字
病
院
を
退
職
し
て
い
る
こ

と
で
融
資
は
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。こ
の
時
、

赤
十
字
の
看
護
師
で
あ
る
こ
と
が
、
ど
れ
ほ

ど
社
会
的
信
頼
を
得
て
い
る
か
を
実
感
し
た

と
い
う
。そ
ん
な
な
か
、「
こ
の
ゆ
び
と
～
ま

れ
」
の
事
業
に
理
解
を
示
し
て
く
れ
た
商
工

会
議
所
の
後
押
し
も
あ
っ
て
、
国
民
金
融
公

庫
か
ら
お
金
を
借
り
ら
れ
、
3
人
の
退
職
金

の
一
部
を
充
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
開
設
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
設
立
当
初
は
、
介
護
保
険
制
度
も

な
か
っ
た
の
で
、「
こ
の
ゆ
び
と
～
ま
れ
」
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の
利
用
料
金
は
、
1
日
3
、0
0
0
円
（
利

用
料
2
、5
0
0
円
＋
ご
飯
代
5
0
0
円
）

で
、
近
く
に
あ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

約
5
倍
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
1
日
の
平

均
利
用
者
1
・
8
人
と
い
う
日
が
続
い
た
が
、

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
寄
付
金
で
ど
う
に
か
運

営
し
て
い
た
。

1
9
9
8
年
に
特
定
非
営
利
活
動
促
進

法
い
わ
ゆ
る
N
P
O
法
が
成
立
す
る
と
、

惣
万
さ
ん
た
ち
は
資
金
難
の
解
決
策
に
な
る

の
で
は
と
の
思
い
か
ら
、
い
ち
早
く
N
P
O

を
申
請
す

る
。
そ
の

認
証
式
は

1
9
9
9

年
5
月
12

日
。
惣
万

さ
ん
た
ち

3
人
は
、

認
証
式
が

ナ
イ
チ
ン

ゲ
ー
ル
の

誕
生
日
、

看
護
の
日
で
あ
る
こ
と
を
、と
て
も
喜
ん
だ
。

「
介
護
現
場
の
人
た
ち
が
い
い
死
に
方
を
見

せ
て
い
っ
て
、
数
多
く
見
せ
て
い
っ
て
、
み

ん
な
に
や
は
り
在
宅
と
か
、
介
護
現
場
で
死

ん
で
い
く
方
が
自
然
な
ん
だ
」
と
い
う
こ
と

を
知
ら
せ
た
い
と
の
思
い
を
強
く
し
た
。「
こ

の
ゆ
び
と
～
ま
れ
」
の
N
P
O
化
は
、
富

山
県
下
で
最
初
の
N
P
O
法
人
だ
と
い
う

の
で
マ
ス
コ
ミ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
注
目

さ
れ
た
。

◆
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
結
ぶ
子
ど
も
・
障
が
い

者
・
高
齢
者

「
こ
の
ゆ
び
と
～
ま
れ
」
が
、「
富
山
型
」

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
注
目
さ
れ
た
の
は
、

皮
肉
に
も
設
立
の
時
の
壁
で
あ
っ
た
高
齢
者

か
ら
子
ど
も
、
障
が
い
者
ま
で
を
対
象
に
し

た
介
護
・
看
護
・
保
育
の
た
め
の
複
合
的
施

設
で
あ
る
か
ら
だ
。
病
院
で
は
、
い
の
ち
を

助
け
る
た
め
に
す
べ
て
の
人
が
対
象
で
あ
っ

た
。
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
病
院
は

あ
ら
ゆ
る
人
が
対
象
で
あ
る
。
点
滴
の
時
に

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
甘
え
る
子
も
い
れ
ば
、
幼

児
が
い
る
こ
と
で
気
持
ち
が
和
ら
ぐ
高
齢
者

が
い
る
こ
と
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
き
た
。

惣
万
さ
ん
た
ち
に
と
っ
て
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
場
に
あ
ら
ゆ
る
人
が
い
る
こ
と
は
、
当
た

り
前
の
姿
で
あ
っ
た
。「
地
域
に
は
、
お
年

寄
り
も
い
れ
ば
子
ど
も
も
い
る
。
障
が
い
者

も
い
れ
ば
障
が
い
児
も
い
る
で
は
な
い
か
。

そ
う
だ
、
地
域
の
人
を
応
援
し
よ
う
。」
こ

う
し
て
「
富
山
型
」
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
地

域
の
あ
ら
ゆ
る
人
を
対
象
に
始
っ
た
。
ま
さ

に
、
高
度
経
済
成
長
期
の
施
設
型
福
祉
か
ら

地
域
で
の
福
祉
、
地
域
を
活
用
し
た
福
祉
へ

と
日
本
の
福
祉
政
策
が
転
換
し
て
き
た
時
期

で
も
あ
る
。
ま
た
、
2
0
0
0
年
か
ら
は

介
護
保
険
制
度
が
、
2
0
0
5
年
か
ら
は

障
害
者
自
立
支
援
法
が
実
施
さ
れ
、「
こ
の

ゆ
び
と
～
ま
れ
」
に
は
追
い
風
に
な
っ
た
。

調
査
時
、「
こ
の
ゆ
び
と
～
ま
れ
」
に
は

6
人
の
障
が
い
者
が
働
い
て
い
た
。
そ
の
う

ち
の
ひ
と
り
K
さ
ん
は
、
勤
め
て
17
年
に

な
る
。
ス
タ
ッ
フ
や
利
用
者
か
ら
は
、「
K

ち
ゃ
ん
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
。
養

護
学
校
の
高
等
科
を
出
て
、
ビ
ニ
ー
ル
会
社
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と
ハ
ム
会
社
に
数
年
勤
め
た
後
、
作
業
所
を

利
用
す
る
の
だ
が
、
作
業
所
は
物
足
り
な
く

て
自
分
か
ら
辞
め
て
い
る
。
自
宅
で
落
ち
込

ん
で
い
る
と
こ
ろ
を「
こ
の
ゆ
び
と
～
ま
れ
」

の
利
用
者
の
紹
介
で
働
く
こ
と
に
な
っ
た
。

「
こ
の
ゆ
び
と
～
ま
れ
」
で
は
、
高
齢
者
の

食
事
介
助
、
食
器
洗
い
、
散
歩
の
付
き
添
い

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
仕
事
な
の
で
、
惣
万

さ
ん
か
ら
叱
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
ま

で
2
回
、「
こ
の
ゆ
び
と
～
ま
れ
に
は
、
一

生
来
ま
せ
ん
」と
い
っ
て
、飛
び
出
し
て
帰
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
。「
で
も
次
の
日
、

来
た
。
や
は
り
惣
万
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
行
き

た
か
っ
た
か
ら
。
こ
こ
が
一
番
」
と
、
K

さ
ん
は
い
う
。
K
さ
ん
は
、
高
齢
の
利
用

者
が
長
時
間
ト
イ
レ
に
行
っ
て
い
な
い
こ
と

に
気
づ
く
な
ど
、
利
用
者
ひ
と
り
一
人
を
き

め
細
か
く
み
て
い
る
。
K
さ
ん
は
、
利
用

者
や
ス
タ
ッ
フ
か
ら
「
よ
く
気
が
つ
く
ね
」

と
い
わ
れ
る
の
が
う
れ
し
い
。

「
こ
の
ゆ
び
と
～
ま
れ
」
に
入
る
と
、
利

用
者
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
歌
を
う
た
っ
た

り
、
お
話
を
聞
か
せ
た
り
し
て
、
預
か
っ
て

い
る
子
ど
も
の
世
話
を
し
て
い
る
光
景
を
目

に
す
る
。
そ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
自
分
は

「
こ
の
ゆ
び
と
～
ま
れ
」
に
仕
事
に
来
て
い

る
と
思
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
そ
の
光
景

か
ら
は
、
だ
れ
が
利
用
者
で
だ
れ
が
ス
タ
ッ

フ
な
の
か
わ
か
ら
な
い
。
す
べ
て
の
人
が
、

支
え
・
支
え
ら
れ
て
、
お
互
い
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
場
が
そ
こ
に
は
あ
る
。

男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら

惣
万
さ
ん
が
、「
こ
の
ゆ
び
と
～
ま
れ
」

を
運
営
す
る
の
は
、
看
護
や
介
護
を
必
要
と

す
る
高
齢
者
や
子
ど
も
、
障
が
い
者
の
た
め

だ
け
で
は
な
い
。「
日
本
型
福
祉
」
と
い
わ

れ
る
よ
う
に
、
公
的
援
助
の
対
象
か
ら
外
れ

た
人
た
ち
へ
の
援
助
の
担
い
手
は
、「
家
族
」

で
あ
る
。
そ
し
て
、「
家
族
」
の
中
で
は
、

多
く
の
場
合
、「
妻
」「
嫁
」「
母
」
の
立
場

の
女
性
た
ち
が
担
い
手
と
な
る
。

「
こ
の
ゆ
び
と
～
ま
れ
」
を
開
所
し
て
し

ば
ら
く
し
た
時
の
こ
と
。
障
が
い
児
を
育
て

て
い
る
母
親
が
、「
こ
の
ゆ
び
と
～
ま
れ
」

に
子
ど
も
を
預
け
に
き
た
。
そ
し
て
夕
方
、

母
親
は
パ
ー
マ
を
か
け
て
に
こ
や
か
に
迎
え

に
き
た
。こ
れ
ま
で
母
親
は
朝
か
ら
晩
ま
で
、

障
が
い
児
の
介
助
で
、
自
分
の
時
間
が
も
て

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。こ
の
こ
と
は
つ
ま
り
、

こ
れ
ま
で
養
護
学
校
な
ど
既
存
の
施
設
の
他

に
、
地
域
で
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
を
預

か
っ
て
く
れ
る
施
設
や
機
関
が
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
就
学
前
（
就
園

前
）
の
障
が
い
児
を
も
っ
た
母
親
は
、
24
時

間
、
介
助
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
の

だ
。高

齢
者
か
ら
子
ど
も
、
障
が
い
者
な
ど
あ

ら
ゆ
る
人
を
対
象
に
し
た
「
こ
の
ゆ
び
と
～

ま
れ
」
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
看
護
・
介
護
、

育
児
・
子
育
て
を
担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
さ
れ
る
多
く
の
女
性
た
ち
を
介
護
や
育
児

か
ら
解
放
す
る
意
義
も
持
っ
て
い
る
。

�

（
野
依　

智
子
）
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Profile

　大学卒業後、金融会社に総合職として
7年間勤務する。勤務5年目に同僚の男
性と結婚。その後、管理職も経験するが
体調不良のため退職する。子どもが4ヵ
月の時に多摩市に引っ越し、市が主催す
る「すくすく学級」に参加。知り合った
仲間と子育てサークル「親子のひろばわ
くわく」結成、月1回子育てひろばを開く。
　その後、市が募集した子育て便利帳作
成の市民参画メンバーに参加し、そこで
知り合った仲間とともに、保育つきの講
座等を企画運営する任意団体「Seeds」
を結成。2006年に法人化して「NPO法
人シーズネットワーク」とし、企業等と
連携した子育てひろば「多摩センター
子育てファミリーステーションcoucou」
の運営や、2自治体共同のアンテナショッ
プの委託運営等、「子育て支援」「女性の
社会参画支援」「まちづくり」を3つの
柱とする活動を広げている。�（40歳代）

1990年	 大学卒業後、金融会社に総合職と
して入社

1995年	 会社の同僚と結婚

1997年	 管理職として働くが体調不良のた
め退職

1998年	 第一子誕生

1999年	 多摩市に転入。「親子のひろばわ
くわく」を結成、親子が集まる場
を月1回提供

2000年	 任意団体「Seeds」結成。保育つ
きの親のための講座や、親子で集
う「Seedsひろば」等を実施

2002年	 個人事務所「シーフルプラニング」
創業（イベント請負、マーケティ
ング等）（2007年廃業）

2006年	 法人格を取得し「NPO法人シー
ズネットワーク」となる

	 「多摩センター子育てファミリース
テーションcoucou」共同運営開始

2010年	 多摩市と友好都市長野県富士見町の共
同アンテナショップ「ポンテ」を開店

略年表

NPO法人シーズネットワーク

理事長　岡本 光子（おかもと みつこ）さん

親が主体の子育てサークルから
企業や行政と協働したまちづくりへ

 4　女性の活躍による地域づくり

東京都
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N
P
O
法
人
シ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
概
要

【
活
動
分
野
】

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
形
成
の
促
進
、
子
ど
も
の
健
全
育
成

【
活
動
内
容
】

「
シ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、「
子
育
て

支
援
」「
女
性
の
社
会
参
画
支
援
」「
ま
ち
づ

く
り
」
の
3
本
を
事
業
の
柱
と
し
て
い
る
。

三
越
百
貨
店
が
入
っ
て
い
る
駅
前
ビ
ル
の

最
上
階
で
「
多
摩
セ
ン
タ
ー
子
育
て
フ
ァ
ミ

リ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
c
o
u
c
o
u
（
ク

ク
）」
を
運

営（「
N
P
O

法
人
多
摩
子

ど
も
劇
場
」

と
の
共
同
運

営
で
、
出
資

す
る
新
都
市

セ
ン
タ
ー
開

発
株
式
会
社

を
含
め
た

「
多
摩
セ
ン
タ
ー
百
貨
店
ビ
ル
子
育
て
ひ
ろ

ば
運
営
協
議
会
」の
主
催
、多
摩
商
工
会
議
所

お
よ
び
多
摩
市
の
後
援
と
い
う
体
制
）。
そ

の
他
、子
育
て
支
援
施
設
で
の「
S
e
e
d
s

ひ
ろ
ば
」
や
各
種
講
座
の
実
施
等
、
子
育
て

支
援
を
行
う
。

永
山
駅
に
、
多
摩
市
と
長
野
県
富
士
見
町

の
事
業
委
託
を
受
け
、
両
自
治
体
共
同
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
P
o
n
t
e
（
ポ
ン
テ
）」

も
運
営
し
て
い
る
。

理
事
長
、
副
理
事
長
の
他
に
理
事
が
3
名

お
り
、
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
含
め
、
40
名
前
後

が
活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
。
岡
本
さ
ん
は
主

に
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
担
当
。
2
自
治
体
共

同
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
開
店
に
際
し
て

は
、
11
名
の
女
性
を
雇
用
（
正
社
員
1
名
、

パ
ー
ト
10
名
）
し
て
い
る
。

活
動
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

◆
転
居
先
で
の
子
育
て
の
煮
詰
ま
り
感
を

き
っ
か
け
に
地
域
活
動
を
開
始

岡
本
さ
ん
は
、
1
9
9
0
年
に
大
学
を

卒
業
し
た
後
、
総
合
職
と
し
て
金
融
会
社
に

7
年
間
勤
務
し
た
。
働
き
始
め
て
5
年
目
に

同
僚
の
男
性
と
結
婚
。
そ
の
後
、
大
阪
へ
の

単
身
赴
任
も
し
た
が
、
体
調
不
良
の
た
め
退

職
し
た
。

1
9
9
8
年
に
第
一
子
が
誕
生
。
子
ど

も
が
4
ヵ
月
の
時
に
、
夫
の
転
勤
の
た
め
都

心
か
ら
多
摩
市
に
引
っ
越
し
を
し
た
。
知
り

合
い
の
全
く
い
な
い
土
地
で
の
子
育
て
に

「
煮
詰
ま
り
感
」
を
感
じ
、
市
が
実
施
す
る

母
親
と
乳
児
が
集
ま
る
「
す
く
す
く
学
級
」

に
参
加
し
た
。
そ
の
際
、
ど
う
し
て
も
友
だ

ち
を
つ
く
り
た
い
と
思
い
、
帰
り
に
3
、
4

人
に
声
を
か
け
、
家
に
寄
っ
て
も
ら
う
こ
と

に
し
た
。
そ
の
中
の
一
人
と
気
が
合
い
、
大

学
の
同
期
だ
と
い
う
こ
と
も
わ
か
り
、
時
々

公
園
や
自
宅
で
会
う
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
う
ち
に
、
そ
の
友
人
が
出
産
し
た
時

の
助
産
院
仲
間
と
も
知
り
合
い
、
仲
間
5
名

で
「
親
子
の
ひ
ろ
ば
わ
く
わ
く
」
と
い
う
子

育
て
サ
ー
ク
ル
を
始
め
た
。
ち
ょ
う
ど
駅
前

に
保
育
室
の
あ
る
新
し
い
公
民
館
が
で
き
、

登
録
す
る
と
部
屋
を
無
料
で
使
用
す
る
こ
と
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が
で
き
た
た
め
、
定
期
的
に
月
1
回
保
育
室

を
借
り
て
活
動
し
た
。
自
分
た
ち
だ
け
で
集

ま
る
の
だ
け
で
は
つ
ま
ら
な
い
と
思
い
、
チ

ラ
シ
を
つ
く
っ
て
公
民
館
に
置
き
、
だ
れ
で

も
来
る
こ
と
が
で
き
る
現
在
の
子
育
て
ひ
ろ

ば
の
よ
う
に
公
開
に
し
た
。
メ
ン
バ
ー
の
一

人
が
歌
手
だ
っ
た
た
め「
わ
ら
べ
う
た
の
会
」

を
企
画
し
た
り
も
し
た
。こ
れ
が
岡
本
さ
ん

の
地
域
活
動
の
第
一
歩
で
あ
る
。

こ
の
活
動
を
し
な
が
ら
、
岡
本
さ
ん
は
公

民
館
や
女
性
セ
ン
タ
ー
の
子
連
れ
で
参
加
で

き
る
講
座
や
保
育
つ
き
の
講
座
に
も
時
々
参

加
し
て
い
た
。
あ
る
時
、
市
が
作
成
す
る
子

育
て
便
利
帳
の
市
民
参
画
メ
ン
バ
ー
の
募
集

に
参
加
し
、
こ
こ
で
現
在
の
N
P
O
法
人

の
理
事
の
う
ち
2
名
と
知
り
会
う
こ
と
に

な
っ
た
。
子
ど
も
を
連
れ
て
い
て
も
親
が
自

分
の
や
り
た
い
こ
と
を
話
し
合
っ
た
り
企
画

し
た
り
で
き
る
「
親
主
体
の
サ
ー
ク
ル
」
を

つ
く
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
2
0
0
0

年
に
任
意
団
体
「
S
e
e
d
s
」
を
結
成
し

た
。
自
分
た
ち
が
知
り
た
い
と
思
う
こ
と
や

興
味
あ
る
職
業
に
就
い
て
い
る
人
等
の
話
を

き
い
た
り
、
自
分
の
振
り
返
り
を
行
う
等
、

保
育
の
つ
い
た
親
向
け
の
講
座
を
企
画
し
、

参
加
者
を
募
っ
て
「
S
e
e
d
s
ひ
ろ
ば
」

を
実
施
し
た
。

◆
子
育
て
ひ
ろ
ば
運
営
の
声
が
か
か
り

N
P
O
法
人
を
設
立

活
動
を
行
う
う
ち
に
、
岡
本
さ
ん
は
、

N
P
O
に
つ
い
て
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な

り
、
そ
の
頃
市
内
に
新
し
く
で
き
た
N
P
O

セ
ン
タ
ー
に
行
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
訪

れ
た
際
に
、
募
集
中
の
事
務
局
の
ア
ル
バ
イ

ト
を
ス
タ
ッ
フ
に
勧
め
ら
れ
、
N
P
O
セ

ン
タ
ー
で
働
け
ば
、N
P
O
の
こ
と
も
わ
か

り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
広
が
る
と
思
っ
た
の

で
引
き
受
け
る
こ
と
に
し
た
。週
2
、3
日
、

出
勤
日
に
は
子
ど
も
は
市
の
認
可
保
育
園
の

一
時
保
育
に
預
け
、有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

事
務
局
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働
き
始
め
た
。

ま
た
そ
の
頃
、
女
性
の
社
会
参
画
支
援
に

つ
い
て
理
解
の
あ
る
知
り
合
い
の
有
限
会
社

の
社
長
か
ら
、
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
の
取
材
や

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
斡
旋
等
の
単
発
の
仕
事
を

受
け
る
よ
う
に
な
り
、
個
人
事
務
所
「
シ
ー

フ
ル
プ
ラ
ニ
ン
グ
」
を
設
立
し
た
。

地
域
で
の
活
動
や
仕
事
を
続
け
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
広
が
る
う
ち
に
、
新
都
市
セ
ン

タ
ー
開
発
株
式
会
社
か
ら
、
子
育
て
ひ
ろ
ば

を
運
営
し
て
み
な
い
か
と
声
が
か
か
っ
た
。

こ
の
企
業
は
、
三
越
百
貨
店
が
入
っ
て
い
る

多
摩
セ
ン
タ
ー
駅
前
ビ
ル
の
オ
ー
ナ
ー
で
、

ビ
ル
の
7
階
に
子
育
て
ひ
ろ
ば
を
つ
く
る
計

画
だ
っ
た
。
企
業
に
と
っ
て
は
、
ビ
ル
の
最

上
階
に
子
ど
も
連
れ
の
親
世
代
や
祖
父
母
世

代
が
無
料
で
利
用
で
き
る
施
設
を
つ
く
っ
て

人
を
集
め
る
こ
と
で
、
下
の
階
の
利
用
も
い

わ
ゆ
る
「
シ
ャ
ワ
ー
効
果
」
で
増
加
さ
せ
る

こ
と
を
ね
ら
っ
た
も
の
と
い
え
る
。

岡
本
さ
ん
に
と
っ
て
も
と
て
も
う
れ
し
い

話
だ
っ
た
の
で
、
早
速
企
画
書
を
作
り
担
当

者
に
持
っ
て
行
き
、
話
を
具
体
化
さ
せ
た
。

社
会
的
信
用
を
考
慮
し
て
「
S
e
e
d
s
」

を
任
意
団
体
か
ら
法
人
化
し
、「
N
P
O
法

人
シ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
し
た
。
地
元

で
古
く
か
ら
あ
る
子
ど
も
劇
場
と
の
共
同
運

営
と
し
て
「
多
摩
セ
ン
タ
ー
子
育
て
フ
ァ
ミ
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リ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
共
同
運
営
委
員
会
」
を

設
置
し
、
出
資
す
る
新
都
市
セ
ン
タ
ー
開
発

を
含
め
た
「
多
摩
セ
ン
タ
ー
百
貨
店
ビ
ル
子

育
て
ひ
ろ
ば
運
営
協
議
会
」
が
主
催
、
多
摩

商
工
会
議
所
と
多
摩
市
が
後
援
と
い
う
体
制

で
、
2
0
0
6
年
か
ら
「
多
摩
セ
ン
タ
ー

子
育
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
c
o
u 

c
o
u
（
ク
ク
）」
の
運
営
を
開
始
し
た
。

現
在
、
ひ
ろ
ば
は
年
間
約
2
万
人
、
1
日
あ

た
り
80
～
1
0
0
名
の
利
用
者
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
る
。

◆
女
性
の
社
会
参
画
支
援

シ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
約
40
名
の
会
員

は「
ア
ク
テ
ィ
ブ
メ
ン
バ
ー
」と
よ
ん
で
い

る
。「
ア
ク
テ
ィ
ブ
メ
ン
バ
ー
」
は
、「
c
o
u 

c
o
u
」
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働
い
た
り
、

登
録
し
た
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
か
ら
情
報
提

供
さ
れ
る
「
シ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
実

施
す
る
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
ス
タ
ッ

フ
、
チ
ラ
シ
作
成
、
外
部
か
ら
依
頼
の
あ
っ

た
仕
事
等
、
単
発
で
随
時
発
生
す
る
仕
事
に

対
し
て
、
希
望
者
が
手
を
あ
げ
て
有
償
で
請

け
負
う
と
い
う
し
く
み
を
と
り
、
子
育
て
中

の
女
性
で
も
無
理
な
く
社
会
と
つ
な
が
り
を

も
つ
き
っ
か
け
づ
く
り
を
し
て
い
る
。

子
育
て
中
の
母
親
の
支
援
と
し
て
は
、

「
c
o
u
c
o
u
」
の
休
館
日
（
月
・
火
）

に
施
設
を
利
用
し
て
、「
S
e
e
d
s
お
し
ゃ

べ
り
ひ
ろ
ば
」
や
講
師
を
招
い
た

「
S
e
e
d
s
サ
ロ
ン
」を
実
施
し
た
り
、「
子

育
て
中
も
な
に
か
し
た
い
、
と
集
ま
っ
た
マ

マ
た
ち
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て

「
B
e
a
n
s（
ビ
ー
ン
ズ
）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
立
ち
あ
げ
て
当
事
者
が
話
し
合
う
機
会
を

提
供
し
た
り
し
て
い
る
。
市
内
の
他
の
子
育

て
支
援
施
設
で
も
月
2
回
（
第
1
、
3
金
曜

日
）に
「
S
e
e
d
s
ひ
ろ
ば
」
を
開
い
て

い
る（「
S
e
e
d
s
ひ
ろ
ば
」「
S
e
e
d
s

お
し
ゃ
べ
り
ひ
ろ
ば
」
は
市
の
助
成
を
受
け

て
い
る
）。

岡
本
さ
ん
は
「
シ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
っ

て
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
し
て
よ
い
と
こ
ろ
」
と

い
う
言
い
方
を
た
び
た
び
し
て
い
る
と
い

う
。
完
全
な
専
業
主
婦
で
は
な
く
、
有
償
で

活
動
す
る
こ
と
で
自
信
も
つ
き
、
少
し
ず
つ

で
も
社
会
と
つ
な
が
っ
て
、
や
が
て
次
の
ス

テ
ッ
プ
に
進
む
と
い
う
よ
う
な
環
境
を
提
供

す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。
実
際
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
メ
ン
バ
ー
と
し
て

「
シ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
か
か
わ
る
女

性
の
中
に
は
、「
c
o
u
c
o
u
」
の
ス
タ
ッ

フ
を
経
験
し
た
後
、
保
育
園
で
パ
ー
ト
タ
イ

ム
の
仕
事
を
始
め
た
り
、
活
動
後
に
他
の
場

所
で
働
き
始
め
る
人
も
多
い
。

岡
本
さ
ん
自
身
、
金
融
会
社
の
総
合
職
と
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し
て
“
男

社
会
”
の

な
か
で
働

き
、
管
理

職
も
経
験

し
た
が
、

企
業
に
再

就
職
し
て

同
じ
よ
う

な
働
き
方

を
し
な
が

ら
子
育
て
と
両
立
さ
せ
る
こ
と
は
無
理
だ
と

考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
子
育
て
中
で
も
何

か
し
た
い
と
思
い
模
索
し
た
頃
に
は
、
企
業

に
再
就
職
す
る
と
い
う
選
択
肢
を
考
え
た
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
再
就
職
で
も
パ
ー
ト

タ
イ
ム
で
も
な
い
、
新
し
い
働
き
方
を
考
え

て
い
た
。
子
ど
も
の
病
気
や
学
校
の
行
事
を

優
先
で
き
、
無
理
な
く
子
育
て
と
仕
事
を
両

立
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
を
め
ざ
し
た

結
果
と
し
て
N
P
O
法
人
を
運
営
し
、
そ

こ
で
働
く
個
々
人
の
希
望
に
合
わ
せ
た
働
き

方
が
で
き
る
形
を
重
視
し
て
き
た
。
岡
本
さ

ん
本
人
も
、
か
な
り
満
足
で
き
る
ラ
イ
フ
／

ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
を
選
択
で
き
て
い
る
と
感

じ
て
い
る
。

◆
企
業
と
の
つ
な
が
り
か
ら
活
動
を
ひ
ろ
げ

ま
ち
づ
く
り
事
業
へ

子
育
て
ひ
ろ
ば
を
企
業
と
共
同
で
主
催
し

て
い
る
こ
と
で
、
地
元
企
業
と
の
つ
な
が
り

が
さ
ら
に
広
が
っ
た
。
多
摩
セ
ン
タ
ー
の
活

性
化
を
め
ざ
す
企
業
が
つ
く
る
「
多
摩
セ
ン

タ
ー
地
区
連
絡
協
議
会
」の
事
務
局
を「
シ
ー

フ
ル
プ
ラ
ニ
ン
グ
」
で
請
け
負
い
、そ
の
後
、

「
N
P
O
法
人
シ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の

設
立
と
と
も
に
業
務
を
移
し
た
。
月
1
回
の

定
例
会
の
招
集
、
議
事
録
作
成
等
の
他
、
地

域
で
開
催
す
る
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・

運
営
・
調
整
等
も
担
当
し
て
い
る
。

2
0
1
0
年
7
月
に
は
、
市
内
の
永
山

駅
に
、
多
摩
市
と
友
好
都
市
の
長
野
県
富
士

見
町
の
共
同
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ「
ポ
ン
テ
」

を
、
両
自
治
体
か
ら
の
業
務
委
託
を
受
け
て

オ
ー
プ
ン
し
た
。
こ
の
事
業
は
、

「
c
o
u
c
o
u
」
が
入
っ
て
い
る
ビ
ル
を

所
有
し
て
い
る
企
業
が
永
山
駅
の
商
業
施
設

も
所
有
し
て
お
り
、
空
き
店
舗
を
利
用
し
た

ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
事
業
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
は
ど
う
か
と
声
を
か
け
ら
れ
た
こ

と
か
ら
始
ま
っ
た
。
富
士
見
町
に
は
、
多
摩

セ
ン
タ
ー
地
区
連
絡
協
議
会
の
事
務
局
の
仕

事
で
何
回
も
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
個
人
的

に
つ
な
が
り
も
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
企
画
を
提
案
し
、
双
方
の

自
治
体
に
業
務
委
託
を
持
ち
か
け
て
実
現
さ

せ
た
。
店
舗
を
運
営
す
る
に
あ
っ
て
は
、
正

社
員
1
名
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
従
業
員
10
名
、

計
11
名
の
女
性
を
雇
用
し
た
。
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
か
ら
、「
シ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
活
動
目
的
と
し
て
は
、「
ま
ち
づ
く
り
」

と
「
女
性
の
社
会
参
画
支
援
」
と
し
て
位
置

づ
け
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

か
し
、
次
々
に
活
動
を
広
げ
る
岡
本
さ
ん
で

あ
る
が
、「
シ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
事

業
を
こ
れ
以
上
大
き
く
し
て
い
く
こ
と
に
は

限
界
も
感
じ
て
い
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、

も
と
も
と
メ
ン
バ
ー
一
人
ひ
と
り
の
望
む
働
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き
方
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る

組
織
で
あ
る
た
め
に
、
活
動
へ
の
関
わ
り
方

に
は
そ
れ
ぞ
れ
温
度
差
が
あ
る
。
事
業
を
効

率
よ
く
割
り
切
っ
て
広
げ
て
い
く
に
は
、
別

の
組
織
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
の
模
索
を
始
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。岡
本
さ
ん
自
身
は
、

子
ど
も
が
翌
年
か
ら
中
学
生
に
な
る
た
め
、

も
う
少
し
仕
事
に
力
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。「
シ
ー
ズ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
の
方
針
は
大
事
に
し
て
誰
か
に

多
く
を
任
せ
な
が
ら
、
形
態
は
未
定
だ
が
、

自
分
は
そ
の
足
か
せ
を
外
し
た
環
境
で
、
仕

事
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
と
い
う
。
岡
本

さ
ん
自
身
が
、
そ
の
時
々
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
て
希
望
す
る
働
き
方
を
追
求
す
る

姿
は
、
社
会
参
画
を
望
む
女
性
た
ち
の
ロ
ー

ル
モ
デ
ル
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。

男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら

子
育
て
ひ
ろ
ば
の
企
画
・
運
営
で
は
、
活

動
を
始
め
て
間
も
な
く
、
親
が
主
体
と
な
っ

て
学
習
や
活
動
が
で
き
る
場
を
提
供
す
る
こ

と
を
意
図
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
こ

と
は
、
男
女
共
同
参
画
の
観
点
か
ら
は
着
目

す
べ
き
こ
と
と
い
え
る
。
多
く
の
子
育
て
ひ

ろ
ば
等
の
子
育
て
支
援
が
、
母
子
の
関
係
を

よ
り
密
接
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る

の
に
対
し
て
、
岡
本
さ
ん
の
活
動
は
、
女
性

の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
目
的
と
し
て
い

る
。
こ
の
目
的
が
、「
S
e
e
d
s
ひ
ろ
ば
」

や
「
B
e
a
n
s
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
等
の

そ
の
後
の
女
性
の
社
会
参
画
支
援
に
続
く
活

動
や
、共
同
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
ポ
ン
テ
」

で
の
女
性
の
雇
用
等
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

岡
本
さ
ん
は
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
活
か

し
、
的
確
な
企
画
力
で
次
の
事
業
を
広
げ
て

い
く
能
力
に
優
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
例
え
ば
、
個
人
事
務
所
で
の
仕
事
の
つ

な
が
り
で
、
百
貨
店
が
入
る
ビ
ル
の
オ
ー

ナ
ー
か
ら
子
育
て
ひ
ろ
ば
運
営
の
声
が
か
か

り
、
子
育
て
ひ
ろ
ば
を
軌
道
に
乗
せ
る
と
、

ビ
ル
の
空
き
店
舗
の
企
画
提
案
の
依
頼
を
受

け
る
。
子
育
て
ひ
ろ
ば
の
時
と
同
様
に
企
画

書
を
作
成
し
、
2
つ
の
自
治
体
に
も
業
務
委

託
の
話
を
持
ち
込
む
。

岡
本
さ
ん
は
こ
れ
ら
を
「
生
ま
れ
つ
き
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
と
分
析
す
る
。
ま
た
、
7

年
間
総
合
職
と
し
て
働
き
、
管
理
職
と
し
て

部
下
も
持
っ
た
経
験
が
、
企
業
と
連
携
す
る

時
に
も
物
お
じ
す
る
こ
と
な
く
つ
な
が
り
、

金
銭
面
等
の
交
渉
を
す
る
時
の
強
み
に
な
っ

て
い
る
、
と
も
語
っ
て
い
る
。
企
業
と
の
連

携
は
、一
般
に
女
性
団
体
の
課
題
で
あ
る
が
、

岡
本
さ
ん
の
よ
う
に
企
業
で
の
勤
務
経
験
の

長
い
女
性
が
、
地
域
づ
く
り
に
多
く
か
か

わ
っ
て
い
く
よ
う
に
な
る
と
、
地
域
活
動
の

あ
り
方
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
岡
本
さ
ん
は
、
人
へ
の
細
か
い
気

配
り
や
ケ
ア
、
子
育
て
支
援
の
現
場
へ
の
介

入
等
は
不
得
意
だ
と
考
え
て
い
る
。
自
分
の

得
意
、
不
得
意
を
き
ち
ん
と
分
析
し
、
そ
れ

ぞ
れ
得
意
分
野
の
異
な
る
5
名
の
理
事
と
う

ま
く
役
割
分
担
し
て
い
る
こ
と
も
、
N
P
O

法
人
を
継
続
し
、
事
業
を
充
実
さ
せ
い
く
た

め
に
必
要
な
力
量
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。

�

（
飯
島　

絵
理
）
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Profile

　勝沼町（現甲州市）生まれ。高校卒業後、
美容学校に通い、結婚するまでは美容師
として働く。2人の子どもの子育て中に
は、事務職のパートタイムや起業した夫
の会社で社員として働く一方、PTA活
動や子ども劇場の活動を精力的に行う。
子どもが大学に入り上京したことをきっ
かけに、山梨県男女共同参画推進セン
ターで実施される講座に参加するように
なる。
　女性団体が主催する女性議員を輩出す
るための勉強会に参加し、その翌年に山
梨市議会議員になる。山梨市を活力ある
まちにしたいという思いから、仲間と任
意団体「やまなしし朝の市の会」を設立、
代表となる。月1回の朝市の開催や、駅
前のコミュニティサロンの運営、桃の花
まつりの開催等の活動をしている。
　団体は2009年に法人格を取得、事務
局長となる。� （60歳代）

1967年	 高校卒業後、美容学校に通い美容
師となる

1973年	 高校の同級生の男性と結婚
1976年	 長男誕生、以後、2人の男の子の

子育てとPTA、子ども劇場の活動
に力を注ぐ

1997年	 子どもの上京を機に山梨県男女共同参
画推進センターの講座に通い始める

1999年	 勉強会の仲間に推され、山梨市議
会議員になる

2005年	 任意団体「やまなしし朝の市の会」
設立　代表となる

2006年	 山梨市駅前夢の広場にて第1回駅
前朝市を開催

2007年	 コミュニティサロン「みんなのお
みせ　ひとやすみ」開店（2012
年に個人経営に移行）

2008年	 地域の団体と連携し「第1回桃の
花まつり」開催

2009年	 「やまなしし朝の市の会」法人格
取得　事務局長となる（2012年
に任意団体に移行）

略年表

NPO法人やまなしし朝の市の会

事務局長　小野 鈴枝（おの すずえ）さん

子育て後に市議会議員になり、
まちの活性化のためNPO法人を設立

 4　女性の活躍による地域づくり

山梨県
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N
P
O
法
人
や
ま
な
し
し
朝
の
市
の

会
の
概
要

【
活
動
分
野
】

ま
ち
づ
く
り
、
経
済
活
動
の
活
性
化

【
活
動
内
容
】

「『
や
ま
な
し
し
朝
の
市
の
会
』
は
、
山
梨

市
の
地
域
活
性
を
願
い
、
市
民
主
体
の
ま
ち

づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、
朝
市
を
は
じ
め

と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運

営
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン
運
営
な
ど
を
通

じ
て
、
市
民
交
流
の
場
を
つ
く
り
、
市
民
の

参
画
と
協
働
の
促
進
、
ま
ち
づ
く
り
意
識
の

醸
成
を
図
り
、
広
く
公
益
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
活
動
」
し
て
い
る
。

月
1
回（
第
2
日
曜
日
）山
梨
市
駅
前
夢
の

広
場
に
て
朝
市
を
開
催
。
駅
前
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
サ
ロ
ン「
み
ん
な
の
お
み
せ　

ひ
と
や

す
み
」を
運
営
。そ
の
他
、桃
畑
の
桃
が
見
頃

に
な
る
期
間
に
花
ま
つ
り
を
開
催
し
、
出
張

朝
市
を
開
催
す
る
等
、
ま
ち
の
活
性
化
の
た

め
の
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

2
0
0
5
年
に
朝
市
開
催
の
賛
同
者
約

50
名
で
任
意
団
体
「
や
ま
ま
し
し
朝
の
市
の

会
」
を
設
立
。
2
0
0
9
年
に
法
人
格
を

取
得
し
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
と
な
る
。

メ
ン
バ
ー
は
、
理
事
10
名
、
会
員
約
30
名
、

朝
市
の
会
員
約
80
名
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ

ン
で
は
、
理
事
8
名
が
週
1
、
2
日
ず
つ
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
働
く
他
、
20
歳
代
の
男
女
2

名
を
3
年
契
約
で
雇
用
し
て
い
る
（
2
名
の

雇
用
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
県

か
ら
助
成
金
を
受
け
て
い
る
）。

活
動
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

◆
地
域
活
動
を
熱
心
に
行
っ
た
子
育
て
期

山
梨
市
議
会
議
員
で
あ
り
N
P
O
の
活

動
も
精
力
的
に
行
っ
て
い
る
小
野
さ
ん
は
、

そ
の
時
々
の
生
活
環
境
に
合
わ
せ
て
職
種
や

就
労
形
態
を
変
え
な
が
ら
、
一
貫
し
て
仕
事

を
持
ち
働
い
て
い
る
。
高
校
を
卒
業
後
、
東

京
の
美
容
学
校
に
通
い
、
結
婚
ま
で
は
美
容

師
と
し
て
働
い
て
い
た
。
高
校
の
同
級
生
で

山
梨
市
出
身
の
男
性
と
結
婚
し
、
埼
玉
県
に

住
む
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
都
内
の
会
社

で
事
務
の
仕
事
に
就
い
た
。
2
人
の
男
の
子

を
出
産
し
、
第
一
子
が
2
歳
の
時
に
、
長
男

で
あ
る
夫
が
山
梨
市
の
実
家
に
戻
っ
た
。
そ

の
後
は
、「
無
理
の
な
い
程
度
に
」
パ
ー
ト

タ
イ
ム
で
働
き
、
夫
が
1
9
8
3
年
に
土

木
関
係
の
仕
事
で
独
立
し
て
か
ら
は
、
夫
の

会
社
の
社
員
と
し
て
働
い
た
。

子
育
て
中
に
は
、
P
T
A
や
子
ど
も
劇

場
の
活
動
を
熱
心
に
行
っ
た
。
子
ど
も
劇
場

は
、
居
住
地
域
の
狭
東
で
の
立
ち
あ
げ
を
呼

び
か
け
、「
狭
東
子
ど
も
劇
場
」
を
設
立
。

設
立
時
は
代
表
と
し
て
、
そ
の
後
は
事
務
局

と
し
て
、
12
年
間
活
動
を
継
続
し
た
。
子
ど

も
劇
場
の
活
動
で
は
、
演
劇
鑑
賞
だ
け
で
な

く
、
夏
の
親
子
キ
ャ
ン
プ
や
春
の
子
ど
も
祭

り
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る

た
め
に
、
母
親
同
士
の
つ
な
が
り
は
強
く
、

活
動
を
通
し
て
築
い
た
地
域
の
女
性
た
ち
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
小
野
さ
ん
の
現
在
の

人
的
資
源
の
原
点
と
な
っ
て
い
る
。
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◆
子
ど
も
の
上
京
を
転
機
に
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
の
講
座
に
通
う

子
育
て
と
地
域
活
動
を
一
生
懸
命
に
行
っ

て
い
た
小
野
さ
ん
は
、
子
ど
も
が
2
人
と
も

大
学
進
学
の
た
め
に
東
京
に
出
て
し
ま
う

と
、何
と
も
言
え
な
い
虚
脱
感
に
襲
わ
れ
た
。

こ
の
時
は
夫
の
経
営
す
る
会
社
の
社
員
と
し

て
仕
事
も
し
て
い
た
が
、
こ
の
ま
ま
で
い
い

の
か
と
い
う
気
持
ち
が
大
き
く
ふ
く
ら
み
、

自
分
の
空
い
た
気
持
ち
を
埋
め
、今
ま
で
の

生
き
方
を
見
つ
め
直
す
よ
う
な
気
持
ち
で
、山

梨
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の
い
ろ
い
ろ

な
講
座
を
受
講
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

1
9
9
6
年
当
時
は
、
国
が
男
女
共
同

参
画
施
策
に
注
力
し
よ
う
と
し
て
い
る
時
期

で
あ
っ
た
。
セ
ン
タ
ー
で
実
施
す
る
男
女
共

同
参
画
に
関
す
る
講
座
を
受
講
し
、
自
分
の

今
ま
で
の
気
持
ち
や
生
き
方
は
、
学
問
的
に

も
社
会
的
に
も
裏
づ
け
が
あ
る
こ
と
だ
と
い

う
こ
と
を
理
解
し
て
い
っ
た
こ
と
は
、
大
き

な
収
穫
で
あ
っ
た
と
い
う
。
子
育
て
期
を
振

り
返
る
と
、
小
野
さ
ん
の
夫
は
、
小
野
さ
ん

が
家
を
留
守
に
す
る
こ
と
を
嫌
い
、
P
T
A

や
子
ど
も
劇
場
の
活
動
を
す
る
こ
と
も
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
反
対
し
て
い
た
。
自
分
の
や

り
た
い
と
思
う
こ
と
を
や
り
た
い
と
考
え
る

小
野
さ
ん
は
、
そ
の
気
持
ち
を
夫
に
話
す
と

い
つ
も
け
ん
か
に
な
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
小

野
さ
ん
は
、
夫
か
ら
怒
ら
れ
て
も
地
域
活
動

を
続
け
る
一
方
、
こ
ん
な
気
の
強
い
自
分
で

よ
い
の
か
、
自
分
が
ま
ち
が
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
疑
問
を
感
じ
て
き
た
。
セ
ン

タ
ー
で
学
習
す
る
こ
と
で
、
今
ま
で
の
自
分

の
生
き
方
や
考
え
方
は
ま
ち
が
っ
て
お
ら

ず
、
こ
れ
で
よ
か
っ
た
と
捉
え
、
そ
れ
を
説

明
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
。

◆
議
員
を
輩
出
す
る
た
め
の
勉
強
会
に
参

加
、
翌
年
議
員
に

セ
ン
タ
ー
に
通
う
う
ち
、
1
9
9
8
年

に
「
リ
メ
イ
ク
・
ノ
ウ
ソ
ン
」
と
い
う
県
内

の
農
業
女
性
の
団
体
が
主
催
す
る
半
年
間

（
月
2
回
）
の
勉
強
会
に
誘
わ
れ
受
講
し
た
。

こ
の
講
座
は
、
当
時
い
な
か
っ
た
女
性
の
市

議
会
議
員
を
う
む
こ
と
を
目
的
と
し
、
男
女

共
同
参
画
や
環
境
、
ま
ち
づ
く
り
等
、
充
実

し
た
内
容
で
あ
っ
た
。
勉
強
会
の
会
場
で
あ

る
セ
ン
タ
ー
は
甲
府
市
に
あ
る
た
め
、
小
野

さ
ん
は
、
自
分
が
学
ぶ
こ
と
を
自
分
の
住
む

地
域
の
仲
間
と
も
一
緒
に
学
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
、
山
梨
市
の
市
民
会
館
の
会
議
室
を

借
り
、
連
続
講
座
の
勉
強
会
も
始
め
た
。
当

初
の
勉
強
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
子
ど
も
劇
場

や
P
T
A
の
活
動
で
知
り
合
っ
た
友
人
が
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主
で
あ
っ
た
。

「
リ
メ
イ
ク
・
ノ
ウ
ソ
ン
」の
連
続
講
座
で

学
ん
だ
翌
年
に
統
一
地
方
選
挙
が
あ
り
、
学

ん
だ
仲
間
か
ら
議
員
を
出
そ
う
と
い
う
動
き

に
な
り
、
小
野
さ
ん
が
推
さ
れ
て
立
候
補
し

当
選
、1
9
9
9
年
に
山
梨
市
議
会
議
員
に

な
っ
た
。
当
時
の
女
性
の
議
員
数
は
20
名
中

0
名
だ
っ
た
が
、
そ
の
時
に
小
野
さ
ん
を
含

め
て
女
性
3
名
が
当
選
し
議
員
に
な
っ
た
。

立
候
補
す
る
と
決
め
た
際
に
は
、
夫
と
義

父
母
（
同
居
）
は
大
反
対
し
た
。
夫
か
ら
は

離
婚
す
る
と
言
わ
れ
、
義
父
か
ら
は
、
お
前

が
議
員
に
な
っ
て
家
を
空
け
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
お
れ
た
ち
の
夕
飯
は
ど
う
な
る
の
か
と

言
わ
れ
た
と
い
う
。
夫
と
義
父
か
ら
こ
の
よ

う
に
言
わ
れ
、
小
野
さ
ん
は
、
議
員
の
活
動

を
家
の
食
事
の
こ
と
で
反
対
さ
れ
る
の
は
納

得
で
き
な
い
と
思
い
、
逆
に
そ
の
よ
う
な
反

対
に
負
け
た
く
な
い
と
い
う
思
い
が
強
く

な
っ
た
。こ
の
気
持
ち
を
後
押
し
し
た
の
は
、

上
京
し
て
い
る
大
学
生
の
2
人
の
息
子
で

あ
っ
た
。
小
野
さ
ん
が
東
京
ま
で
会
い
に
行

き
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
離
婚
し
て
も
か
ま
わ

な
い
よ
、
50
歳
か
ら
あ
と
20
年
、
一
生
懸
命

や
り
た
い
と
思
う
こ
と
を
が
ん
ば
っ
て
み
た

ら
と
応
援
し
て
く
れ
た
。

議
員
に
な
っ
て
か
ら
は
、
夫
と
義
父
に
は

仕
事
の
様
子
を
丁
寧
に
詳
し
く
話
す
よ
う
に

す
る
と
、
だ
ん
だ
ん
応
援
し
て
く
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
夕
食
も
以
前
よ
り
き
ち
ん
と
用

意
す
る
よ
う
に
努
め
た
と
い
う
。
義
父
は
す

で
に
亡
く
な
っ
て
い
る
が
、亡
く
な
る
前
に
、

議
員
の
仕
事
を
が
ん
ば
る
よ
う
に
と
言
っ
て

く
れ
た
の
で
、
小
野
さ
ん
の
こ
と
を
わ
か
っ

て
く
れ
た
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。

◆
ま
ち
づ
く
り
の
勉
強
会
か
ら
朝
市
開
催
の

団
体
設
立
へ

小
野
さ
ん
が
山
梨
市
で
呼
び
か
け
て
始

ま
っ
た
勉
強
会
は
、
議
員
に
な
っ
て
か
ら
は

小
野
さ
ん
の
名
前
か
ら
「
鈴
の
会
」
と
名
づ

け
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
み
ん

な
で
考
え
て
い
く
た
め
に
、
ま
ち
づ
く
り
、

環
境
、
ゴ
ミ
問
題
等
を
テ
ー
マ
に
、
継
続
し

て
行
っ
た
。

こ
の
勉
強
会
の
一
環
と
し
て
、
勝
沼
市
で

朝
市
を
実
施
し
て
い
る
団
体
の
代
表
を
講
師

と
し
た
際
に
、
山
梨
市
で
も
同
様
の
取
り
組

み
が
で
き
る
の
で
は
と
考
え
、
動
き
出
す
こ

と
に
し
た
。
当
時
は
、
都
市
区
画
整
備
事
業

と
し
て
、
山
梨
市
駅
前
の
整
備
が
完
了
し
た

と
こ
ろ
で
、
駅
前
の
道
路
は
広
く
な
り
広
場

も
で
き
て
き
れ
い
に
な
っ
た
が
、
人
通
り
が

少
な
く
て
活
気
が
な
く
、
さ
み
し
く
感
じ
て

い
た
。
そ
の
た
め
、
駅
前
の
広
場
を
活
用
し

て
朝
市
を
開
催
し
、
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
男
性
も
含

め
約
30
名
で
あ
っ
た
こ
の
勉
強
会
の
参
加
者

に
、
朝
市
の
準
備
会
の
設
立
を
し
た
い
と
い

う
旨
の
ハ
ガ
キ
を
送
り
、
再
度
集
っ
た
約
20

名
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
2
0
0
5
年
10
月

に
準
備
会
を
立
ち
あ
げ
た
。そ
の
後
す
ぐ
に
、

賛
同
者
50
名
で
任
意
団
体
「
や
ま
ま
し
し
朝

の
市
の
会
」
を
設
立
す
る
に
至
り
、

2
0
0
6
年
3
月
に
は
駅
前
広
場
に
て
第

1
回
朝
市
を
開
催
、
以
降
毎
月
第
2
日
曜
日

に
開
催
し
て
い
る
。
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◆
み
ん
な
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
サ
ロ
ン
の
運
営

2
0
0
7
年
10
月
に
は
、
駅
前
の
空
き

店
舗
を
活
用
し
た
市
民
の
交
流
ス
ペ
ー
ス

「
み
ん
な
の
お
み
せ　

ひ
と
や
す
み
」
を
開

店
し
た
。
こ
の
常
設
店
舗
開
設
の
拠
点
づ
く

り
の
企
画
が
、
山
梨
県
商
工
総
務
課
の
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
事
業
」
に
採

択
さ
れ
た
た
め
、
50
万
円
の
補
助
金
が
得
ら

れ
、
開
店
資
金
の
一
部
と
し
た
。

「
や
ま
な
し
し
朝
の
市
の
会
」
は

2
0
0
9
年
に
法
人
格
を
取
得
し
た
。現
在
、

メ
ン
バ
ー
は
、
理
事
が
10
名
、
会
員
約
30
名
。

朝
市
の
会
員
（
出
品
者
、
年
会
費
1
口

3
、0
0
0
円
）
が
約
80
名
。
理
事
の
う
ち

半
数
は
、
小
野
さ
ん
が
子
ど
も
劇
場
に
か
か

わ
っ
て
き
た
頃
か
ら
一
緒
に
活
動
し
て
い
る

仲
間
で
あ
る
。「
み
ん
な
の
お
み
せ　

ひ
と

や
す
み
」
に
は
、
理
事
8
名
が
週
1
、
2
日

ず
つ
交
代
で
入
っ
て
い
る
。
理
事
は
時
給

4
0
0
円
で
、
こ
こ
で
の
収
入
で
生
計
を

立
て
て
は
お
ら
ず
、
本
業
を
持
っ
て
い
る
か

主
婦
か
で
あ
る
。
ス
タ
ッ
フ
は
こ
の
他
に
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
し
て
県
か
ら
交

付
さ
れ
る
3
年
間
の
助
成
金
を
活
用
し
て
、

男
女
2
名
（
男
性
は
正
社
員
、
女
性
は
希
望

に
よ
り
週
3
日
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
）
を
雇
っ

て
い
る
。小
野
さ
ん
は
、助
成
金
の
あ
る
3
年

間
の
う
ち
に
、
N
P
O
の
運
営
に
関
心
の

あ
る
男
性
に
は
財
務
管
理
を
、
惣
菜
の
会
社

で
の
勤
務
経
験
の
あ
る
女
性
に
は
惣
菜
や
お

弁
当
の
レ
シ
ピ
作
り
を
中
心
に
経
験
を
積
ん

で
も
ら
い
、人
材
育
成
す
る
と
と
も
に
、自
分

た
ち
も
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
引
き
継
い
で
経
営

基
盤
を
強
化
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

「
み
ん
な
の
お
み
せ　

ひ
と
や
す
み
」
で

は
、
観
光
客
や
地
域
の
高
齢
者
等
、
立
ち
寄

る
人
へ
の
喫
茶
・
食
事
の
提
供
や
弁
当
・
惣

菜
の
販
売
の
他
、
朝
市
の
出
店
者
や
地
域
の

人
の
手
作
り
品
等
を
ボ
ッ
ク
ス
を
貸
し
出
し

て
出
店
し
た
り
、
地
産
の
農
産
物
を
販
売
し

た
り
し
て
い
る
。
出
品
者
は
延
べ
80
名
ほ
ど

お
り
、
レ
ン
タ
ル
ボ
ッ
ク
ス
代
や
売
上
金
の

一
部
と
、
喫
茶
・
食
事
、
弁
当
・
惣
菜
の
売

上
を
収
益
と
し
て
、
空
き
店
舗
の
賃
料
等
の

維
持
費
に
あ
て
て
い
る
。

小
野
さ
ん
は
、
こ
の
店
の
運
営
に
、
地
域

の
人
た
ち
が
気
軽
に
立
ち
寄
り
話
が
で
き
る

居
場
所
づ
く
り
と
し
て
の
大
き
な
手
ご
た
え

を
感
じ
て
い
る
。
店
に
は
、土
日
は
観
光
客
、

平
日
は
地
域
の
高
齢
者
を
中
心
に
、
1
日
50

名
～
1
0
0
名
の
人
た
ち
が
出
入
り
す
る
。

お
惣
菜
や
野
菜
を
買
っ
て
、
少
し
腰
か
け
て

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
ス
タ
ッ
フ
や
出
品
者
と

話
を
す
る
気
軽
な
交
流
の
場
と
し
て
の
機
能

を
果
た
し
て
い
る
。こ
の
店
を
開
い
て
か
ら
、

だ
れ
か
と
話
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
高
齢

者
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
に
あ
ら
た
め
て
気

づ
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
空
き
店
舗
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
駅
前
の
活
性
化
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

◆
さ
ら
な
る
地
域
活
性
化
の
夢
に
向
け
て

2
0
0
8
年
か
ら
は
、
4
月
上
旬
の
桃

の
花
が
咲
く
時
期
に
、「
桃
の
花
ま
つ
り
」

を
開
催
し
て
い
る
。
普
段
は
月
1
回
開
催
し

て
い
る
朝
市
を
、
こ
の
時
期
は
土
日
2
回
の

計
4
日
間
に
ミ
ニ
朝
市
を
開
き
、
桃
の
花
畑

ま
で
の
道
に
は
出
張
朝
市
も
出
し
て
い
る
。
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市
内
の
他
の
団
体
と
連
携
し
て
実
施
し
て
い

る
が
、
今
後
は
も
っ
と
多
く
の
任
意
団
体
や

N
P
O
法
人
と
連
携
し
て
、
よ
り
多
く
の

観
光
客
に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
に
発
展
さ
せ

よ
う
と
考
え
て
い
る
。

小
野
さ
ん
は
、
活
動
を
広
げ
て
い
く
に
あ

た
り
、
家
族
や
団
体
の
メ
ン
バ
ー
、
地
域
の

人
た
ち
等
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
話
し
合
い

を
地
道
に
行
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
議
員
に
な
る
こ
と

に
大
反
対
し
て
い
た
夫
や
義
父
に
は
、
自
分

の
仕
事
を
わ
か
っ
て
も
ら
う
た
め
に
丁
寧
に

伝
え
る
こ
と
を
心
が
け
た
。
N
P
O
法
人

の
月
2
回
の
理
事
会
で
は
、
活
動
の
方
向
性

や
内
容
、
小
野
さ
ん
の
議
員
と
し
て
の
活
動

と
の
関
連
等
、丁
寧
に
話
し
合
い
、共
通
認
識

を
持
つ
よ
う
に
し
て
い
る
。
朝
市
の
開
催
や

常
設
店
舗
の
開
設
で
は
、
駅
前
の
関
係
者
は

初
め
は
冷
や
や
か
な
目
で
み
て
お
り
協
力
的

で
は
な
か
っ
た
が
、一
生
懸
命
活
動
を
続
け
、

駅
前
商
店
会
に
加
入
す
る
等
つ
な
が
り
を
深

め
、理
解
者
を
増
や
し
て
い
る
。自
分
た
ち
の

暮
ら
す
山
梨
市
を
よ
り
暮
ら
し
や
す
い
活
気

の
あ
る
ま
ち
に
し
て
い
く
た
め
に
、
地
道
に

賛
同
者
を
広
げ
て
成
果
を
出
し
て
い
る
。

男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら

小
野
さ
ん
は
、
や
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と

を
あ
き
ら
め
ず
に
実
現
す
る
行
動
力
と
、
人

と
対
等
な
立
場
で
根
気
よ
く
話
し
合
う
力
に

優
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
学
び
を
学

び
で
終
わ
ら
せ
ず
、
ま
た
自
分
一
人
の
思
い

に
終
わ
ら
せ
ず
に
実
践
の
活
動
に
う
ま
く
つ

な
げ
て
い
る
。
自
分
の
行
動
力
に
つ
い
て
小

野
さ
ん
は
「
あ
ま
り
深
く
考
え
ず
に
と
に
か

く
や
っ
て
み
て
、
そ
れ
か
ら
反
省
し
た
り
考

え
た
り
す
れ
ば
い
い
」
と
語
る
。

こ
れ
ら
の
力
や
態
度
を
身
に
つ
け
て
き
た

要
因
と
し
て
、
小
野
さ
ん
は
、
母
親
の
影
響

の
強
さ
を
挙
げ
て
い
る
。
戦
時
中
に
農
家
に

嫁
い
だ
小
野
さ
ん
の
母
親
は
、
手
に
職
さ
え

あ
れ
ば
、
経
済
力
さ
え
あ
れ
ば
自
分
の
生
き

方
は
違
っ
た
と
、
自
ら
の
経
験
か
ら
女
性
の

自
立
の
必
要
性
を
長
女
で
あ
る
小
野
さ
ん
に

た
び
た
び
語
っ
て
い
た
と
い
う
。

夫
に
外
出
す
る
こ
と
を
反
対
さ
れ
な
が
ら

も
、
子
育
て
期
か
ら
地
域
活
動
を
行
っ
て
き

た
小
野
さ
ん
で
あ
っ
た
が
、
男
女
共
同
参
画

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
の

夫
と
の
考
え
方
の
違
い
の
要
因
や
、
自
分
の

生
き
方
や
考
え
方
に
自
信
を
も
っ
て
い
い
こ

と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
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た
。
ま
た
自
分
の
立
っ
て
い
る
位
置
に
つ
い

て
自
覚
す
る
こ
と
で
、
対
立
す
る
夫
や
義
父

に
対
し
て
も
自
分
の
思
い
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
、
良
好
な
関
係
を
築
け
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

キ
ャ
リ
ア
形
成
の
視
点
か
ら

手
に
職
を
持
つ
こ
と
の
必
要
性
を
母
か
ら

言
わ
れ
て
育
っ
た
小
野
さ
ん
は
、
美
容
師
に

な
り
、
結
婚
や
出
産
後
も
事
務
職
の
仕
事
を

継
続
し
て
き
た
。
子
育
て
中
は
、
そ
れ
ぞ
れ

に
手
が
か
か
っ
た
と
い
う
2
人
の
息
子
の
子

育
て
に
力
を
注
ぎ
、
P
T
A
と
子
ど
も
劇

場
の
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
子
育

て
期
に
お
い
て
は
、
就
労
と
地
域
活
動
を
並

行
し
な
が
ら
も
、
そ
の
重
点
は
地
域
活
動

キ
ャ
リ
ア
の
形
成
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。

子
育
て
期
を
終
え
た
虚
脱
感
は
、
男
女
共

同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
で
の
学
び
に
よ
っ

て
、
次
の
行
動
へ
と
進
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変

え
ら
れ
た
。
50
歳
で
議
員
に
な
り
、
地
域
活

動
も
継
続
さ
れ
た
。
子
育
て
期
の
地
域
活
動

で
築
い
た
人
間
関
係
は
、
現
在
の
活
動
の
人

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。

自
分
の
意
向
に
沿
う
か
否
か
に
か
か
わ
ら

ず
、
子
育
て
期
に
は
地
域
活
動
に
力
を
入
れ

る
女
性
も
多
い
。
何
か
新
し
い
一
歩
を
踏
み

出
し
た
い
女
性
た
ち
に
と
っ
て
、
小
野
さ
ん

の
事
例
は
大
い
に
勇
気
づ
け
ら
れ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。�

（
飯
島　

絵
理
）
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Profile

　自営業の夫の手伝い、公民館指導員、
JR新花巻駅の喫茶部と、さまざまな職
場を経験してきた。JR新花巻駅の喫茶
部に在任中、JRジパング倶楽部の「大
人の小学校」を企画することになった。
喫茶部で働きながらこの仕事の成果をあ
げるのは困難だと考え、所属をNPO法
人花巻文化村協議会に移した。
　夫の看病で同法人を一時離れたもの
の、その後、事務局長として復帰して現
在に至る。
　音楽関係の諸活動も幅広く実践してお
り、邦楽愛好会代表、北上マンドリンア
ンサンブル代表、筝アンサンブルパウロ
ニア会員でもある。
　現在は夫が亡くなりひとり暮らしだ
が、同じ敷地内に別世帯で長男が居住し
ている。他に、子どもは既婚の次男、三
男と長女がいる。� （60歳代）

1990年	 北上市の公民館指導員。（1995年
まで）

1995年	 JR新花巻駅の喫茶部に勤務。
（2001年まで）

2001年	 JRジパング倶楽部の「大人の小
学校」を企画。（2003年まで）

	 「大人の小学校」の企画開始とと
もに、NPO法人花巻文化村協議
会に移籍。

2004年	 NPO法人花巻文化村協議会事務
局長に就任。

略年表

NPO法人花巻文化村協議会

事務局長　菊池 洋子（きくち ようこ）さん

宮沢賢治の精神にもとづく 
〈文化創造〉と地域交流の促進

 4　女性の活躍による地域づくり

岩手県
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N
P
O
法
人
花
巻
文
化
村
協
議
会
の

概
要

【
活
動
分
野
】

社
会
教
育
の
推
進
、
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、

学
術
・
文
化
・
芸
術
ま
た
は
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
、
環
境
の
保
全
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
、

経
済
活
動
の
活
性
化
、
職
業
能
力
の
開
発
ま

た
は
雇
用
機
会
の
拡
充
、
活
動
を
行
う
団
体

の
運
営
に
関
す
る
連
絡
・
助
言
ま
た
は
援
助

【
活
動
内
容
】

宮
沢
賢
治
の
「
農
民
芸
術
概
論
綱
要
」
の

精
神
を
受
け
継
ぎ
、
さ
ま
ざ
ま
な
創
作
活
動

と
地
域
の
人
々
の
交
流
促
進
を
通
し
て
、
生

活
の
中
に
潤
い
を
見
つ
け
出
す〈
文
化
創
造
〉

の
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
理
事
長
は
版
画

家
の
井
堂
正
治
（
雅
夫
）
氏
。
1
9
9
4

年
に
現
在
の
「
花
巻
文
化
村
協
議
会
」
の
敷

地
に
ア
ト
リ
エ
を
開
設
。
当
初
は
、
宮
沢
賢

治
の
作
品
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
創
作
活
動
を

行
っ
て
い
た
。

1
9
9
9
年
に
N
P
O
法
人
花
巻
文
化

村
協
議
会
を
設
立
（
以
下
「
花
巻
文
化
村
協

議
会
」）。
1
、6
0
0
坪
の
敷
地
に
、
築

2
5
0
年
の
農
家
を
改
装
し
た
母
屋
（
ギ
ャ

ラ
リ
ー
、
喫
茶
・
食
事
）
を
は
じ
め
、
陶
芸

棟
、
創
作
棟
、
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
、
自
然
を

生
か
し
た
風
の
小
道
、
風
の
林
、
賢
治
道
、

賢
治
森
な
ど
が
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
創
作
体

験
事
業
（
そ
ば
打
ち
、
陶
芸
、
人
形
絵
付
け

な
ど
）
や
そ
れ
に
関
連
す
る
倶
楽
部
を
運
営

す
る
と
と
も
に
、
イ
ベ
ン
ト
、
喫
茶
軽
食
、

施
設
貸
出
等
の
交
流
促
進
事
業
を
行
っ
て
い

る
。役

員
は
理
事
長
、
専
務
理
事
、
常
務
理
事
、

理
事
16
名
か
ら
構
成
さ
れ
、
全
員
無
給
。
事

務
局
は
事
務
局
長
の
ほ
か
、パ
ー
ト
1
人（
土

日
や
忙
し
い
と
き
の
み
）。
会
員
は
50
名
で

あ
る
（
現
在
年
会
費
を
支
払
っ
て
い
る
の
は

約
30
名
）。

職
員
不
足
を
補
う
た
め
、
次
の
よ
う
な
し

く
み
を
整
え
て
い
る
。
第
1
に
、
提
携
講
師

で
あ
る
。
創
作
体
験
の
講
師
は
、
参
加
者
と

直
接
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
な
ど
独
立
的
に
事

業
運
営
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
受

講
料
収
入
か
ら
材
料
費
を
引
い
た
分
の
20
％

（
出
張
講
座
の
場
合
は
10
％
）
を
「
花
巻
文

化
村
協
議
会
」
に
支
払
っ
て
も
ら
う
契
約
に

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
提
携
講
師
」
は

現
在
10
名
程
で
、ほ
と
ん
ど
が
女
性
で
あ
る
。

第
2
に
、「
一
日
シ
ェ
フ
」
で
あ
る
。
人

を
雇
用
せ
ず
に
喫
茶
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、

「
一
日
シ
ェ
フ
」
を
募
集
し
て
い
る
。「
花
巻

文
化
村
協
議
会
」
の
厨
房
を
使
っ
て
、
得
意

な
メ
ニ
ュ
ー
を
お
客
様
に
出
し
て
も
ら
い
売

上
の
7
％
を
も
ら
う
。「
一
日
シ
ェ
フ
」
の

お
か
げ
で
喫
茶
は
か
な
り
充
実
し
て
き
た
。

活
動
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

◆
「
花
巻
文
化
村
協
議
会
」
に
出
会
う
ま
で

北
上
市
に
住
む
菊
池
さ
ん
は
、
結
婚
後
し

ば
ら
く
の
間
は
自
営
業
だ
っ
た
夫
の
仕
事
を

手
伝
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
番
下
の
子
ど

も
が
保
育
園
に
入
っ
た
頃
か
ら
、
近
く
の
公

民
館
で
4
年
間
、
社
会
教
育
課
の
非
常
勤
職

員
と
し
て
指
導
員
の
仕
事
を
勤
め
、
婦
人
学

級
や
高
齢
者
学
級
な
ど
を
担
当
し
た
。
子
ど

も
時
代
に
子
ど
も
同
士
の
合
宿
や
地
域
行
事



95

 Ⅰ　社会参画と女性のキャリア形成事例集

の
な
か
で
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
的
な
学
習
を
経

験
し
て
い
た
の
で
、
公
民
館
の
仕
事
は
「
何

か
す
ご
く
、
楽
し
く
て
楽
し
く
て
」
携
わ
っ

て
い
た
と
言
う
。

そ
の
後
、
家
庭
の
事
情
で
公
民
館
の
仕
事

か
ら
退
き
、
J
R
新
花
巻
駅
の
喫
茶
部
に

勤
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
駅
で
は
さ
ま
ざ
ま

な
人
が
行
き
交
い
、
菊
池
さ
ん
は
北
上
か
ら

初
め
て
外
に
出
て
世
界
が
広
が
り
、
と
て
も

幸
せ
だ
と
思
っ
た
と
言
う
。
喫
茶
部
で
の
仕

事
を
通
じ
て
た
く
さ
ん
の
人
と
の
出
会
い
が

あ
っ
た
が
、
中
で
も
ソ
ニ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

の
企
画
部
門
の
人
と
の
出
会
い
は
重
要
だ
っ

た
。そ

の
人
と
一
緒
に
、
J
R
ジ
パ
ン
グ
倶

楽
部
の
「
大
人
の
小
学
校
」（
首
都
圏
の
シ

ニ
ア
と
地
元
の
子
ど
も
た
ち
の
交
流
事
業
）

と
い
う
企
画
を
練
り
、
実
現
さ
せ
た
の
で
あ

る
。
当
時
を
振
り
返
り
、
菊
池
さ
ん
は
「
こ

の
事
業
は
絶
対
に
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
な

る
」
と
直
感
し
た
た
め
に
協
力
し
た
の
だ
と

言
う
。

た
だ
、
2
年
間
に
わ
た
る
同
事
業
へ
の
協

力
と
駅
の
喫
茶
部
で
の
仕
事
は
両
立
で
き
な

い
と
判
断
し
、
菊
池
さ
ん
は
「
花
巻
文
化
村

協
議
会
」
に
所
属
を
移
し
た
。
移
籍
を
誘
っ

て
く
れ
た
同
法
人
の
理
事
長
は
、「『
花
巻
文

化
村
協
議
会
』
に
来
て
そ
う
い
っ
た
好
き
な

こ
と
を
や
れ
ば
い
い
」
と
言
っ
て
く
れ
た
。

「
花
巻
文
化
村
協
議
会
」
で
は
お
蕎
麦
の
厨

房
を
手
伝
い
な
が
ら
、
2
年
間
、
ソ
ニ
ー

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
人
と
一
緒
に
企
画
を
練
っ

て
、「
大
人
の
小
学
校
」
を
実
現
し
た
。

「
大
人
の
小
学
校
」
は
大
成
功
し
、
テ
レ

ビ
番
組
「
ザ
・
ワ
イ
ド
」
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
た
。
小
学
校
の
校
長
は
、「（
こ
の
事
業
に

よ
っ
て
）
子
ど
も
た
ち
は
育
て
ら
れ
た
」
と

成
果
が
予
想
以
上
に
あ
っ
た
こ
と
を
喜
び
、

本
ま
で
書
い
た
。

◆
経
営
改
善
に
向
け
て

菊
池
さ
ん
が
移
籍
し
た
「
花
巻
文
化
村
協

議
会
」
は
、
築
2
5
0
年
の
農
家
を
改
造

し
た
母
屋
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
喫
茶
・
食
事
）

を
は
じ
め
、
陶
芸
棟
、
創
作
棟
、
イ
ベ
ン
ト

ホ
ー
ル
、
自
然
を
生
か
し
た
風
の
小
道
、
風

の
林
な
ど
の
施
設
を
基
盤
と
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
創
作
活
動
、地
域
の
人
々
の
交
流
促
進
、

多
様
な
学
級
・
講
座
や
体
験
学
習
の
事
業
を

行
う
N
P
O
で
あ
る
。
菊
池
さ
ん
が
事
務

局
長
に
な
る
と
き
、
理
事
長
は
「
宮
沢
賢
治

が
実
践
し
た
羅
須
地
人
協
会
の
現
代
版
と
い

う
こ
の
N
P
O
の
原
点
」
に
戻
っ
て
運
営

す
る
よ
う
依
頼
し
た
。
こ
う
し
た
趣
旨
の

N
P
O
の
運
営
に
あ
た
り
、
公
民
館
に
お

け
る
社
会
教
育
の
仕
事
の
経
験
が
生
き
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

事
務
局
長
に
な
っ
た
と
き
は
、
そ
れ
ま
で

の
「
花
巻
文
化
村
協
議
会
」
に
対
す
る
評
価

が
あ
ま
り
よ
く
な
か
っ
た
た
め
、「
そ
れ
を

払
拭
す
る
と
い
う
の
が
最
初
に
ぶ
つ
か
っ
た

壁
」
だ
っ
た
と
言
う
。
ま
さ
に
、
以
前
の
イ

メ
ー
ジ
を
引
き
ず
っ
て
い
る
「
花
巻
文
化
村

協
議
会
」
を
立
て
直
す
た
め
に
、「
ゼ
ロ
か

ら
始
ま
る
」
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
。
そ
の
た

め
、
著
名
な
ア
ー
チ
ス
ト
を
「
希
望
郷
い
わ

て
文
化
大
使
」
や
「
花
巻
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
大

使
」
に
、
ま
た
「
花
巻
文
化
村
協
議
会
」
の

事
務
職
員
の
女
性
を
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
・
レ
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デ
ィ
に
す
る
な
ど
、
イ
メ
ー
ジ
奪
回
に
努
力

し
た
。
経
営
面
で
も
赤
字
と
い
う
厳
し
い
現

実
を
前
に
、「
フ
ル
回
転
」
で
改
善
に
取
り

組
ん
で
き
た
。

「（
収
支
が
）
ち
ょ
っ
と
追
い
つ
い
て
、

『
や
っ
た
ー
！
』
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、

そ
れ
か
ら
ま
た
遅
れ
て
く
る
（
赤
字
に
な
る

と
い
う
こ
と
）
の
だ
け
ど
、
ま
た
い
つ
か

ち
ょ
っ
と
追
い
つ
い
た
み
た
い
な
こ
と
の
繰

り
返
し
で
や
っ
て
い
ま
す
。だ
か
ら
大
丈
夫
、

（
職
員
が
い
な
く
て
も
）
1
人
で
も
や
れ
る

か
な
と
い
う
感
じ
で
す
ね
。」

◆
事
業
運
営
の
工
夫

以
上
の
よ
う
に
語
っ
て
く
れ
た
菊
池
さ
ん

は
、N
P
O
の
経
営
に
は
責
任
が
伴
い
、「
家

庭
を
切
り
盛
り
す
る
よ
り
も
大
変
」
と
感
じ

て
い
る
と
言
う
。
事
務
局
長
を
支
え
る
職
員

が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
状
況
で
、
工
夫
し
な
が

ら
人
の
力
を
最
大
限
に
生
か
す
努
力
を
し
て

い
る
。
例
え
ば
、
セ
ミ
ナ
ー
や
講
座
を
開
く

と
き
は
講
師
を
募
集
し
、
講
師
が
中
心
と

な
っ
て
各
事
業
が
自
律
的
に
動
い
て
い
く
よ

う
な
し
く
み
を
作
っ
た
。

「
い
ち
い
ち
私
が
や
ら
な
く
て
も
、
そ
れ

ぞ
れ
が
動
け
る
よ
う
に
し
よ
う
と
思
っ
た
の

で
す
ね
。
そ
れ
で
、
陶
芸
ク
ラ
ブ
、
裂
き
織

り
ク
ラ
ブ
、
フ
ラ
ワ
ー
ス
ク
ー
ル
、
そ
れ
ぞ

れ
が
自
分
た
ち
で
連
絡
を
取
り
合
っ
て
、
ま

た
生
徒
さ
ん
で
も
代
表
を
決
め
て
や
っ
て
い

く
、
そ
う
い
う
一
つ
一
つ
の
組
織
を
作
っ
て

や
る
よ
う
に
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。」

い
わ
ば
「
提
携
講
師
」
と
い
う
制
度
に
基

づ
く
こ
の
方
式
に
よ
っ
て
、
着
実
に
サ
ー
ク

ル
や
教
室
が
増
え
て
お
り
、「
完
璧
に
広
が
っ

て
き
ま
し
た
」
と
語
る
菊
池
さ
ん
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
、
食
堂
に
つ
い
て
も
「
一
日
シ
ェ

フ
」
と
い
う
し
く
み
を
作
り
、「
あ
な
た
の

得
意
な
メ
ニ
ュ
ー
を
お
客
さ
ま
に
出
し
て
み

ま
せ
ん
か
」
と
い
う
提
案
を
し
て
い
る
。
そ

れ
に
応
募
し
て
料
理
を
作
っ
て
出
し
て
も
ら

い
、
売
り
上
げ
か
ら
一
定
額
を
「
花
巻
文
化

村
協
議
会
」
に
納
め
て
も
ら
う
の
で
あ
る
。

◆
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

事
業
の
発
展
は
、
菊
池
さ
ん
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
力
の
大
き
さ
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
。
上
記
の
よ
う
に
、
人
を
活
か
す
工

夫
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
そ
の
他
に
も
次

の
よ
う
な
例
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
6

年
か
け
て
開
発
し
た
「
稗
麺
」（
ひ
え
め
ん
）

を
「
花
巻
文
化
村
協
議
会
」
に
だ
け
提
供
し

て
く
れ
る
I
さ
ん
、
県
庁
を
退
職
し
た
あ

と
も
地
域
振
興
に
貢
献
し
て
い
る
M
さ
ん

や
K
さ
ん
、
宮
沢
賢
治
に
惹
か
れ
て
い
る

と
い
う
写
真
家
の
H
さ
ん
、
邦
楽
の
専
門

家
で
あ
る
Y
さ
ん
、
前
述
の
ア
ー
チ
ス
ト

U
さ
ん
な
ど
…
。
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
、
そ
れ
が
菊
池
さ
ん

の
成
長
と
N
P
O
の
事
業
の
発
展
を
促
し

て
い
る
。

「
そ
う
い
う
つ
な
が
り
が
楽
し
い
し
、
あ

り
が
た
い
」「
そ
う
い
う
人
た
ち
に
囲
ま
れ

て
い
る
か
ら
や
れ
る
」、
そ
し
て
「
み
ん
な

そ
れ
ぞ
れ
違
う
け
れ
ど
も
、
引
き
寄
せ
合
っ

て
い
る
よ
う
な
」と
語
る
菊
池
さ
ん
で
あ
る
。

菊
池
さ
ん
が
関
わ
る
と
何
で
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
、
不
思
議
な
魅

力
と
「
つ
な
ぐ
力
」
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
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る
。子

ど
も
の
こ
ろ
か
ら
マ
ン
ド
リ
ン
や
琴
な

ど
音
楽
に
親
し
ん
で
き
た
菊
池
さ
ん
は
、
音

楽
が
あ
る
か
ら
多
く
の
人
と
出
会
え
た
と
感

じ
て
お
り
、
と
り
わ
け
音
楽
で
知
り
合
っ
た

方
々
か
ら
学
ん
だ
こ
と
が
大
き
い
と
言
う
。

例
え
ば
、「
邦
楽
に
お
い
て
は
、
家
元
制
度

に
入
っ
て
い
な
く
て
も
十
分
活
動
が
で
き
る

こ
と
」「
絶
対
完
璧
に
と
い
う
か
、
自
分
の

力
い
っ
ぱ
い
に
や
ら
な
け
れ
ば
駄
目
」
な
ど

で
あ
る
。

学
ぶ
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
自
分
に

と
っ
て
必
要
な
学
習
課
題
が
発
生
す
れ
ば
、

会
費
を
払
っ
て
教
室
で
学
ん
だ
り
、
経
理
に

つ
い
て
は
商
工
会
議
所
に
通
っ
て
教
わ
っ
た

り
し
て
き
た
。
さ
ら
に
、
自
分
に
必
要
な
学

習
（
例
え
ば
料
理
、習
字
な
ど
）
が
あ
れ
ば
、

「
花
巻
文
化
村
協
議
会
」
の
講
座
と
し
て
実

現
し
て
し
ま
お
う
と
「
企
む
」
こ
と
も
あ
る

そ
う
だ
。

将
来
は
今
の
状
態
を
さ
ら
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
、
そ
の
た
め
に
は
（
一
人
一
人
と
）

丁
寧
に
付
き
合
っ
て
い
き
、
関
わ
る
人
を
さ

ら
に
増
や
し
て
い
き
た
い
、
そ
し
て
自
分
の

あ
と
を
継
ぐ
後
継
者
が
ほ
し
い
と
語
る
菊
池

さ
ん
で
あ
る
。「
花
巻
文
化
村
協
議
会
」
を

後
継
者
に
譲
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
い
ず
れ

は
身
近
な
仲
間
、
同
じ
年
代
の
人
た
ち
と
一

緒
に
、
自
宅
で
こ
の
よ
う
な
活
動
を
や
っ
て

い
き
た
い
と
い
う
夢
も
抱
い
て
い
る
。

キ
ャ
リ
ア
形
成
の
視
点
か
ら

菊
池
さ
ん
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
促
進
し
て

き
た
要
因
と
し
て
、
極
め
て
重
要
な
の
は

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
菊
池
さ

ん
に
は
、
人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
力
と
し
て
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
力
が
備
わ
っ
て
い
る
。

す
で
に
紹
介
し
た
と
お
り
、「
稗
麺
」
の
開

発
を
続
け
て
き
た
I
さ
ん
、
県
庁
を
退
職

し
た
あ
と
も
地
域
振
興
に
貢
献
し
て
い
る

M
さ
ん
や
K
さ
ん
、
宮
沢
賢
治
に
惹
か
れ

て
い
る
と
い
う
写
真
家
の
H
さ
ん
、
邦
楽

の
専
門
家
で
あ
る
Y
さ
ん
、
前
述
の
ア
ー

チ
ス
ト
U
さ
ん
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
を

つ
な
い
で
い
る
。
菊
池
さ
ん
は
多
く
の
人
た

ち
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
、
そ
れ
が
自

身
の
成
長
と
N
P
O
の
事
業
の
発
展
を
促

し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
原
動

力
の
ひ
と
つ
が
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
の

音
楽
活
動
で
あ
る
。
菊
池
さ
ん
自
身
、
音
楽

が
あ
る
か
ら
多
く
の
人
と
出
会
え
た
と
語
っ

て
い
る
。
自
分
の
中
に
生
涯
に
わ
た
っ
て
本

気
で
取
り
組
め
る
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
が
あ
る
か

ら
こ
そ
、
人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
「
接
着
剤
」

に
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
か
。

人
と
人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
み
出
す

こ
と
が
楽
し
く
、
あ
り
が
た
い
と
述
べ
る
菊

池
さ
ん
。
何
で
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
し
て
し

ま
う
不
思
議
な
力
。
こ
の
よ
う
な
稀
有
な
力

に
支
え
ら
れ
、
菊
池
さ
ん
の
N
P
O
経
営

者
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
の
充
実
、
そ
し
て

N
P
O
自
体
の
発
展
が
実
現
し
て
い
る
と

言
え
る
だ
ろ
う
。�

（
田
中　

雅
文
）
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菊池 洋子 インタビューその後
自己反省と生活の見直しを迫られた3.11震災。物ではない、形で

はない、お金ではない、やっぱり心だったんだと思い知らされました。

あまりに大きかった代償、だからこそ無駄にしてはいけないと強く強

く思いました。

「どうやって？」と考えた時、実は自分は本当に良い場所と位置に

いたのだと気づきました。今までアピールしたことがなかった沿岸の

親戚や知り合いに、自分でも驚くくらい自己PRしまくりました。単

純に、励まそうと動き回りました。でも逆に励まされている自分も見

えてくるのです。同じ仮設住宅のなかで「私ができることを‥」と言

い、ひとり暮らしの方たちに食事を運ぶ友、遺体の捜索に奔走する従

兄弟、ボランティアの対応で倒れてしまった子育て支援の友など、た

くさんの支援をしようと思ってた人たちから学びました。

もっともっと必要とされる場所にしていきたい、必要とされる人

になりたい、とありきたりですが、今心から思っています。
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Profile

　大学卒業後2年間小学校教員をしてい
たが、結婚で仕事を辞め、夫の転勤先、
東京で2年間暮らす。その後青森県に戻
り、現在青森市在住。二男一女の母。末
子が小学校に入ってからPTA活動以外
の社会を見たいと「青森県女性の船」事
業に参加。以後、市のリーダー養成講座
等、男女共同参画に関する学習を続ける
とともに活動にも力を注ぐ。
　青森市の男女共同参画プラン作成のた
めの意識調査を請け負うことから収入を
得るようになり、以後青森市男女共同参
画プラザに勤務。
　2005年にNPOの立ちあげに加わり、
2007年から男女共同参画プラザの指定
管理者。
　現在は、NPO法人の副理事長であり、
青森市男女共同参画プラザ「カダール」
と青森市働く女性の家「アコール」の副
館長を務める。� （50歳代）

1978年	 大学卒業後、小学校の教員として
2年間青森県内で働く。81年結婚。
夫の赴任先の東京で2年間生活。

	 82年長男、85年次男、90年長女
出産

1997年	 「青森県女性の船」に参加。「私の
ための自由時間」受講。「日本女
性会議」に参加

1998年	 ネットワークALで活動、青森市
男女共同参画社会づくりをすすめ
る会設立に参加

2000年	 日本女性会議実行委員会発足　全
体会部会長を務める

2001年	 青森市男女共同参画プラザ「カ
ダール」事業の企画運営を受託

2002年	 「日本女性会議2002あおもり」開催
2005年	 「NPO法人あおもり男女共同参画

をすすめる会」として法人格を取
得、副理事長になる

2007年	 青森市男女共同参画プラザ「カダー
ル」と青森市働く女性の家「アコー
ル」の指定管理者A&Aの構成団
体として事業開始。2012年から
事業を継続。副館長を務める

略年表

NPO法人あおもり男女共同参画をすすめる会

副理事長　千田 晶子（ちだ あきこ）さん

「女性学」の学習を
男女共同参画プラザの運営という

仕事につなげる

 4　女性の活躍による地域づくり

青森県
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N
P
O
法
人
あ
お
も
り
男
女
共
同
参

画
を
す
す
め
る
会
の
概
要

【
活
動
分
野
】

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
の
促
進

【
活
動
内
容
】

す
べ
て
の
人
々
に
対
し
て
、
そ
の
個
性
と

能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
の
で
き
る
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
図
る
活
動
に
関

す
る
事
業
を
行
い
、
誰
も
が
そ
の
人
ら
し
く

主
体
的
に
生
き
ら
れ
る
社
会
づ
く
り
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
独
自
の
活
動
と
し
て

①
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
講
座
・
講
演
会

の
開
催
、
②
調
査
研
究
・
普
及
・
啓
発
、
③

交
流
事
業
、
④
相
談
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

指
定
管
理
事
業
と
し
て
、
青
森
市
か
ら
の
委

託
に
よ
る
青
森
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ
と

青
森
市
働
く
女
性
の
家
の
指
定
管
理
業
務
を

行
っ
て
い
る
。前
身
の
任
意
団
体
で
あ
る「
青

森
市
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
を
す
す
め

る
会
」
が
1
9
9
9
年
に
設
立
さ
れ
、

2
0
0
5
年
N
P
O
法
人
と
な
っ
た
。

現
在
の
会
員
数
（
正
会
員
1
8
9
人
、

賛
助
会
員
22
個
人
・
3
団
体
・
企
業
12
、
特

別
会
員
3
人
）。
そ
の
内
、 

役
員
（
9
人
）、

正
規
職
員
（
0
人
）、
非
正
規
職
員
（
11
人
：

指
定
管
理
事
業
従
事
者
含
む
）、
有
償
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
（
20
人
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

活
動
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

◆
男
女
共
同
参
画
と
の
出
会
い

大
学
卒
業
後
、
小
学
校
の
教
員
を
し
て
い

た
が
、
結
婚
相
手
が
転
勤
の
あ
る
職
業
だ
っ

た
の
で
仕
事
を
辞
め
て
2
～
4
年
の
周
期
で

転
勤
先
に
同
行
し
て
い
た
。
知
ら
な
い
土
地

に
行
く
こ
と
は
楽
し
か
っ
た
し
、
P
T
A

活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
で
活
動
し
て
い
た

の
で
そ
れ
な
り
に
充
実
し
て
い
た
が
、
夫
の

本
社
（
青
森
市
）
勤
務
を
機
に
、
夫
の
両
親

の
い
る
青
森
市
に
住
む
こ
と
に
し
た
。

1
9
9
7
年
、
末
子
が
小
学
校
に
入
学
し

た
こ
と
で
子
育
て
も
一
段
落
し
た
の
で
、

P
T
A
以
外
の
社
会
を
見
た
い
と
夫
に
話

し
て
「
青
森
県
女
性
の
船
」
と
い
う
事
業
に

参
加
。
こ
の
事
業
は
青
森
県
が
女
性
の
リ
ー

ダ
ー
育
成
や
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を

目
的
に
県
内
の
女
性
を
募
集
し
て
2
泊
3
日

で
実
施
す
る
船
内
研
修
で
1
9
9
0
年
代

初
め
か
ら
全
国
的
に
展
開
さ
れ
て
い
た
。
千

田
さ
ん
は
自
己
負
担
金
の
２
３
、0
0
0
円

を
払
っ
て
参
加
。
船
中
で
は
、
ず
っ
と
講
義
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と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
、そ
こ
で「
男

女
共
同
参
画
」
に
つ
い
て
学
習
し
た
。

千
田
さ
ん
に
と
っ
て
「
男
女
共
同
参
画
」

と
い
う
言
葉
は
初
め
て
だ
っ
た
が
、
そ
の
言

葉
を
聞
い
た
と
き
に
、
自
分
で
納
得
し
て
仕

事
を
辞
め
て
夫
を
支
え
、「
い
い
妻
」「
い
い

母
」「
い
い
嫁
」
と
し
て
が
ん
ば
っ
て
き
た

け
れ
ど
、
そ
れ
が
当
た
り
前
で
は
な
い
こ
と

に
気
が
つ
い
た
。「
自
分
は
稼
い
で
い
な
い
」

と
い
う
思
い
と
「
夫
に
食
べ
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
る
」
と
い
う
負
い
目
は
常
に
あ
っ
て
、

自
分
の
た
め
に
使
う
お
金
は
自
分
で
何
と
か

し
た
い
と
参
加
費
は
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

開
い
て
捻
出
し
た
。

そ
の
後
も
学
び
た
い
と
考
え
、
同
じ
年
、

青
森
市
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
養
成
の
講
座
「
私

の
た
め
の
自
由
時
間
」
に
参
加
。
青
森
市
も

女
性
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
よ
う
と
し
て
い

る
こ
と
を
知
る
。（
後
に
市
長
に
話
を
聞
く

と
、
当
時
の
政
策
は
女
性
と
若
者
の
育
成
が

青
森
市
の
発
展
に
つ
な
が
る
と
い
う
考
え
方

の
も
と
、
女
性
人
材
の
育
成
に
力
が
入
れ
ら

れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。）
さ
ら
に

レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
て
応
募
す
れ
ば
日
本
女

性
会
議
（
岡
山
県
で
開
催
）
に
派
遣
（
青
森

市
が
旅
費
持
ち
）
す
る
と
い
う
事
業
が
あ
る

こ
と
を
知
る
。
若
干
躊
躇
し
た
が
、
女
性
の

育
成
に
熱
心
に
力
を
入
れ
て
い
た
行
政
の
担

当
者
松
田
さ
ん
か
ら
背
中
を
押
さ
れ
た
。
当

時
は
ど
う
し
て
も
背
中
を
押
し
て
も
ら
わ
な

い
と
一
歩
踏
み
出
せ
な
い
女
性
が
多
か
っ
た

と
千
田
さ
ん
は
言
う
。

女
性
会
議
は
3
、0
0
0
人
近
く
が
集
ま

る
会
議
で
、
全
国
の
多
く
の
元
気
な
女
性
に

出
会
っ
た
こ
と
に
感
激
す
る
。
上
野
千
鶴
子

さ
ん
の
話
か
ら
女
性
学
と
い
う
学
問
に
出
会

い
、
自
分
の
悶
々
と
し
て
い
た
思
い
が
学
問

と
し
て
理
論
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
学
習

す
る
。
1
9
9
7
年
は
参
加
し
た
3
つ
の

事
業
「
青
森
県
女
性
の
船
」「
私
の
た
め
の

自
由
時
間
」「
日
本
女
性
会
議
」
が
千
田
さ

ん
が
男
女
共
同
参
画
に
関
わ
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
、転
機
の
年
、ま
さ
に
エ
ポ
ッ
ク
メ
ー

キ
ン
グ
の
時
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

「
私
の
た
め
の
自
由
時
間
」
を
修
了
し
た

後
、
次
年
度
の
自
由
時
間
の
企
画
を
や
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
行
政
か
ら
の
依
頼
が
き
た
。

青
森
市
に
は
人
を
育
て
経
験
さ
せ
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
自
信
を
つ
け
さ
せ
る
と
い
う
仕
組
み

が
で
き
て
い
た
の
で
あ
る
。

依
頼
を
受
け
て
、
岡
山
に
派
遣
さ
れ
た
5

人
の
女
性
と
講
座
を
企
画
し
た
。
5
～
6
回

の
講
座
全
体
を
組
み
立
て
、講
師
交
渉
を
し
、

当
日
の
運
営
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ど
う

い
う
講
師
が
い
る
の
か
も
よ
く
わ
か
ら
な

か
っ
た
が
、
行
政
担
当
者
が
ア
ド
バ
イ
ス
し

て
く
れ
、
初
め
て
だ
っ
た
講
師
交
渉
に
も
一

緒
に
行
っ
て
く
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
経
験
を

積
み
重
ね
て
千
田
さ
ん
は
だ
ん
だ
ん
自
信
を
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つ
け
て
い
く
。

◆
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
A
・
L
に
入
る

自
由
時
間
の
企
画
が
終
わ
っ
た
ら
女
性

リ
ー
ダ
ー
の
会
が
あ
る
か
ら
入
っ
た
ら
と
勧

め
ら
れ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
A
・
L
に
入
る
（
A

は
青
森
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
、
ア
ッ
プ
ル
、
L

は
レ
デ
ィ
ー
で
も
ラ
イ
フ
で
も
）。こ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
は
元
気
で
力
の
あ
る
女
性
が
た

く
さ
ん
い
た
。
み
ん
な
パ
ワ
ー
に
あ
ふ
れ
て

い
て
活
気
が
あ
り
、
言
い
た
い
こ
と
を
言
い

合
う
と
い
う
フ
ラ
ン
ク
な
会
だ
っ
た
。
2
人

代
表
制
と
い
う
の
も
新
鮮
だ
っ
た
。
千
田
さ

ん
は
こ
の
会
で
頻
繁
に
行
わ
れ
る
勉
強
会
で

セ
ク
ハ
ラ
や
D
V
の
知
識
を
身
に
つ
け
て

い
く
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
A
・
L
は
イ
ベ
ン
ト
も

手
が
け
た
。
チ
ラ
シ
作
り
、
P
R
、
講
師
交

渉
か
ら
す
べ
て
や
る
、「
で
き
な
い
」
と
は

い
わ
な
い
団
体
で
、
労
働
省
の
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
講
座
の
委
託
を
青
森
市
か

ら
受
け
た
と
き
に
は
自
分
た
ち
で
寸
劇
を

創
っ
て
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
。
そ
の
と
き

の
千
田
さ
ん
の
役
割
は
幕
引
き
係
と
椅
子

係
。「
私
に
も
そ
う
い
う
時
代
が
あ
っ
た
と

新
し
く
会
に
加
わ
っ
た
メ
ン
バ
ー
や
指
定
管

理
事
業
の
ス
タ
ッ
フ
に
話
を
し
て
も
誰
も
信

じ
な
い
が
、
そ
う
い
う
雑
用
か
ら
始
ま
り
、

今
の
私
が
い
る
」
と
千
田
さ
ん
は
話
す
。

一
生
懸
命
に
活
動
す
る
千
田
さ
ん
は
リ
ー

ダ
ー
に
か
わ
い
が
ら
れ
、
A
・
L
に
周
辺

の
市
町
村
か
ら
活
動
報
告
の
依
頼
な
ど
話
す

機
会
が
あ
る
と
「
行
っ
て
話
し
て
き
て
ご
ら

ん
」
と
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

◆
日
本
女
性
会
議
を
企
画
す
る

1
9
9
6
年
、
青
森
市
は
男
女
共
同
参

画
都
市
宣
言
を
し
た
。
1
9
9
9
年
に
は

男
女
9
名
の
呼
び
か
け
で
「
青
森
市
男
女
共

同
参
画
社
会
づ
く
り
を
す
す
め
る
会
」
が
設

立
さ
れ
、
2
0
0
2
年
に
日
本
女
性
会
議

を
開
催
す
る
こ
と
を
決
め
る
と
、
そ
の
準
備

の
た
め
に
市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
に
声
を

か
け
、
2
0
0
0
年
に
「
日
本
女
性
会
議

2
0
0
2
あ
お
も
り
実
行
委
員
会
」
が
立

ち
あ
が
っ
た
。

同
じ
頃
、「
青
森
市
男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
を
す
す
め
る
会
」
は
青
森
市
が
プ
ラ

ン
を
作
成
す
る
た
め
の
意
識
調
査
を
委
託
さ

れ
、
千
田
さ
ん
は
会
長
の
三
上
さ
ん
か
ら
意

識
調
査
の
事
務
局
長
を
や
り
な
さ
い
と
言
わ

れ
た
。
こ
の
仕
事
に
は
給
料
が
出
た
。
調
査

の
企
画
、
調
査
項
目
作
り
、
発
送
、
分
析
な

ど
を
行
っ
た
が
、
こ
れ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
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ら
脱
し
て
初
め
て
の
有
料
の
仕
事
で
あ
っ

た
。
こ
の
委
託
は
1
年
で
終
わ
っ
た
が
、

2
0
0
1
年
1
月
に
青
森
市
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ザ
が
オ
ー
プ
ン
し
三
上
さ
ん
が
初
代

館
長
に
な
り
、
千
田
さ
ん
も
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
働
き
始
め
る
。

2
0
0
0
年
に
立
ち
あ
が
っ
た
「
日
本

女
性
会
議
2
0
0
2
あ
お
も
り
実
行
委
員

会
」
は
こ
れ
ま
で
の
老
舗
の
女
性
団
体
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
A
・
L
や
青
森
市
男
女
共

同
参
画
社
会
づ
く
り
を
す
す
め
る
会
と
い
っ

た
新
し
い
団
体
の
集
合
体
。
女
性
会
議
と
な

る
と
規
模
は
大
き
く
基
調
講
演
、
全
体
会
、

分
科
会
、
交
流
会
な
ど
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
山
の
よ
う
に
あ
っ
た
。
千
田
さ

ん
は
全
体
会
と
、
基
調
講
演
と
交
流
会
の
責

任
者
に
な
る
。
こ
の
間
は
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ザ
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の
仕
事
も
し
て
い

た
の
で
女
性
会
議
の
準
備
は
大
変
だ
っ
た
。

会
議
を
し
て
、
家
へ
帰
り
家
事
を
し
て
か
ら

夜
に
企
画
づ
く
り
文
章
作
成
を
毎
晩
1
時
、

2
時
過
ぎ
ま
で
。
1
年
間
は
ま
っ
た
く
テ
レ

ビ
を
見
な
か
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
ま
さ
に
寝

る
暇
も
な
か
っ
た
と
当
時
を
振
り
返
る
。

◆
N
P
O
と
な
っ
て
指
定
管
理
者
に

当
初
、女
性
セ
ン
タ
ー
は
市
の
直
営
で「
青

森
市
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
を
す
す
め

る
会
」
が
事
業
部
門
を
委
託
さ
れ
る
形
で
運

営
さ
れ
て
き
た
が
、
2
0
0
7
年
に
指
定

管
理
制
度
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

千
田
さ
ん
た
ち
は
N
P
O
の
勉
強
会
も
や
っ

て
き
た
が
、
市
民
団
体
で
い
た
方
が
い
い
と

い
う
意
見
も
あ
っ
て
な
か
な
か
踏
み
切
れ
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
指
定
管
理
の
導
入
を
視

野
に
入
れ
、
認
知
度
な
ど
を
考
え
て

2
0
0
5
年
に
N
P
O
法
人
格
を
取
っ
た
。

そ
の
後
指
定
管
理
者
と
し
て
青
森
市
男
女
共

同
参
画
プ
ラ
ザ
と
青
森
市
働
く
女
性
の
家
の

事
業
を
運
営
し
て
い
る
。

男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら

◆
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
気
が
つ
い
て
か
ら
次
々
に

チ
ャ
レ
ン
ジ

市
の
講
座
を
き
っ
か
け
に
「
女
性
学
」
に

出
会
っ
た
千
田
さ
ん
は
、
行
政
の
講
座
を
経

て
、
講
座
修
了
後
の
グ
ル
ー
プ
活
動
の
中
で

着
実
に
学
習
を
深
め
て
い
く
。
学
習
を
活
か

し
て
活
動
を
続
け
る
中
で
力
を
つ
け
、
多
く

の
人
と
出
会
い
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
っ

て
い
く
。
そ
し
て
そ
れ
は
や
が
て
男
女
共
同

参
画
プ
ラ
ザ
の
運
営
と
い
う
「
仕
事
」
に
ま

で
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。

持
ち
前
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
、
新
し
い
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
力
、
そ
し
て
そ
れ

ぞ
れ
の
活
動
の
達
成
感
が
自
信
に
な
っ
て
い

く
。
特
に
大
変
だ
っ
た
日
本
女
性
会
議
の
成

功
は
大
き
な
経
験
と
な
っ
た
。
千
田
さ
ん
は

言
う
。「
何
か
困
難
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
も
、

こ
れ
（
女
性
会
議
）
を
や
っ
た
か
ら
何
が
き

て
も
怖
く
な
い
」
と
。

◆
夫
婦
関
係
が
変
わ
る

結
婚
し
て
専
業
主
婦
に
な
っ
た
の
で
仕
事

に
多
忙
な
夫
は
仕
事
の
み
、
家
事
、
育
児
は

千
田
さ
ん
と
い
う
役
割
分
業
だ
っ
た
。
当
時

は
そ
れ
が
普
通
だ
と
思
っ
て
い
た
し
、
長
女

の
小
学
校
入
学
を
機
に
活
動
を
始
め
た
時
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も
、
夫
は
「
あ
な
た
は
好
き
で
や
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
」「
邪
魔
は
し
な
い
け
ど
、
あ

な
た
の
土
俵
に
は
上
が
ら
な
い
」
と
い
っ
た

ス
タ
ン
ス
だ
っ
た
。

そ
れ
が
変
わ
っ
た
の
は
女
性
会
議
の
実
行

委
員
に
な
っ
て
か
ら
。
睡
眠
時
間
も
惜
し
ん

で
仕
事
と
家
事
、
女
性
会
議
の
準
備
を
す
る

妻
の
姿
を
見
て
次
第
に
認
め
る
よ
う
に
な
っ

て
い
く
。

そ
れ
ま
で
夫
の
意
見
に
つ
い
て
、
違
う
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
も
「
ま
あ
い
い
か
」

と
、
従
う
こ
と
が
夫
婦
円
満
の
秘
訣
だ
と

思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
学
ぶ
こ
と
で
少
し

ず
つ
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
っ
た
。
最
初
は
何
か
反
論
し
よ
う
と

す
る
と
涙
ば
か
り
が
で
た
。
夫
も
突
然
反
論

し
だ
し
た
妻
に
び
っ
く
り
し
て
「
何
を
言
っ

て
い
る
ん
だ
」「
泣
く
な
」
と
声
を
荒
げ
た
。

当
時
大
学
生
だ
っ
た
息
子
の
「
お
母
さ
ん

一
人
だ
け
が
変
わ
っ
て
も
、
お
父
さ
ん
が
理

解
で
き
な
か
っ
た
ら
だ
め
で
し
ょ
う
」
と
い

う
言
葉
が
耳
に
残
っ
た
。そ
れ
ま
で
夫
も
私

も
、夫
婦
間
の
関
係
性
に
お
い
て
、
自
分
の

考
え
を
相
手
に
伝
え
、
そ
れ
を
受
け
て
よ
い

道
を
探
す
と
い
う
対
等
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
取
り
方
を
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と

に
気
が
つ
い
た
。

今
で
は
変
わ
っ
た
妻
に
戸
惑
っ
て
い
た
夫

も
、
涙
が
先
で
意
見
を
言
え
な
か
っ
た
千
田

さ
ん
も
、
冷
静
に
自
分
の
言
葉
で
意
見
を
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
千
田

さ
ん
は
、「
男
女
共
同
参
画
の
考
え
方
を
学

び
、
行
動
に
移
す
こ
と
で
自
信
が
つ
き
、
生

き
る
の
が
楽
に
な
っ
た
」
と
言
う
。「
夫
よ

り
も
ず
っ
と
少
な
い
給
料
だ
け
ど
、
自
分
も

収
入
が
あ
る
こ
と
は
強
み
」「
い
ろ
い
ろ
な

考
え
方
が
あ
っ
て
い
い
し
、
意
見
を
伝
え
あ

う
こ
と
で
人
は
学
び
、
変
わ
れ
る
と
思
う
よ

う
に
な
っ
た
」
と
も
。
今
で
は
夫
も
「
茶
碗

も
洗
え
ば
、
ご
飯
の
支
度
も
す
る
し
、
講
座

に
も
参
加
し
て
私
の
土
俵
に
上
が
る
よ
う
に

な
っ
た
」
と
言
う
。「
互
い
の
生
き
方
を
尊

重
す
る
、
程
よ
い
距
離
感
が
で
き
、
気
負
い

の
な
い
夫
婦
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
と

自
負
し
て
い
る
」
と
話
す
。�（
中
野　

洋
恵
）
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Profile

　短大卒業後は地元の銀行に就職。同期
入社の夫と結婚後、夫の東京への転勤に
伴い退職。その後、熊本、シンガポール、
関西と転居が続く中、子育てをしながら
短大在学時に取得していた栄養士の資格
を活かし、各地で料理教室の講師補助や
栄養士、有償ボランティアとして経験を
積む。
　2004年、再度熊本へ戻ったことを契
機に独立を決意。講師業のかたわら、熊
本県起業化育成支援施設（インキュベー
ション）に入居し、NPO法人くらしコ
ンシェルジュを立ちあげる。現在NPO
では、求職者支援訓練事業によるパソコ
ン教室等を中心に事業を展開しながら、
各種講師や地域活動を展開している。
� （40歳代）

1990年	 短大卒業後、地元の金融機関に就職

1996年	 夫の転勤に伴い退職。転居先の東
京で間野実花氏の助手を務める。

1999年	 熊本へ転居。保育園に栄養士とし
て勤務。

2000年	 シンガポールへ移住。日本人会運
営補助等に参画する。

2002年	 帰国後、尼崎市へ転居。料理教室補
助や各種講師などを務める。

2004年	 熊本に戻り、各種講座の講師とし
て活動するかたわら、NPO法人の
前身となる子育て支援団体の企画
運営事業を開始。この間、現在まで、
熊本県・熊本市の各種委員を歴任。

2006年	 NPO法人くらしコンシェルジュ
設立・運営

2009年	 一般社団法人「市民活動を支え合
う協議会」の立ちあげに加わる。

2013年	 熊本県民交流館パレアを指定管理
団体のひとつとして受託。

略年表

NPO法人くらしコンシェルジュ

代表　野村 順子（のむら じゅんこ）さん

資格と経験を活かし、
思いをつなげてNPO設立へ

 4　女性の活躍による地域づくり

熊本県
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N
P
O
法
人
く
ら
し
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

の
概
要

【
活
動
分
野
】

保
健
・
医
療
ま
た
は
福
祉
の
増
進
、
男
女
共

同
参
画
社
会
の
形
成
の
促
進
、
子
ど
も
の
健

全
育
成

【
活
動
内
容
】

「
く
ら
し
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」は
2
0
0
6

年
に
設
立
さ
れ
た
。「
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

に
対
し
て
、生
活
環
境
に
密
着
し
た
提
案
や
、

講
師
派
遣
等
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
多
く

の
人
々
の
社
会
参
加
へ
の
促
進
に
寄
与
す
る

こ
と
」
が
目
的
で
あ
る
。
具
体
的
な
事
業
と

し
て
、
母
親
同
士
の
交
流
の
た
め
、
親
子
で

気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
隔
週
で
開
催
す
る

子
育
て
親
子
サ
ロ
ン
の
開
催
や
、「
熊
本
県

男
女
共
同
参
画
推
進
委
託
事
業
」
と
し
て
、

男
性
の
家
庭
・
地
域
活
動
へ
の
参
画
を
テ
ー

マ
に
、
男
性
の
「
い
き
が
い
」
づ
く
り
を
考

え
る
た
め
の
「
男
の
生
き
方
塾
」
等
の
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
、

2
0
1
0
年
か
ら
厚
生
労
働
省
「
緊
急
人

材
育
成
支
援
事
業
」
に
係
る
求
職
者
支
援
訓

練
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
は
パ
ソ
コ
ン
操

作
技
術
を
中
心
に
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
キ
ル
の
習

得
を
め
ざ
し
た
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
事
業
で

あ
る
。
受
講
生
の
パ
ソ
コ
ン
の
関
連
資
格
取

得
率
も
約
95
％
と
高
く
、
受
講
期
間
中
に
就

職
面
接
を
受
け
就
職
が
決
ま
っ
た
り
、
訓
練

後
も
さ
ら
に
高
度
な
訓
練
に
進
む
受
講
生
も

い
る
。
N
P
O
と
し
て
の
組
織
体
制
は
役

員
3
名
、
正
規
職
員
4
名
、
非
正
規
職
員
2

名
で
あ
る
。
財
政
基
盤
は
委
託
事
業
等
か
ら

の
助
成
金
、
事
業
費
で
あ
る
。

活
動
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

◆
転
居
先
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
出
会
い

短
大
卒
業
後
は
地
元
の
銀
行
に
就
職
し
、

1
9
9
4
年
に
同
期
入
社
で
同
じ
支
店
に

配
属
さ
れ
た
夫
と
結
婚
す
る
。「
私
た
ち
の

世
代
は
同
じ
職
場
の
方
と
結
婚
し
た
ら
、
大

抵
は
い
わ
ゆ
る
『
寿
退
職
』
に
な
り
ま
す
が
、

当
時
は
慰
留
組
も
少
し
ず
つ
出
て
き
た
時
代

で
し
た
。
会
社
か
ら
は
『
残
っ
て
も
い
い
』

と
言
わ
れ
、
そ
の
ま
ま
仕
事
を
し
て
い
ま
し

た
。
夫
の
東
京
へ
の
転
勤
が
決
ま
り
、
子
ど

も
も
ま
だ
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
離

れ
て
暮
ら
す
の
は
無
理
か
な
と
思
っ
た
の

で
、
退
職
し
て
一
緒
に
東
京
へ
引
っ
越
し
た

ん
で
す
。」

東
京
に
引
っ
越
し
て
か
ら
は
、
も
と
も
と

短
大
で
栄
養
士
の
資
格
を
取
得
し
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、「
将
来
的
に
は
自
分
に
役
に
立

つ
職
業
に
就
い
て
い
き
た
い
」
と
、
求
人
広

告
で
見
つ
け
た
料
理
研
究
家
・
間
野
実
花
氏

の
助
手
と
し
て
の
職
を
得
た
。
N
H
K
「
ひ

と
り
で
で
き
る
も
ん
」「
き
ょ
う
の
料
理
」

な
ど
の
テ
レ
ビ
の
料
理
番
組
や
書
籍
の
作
成

現
場
に
関
わ
り
、非
常
に
勉
強
に
な
っ
た
が
、

妊
娠
に
よ
る
体
調
不
良
か
ら
、
こ
の
仕
事
は

2
年
弱
で
退
職
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
一
子
誕
生
後
、
夫
の
転
勤
に
よ
り
熊
本

に
戻
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
こ
こ
で
も
社
宅

住
ま
い
と
な
っ
た
。
社
宅
に
い
る
と
人
間
関

係
に
お
互
い
が
気
を
遣
う
こ
と
も
あ
り
、
学

ぶ
こ
と
も
多
か
っ
た
が
、
外
に
出
た
い
、
と

い
う
思
い
か
ら
、
託
児
所
付
き
の
職
場
を
探
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す
こ
と
に
し
た
。
自
分
が
働
く
時
間
に
あ
わ

せ
て
子
ど
も
を
保
育
園
に
預
け
ら
れ
る
か

ら
、
と
熊
本
市
内
に
あ
る
フ
ー
ド
パ
ル
協
同

組
合
経
営
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
面
接
を
受
け
た

と
こ
ろ
、
無
事
に
採
用
と
な
っ
た
。
こ
の
レ

ス
ト
ラ
ン
に
は
1
ヵ
月
ほ
ど
勤
務
し
た
あ

と
、
子
ど
も
を
預
け
て
い
る
保
育
園
に
異
動

を
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
こ
で
1
年
間
栄
養

士
と
調
理
、食
育
指
導
員
と
し
て
勤
務
し
た
。

熊
本
で
の
社
宅
住
ま
い
の
後
、
今
度
も
夫

の
転
勤
に
よ
り
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
移
住
す
る

こ
と
に
な
る
。
3
年
弱
の
期
間
だ
っ
た
が
、

こ
の
間
に
第
二
子
を
出
産
し
た
。
2
人
の
子

育
て
を
し
な
が
ら
、
現
地
で
子
ど
も
た
ち
を

対
象
と
し
た
サ
ー
ク
ル
や
日
本
人
会
の
運
営

補
助
に
も
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
友
人
た
ち
と
の
関
わ
り
や

出
稼
ぎ
に
き
て
い
る
現
地
の
人
た
ち
の
働
き

方
な
ど
を
目
の
当
た
り
に
し
た
経
験
は
、
野

村
さ
ん
の
中
で
「
絵
に
描
い
た
日
本
人
み
た

い
な
価
値
観
」
が
大
き
く
変
化
し
た
き
っ
か

け
に
も
な
っ
た
。

帰
国
後
、
夫
は
大
阪
で
の
勤
務
と
な
り
、

一
家
で
尼
崎
市
に
転
居
す
る
。
こ
こ
で
も

N
P
O
法
人
が
運
営
す
る
、
障
が
い
者
や

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
料
理
教
室
で
の
講
師

補
助
な
ど
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活

動
を
始
め
る
。
駅
前
に
は
子
ど
も
を
預
け
ら

れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
料
理
教
室
の
時
は
1

回
2
時
間
程
度
、
こ
れ
ら
の
託
児
所
を
利
用

し
て
い
た
。
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
謝

金
は
も
ら
っ
て
い
て
も
、
託
児
料
を
差
し
引

け
ば
結
局
は
赤
字
に
な
る
。
し
か
し
何
か
と

ひ
と
り
に
な
り
が
ち
な
子
育
て
中
の
気
分
転

換
や
活
動
へ
の
や
り
が
い
と
い
っ
た
気
持
ち

の
方
が
大
き
く
、
た
と
え
足
が
出
た
と
し
て

も
そ
れ
を
理
由
に
活
動
を
辞
め
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。

◆
地
元
熊
本
で
の
N
P
O
設
立
に
向
け
て

2
0
0
5
年
、
夫
の
転
勤
に
よ
り
再
度

熊
本
に
戻
っ
て
き
た
。
よ
う
や
く
熊
本
に
腰

を
落
ち
着
け
る
こ
と
が
で
き
る
見
通
し
が

立
っ
た
た
め
、
こ
れ
を
契
機
に
、
野
村
さ
ん

は
「
今
度
は
自
分
自
身
で
活
動
を
立
ち
あ
げ

た
い
」
と
独
立
に
向
け
準
備
を
始
め
る
こ
と

に
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
馴
れ
な
い
土
地
で
の

子
育
て
の
経
験
か
ら
、
子
育
て
中
に
母
親
ど

う
し
が
お
互
い
に
助
け
合
う
こ
と
や
、
社
会

と
の
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
を
支
援
し
た
い

と
い
う
思
い
を
形
に
す
る
た
め
に
、
任
意
団

体
で
は
な
く
N
P
O
法
人
を
立
ち
あ
げ
る

こ
と
に
し
た
。
法
人
格
を
持
つ
ほ
う
が
、
行
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政
に
対
し
て
の
要
望
や
社
会
的
な
位
置
づ
け

と
し
て
も
活
動
し
や
す
い
だ
ろ
う
と
い
う
思

い
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

熊
本
に
戻
っ
て
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
経

験
や
栄
養
士
の
資
格
を
活
か
し
、
マ
ナ
ー
全

般
・
秘
書
業
務
・
料
理
・
栄
養
学
・
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
な
ど
幅
広
い
分
野
で
の
フ

リ
ー
講
師
と
し
て
個
人
事
業
と
し
て
活
動
す

る
一
方
で
、
N
P
O
法
人
立
ち
あ
げ
の
準

備
を
本
格
的
に
始
め
た
。
事
務
所
と
し
て
も

県
の
起
業
家
支
援
の
た
め
の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
施
設
を
安
価
な
費
用
で
借
り
る
こ
と

が
で
き
た
た
め
、
そ
こ
を
拠
点
と
し
、
い
よ

い
よ
自
分
自
身
の
事
業
立
ち
あ
げ
に
向
け
て

「
種
ま
き
」
の
段
階
へ
と
入
っ
た
。

そ
ん
な
中
、
熊
本
市
内
の
女
性
関
連
施
設

へ
「
ち
ょ
っ
と
ア
イ
デ
ィ
ア
を
も
ら
お
う
か

と
思
っ
て
」
相
談
に
尋
ね
た
際
、
あ
る
男
性

職
員
か
ら
「
野
村
さ
ん
は
面
白
い
か
ら
う
ち

の
セ
ン
タ
ー
で
講
師
を
や
っ
て
み
な
い
か
」

と
誘
わ
れ
た
。「
背
中
を
後
押
し
し
て
も
ら
っ

た
」
形
で
セ
ン
タ
ー
主
催
の
料
理
教
室
講
師

を
受
け
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
セ
ン
タ
ー

の
他
の
事
業
に
も
関
わ
る
よ
う
に
な
り
、
講

師
だ
け
で
は
な
く
県
や
市
の
男
女
共
同
参
画

審
議
委
員
や
事
業
仕
分
け
、
入
札
監
視
な
ど

の
各
種
委
員
に
も
推
薦
さ
れ
、
行
政
に
も
民

間
の
立
場
と
し
て
参
画
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。こ

の
よ
う
に
野
村
さ
ん
の
活
動
が
地
元
熊

本
で
徐
々
に
根
を
下
ろ
し
て
い
く
な
か
、

2
0
0
6
年
に
は
熊
本
県
地
域
リ
ー
ダ
ー

研
修
に
も
参
加
し
、
こ
の
研
修
の
修
了
生
の

会
で
あ
る
「
熊
本
県
つ
ば
さ
の
会
」
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
、
更
に
県
内
外
で
さ
ま
ざ
ま
な

研
修
に
も
参
加
し
た
。
そ
し
て
こ
の
年
、
つ

い
に
仲
間
と
「
く
ら
し
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」

の
設
立
に
至
っ
た
。

こ
の
「
く
ら
し
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
の
主

な
事
業
は
、
子
育
て
サ
ロ
ン
や
女
性
関
連
施

設
な
ど
で
実
施
す
る
講
座
へ
の
講
師
派
遣
の

他
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
・
2
校
で
実
施
し

て
い
る
緊
急
人
材
育
成
支
援
事
業
に
か
か
る

職
業
訓
練
（
委
託
事
業
）
で
あ
る
。
パ
ソ
コ

ン
操
作
技
術
を
中
心
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス

キ
ル
の
習
得
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
事

業
と
し
て
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
や
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
な
ど
の

パ
ソ
コ
ン
操
作
の
技
術
習
得
の
他
、
ビ
ジ
ネ

ス
・
マ
ナ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、

面
接
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
な
ど
を
3
ヵ
月

間
、
終
日
学
ぶ
講
座
を
実
施
し
て
い
る
。
受

講
生
は
求
職
者
支
援
訓
練
と
し
て
受
講
で
き

る
た
め
、
非
常
に
人
気
の
高
い
講
座
に
な
っ
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て
い
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
職
員
は
こ
の
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
業
務
が
中
心
で
あ
る
。

野
村
さ
ん
自
身
も
こ
の
職
業
訓
練
事
業
の
な

か
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
マ
ナ
ー
な
ど
の
講
座
で
講

師
を
務
め
て
い
る
が
、こ
れ
ま
で
宅
建
、船
舶

免
許
と
い
っ
た
公
的
な
資
格
の
ほ
か
、
親
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
るN

obody's 
P

erfect

、
野
菜
ソ
ム
リ
エ
、
キ
ャ
リ
ア
・

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
の
民
間
資
格
ま
で
幅
広

く
取
得
し
て
い
た
こ
と
が
こ
れ
ら
の
講
師
業

に
役
立
っ
て
い
る
。

◆
活
動
を
支
え
合
う
つ
な
が
り
と
ひ
ろ
が
り

熊
本
で
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
活
動
に
参
画
、

N
P
O
の
活
動
も
徐
々
に
軌
道
に
乗
る
な

か
、
女
性
、
特
に
野
村
さ
ん
の
世
代
が
活
躍

す
る
こ
と
に
対
し
て「
出
る
杭
は
打
た
れ
る
」

と
い
っ
た
状
況
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、

N
P
O
の
運
営
方
法
や
人
間
関
係
の
悩
み

か
ら
も
「
も
う
『
男
女
共
同
参
画
』
の
活
動

か
ら
足
を
洗
い
た
い
」
と
思
う
こ
と
も
あ
っ

た
。
し
か
し
や
は
り
「
志
が
あ
る
人
た
ち
で

手
を
支
え
合
っ
て
い
き
た
い
」
と
、「
く
ら

し
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
の
活
動
は
継
続
し
、

一
般
社
団
法
人
「
市
民
活
動
を
支
え
合
う
協

議
会
」
の
立
ち
あ
げ
に
も
参
画
し
た
。

活
動
を
続
け
て
い
く
な
か
で
、
熊
本
県
つ

ば
さ
の
会
や
市
民
活
動
を
支
え
合
う
協
議
会

な
ど
の
地
域
活
動
で
一
緒
に
な
る
メ
ン
バ
ー

は
、
野
村
さ
ん
に
と
っ
て
自
分
の
親
よ
り
高

齢
の
世
代
の
方
が
多
く
、
一
方
で
野
菜
ソ
ム

リ
エ
の
会
な
ど
資
格
が
元
と
な
っ
て
い
る
活

動
で
は
20
歳
代
か
ら
高
齢
の
方
が
在
籍
し
、

幅
広
い
世
代
と
の
関
わ
り
が
ま
す
ま
す
増
え

て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
関
わ
り
の
ひ
と
つ
ひ

と
つ
が
、
自
分
自
身
を
成
長
さ
せ
奮
起
さ
せ

て
く
れ
る
、
ま
た
活
動
を
支
え
る
源
と
な
る

大
事
な
つ
な
が
り
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
て
い
る
。

野
村
さ
ん
は
、
N
P
O
と
は
別
の
つ
な

が
り
に
よ
る
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
も
経
験
し

て
い
る
。
あ
る
と
き
、
く
ま
モ
ン
（
熊
本
県

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
）
が
人
気
投
票
の
グ
ラ
ン
プ

リ
で
上
位
に
い
た
こ
と
か
ら
、
残
部
僅
か
で

大
切
に
手
元
に
持
っ
て
い
た
「
く
ま
モ
ン
」

形
の
名
刺
を
作
れ
ま
す
よ
と
、
ま
だ
登
録
し

て
間
も
な
い
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
上
で
書
き
込

ん
で
み
た
。
す
る
と
意
外
に
も
多
く
の
人
か

ら
「
私
も
つ
く
り
た
い
」
と
声
が
上
が
っ
た

た
め
、
野
村
さ
ん
が
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
交
渉
を

し
た
と
こ
ろ
、
特
殊
な
注
文
の
た
め
、
小
口

の
注
文
で
は
割
高
に
な
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
そ
こ
で
再
度
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
同
志

を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
2
週
間
で
1
5
0
人

以
上
が
集
ま
り
、
な
ん
と
か
一
定
数
以
上
の

受
注
数
を
確
保
で
き
、
1
ヵ
月
で
「
お
渡
し

会
」
の
イ
ベ
ン
ト
ま
で
を
す
る
と
い
う
企
画

に
な
っ
た
。

印
刷
所
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
デ
ー
タ
を
渡
す

際
に
な
っ
て
み
る
と
、
野
村
さ
ん
自
身
は

W
o
r
d
と
E
x
c
e
l
は
使
え
て
も
、

そ
れ
ほ
ど
自
信
は
な
い
。「
実
は
私
一
人
で

は
で
き
な
く
て
…
」
と
更
に
書
き
込
み
を
し

た
と
こ
ろ
、
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
や
プ
ロ

グ
ラ
マ
ー
な
ど
も
含
め
19
名
ほ
ど
か
ら
お
手

伝
い
の
申
し
出
が
あ
り
、
入
力
を
し
た
だ
け

で
そ
の
デ
ー
タ
が
全
部
反
映
す
る
よ
う
な
ソ

フ
ト
を
無
料
で
つ
く
っ
て
く
れ
る
な
ど
、
大

勢
の
方
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
協
力
し
て
く
れ
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た
。
こ
う
し
て
順
調
に
企
画
を
進
め
る
な
か

で
、
自
分
が
で
き
な
い
こ
と
は
誰
か
助
け
る

人
が
集
ま
っ
て
く
れ
る
、
と
い
う
こ
と
を
改

め
て
痛
感
し
た
。

野
村
さ
ん
の
夫
は
結
婚
後
ず
っ
と
転
勤
に

付
き
合
わ
せ
た
と
い
う
思
い
か
ら
か
、
活
動

に
つ
い
て
反
対
は
し
て
い
な
い
。小
学
生
と
、

高
校
生
に
な
っ
た
息
子
た
ち
も
、
家
事
な
ど

を
よ
く
協
力
し
て
く
れ
て
い
る
。
し
か
し
近

所
に
住
ん
で
い
る
義
父
母
は
、
外
で
働
く
こ

と
に
つ
い
て
最
初
か
ら
賛
成
し
て
い
た
わ
け

で
は
な
く
、
N
P
O
や
男
女
共
同
参
画
の

分
野
に
対
し
、
馴
染
み
も
薄
く
理
解
で
き
な

か
っ
た
よ
う
だ
。
し
か
し
野
村
さ
ん
の
頑

張
っ
て
い
る
姿
や
地
域
の
方
か
ら
の
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
か
ら
、
今
で
は
認
め
て
も
ら
え
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
子
ど
も
の
送
り
迎
え

や
食
事
な
ど
も
各
方
面
か
ら
手
伝
っ
て
も
ら

う
な
ど
、
家
族
の
理
解
を
得
る
ま
で
に
は
3

年
ぐ
ら
い
か
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

ま
た
野
村
さ
ん
は
他
に
も
現
在
、週
2
回
、

市
内
小
学
校
で
相
談
員
と
し
て
の
勤
務
も
し

て
い
る
。
熊
本
に
戻
っ
て
き
た
頃
は
、
子
ど

も
は
小
学
校
に
入
学
前
後
と
乳
幼
児
の
年
頃

で
あ
り
、
乳
幼
児
を
対
象
と
し
た
事
業
に
興

味
を
持
っ
て
活
動
を
し
て
い
た
。
が
、
自
分

た
ち
の
子
ど
も
の
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
、

野
村
さ
ん
自
身
の
興
味
の
分
野
も
、
少
し
ず

つ
年
代
が
上
が
っ
て
き
た
。
そ
の
中
で
小
学

校
の
相
談
員
の
業
務
の
募
集
が
あ
る
の
を
知

り
、
面
接
を
受
け
に
行
っ
た
。
学
校
に
よ
っ

て
悩
み
相
談
の
内
容
は
変
わ
っ
て
く
る
が
、

「
お
子
さ
ん
の
発
達
や
不
登
校
で
母
親
も
悩

ん
で
い
る
。
そ
こ
で
一
緒
に
相
談
を
受
け
る

こ
と
で
、
お
子
さ
ん
だ
け
で
な
く
母
親
に
も

少
し
で
も
安
心
し
て
も
ら
え
た
ら
」と
思
い
、

教
職
員
と
連
携
を
し
な
が
ら
相
談
業
務
に
あ

た
っ
て
い
る
。

キ
ャ
リ
ア
形
成
の
視
点
か
ら

野
村
さ
ん
に
と
っ
て
男
女
共
同
参
画
と
は

「
一
人
ひ
と
り
が
楽
し
く
生
き
甲
斐
を
も
っ

て
輝
い
て
生
き
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
一
昔

前
の
イ
メ
ー
ジ
の
よ
う
に
男
性
と
女
性
が
争

う
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
」と
考
え
て
い
る
。

女
性
だ
け
が
子
育
て
や
介
護
な
ど
の
家
庭
責

任
を
担
う
の
で
は
な
く
、
男
性
の
家
庭
・
地

域
活
動
参
画
を
促
進
す
る
た
め
の
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。
ま
た
、
将
来
的
に
は
小
学
校

の
子
ど
も
た
ち
の
放
課
後
の
居
場
所
や
家
族

の
介
護
に
関
わ
っ
て
い
る
人
た
ち
の
息
抜
き

の
場
を
提
供
し
た
り
、
異
世
代
間
の
交
流
、
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就
職
支
援
事
業
を
展
開
し
た
り
す
る
な
ど
、

子
育
て
や
介
護
も
含
め
複
合
的
な
事
業
を
で

き
る
限
り
や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
こ
れ
は
、
多
様
性
を
認
め
あ
う
環
境
づ

く
り
を
め
ざ
す
、
と
い
う
点
で
男
女
共
同
参

画
の
視
点
に
つ
な
が
る
。

キ
ャ
リ
ア
形
成
の
視
点
か
ら
は
、
結
婚
後

2
～
3
年
の
周
期
で
転
居
が
繰
り
返
さ
れ
る

状
況
の
な
か
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
こ
れ

ま
で
の
経
験
や
資
格
を
活
か
し
た
職
業
を
得

な
が
ら
、
常
に
社
会
活
動
に
も
関
わ
っ
て
き

た
。
職
業
に
お
い
て
も
社
会
活
動
に
お
い
て

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
や
体
験
を
生
か
し
、

つ
な
ぎ
、
そ
し
て
支
え
合
う
関
係
の
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
が
次
の
キ
ャ
リ
ア
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
特
に
野
村

さ
ん
の
社
会
活
動
キ
ャ
リ
ア
の
軌
跡
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
へ
の
参
加
か
ら
、
N
P
O

や
団
体
の
立
ち
あ
げ
や
運
営
な
ど
の
参
画
へ

と
移
行
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
と
い
え
よ

う
。
更
に
、
現
在
も
放
送
大
学
で
単
位
を
取

得
中
で
あ
り
、
N
P
O
活
動
や
家
事
の
な

か
で
、
授
業
の
聴
講
や
レ
ポ
ー
ト
作
成
の
た

め
の
時
間
を
い
か
に
や
り
く
り
す
る
か
が
目

下
の
課
題
と
の
こ
と
で
あ
る
。
キ
ャ
リ
ア
を

つ
な
ぐ
も
の
と
し
て
資
格
取
得
や
研
修
な

ど
、
継
続
し
た
学
習
活
動
が
果
た
す
役
割
も

大
き
い
。�

（
引
間　

紀
江
）
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野村 順子 インタビューその後
平成23年度より熊本県の男女共同参画推進団体『熊本県つばさの

会』の副会長に選任されました。以前事務局をしたことや、早い時期

から男女共同参画推進にご尽力いただいた先輩会員の皆さんの年齢層

が上がってきており、今後若い会員さんの入会のきっかけになればと

いうことだったと思います。現在2年目。若い会員さんが少し増えて

きたことを心から嬉しく思います。

男女共同参画は、一人ひとりが、生き生きと輝けるような社会を

つくることだと思います。つばさの会を通し、いろんな世代の方、地

域の方、一人ひとりの方が繋がることで、小さな気づきを与えていく

ことができればよいと考えています。

平成25年4月からの熊本県民交流館パレアの第二期指定管理者に

平成24年11月に選定されました。貸館・NPO等市民活動支援の

パレアルームや託児ルーム・生涯学習としての情報ライブラリーの運

営・男女共同参画推進の事業や、自主事業の企画・運営・開催など、

さまざまな要素を持つ複合拠点施設です。パレアは2010年に第一

期指定管理として公募されました。

その際は私たちも4つの女性団体の長で一般社団法人を作り、手

をあげましたが、経験や時間・事前学習が全く足りずに残念な思いを

しました。

3年後に募集があったので再度指定管理にコンソーシアム形式で手

をあげ、7団体という激選の中、無事選定していただくことができま

した。

現在は事業開始に向け、さらなる中身の充実に向け準備をしてい

るところです。
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Profile

　大学卒業後、県教育委員会非常勤講師
として勤めていたが、結婚を機に退職。そ
の後は警察官である夫の転勤に伴い、県
内各地へ転居を繰り返していたが、30代
に入り高松市内に居を構え、自宅で学習教
室の経営を始める。引っ越してすぐ、学生
時代の経験を買われて参加した地元の婦人
バレーボールクラブをきっかけに、PTA活
動にも参加、校区内PTA副会長や県役員
も歴任する。バレーボールを続けるなか、
社会体育指導員等の資格も取得。この経
験を活かし、指導員仲間と高松市コミュニ
ティ・スポーツ協議会を立ちあげ、生涯ス
ポーツの普及と若手指導者の育成に取り組
む。現在は女性の会会長、十河地区コミュ
ニティ協議会副会長として「人の和、心の環、
地域の輪」をモットーに地域活動の活性化
に参画している。高松市婦人団体連絡協
議会事務局長、NPO法人「たかまつ男女
共同参画ネット」理事、保護司、放課後子
ども教室コーディネーターなど。�（60歳代）

1965年	 大学卒業後、県教育委員会にて非
常勤講師として勤務

	 警察官と結婚、県内各地を転居。

1976年　高松市十河地区へ転居、学習教室
を始める。

	 地元の婦人バレーボールクラブ、
PTA活動に参加するようになる

1980年	 高松市コミュニティ・スポーツ指
導者会設立

1998年	 高松市コミュニティ・スポーツ指
導者会として社会体育優良団体文
部大臣賞受賞

2006年	 十河校区女性の会　会長

2010年	 ふるさと十河音楽祭実行委員長

2010年	 法務大臣賞（保護司としての活動）

略年表

十河（そごう）校区女性の会

会長　吉田 静子（よしだ しずこ）さん

生涯スポーツから
広がる地域の輪

 4　女性の活躍による地域づくり

香川県
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十
河
校
区
女
性
の
会
の
概
要

【
活
動
分
野
】

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

【
活
動
内
容
】

十
河
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
下
部

組
織
で
あ
る
。
活
動
・
事
業
と
し
て
は
、
人

権
学
習
、
生
涯
学
習
、
環
境
問
題
、
リ
サ
イ

ク
ル
に
関
す
る
学
習
を
学
ぶ
女
性
教
室
の
開

講
、
料
理
教
室
や
一
人
暮
ら
し
世
帯
へ
の
配

食
を
行
う
食
生
活
改
善
活
動
、
お
月
見
や
ひ

な
ま
つ
り
な
ど
の
行
事
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
た

三
世
代
交
流
事
業
、「
に
こ
に
こ
子
供
教
室
」

を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
保
健
委
員
会

と
し
て
健
康
教
室
の
開
催
、
健
康
診
断
の
補

助
、
日
赤
奉
仕
団
と
し
て
日
赤
フ
ロ
ン
ト

サ
ー
ビ
ス
、歳
末
助
け
合
い
運
動
、献
血
ル
ー

ム
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
と

し
て
防
災
に
関
す
る
啓
発
活
動
、
防
災
訓
練

な
ど
、
校
区
内
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
行

事
の
企
画
・
運
営
に
関
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、

内
部
研
修
と
し
て
毎
月
1
回
役
員
研
修
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
高
松
市
婦
人
団
体
連
絡

協
議
会
、
香
川
県
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
の

事
業
に
も
参
加
し
て
い
る
。
女
性
の
会
と
し

て
の
組
織
体
制
は
役
員
が
14
名
、
会
員
約

1
0
0
名
。
会
員
の
対
象
範
囲
は
自
治
会

加
入
の
全
世
帯
と
な
る
が
、
全
員
は
加
入
し

て
い
な
い
。
し
か
し
参
加
し
た
い
行
事
が
あ

れ
ば
、
会
員
で
な
く
て
も
参
加
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

活
動
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

◆
引
っ
越
し
を
き
っ
か
け
に
地
域
活
動
へ

大
学
卒
業
後
は
県
教
育
委
員
会
に
て
5
年

ほ
ど
非
常
勤
講
師
と
し
て
勤
務
を
し
た
が
、

警
察
官
の
夫
と
の
結
婚
を
機
に
退
職
し
た
。

長
女
を
出
産
後
、
吉
田
さ
ん
の
叔
父
が
経
営

す
る
建
設
業
の
会
社
で
経
理
事
務
に
就
く

が
、
夫
は
仕
事
の
都
合
上
転
勤
も
多
く
、
そ

の
た
び
に
一
家
で
県
内
各
地
の
官
舎
へ
と
転

居
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
子
ど
も
が

小
学
校
に
通
い
始
め
た
こ
ろ
、「
こ
の
ま
ま

官
舎
住
ま
い
や
転
居
が
続
く
状
況
は
、
子
ど

も
に
と
っ
て
よ
く
な
い
の
で
は
な
い
か
」と
、

思
い
切
っ
て
現
在
の
高
松
市
十
河
地
区
で
土

地
を
購
入
し
自
宅
を
構
え
る
こ
と
に
し
た
。

吉
田
さ
ん
は
講
師
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
も
と
も
と
教
え
る
こ
と
の
楽
し
み
や
喜

び
を
感
じ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
引
っ
越
し
て

す
ぐ
に
自
宅
の
一
部
を
使
っ
て
小
・
中
学
生

を
対
象
と
し
た
個
人
経
営
の
学
習
教
室
を
始

め
た
。
今
で
こ
そ
大
手
会
社
の
学
習
塾
が
郊

外
ま
で
進
出
し
て
い
る
が
、
市
街
地
よ
り
少

し
外
れ
て
い
る
十
河
地
区
周
辺
に
は
、
当
時

は
塾
も
少
な
か
っ
た
。
少
し
ず
つ
周
辺
が
住

宅
地
へ
と
変
わ
る
な
か
、
子
ど
も
の
数
も
増

え
て
い
き
、
多
い
と
き
に
は
午
後
6
時
半
ご

ろ
か
ら
授
業
を
始
め
た
と
し
て
も
、
1
回
15

人
の
ク
ラ
ス
を
1
人
で
2
～
3
ク
ラ
ス
持
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
も
あ
る
ほ
ど
だ
っ

た
。
こ
う
し
て
自
宅
に
い
る
時
間
が
増
え
た

分
、
地
元
の
自
治
会
か
ら
声
が
か
か
り
役
員

を
引
き
受
け
た
り
、
学
生
時
代
の
経
験
を
買

わ
れ
、
地
域
の
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

に
誘
わ
れ
た
り
す
る
な
ど
、
地
域
で
の
活
動

も
次
第
に
増
え
て
い
っ
た
。
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◆
P
T
A
活
動
と
周
囲
の
サ
ポ
ー
ト

P
T
A
役
員
を
最
初
に
受
け
た
の
は
、

長
女
の
小
学
校
入
学
後
間
も
な
く
の
こ
と
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
て
い
た
こ

と
か
ら
保
健
体
育
部
部
長
と
な
っ
た
が
、
こ

れ
が
長
年
に
わ
た
る
吉
田
さ
ん
の
P
T
A

活
動
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。

月
に
3
〜
4
回
の
P
T
A
活
動
は
、
平

日
の
午
後
か
ら
夕
方
に
か
け
て
の
活
動
が
多

か
っ
た
。
午
後
、
学
校
で
P
T
A
活
動
を

し
て
か
ら
自
宅
に
戻
る
や
い
な
や
、
授
業
が

終
わ
っ
た
近
所
の
子
ど
も
た
ち
が
学
習
教
室

に
や
っ
て
き
て
、
そ
の
ま
ま
学
習
指
導
。
教

室
が
終
わ
る
と
、
急
い
で
運
動
着
に
着
替
え

て
夜
の
体
育
館
に
駆
け
込
み
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
で
仲
間
と
汗
を
流
す
、
と
い
う
生
活
が
続

く
。
更
に
は
後
述
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
会
に
よ
る
体
操
指
導
や
カ
ラ

オ
ケ
教
室
の
開
講
な
ど
に
も
同
時
並
行
で
関

わ
る
な
ど
、「
今
考
え
た
ら
ぞ
っ
と
す
る
」

ほ
ど
の
活
動
量
だ
っ
た
が
、
そ
れ
を
乗
り
越

え
る
支
え
と
な
っ
た
の
は
、
家
族
と
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
仲
間
の
存
在
で
あ
っ
た
。

吉
田
さ
ん
に
と
っ
て
の
P
T
A
活
動
に

お
け
る
大
き
な
節
目
と
も
い
え
る
出
来
事

は
、
今
思
え
ば
保
健
体
育
部
部
長
か
ら
続
け

て
引
き
受
け
た
副
会
長
職
で
あ
る
。
こ
れ
を

き
っ
か
け
に
、
校
区
内
の
役
員
だ
け
で
は
な

く
県
P
T
A
連
合
会
役
員
、
母
親
委
員
会

委
員
長
な
ど
も
引
き
受
け
る
こ
と
と
な
り
、

時
に
は
北
海
道
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
や

東
京
で
の
会
議
へ
の
出
席
な
ど
で
家
を
空
け

る
こ
と
も
た
び
た
び
あ
っ
た
。
そ
ん
な
と
き

は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
仲
間
が
子
ど
も
を
預
か
っ

て
く
れ
た
り
、
食
事
の
世
話
を
し
て
く
れ
た

り
と
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

く
れ
た
。
普
段
か
ら
仲
間
同
士
で
集
ま
る
と

き
に
は
、
自
分
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
の
家
族
や
夫
を
巻
き
込
む
な
ど
、
家
族

ぐ
る
み
の
顔
が
見
え
る
関
係
を
作
っ
て
お
く

こ
と
で
、
何
か
が
あ
る
と
き
だ
け
の
都
合
の

良
い
関
係
で
は
な
く
、
お
互
い
の
家
族
を
安

心
し
て
任
せ
た
り
任
せ
ら
れ
た
り
で
き
る
関

係
が
で
き
た
。
子
ど
も
や
孫
は
、
自
分
の
こ

と
を
「
内
ば
ば
」、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
仲
間
の

こ
と
を
「
外
ば
ば
」
と
呼
ぶ
ほ
ど
、
今
で
も

そ
の
つ
な
が
り
は
深
い
。

ま
た
夫
の
サ
ポ
ー
ト
も
大
き
か
っ
た
。
警

察
官
の
た
め
、
変
則
的
な
勤
務
時
間
と
な
る

こ
と
が
多
い
反
面
、
勤
務
明
け
は
丸
一
日
空

く
こ
と
か
ら
、
普
段
か
ら
家
事
に
は
よ
く
協

力
し
て
く
れ
て
い
た
。
時
に
は
夫
自
身
が

P
T
A
役
員
を
受
け
る
と
き
も
あ
り
、
吉

田
さ
ん
の
P
T
A
活
動
は
第
二
子
が
高
校

を
卒
業
す
る
ま
で
関
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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◆
競
技
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
へ

30
代
後
半
に
入
り
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
続
け

る
な
か
、
吉
田
さ
ん
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て

の
活
動
だ
け
で
は
な
く
、
指
導
者
と
し
て
も

さ
ま
ざ
ま
な
講
習
を
受
け
、
体
育
指
導
員
な

ど
の
資
格
を
取
得
し
た
。
こ
の
と
き
高
松
市

で
指
導
者
研
修
を
受
け
た
女
性
は
12
～
13
人

ほ
ど
。
そ
れ
ま
で
市
内
に
は
男
性
の
指
導
員

し
か
い
な
か
っ
た
た
め
、
女
性
指
導
員
と
し

て
は
第
1
期
生
と
な
っ
た
。

吉
田
さ
ん
は
こ
の
学
び
が
そ
の
ま
ま
に

な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
惜
し

く
感
じ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
市
職
員
か
ら
の

「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
も
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
で

も
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
も
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ

で
も
何
で
も
い
い
か
ら
同
好
会
を
つ
く
っ

て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
仲
間
づ
く
り
を
」

と
、
市
内
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
体
制
づ
く
り
に

対
す
る
後
押
し
も
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て

こ
れ
か
ら
の
少
子
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
、

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
に
少
し
で
も
貢
献
で

き
る
よ
う
に
と
、
競
技
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ

だ
け
で
な
く
、
キ
ャ
ン
プ
や
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
含
め
、
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
一
環
と
し
て
の

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る
た
め
、
1
9
8
0

年
に
仲
間
と
共
に
高
松
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
会
を
立
ち
あ
げ
た
。

指
導
者
会
を
立
ち
あ
げ
た
当
初
か
ら
始
め

た
週
1
回
の
校
区
内
の
中
高
年
向
け
「
に
こ

に
こ
健
康
教
室
」
も
、
す
で
に
30
年
以
上
続

い
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
市
内
2
ヵ
所
の
体

育
館
を
会
場
と
し
て
、
子
育
て
中
の
母
親
の

心
身
の
健
康
面
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
親

子
体
操
も
年
間
を
通
じ
開
催
す
る
な
ど
、
会

の
活
動
は
地
域
の
健
康
増
進
や
子
育
て
支
援

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
吉
田
さ
ん
個
人

と
し
て
も
、
現
在
は
香
川
県
内
で
講
師
を
し

て
い
る
大
学
時
代
の
後
輩
か
ら
の
依
頼
を

き
っ
か
け
に
、
2
0
0
0
年
頃
か
ら
福
祉

科
を
中
心
と
す
る
県
内
3
ヵ
所
の
高
校
で
の

高
校
生
対
象
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
指
導
に
も

関
わ
っ
て
い
る
。

◆
女
性
の
会
の
新
た
な
試
み

地
元
で
あ
る
十
河
地
区
女
性
の
会
会
員
と

し
て
も
活
動
を
続
け
る
な
か
、
2
0
0
5

年
に
吉
田
さ
ん
は
翌
年
の
女
性
の
会
会
長
就

任
の
打
診
を
受
け
て
い
た
が
、
急
遽
入
院
し

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
の
埋
め
込
み
手
術
を
受
け

る
こ
と
に
な
っ
た
。
手
術
直
後
は
マ
イ
ナ
ス

思
考
に
な
り
、「
こ
の
状
況
で
は
も
う
会
長

は
受
け
ら
れ
な
い
な
」
と
会
長
職
は
断
ろ
う

と
思
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
手
術
後
、
体
力

が
回
復
し
て
い
く
な
か
で
気
持
ち
も
徐
々
に

プ
ラ
ス
思
考
に
変
わ
り
、
前
会
長
に
は
退
院

後
「
だ
め
だ
と
思
っ
た
け
ど
、
な
ん
と
か
な

り
そ
う
だ
か
ら
頑
張
る
わ
」
と
伝
え
、
や
は

り
会
長
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
し
た
。

2
0
1
1
年
現
在
、
十
河
地
区
女
性
の

会
は
会
費
を
集
め
て
い
な
い
。
吉
田
さ
ん
が

会
長
を
受
け
た
前
後
は
会
員
の
高
齢
化
が
進

み
つ
つ
あ
り
、
会
員
は
仕
事
量
の
多
く
な
り

が
ち
な
役
員
を
な
か
な
か
受
け
た
が
ら
ず
、

役
員
就
任
を
避
け
る
た
め
に
自
分
だ
け
で
は

な
く
周
囲
を
巻
き
込
ん
で
、
ま
と
ま
っ
た
人

数
で
退
会
し
て
し
ま
う
と
い
っ
た
こ
と
も
た

び
た
び
あ
っ
た
。
そ
ん
な
危
機
的
状
況
と
も

い
え
る
な
か
で
会
長
を
引
き
継
い
だ
吉
田
さ
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ん
は
、
新
た
な
試
み
と
し
て
、
ま
ず
会
費
の

徴
収
を
な
く
す
こ
と
を
提
案
し
た
。
女
性
の

会
を
自
治
会
女
性
部
と
し
て
組
織
の
中
に
位

置
づ
け
て
も
ら
う
こ
と
で
、
自
治
会
の
助
成

金
や
バ
ザ
ー
に
よ
る
収
入
で
女
性
の
会
の
活

動
資
金
を
ま
か
な
う
こ
と
に
し
た
の
だ
。「
他

の
人
に
言
わ
せ
る
と
そ
れ
は
『
邪
道
』
だ
と

い
う
の
だ
け
ど
、
と
に
か
く
組
織
の
一
員
と

し
て
認
め
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
や
は
り
公

の
仕
事
も
持
っ
て
こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
で
保
健
委
員
会
、
日
赤
奉
仕
団
、
女
性

教
室
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
そ
の
他
に
も
ゴ
ミ

収
集
所
や
川
の
清
掃
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
治
会

活
動
に
女
性
の
会
が
全
部
関
わ
っ
て
き
た
。

い
ず
れ
は
自
分
た
ち
が
思
う
こ
と
を
や
っ
て

い
く
会
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
は
思
っ

て
い
る
の
で
す
が
…
。」
さ
ら
に
吉
田
さ
ん

が
「
女
性
の
会
」
と
し
て
受
け
た
講
師
謝
金

も
、
会
の
収
益
の
一
部
と
し
て
活
動
資
金
に

充
て
て
い
る
た
め
、
別
途
の
会
費
を
集
金
せ

ず
に
会
を
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

◆
「
人
の
和
、
心
の
環
、
地
域
の
輪
」

十
河
地
区
の
人
口
は
吉
田
さ
ん
が
引
っ
越

し
て
き
た
当
時
は
4
、0
0
0
人
ほ
ど
だ
っ

た
が
、
今
で
は
田
園
地
帯
も
住
宅
地
に
変
わ

り
、
当
時
の
2
倍
ほ
ど
、
約
8
、0
0
0
人

に
ま
で
増
え
て
い
る
。
こ
う
し
て
新
し
く
十

河
地
区
に
迎
え
た
住
民
を
地
域
活
動
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
な
か
に
い
か
に
取
り
込
む
か

が
現
在
の
課
題
だ
と
い
う
。

2
0
1
0
年
、
市
の
「
ゆ
め
づ
く
り
提

案
事
業
」
募
集
に
対
し
、
十
河
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
協
議
会
と
し
て
「
ふ
る
さ
と
十
河
音

楽
祭
」
の
企
画
提
案
を
し
た
と
こ
ろ
グ
ラ
ン

プ
リ
を
獲
得
し
、
事
業
実
施
に
対
し
て
3
年

間
の
補
助
金
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
事
業
は
音
楽
祭
の
開
催
を
通
じ
て

地
域
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
と
と
も
に
、
新

し
い
地
域
住
民
に
対
し
て
自
治
会
の
加
入
促

進
に
つ
な
げ
よ
う
と
い
う
も
の
。

当
時
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
会
長
は
、

ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
す
と
大
抵
の
場
合
「
や
っ

て
み
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
」
と
と
て
も
前
向
き

に
取
り
組
ん
で
く
れ
る
方
だ
っ
た
。
そ
の
た

め
、
こ
の
音
楽
祭
実
行
委
員
長
を
選
出
す
る

に
あ
た
っ
て
、「
こ
れ
は
女
性
が
裏
方
で
や

る
だ
け
で
は
な
く
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
す
一

番
い
い
チ
ャ
ン
ス
」
と
思
い
、
吉
田
さ
ん
は

思
い
切
っ
て
手
を
あ
げ
、
実
行
委
員
長
と

な
っ
た
。
企
画
・
運
営
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
の
な
か
に
設
け
ら
れ
た
実
行
委
員
会
が

担
当
し
た
が
、
音
楽
祭
に
は
地
域
の
小
・
中
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学
校
音
楽
部
や
吹
奏
楽
部
、
中
高
年
男
性
の

「
お
や
じ
バ
ン
ド
」
を
は
じ
め
16
団
体
と
個

人
が
出
演
、
約
5
0
0
人
が
参
加
、
地
域

の
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
や
立
場
の
住
民
が
参
画

し
て
作
り
上
げ
た
地
域
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と

な
っ
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
運
営
そ

の
も
の
も
、
今
ま
で
は
男
性
が
ト
ッ
プ
に
い

て
女
性
が
補
佐
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た

が
、
こ
こ
数
年
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
て
い

る
よ
う
に
も
感
じ
て
い
る
。「
女
性
の
会
と

し
て
い
ろ
い
ろ
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕

事
を
引
き
受
け
て
き
て
し
ま
う
か
ら
、
時
に

は
仲
間
も
悲
鳴
を
上
げ
る
こ
と
も
あ
る
の
で

す
が
、
そ
れ
で
も
ひ
と
つ
の
行
事
が
終
わ
っ

た
あ
と
『
み
ん
な
か
ら
喜
ん
で
も
ら
え
て
よ

か
っ
た
』
と
少
し
ず
つ
賛
同
し
て
く
れ
る
よ

う
に
も
な
り
、
文
句
は
だ
ん
だ
ん
減
っ
て
は

き
て
い
ま
す
（
笑
）」
と
い
う
。

◆
後
進
の
育
成
に
向
け
て

吉
田
さ
ん
と
と
も
に
活
動
す
る
仲
間
の
う

ち
、
40
歳
代
、
50
歳
代
の
仲
間
は
、
地
区
体

育
協
会
役
員
と
P
T
A
活
動
、
子
ど
も
会

活
動
と
を
兼
ね
て
い
る
人
も
多
い
が
、

P
T
A
役
員
の
任
期
が
切
れ
て
し
ま
う
と
、

地
域
活
動
と
の
関
わ
り
が
切
れ
て
し
ま
う
こ

と
が
多
い
。
今
後
は
、
も
っ
と
3
世
代
交
流

を
進
め
、子
ど
も
た
ち
の
世
代
、そ
の
親
世
代

を
地
域
活
動
に
巻
き
込
み
た
い
と
考
え
て
い

る
。
こ
れ
は
活
動
す
る
な
か
で
い
ろ
い
ろ
な

人
に
支
え
て
も
ら
っ
た
分
、
今
度
は
自
分
が

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
回
っ
て
若
い
世
代
の
活
躍

の
場
を
作
り
た
い
、と
の
思
い
か
ら
で
あ
る
。

吉
田
さ
ん
に
と
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
軸
と

し
た
人
間
関
係
・
つ
な
が
り
は
「
宝
物
」
で

あ
り
、
活
動
そ
の
も
の
は
「
命
の
恩
返
し
」

と
考
え
て
い
る
。
も
う
少
し
時
間
の
余
裕
が

で
き
た
ら
、
誰
で
も
そ
の
時
間
帯
に
来
て
お

茶
を
飲
ん
で
お
し
ゃ
べ
り
で
き
る
よ
う
な
サ

ロ
ン
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
開
け
た

ら
、
と
今
後
の
新
た
な
活
動
に
向
け
て
も
意

欲
的
で
あ
る
。

キ
ャ
リ
ア
形
成
の
視
点
か
ら

吉
田
さ
ん
は
市
内
初
の
女
性
体
育
指
導
員

や
保
護
司
で
あ
り
、
女
性
の
会
会
長
就
任
後

は
新
た
な
組
織
体
制
づ
く
り
を
進
め
活
動
の

幅
を
拡
げ
る
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
に
お
い
て
も
意
志
決
定
の
場
に
参
画
す

る
な
ど
、
地
域
で
活
躍
す
る
女
性
の
パ
イ
オ

ニ
ア
的
存
在
で
あ
る
。
ま
た
女
性
の
会
の
他

に
も
、
小
学
校
等
で
の
放
課
後
子
ど
も
教
室

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
理
事
、
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の
運

営
に
関
わ
る
メ
ン
バ
ー
で
立
ち
あ
げ
た
劇

団
、
老
人
ホ
ー
ム
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
多

く
の
社
会
活
動
に
参
画
し
て
い
る
。

こ
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
で
の
経
験
や
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
、
吉
田
さ
ん
個
人
の
資
源

に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
の
資
源
と
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
ま
た
学
習
塾
経
営
と
い
う
職
業
、
経
済

的
基
盤
を
持
ち
な
が
ら
の
活
動
で
あ
り
、
吉

田
さ
ん
の
活
動
は
ま
さ
に
複
合
キ
ャ
リ
ア
の

プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

�

（
引
間　

紀
江
）
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No. 施設名称 郵便番号
電話

郵送先/所在地（都道府県から）
ホームページアドレス（URL）

北海道
1 北海道立女性プラザ 060-0002

011-251-6329
北海道札幌市中央区北2条西7丁目　かでる2.7　6F
http://www.l-north.jp/

2 札幌市男女共同参画センター 060-0808
011-728-1222

北海道札幌市北区北8条西3丁目　札幌エルプラザ内
http://www.danjyo.sl-plaza.jp

3 新ひだか女性センター・みらい 056-0019
0146-42-7700 北海道日高郡新ひだか町静内青柳町2丁目2番1号

4 函館市女性センター 040-0042
0138-23-4188

北海道函館市東川町11番12号
http://www.hakodate-josen.com/

5 小樽市男女平等参画推進プラザ
（小樽市勤労女性センター内）

047-0024
0134-22-5904

北海道小樽市花園2丁目10番18号
http://www.city.otaru.lg.jp/simin/sisetu/kinro_josei/

6 旭川市ときわ市民ホール 070-8525
0166-23-5577

北海道旭川市6条通9丁目（総合庁舎）旭川市総
合政策部政策調整課男女共同参画担当

7 胆振地方男女平等参画センター 050-0083
0143-44-8184

北海道室蘭市東町4丁目29番1号
http://www.kujiran.net/danjo/

8 空知婦人会館 068-0025
0126-23-9236

北海道岩見沢市5条西7丁目
http://www2.city. iwamizawa.hokkaido. jp/
kyouiku/sisetu/fujinkaikan.htm

9 網走女性センター 093-0013
0152-43-2905 北海道網走市南3条西3丁目

10 苫小牧市女性センター 053-0021
0144-32-3544

北海道苫小牧市若草町3丁目3番8号　市民活動センター内
http://www.city.tomakomai.hokkaido.jp/danjobyodo/

11 富良野市女性センター 076-8555
0167-39-1166

北海道富良野市弥生町1-1 富良野市役所総務部市
民環境課交通生活係

12 恵庭市男女共同参画推進活動室 061-1498 北海道恵庭市京町1番地 恵庭市役所総務部総務課
男女共同参画担当

13 南北海道大沼婦人会館 041-1354
0138-67-3531

北海道亀田郡七飯町字大沼町212-2
http://www.town.nanae.hokkaido.jp

14 むかわ町学習交流センター 054-0032
01454-2-3293 北海道勇払郡むかわ町福住町2丁目180番地

青森県
15 青森県男女共同参画センター 030-0822

017-732-1085
青森県青森市中央3丁目17-1
http://www.apio.pref.aomori.jp/sankaku/

16 青森市男女共同参画プラザ 030-0801
017-776-8800

青森県青森市新町1丁目3-7　アウガ5F
http://www.city.aomori.aomori.jp/view.rbz?nd=43
7&amp;amp;amp;ik=1&amp;amp;amp;pnp=116&a
mp;amp;amp;pnp=437&amp;amp;amp;cd=1127

17 弘前市民参画センター 036-8355
0172-31-2500

青森県弘前市大字元寺町1-13
http://www.city.hirosaki .aomori . jp/gaiyo/
shisetsu/kyouiku/htm_sankaku/framepage.htm

18 佐井婦人会館 039-4711 青森県下北郡佐井村大字佐井字大佐井70
岩手県

19 岩手県男女共同参画センター
（いわて県民情報交流センター内）

020-0045
019-606-1761

岩手県盛岡市盛岡駅西通1丁目7番1号　アイーナ6F
http://www.aiina.jp/danjo/index.html

女性／男女共同参画センター 一覧
女性関連施設とは、女性や男女共同参画についてのさまざまな活動（学習・情報・相談・
交流など）を行うための施設です。女性のための図書室があるところや、女性のキャリ
ア形成をサポートするプログラムを行っているところもたくさんあります。あなたのお
住いの近くの女性関連施設をぜひ一度訪ねてみてください。

（国立女性教育会館調べ）
2013.1.23現在
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20 もりおか女性センター
（本館）

020-0871
019-604-3303

岩手県盛岡市中ノ橋通1丁目1-10
http://mjc.sankaku-npo.jp/

21 もりおか女性センター（別館） 019-624-3583
同上
http://mjc.sankaku-npo.jp/

22 大船渡市婦人会館
（津波により被災） 0192-26-6679

宮城県
23 宮城県婦人会館 983-0851

022-299-4530
宮城県仙台市宮城野区榴ヶ岡5番地
http://www.fujin-kaikan.or.jp

24 仙台市男女共同参画推進セン
ター　エル・ソーラ仙台

980-6128
022-268-8041

宮城県仙台市青葉区中央1-3-1 AER28F
http://www.sendai-l.jp/

25 仙台市男女共同参画推進セン
ター　エル・パーク仙台

980-8555
022-268-8300

宮城県仙台市青葉区一番町4丁目11番1号　
141ビル（仙台三越定禅寺通り館）5・6F
http://www.sendai-l.jp/

26 気仙沼市女性プラザ 988-8501
0226-22-6600

気仙沼市八日町1丁目1-1 
気仙沼市役所男女共生推進室

秋田県
27 秋田県中央男女共同

参画センター
010-0001
018-836-7853

秋田県秋田市中通2丁目3番8号
http://www.akita-challenge.jp/center/

28 秋田県南部男女共同
参画センター

013-0046
0182-33-7018

秋田県横手市神明町1-9
http://www.akita-kenmin.jp/nanbugender/

29 秋田県北部男女共同
参画センター

017-0841
0186-49-8552

秋田県大館市馬喰町48-1
http://www.akita-kenmin.jp/h-danjo/.

30 潟上市男女共同参画センター
018-1401
018-878-9802

（潟上市役所）
秋田県潟上市昭和大久保字元木田152

31
大仙市大曲男女共同参画活動
拠点コーナー

（サンクエスト大曲内）

014-0063
0187-63-5572
※サンクエスト大曲

秋田県大仙市大曲日の出町1丁目23-3
（サンクエスト大曲内）
http://www.city.daisen.akita.jp

32 北秋田市男女共同参画
活動拠点施設

018-3311
0186-69-7006

秋田県北秋田市材木町2-2
北秋田市交流センター

33 由利本荘市男女共同参画
推進活動室

015-8501
0184-24-4344

秋田県由利本荘市尾崎17
由利本荘市企画調整部企画調整課 

34 秋田市女性学習センター 010-0951
018-824-7764

秋田県秋田市山王7丁目3-1（秋田市文化会館内）
http://www.city.akita.akita.jp/city/ed/wm/

35 能代市男女共同参画
支援コーナー

016-0864
0185-52-0355

（市民活動支援センター）
秋田県能代市追分街4-26　青少年ホーム内

36 男鹿市男女共同参画
推進活動室

010-0502
0185-24-3140 秋田県男鹿市船川港比詰字大沢田44-4

37 湯沢市男女共同参画センター 012-8501
0183-72-5750

湯沢市佐竹町1番1号 湯沢市総務企画部企画課男
女共同参画少子化対策室
http://aios.city-yuzawa.jp/contents/webyuzawa.
nsf/doc/kinrou23?OpenDocument

38 鹿角市男女共同参画
活動拠点施設

018-5201
0186-23-3351 秋田県鹿角市花輪字柳田36

39 仙北市男女共同参画
推進活動拠点施設

014-0368
0187-54-1003

秋田県仙北市角館町中菅沢77-30
角館交流センター

40 財団法人秋田県女性会館 010-0001
018-836-7840

秋田県秋田市中通2丁目3番8号
http://www.aki-jyoseikaikan.or.jp/
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山形県
41 山形県男女共同参画センター 990-0041

023-629-7751
山形県山形市緑町1丁目2-36　
http://www.yamagata-cheria.org/

42 山形市男女共同参画センター 990-0832
023-645-8077

山形県山形市城西町2丁目2番22号
http://www.city.yamagata-yamagata.lg.jp/
shisetsu/shiminkatsudo/shiminnkatsudo/
ab879dansenn.html

43 酒田市男女共同参画
推進センター

998-0044
0234-26-5616

山形県酒田市中町3丁目4番5号　酒田市交流ひろば内
http://www.city.sakata.lg.jp/ou/shimin/machi/
chiiki/170501.html

44 尾花沢市女性文化センター 999-4225
0237-22-1111

山形県尾花沢市若葉町1-4-27　文化体育施設内
尾花沢市中央公民館

福島県
45 福島県男女共生センター 964-0904

0243-23-8301
福島県二本松市郭内1丁目196-1
http://www.f-miraikan.or.jp

46 福島市男女共同参画センター 960-8035
024-525-3784

福島県福島市本町2-6
http://www.city.fukushima.fukushima.jp

47 郡山市男女共同参画センター 963-8876
024-924-0900

福島県郡山市麓山2丁目9番1号
http://bunka-manabi.or.jp/sankaku/

48 いわき市男女共同
参画センター

973-8408
0246-27-8694

福島県いわき市内郷高坂町四方木田191番地　総合保健福祉センター内
http://www.city.iwaki.fukushima.jp/bukyoku/
shiminkyodobu/danjokyodosankaku/

49 双葉町青年婦人会館
（原発立ち入り禁止区域）

347-0105 埼玉県加須市騎西598-1 
双葉町役場埼玉支所内 健康福祉課

茨城県
50 茨城県女性プラザ 311-3824

0299-73-3877
茨城県行方市宇崎1389
http://www.lakeecho.gakusyu.ibk.ed.jp/

51 女性プラザ男女共同参画
支援室

310-0011
029-233-3982

茨城県水戸市三の丸1-7-41
http://www.challenge.pref.ibaraki.jp/

52 坂東市女性センター

306-0631
0297-35-2121

（内線1252）
※市役所市民協働課

茨城県坂東市岩井3108（坂東市立岩井公民館内）
http://www.city.bando.lg.jp/dir.php?code=48

53 水戸市男女平等参画センター
（現在閉館中）

310-0063
029-226-3161

茨城県水戸市五軒町1-2-12 みと文化交流プラザ
4階　水戸市男女平等参画課

54 日立市女性センター 316-0036
0294-36-0554

茨城県日立市鮎川町1-1-10
http://www.rapporthitachi.jp/

55 土浦市男女共同参画センター 300-0036
029-827-1107

茨城県土浦市大和町9番2号　ウララ2　総合福祉会館7F
http://www.city.tsuchiura.lg.jp/section.php?code=6

56 ひたちなか市男女共同
参画センター

312-0018
029-354-0167 茨城県ひたちなか市笹野町2丁目8番2号

栃木県
57 とちぎ男女共同参画センター 320-0071

028-665-7700（代表）
栃木県宇都宮市野沢町4-1
http://www.parti.jp/

58 宇都宮市男女共同参画
推進センター

320-0845
028-636-4071 栃木県宇都宮市明保野町7番1号

59 足利市男女共同参画センター 326-0823
0284-72-8511

栃木県足利市朝倉町264　足利市民プラザ内
http://www.watv.ne.jp/~s-plaza

60 佐野市男女共同参画
推進センター

327-0003
0283-27-2354

栃木県佐野市大橋町2183
http://www.city.sano.lg.jp/shisetsu/08/danzyo.html

61 小山市男女共同参画センター 323-0031
0285-22-8078 栃木県小山市八幡町1-4-5
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62 真岡市青年女性会館
321-4305
0285-82-7151

（生涯学習課）
栃木県真岡市荒町1201　真岡市公民館

63 栃木県婦人会館 320-0806
028-634-5522 栃木県宇都宮市中央1丁目6番5号

群馬県
64 群馬県ぐんま男女共同

参画センター
371-0026
027-224-2211

群馬県前橋市大手町1丁目13番12号
http://www.pref.gunma.jp/07/p03100039.html

埼玉県
65 国立女性教育会館 355-0292

0493-62-6711
埼玉県比企郡嵐山町大字菅谷728
http://www.nwec.jp/

66 埼玉県男女共同参画
推進センター

330-0081
048-601-3111

埼玉県さいたま市中央区新都心2-2
http://www.withyou-saitama.jp

67 さいたま市女・男
（ひと・ひと）プラザ

336-0932
048-875-9966

埼玉県さいたま市緑区中尾1440-8
h t t p : / / w w w . c i t y . s a i t a m a . j p / w w w /
contents/1165450571573/index.html

68 さいたま市男女共同参画
推進センター

330-0854
048-642-8107

埼玉県さいたま市大宮区桜木町1-10-18　
シーノ大宮センタープラザ3階
h t t p : / / w w w . c i t y . s a i t a m a . j p / w w w /
contents/1163141586258/index.html

69 川越市女性活動支援のひろば 350-0046
049-228-7724

埼玉県川越市菅原町23-10
http://www.city.kawagoe.saitama.jp/www/
contents/1330673165732/index.html

70 熊谷市男女共同参画
推進センター

360-0037
048-599-0011

埼玉県熊谷市筑波3-202　ティアラ21 4階
http://www.city.kumagaya.lg.jp/shisetsu/koukyo/
kurashi/danjokyodosankaku.html

71 川口市男女共同参画コーナー 332-0015
048-227-7605

埼玉県川口市川口1丁目1番1号
キュポ・ラM4階

72 川口市立婦人会館 333-0845
048-253-1444

埼玉県川口市上青木西1丁目2番19号
h t t p : / / w w w . c i t y . k a w a g u c h i . l g . j p /
ctg/69329999/69329999.html

73 行田市男女共同参画
推進センター

361-0032
048-556-9301

埼玉県行田市佐間3丁目23番地6号
http://www.city.gyoda.lg.jp/viva/index.html

74 所沢市男女共同参画
推進センターふらっと

359-1122
04-2921-2220

埼玉県所沢市寿町27-7　コンセールタワー所沢2F
http://www.city.tokorozawa.saitama.jp/shisetu/
bunka/flat/index.html

75 加須市女性センター 347-0055
0480-61-7400

埼玉県加須市中央2丁目4番17号
http://www.kazo-city.or.jp/plaza/top.html

76 春日部市男女共同参画
推進センター

344-0063
048-731-3333

埼玉県春日部市緑町3-3-17
http://www.city.kasukabe.lg.jp

77 羽生市女性センター 348-0053
048-561-1681 埼玉県羽生市南5丁目4番地3

78 深谷市男女共同参画
推進センター

366-0052
048-573-4761 埼玉県深谷市上柴町西4丁目2番地14

79 上尾市男女共同参画
推進センター

362-0014
048-778-5111 埼玉県上尾市本町1-1-2

80 草加市文化会館 
男女共同参画さわやかサロン

340-0013
048-931-9325

埼玉県草加市松江1-1-5
http://soka-bunka.jp/

81 越谷市男女共同参画
支援センター

343-0025
048-970-7411

埼玉県越谷市大沢3丁目6-1
http://hot-koshigaya.jp

82 戸田市男女共同参画センター 335-0022
048-443-5046

埼玉県戸田市大字上戸田86-1
http://www.city.toda.saitama.jp/9/8853.html
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83 入間市男女共同参画
推進センター

358-0003
04-2964-2536

埼玉県入間市豊岡4丁目2番2号
http://irumadanjyo.seesaa.net/

84 新座市男女共同参画
推進プラザ

352-0001
048-486-8639 埼玉県新座市東北2-36-11

85 八潮女性サロン 340-0822
048-996-2159 埼玉県八潮市大瀬795-1

86 鶴ヶ島市女性センター 350-2213
049-287-4755

埼玉県鶴ヶ島市大字脚折1922番地7
http://www.city.tsurugashima.lg.jp/hisho_seisakuka/jcenter/

87 吉川市民交流センター
おあしす

342-0058
048-984-1888

埼玉県吉川市きよみ野1丁目1番地
http://www.city.yoshikawa.saitama.jp/

88 上里町男女共同参画
推進センター

369-0306
0495-35-1357

埼玉県児玉郡上里町大字七本木393
http://www.town.kamisato.saitama.jp/sisetu/withyou01.htm

千葉県
89 千葉県青少年女性会館 263-0016

043-287-1711
千葉県千葉市稲毛区天台6-5-2
http://www1.ocn.ne.jp/~cpywa/

90 千葉県男女共同参画センター 263-0016
043-252-8036

千葉県千葉市稲毛区天台6-5-2　千葉県青少年女性会館内
http://www.pref.chiba.lg.jp/kyousei/index.html

91 千葉市男女共同参画センター 260-0844
043-209-8771

千葉県千葉市中央区千葉寺町1208-2　千葉市
ハーモニープラザ内
http://www.chp.or.jp

92 鎌ケ谷市男女共同参画
推進センター

273-0101
047-401-0891

千葉県鎌ケ谷市富岡2-6-1　鎌ケ谷市生涯学習推
進センター 1階
http://www.city.kamagaya.chiba.jp/danjo_center/index.html

93 市川市男女共同参画センター 272-0034
047-322-6700

千葉県市川市市川1丁目24番2号
http://www.city.ichikawa.lg.jp/gen05/1111000001.html

94 船橋市男女共同参画センター 273-0003
047-423-0757

千葉県船橋市宮本2-1-4
http://www.city.funabashi.chiba.jp/shisetsu/
shiminkatsudo/0002/0003/0001/p011270.
html?path=C1/C17/C1451/P11270

95 松戸市女性センター 271-0091
047-364-8778

千葉県松戸市本町14-10
http://www.city.matsudo.chiba.jp/yuu_matsudo/

96 佐倉市男女平等参画
推進センター

285-0837
043-460-2580

千葉県佐倉市王子台1-23　レイクピアウスイ3F
http://mews.shiteikanri-sakura.jp

97 習志野市　男女共同
参画センター

275-0016
047-453-9307

千葉県習志野市津田沼5-12-12　サンロード津田沼5階
http://www.ci ty .narashino.chiba. jp/joho/
danjokyodo/stepnarahsino.html

98 柏市インターネット男女共同
参画推進センター

277-8505
04-7167-1127

千葉県柏市柏5-10-1　男女共同参画室内
http://danjo.city.kashiwa.lg.jp/

99 八千代市男女共同
参画センター

276-0033
047-485-6505

千葉県八千代市八千代台南1-11-6
http://www.city.yachiyo.chiba.jp/siyakusyo/
danjo/center.html

100 浦安市女性プラザ 279-0004
047-351-1111

千葉県浦安市猫実1-1-2　浦安市文化会館2階
http://www.city.urayasu.chiba.jp/menu1619.html

101 白井市青少年女性センター 270-1415
047-492-2022 千葉県白井市清戸766-1

東京都
102 女性就業支援センター 108-0014

03-5444-4151
東京都港区芝5-35-3
http://www.joseishugyo.go.jp/

103 東京ウィメンズプラザ 150-0001
03-5467-1711

東京都渋谷区神宮前5-53-67
http://www.tokyo-womens-plaza.metro.tokyo.jp

104 千代田区男女共同
参画センター

102-8688
03-5211-8845

東京都千代田区九段南1-2-1　千代田区役所10階
http://www.city.chiyoda.lg.jp
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105 中央区立女性センター
「ブーケ21」

104-0043
03-5543-0651

東京都中央区湊1-1-1
http://bouquet21.genki365.net/index.php

106 港区立男女平等参画センター 108-0023
03-3456-4149

東京都港区芝浦3-1-47
http://www.minatolibra.jp/

107 新宿区立男女共同参画
推進センター

160-0007
03-3341-0801

東京都新宿区荒木町16番地
http://www.city.shinjuku.lg.jp/kusei/index12_01.html

108 文京区男女平等センター 113-0033
03-3814-6159

東京都文京区本郷4-8-3
http://www.bunkyo-danjo.jp/

109 台東区立男女平等推進プラザ 111-8621
03-5246-5817

東京都台東区西浅草3-25-16　台東区生涯学習センター 4階
http://www.city.taito.lg.jp/index/kurashi/jinken/
habataki21/index.html

110 すみだ女性センター 131-0045
03-5608-1771

東京都墨田区押上2-12-7-111
http://www.city.sumida. lg. jp/sisetu_info/
tamokuteki/sumida_zyoseicenter/index.html

111 江東区男女共同参画
推進センター

135-0011
03-5683-0341

東京都江東区扇橋3-22-2
http://www.city.koto.lg.jp/sisetsu/13415/13549/16794.html

112 品川区男女共同参画センター 140-0011
03-5479-4104

東京都品川区東大井5-18-1　きゅりあん3F
ht tp ://www.c i ty .sh inagawa. tokyo . jp/hp/
menu000009500/hpg000009418.htm

113 目黒区男女平等・共同
参画センター

153-0061
03-5721-8570

東京都目黒区中目黒2-10-13　中目黒スクエア内
http://www.city.meguro.tokyo.jp/shisetsu/
shisetsu/sonota/danjo/

114 大田区立男女平等
推進センター

143-0016
03-3766-4586

東京都大田区大森北4-16-4
http://www.escenaota.jp/

115 世田谷区立男女共同
参画センター

155-8666
03-5478-8021

東京都世田谷区北沢2-8-18　北沢タウンホール内 9-11F
ht tp ://www.c i ty .se tagaya . tokyo . jp/030/
d00005031.html

116 渋谷女性センター・アイリス 150-0031
03-3464-3395

東京都渋谷区桜丘町23-21　渋谷区文化総合センター大和田8階
http://www.city.shibuya.tokyo.jp/est/oowada/iris.html

117 中野区男女共同参画センター 164-0001
03-3380-5885

東京都中野区中野2-13-14
http://www.city.tokyo-nakano.lg.jp/danjo/index.html

118 杉並区立男女平等
推進センター

167-0051
03-3393-4410 東京都杉並区荻窪1-56-3

119 豊島区立男女平等
推進センター

171-0021
03-5952-9501

東京都豊島区西池袋2-37-4　豊島区立勤労福祉会館3階
http://www.city.toshima.lg.jp/jinken/danjokyodo/index.html

120 北区男女共同参画センター 114-8503
03-3913-0161

東京都北区王子1-11-1　北とぴあ内
http://www.city.kita.tokyo.jp/docs/facility/052/005234.htm

121 荒川区立男女平等
推進センター

116-0012
03-3809-2890

東京都荒川区東尾久5-9-3
http://www.city.arakawa.tokyo.jp/shisetsu/
bunkacommu/act21shisetsu.html

122 板橋区立男女平等
推進センター

173-0015
03-3579-2790

東京都板橋区栄町36-1　板橋区立グリーンホール2階
http://www.city.itabashi.tokyo.jp/c_categories/
index01010002.html

123 練馬区立男女共同
参画センター　えーる

177-0041
03-3996-9005

東京都練馬区石神井町8-1-10
http://www.city.nerima.tokyo.jp/shisetsu/bunka/
joseicenter/yell.html

124 足立区男女参画プラザ 123-0851
03-3880-5222

東京都足立区梅田7-33-1
http://www.city.adachi.tokyo.jp/sankaku/
chiikibunka/kuminsanka/danjo.html

125 葛飾区男女平等推進センター 124-0012
03-5698-2211

東京都葛飾区立石5-27-1　ウィメンズパル
http://www.city.katsushika.lg.jp/2877/6587/003144.html

126 江戸川区女性センター 134-0091
03-5676-2455

東京都江戸川区船堀4丁目1番1号
http://www.city.edogawa.tokyo.jp



133

 Ⅱ　情報のページ

No. 施設名称 郵便番号
電話

郵送先/所在地（都道府県から）
ホームページアドレス（URL）

127 八王子市男女共同
参画センター

192-0082
042-648-2230

東京都八王子市東町5-6　クリエイトホール8階
http://www.city.hachioj i . tokyo. jp/33852/
danjokyodo/index.html

128 立川市女性総合センター 190-0012
042-528-6801

東京都立川市曙町2-36-2
http://www.city.tachikawa.lg.jp/cms-sypher/
www/section/detail.jsp?id=17

129 むさしのヒューマン・ネット
ワークセンター

180-0022
0422-37-3410

東京都武蔵野市境2-10-27
http://www.mhnc.jp/

130 三鷹市女性交流室 181-8555 東京都三鷹市野崎1丁目1番1号
三鷹市役所 企画経営室

131 スクエア21・府中市
女性センター

183-0034
042-351-4600

東京都府中市住吉町1-84　ステーザ府中中河原4階
http://www.city.fuchu.tokyo.jp/

132 調布市男女共同参画
推進センター

182-0022
042-443-1213

東京都調布市国領町2-5-15　 調布市市民プラザ
あくろす3階
http://chofu-danjyo.jp/

133 町田市男女平等推進センター 194-0013
042-723-2908

東京都町田市原町田4-9-8
http://www.city.machida.tokyo.jp/community/
danjo/shimin05.html

134 小平市男女共同参画センター 187-0031
042-348-2111

東京都小平市小川東町4-2-1
http://www.city.kodaira.tokyo.jp/kurashi/001/001341.html

135 日野市立男女平等
推進センター

191-0062
042-584-2733

東京都日野市多摩平2-9　多摩平の森ふれあい館2F
http://www.city.hino.lg.jp/index.cfm/13,1198,30,25,html

136 国分寺市立男女平等
推進センター

185-0034
042-573-4378

東京都国分寺市光町1-46-8　ひかりプラザ内
http://www.city.kokubunji.tokyo.jp/community/5864/005139.html

137 清瀬市男女共同参画センター 204-0021
042-495-7002

東京都清瀬市元町1-2-11
http://www.city.kiyose.lg.jp/hp/page000001400/hpg000001333.htm

138 東久留米市男女平等
推進センター

203-0053
042-472-0061

東京都東久留米市本町3-9-1-102
http://www.city.higashikurume.lg.jp/kensaku/
sisetu/sisetu/danjo.html

139 武蔵村山市男女共同
参画センター

208-0012
042-590-0755

東京都武蔵村山市緑が丘1460都営村山団地
1111号棟1階（緑が丘ふれあいセンター内）
http://wwwl.yel.m-net.ne.jp/m-fureai/

140 多摩市立TAMA女性センター 206-0011
042-355-2110

東京都多摩市関戸4-72　ヴィータ・コミューネ7階
http://www.city.tama.lg.jp/

141 稲城市男女平等推進センター 206-0802
042-378-2112

東京都稲城市東長沼2112-1　地域振興プラザ内
http://www.city.inagi.tokyo.jp/kurashi/shakaikyouiku/
plaza/shisetsu/danjobyoudousuisincenter/index.html

142 主婦会館 102-0085
03-3265-8116

東京都千代田区六番町15
http://www.plaza-f.or.jp

143 東京YWCA 101-0062
03-3293-5421

東京都千代田区神田駿河台1-8-11
http://www.tokyo.ywca.or.jp

144 日本YWCA 101-0062
03-3292-6121

東京都千代田区神田駿河台1-8-11　東京YWCA会館302号室
http://www.ywca.or.jp

145 公益財団法人日本女性学習財
団（日本女子会館）

105-0011
03-3434-7575

東京都港区芝公園2-6-8
http://www.jawe2011.jp

146 矯風会館 169-0073
03-3361-0934

東京都新宿区百人町2-23-5
http://www18.ocn.ne.jp/~kyofukai/

147 財団法人  市川房枝記念会女
性と政治センター（婦選会館）

151-0053
03-3370-0238

東京都渋谷区代々木2-21-11婦選会館
http://www.ichikawa-fusae.or.jp

148 全国婦人会館 150-0002
03-3407-4301

東京都渋谷区渋谷1-17-7　
http://www.zenkokufujinkaikan.or.jp

149 全国友の会 171-0021
03-3971-9359

東京都豊島区西池袋2-20-11
http://www2.ocn.ne.jp/~zentomo/
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神奈川県
150 神奈川県立かながわ

女性センター
251-0036
0466-27-2111

神奈川県藤沢市江の島1-11-1
http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f41205

151 男女共同参画センター横浜 244-0816
045-910-5700

神奈川県横浜市戸塚区上倉田町435-1
http://www.women.city.yokohama.jp/

152 男女共同参画センター横浜北 045-714-5911 同上
http://www.women.city.yokohama.jp/

153 男女共同参画センター横浜南 045-862-5050 同上
http://www.women.city.yokohama.jp/

154 川崎市男女共同参画センター 213-0001
044-813-0808

神奈川県川崎市高津区溝口2-20-1
http://www.scrum21.or.jp

155 デュオよこすか 238-0041
046-822-0804

神奈川県横須賀市本町2丁目1番地　横須賀市立
総合福祉会館5階
http://www.city.yokosuka.kanagawa.jp/2420/
sisetu/fc100000850.html

156 茅ヶ崎市女性センター 253-0044
0467-57-1414

神奈川県茅ヶ崎市新栄町12-12　茅ヶ崎トラストビル4階
http://www.city.chigasaki.kanagawa.jp/danjyo/index.html

157 相模原市立男女共同参画推進
センター

252-0143
042-775-1775

神奈川県相模原市緑区橋本6-2-1　シティプラザはしもと内
http://www.soleilsagami.jp/

158 厚木市立あつぎパートナー
センター

243-0018
046-225-2500

神奈川県厚木市中町1-4-3
http://www.city.atsugi.kanagawa.jp/shiminbenri/
kurasi/soudan/danjo/partner/index.html

159 南足柄市女性センター 250-0105
0465-73-8211 神奈川県南足柄市関本591-1　ヴェルミ3棟3F

160 愛川町中津公民館 243-0303
046-285-1600 神奈川県愛甲郡愛川町中津293-3

161 公益財団法人　
神奈川婦人会館

220-0044
045-231-2567

神奈川県横浜市西区紅葉ヶ丘2
http://www.plaza-kf-kaikan.net/

162 横浜YWCA 231-0023
045-681-2903

神奈川県横浜市中区山下町225
http://yokohama-ywca.jp/

新潟県
163 新潟県女性センター 950-0994

025-285-6610
新潟県新潟市中央区上所2-2-2　新潟ユニゾンプラザ2階
http://www.npwf.jp

164 新潟市男女共同参画
推進センター

950-0082
025-246-7713

新潟県新潟市中央区東万代町9-1　万代市民会館3F
http://alza.city.niigata.jp/

165 女と男パートナーシップ
センター

944-0037
0255-72-4825 新潟県妙高市学校町1-17

166 長岡市男女平等推進センター 940-0062
0258-39-2746

新潟県長岡市大手通2-2-6　市民センター 2階
http://www.city.nagaoka.niigata.jp/kurashi/will/

167 三条市男女共同参画センター 955-0044
0256-34-3614 新潟県三条市田島2-22　三条勤労福祉会館3階

168 上越市男女共同参画
推進センター

943-0821
025-527-3624

新潟県上越市大字土橋1914番地3　上越市市民プラザ内
http://www.city.joetsu.niigata.jp/soshiki/danjo/

169 南魚沼市婦人会館 949-6680
025-773-6610 新潟県南魚沼市六日町865番地

170 新潟県下越婦人会館 951-8055
025-226-7220 新潟県新潟市中央区礎町通四ノ町2113-13

171（財）新潟県上越婦人会館 943-0832
025-523-4067 新潟県上越市本町6-1-5

富山県
172 富山県民共生センター 930-0805

076-432-4500
富山県富山市湊入船町6-7
http://www.sunforte.or.jp
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173 富山市男女共同参画
推進センター

930-0805
076-433-1760

富山県富山市湊入船町6-7
http://www.city.toyama.toyama.jp/shiminseikatsubu/
danjyokyodosankaku/kyodosankakusuishin.html

174 高岡市男女平等推進センター 933-0023
0766-20-1810

富山県高岡市末広町1番7号　ウイング・ウイング高岡6階
http://www.city.takaoka.toyama.jp/kikaku/0208/gec/

175 たかおか女性アカデミー 933-0927
0766-23-6118

富山県高岡市昭和町1-2-9
http://www2.tcnet.ne.jp/abansal/index.htm

石川県
176 石川県女性センター 920-0861

076-234-1112
石川県金沢市三社町1-44
http://www.pref.ishikawa.jp/jyoseicenter/

177 金沢市女性センター 920-0861
076-223-1265

石川県金沢市三社町1-44
http://www4.city.kanazawa.lg.jp/39026/sisetsu/
jyosei/jyosei.jsp

178 フォーラム七尾 926-0811
0767-52-5222

石川県七尾市御祓町1番地
http://www.city.nanao.lg.jp

179 セミナーハウスあいりす 922-0431
0761-73-5524

石川県加賀市山田町り243
http://www1.kagacable.ne.jp/~iris

福井県
180 福井県生活学習館 918-8135

0776-41-4200
福井県福井市下六条町14-1
http://www.manabi.pref.fukui.jp/you-i/

181 越前市男女共同参画センター 915-0071
0778-24-4446

福井県越前市府中1丁目11-2
http://www4.ocn.ne.jp/~andante1

182 福井市男女共同参画・
子ども家庭センター

910-0858
0776-20-1537

福井県福井市手寄1丁目4-1　アオッサ5F
http://www.city.fukui.lg.jp/d210/danjo-kkc/index.html

183 敦賀市男女共同参画センター 914-0058
0770-23-5411

福井県敦賀市三島町2丁目1番6号
http://www.city.tsuruga.lg.jp/sypher/www/
section/detail.jsp?id=3692

山梨県
184 山梨県立男女共同参画

推進センター「ぴゅあ総合」
400-0862
055-235-4171

山梨県甲府市朝気1-2-2
http://www.pref.yamanashi.jp/challenge/center.php

185 山梨県立男女共同参画
推進センター「ぴゅあ富士」

402-0052
0554-45-1666

山梨県都留市中央3-9-3
http://www.pref.yamanashi.jp/challenge/center.php

186 山梨県立男女共同参画
推進センター「ぴゅあ峡南」

409-2305
0556-64-4777

山梨県南巨摩郡南部町内船9353-2
http://www.pref.yamanashi.jp/challenge/

187 甲府市男女共同参画センター 400-0857
055-237-5209

山梨県甲府市幸町15-6　南庁舎1号館
http://www.city.kofu.yamanashi.jp/danjo/kurashi/danjo/center.html

長野県
188 長野県男女共同参画センター 394-0081

0266-22-5781
長野県岡谷市長地権現町4丁目11番51号
http://www.danjo-aitopia.pref.nagano.lg.jp

189 千曲市更埴文化会館 
女性センター

387-0011
026-273-1880 長野県千曲市杭瀬下1丁目64番地

190 長野市男女共同参画センター 380-0814
026-237-8303 長野県長野市大字鶴賀西鶴賀町1481番地1

191 松本市女性センター 390-0811
0263-39-1105

長野県松本市中央1丁目18番1号
http://www.city.matsumoto.nagano.jp/tiiki/
sisetu/shukai/joseicen/index.html

192 茅野市家庭教育センター 391-0002
0266-73-0888 長野県茅野市塚原1丁目9番16号

193 坂城町男女共同参画センター 389-0601 長野県埴科郡坂城町大字坂城6359-9

194 らいてうの家 386-2201
0268-74-1385

長野県上田市真田町長1278-720
http://homepage3.nifty.com/raichou/
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195 歴史を拓くはじめの家 384-2202
0267-53-5858 長野県佐久市望月804

岐阜県

196 岐阜県男女共同参画プラザ
（ふれあい福寿会館内）

500-8384
058-214-6431

岐阜県岐阜市薮田南5丁目14番53号 ふれあい
福寿会館第1棟2階
http://www.pref.gifu.lg.jp/kurashi/danjo-kyodo-sankaku/plaza/

197 岐阜市女性センター 500-8521
058-268-1052

岐阜県岐阜市橋本町1-10-23
http://www.ip.mirai.ne.jp/~heartful/joseic_top

198 大垣男女共同参画サロン （大
垣市スイトピアセンター内）

503-8601
0584-74-6050

岐阜県大垣市丸の内2-29 大垣市まちづくり推進
課　男女共同参画推進室
http://www.city.ogaki.lg.jp/0000002876.html

199
たじみ男女共同参画サロン

「ほっと」
（まなびパークたじみ内）

507-8703
0572-23-7022

岐阜県多治見市日ノ出町2-15 多治見市役所 企画
部文化と人権の課
http://www.city.tajimi.gifu.jp/jinken/danjyo/3danjyohot.html

200 可児市男女共同参画・
交流サロン

509-0292
0574-62-1111

岐阜県可児市広見1-1
http://www.city.kani.lg.jp/view.rbz?nd=380&amp;ik=3&a
mp;pnp=154&amp;pnp=168&amp;pnp=380&amp;cd=768

201 高山市女性青少年会館 506-0026
0577-32-0394

岐阜県高山市花里町1丁目64番地
http://www.takayama-home.jp

静岡県
202 静岡県男女共同参画センター 422-8063

054-250-8147
静岡県静岡市駿河区馬渕1-17-1
http://www.azarea-navi.jp

203 静岡市女性会館 420-0865
054-248-7330

静岡県静岡市葵区東草深町3-18
http://aicel21.jp

204 浜松市男女共同参画
推進センター

430-0929
053-457-2831

静岡県浜松市中区中央1丁目13-3
http://www.ac.auone-net.jp/~ha-danjo/

205 富士宮市男女共同
参画センター

418-0005
0544-22-0341

静岡県富士宮市宮原7-1
http://www.city.fujinomiya.shizuoka.jp/e-danjyo/

206 富士市男女共同参画センター 416-8558
0545-64-9017

静岡県富士市本市場432-1　フィランセ西館3階
http://www.city.fuji.shizuoka.jp/hp/page000003500/hpg000003409.htm

207 磐田市男女共同参画センター 438-8601
0538-36-3161

静岡県磐田市森岡150番地
http://www.city.iwata.shizuoka.jp/shisei/danjyo/tomoria.php

208 藤枝市男女共同参画
推進センター

426-0034
054-641-7777

静岡県藤枝市駅前2丁目1-5
http://www.city.fujieda.shizuoka.jp/shisetsu_sonota_parite.html

愛知県
209 愛知県女性総合センター 461-0016

052-962-2511
愛知県名古屋市東区上竪杉町1番地
http://www.will.pref.aichi.jp/

210 名古屋市女性会館 460-0015
052-331-5288

愛知県名古屋市中区大井町7番25号
http://www.city.nagoya.jp/kurashi/category/19-5-4-2-0-0-0-0-0-0.html

211 名古屋市男女平等参画
推進センター

460-0012
052-241-0311

愛知県名古屋市中区千代田5丁目18番24号
http://www.tsunagalet.city.nagoya.jp/

212 名古屋女性教育センター 460-0003
052-961-9770

愛知県名古屋市中区錦3-16-6　名古屋市教育館6F
http://nagoya-jyosei.main.jp/

213 豊橋市男女共同参画センター 441-8075
0532-33-2800

愛知県豊橋市神野ふ頭町3-22
http://www.city.toyohashi.aichi.jp/shiminkyodo/danjo/

214 岡崎市図書館交流プラザ　
市民活動総合支援センター

444-0059
0564-23-6222

愛知県岡崎市康生通西4丁目71番地
http://www.libra.okazaki.aichi.jp

215 春日井市青少年女性センター 486-0844
0568-85-4188

愛知県春日井市鳥居松町2-247
http://www.city.kasugai.lg.jp/shisetsu/2811/index.html

216 豊川市男女共同参画推進セン
ター <インターネット版>

442-8601
0533-89-2165

愛知県豊川市諏訪1-1（生活活性課男女共同参画担当）
http://www.city.toyokawa.lg.jp/town/dannjo-top.html
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217 とよた男女共同参画センター 471-0034
0565-31-7780

愛知県豊田市小坂本町1-25
http://www.hm4.aitai.ne.jp/~clover/

218 小牧市まなび創造館
（女性センター）

485-0041
0568-71-9848

愛知県小牧市小牧3丁目555番地
http://www.city.komaki.aichi.jp/contents/11051040.html

219 大府市石ヶ瀬会館 474-0035
0562-48-0588 愛知県大府市江端町4丁目1番地

220 知多市男女共同参画センター 478-0065
0562-56-6305

愛知県知多市新知東町2丁目7番地の2
http://www.medias.ne.jp/~fureai/with/station/station/index.html

221 知立市婦人会館 472-0023
0566-82-0036 愛知県知立市西町西108番地

222 高浜市女性文化センター 444-1332
0566-52-5002

愛知県高浜市湯山町6丁目6番地4
http://www.city.takahama.lg.jp/grpbetu/katudo/sisetu/zyobun.html

三重県
223 三重県男女共同参画センター 514-0061

059-233-1130
三重県津市一身田上津部田1234
http://www3.center-mie.or.jp/center/frente/

224 四日市市男女共同
参画センター

510-0093
059-354-8331

三重県四日市市本町9-8
http://www.city.yokkaichi.mie.jp/danjo/index.shtml

225 鈴鹿市男女共同参画センター 513-0801
059-381-3113

三重県鈴鹿市神戸2丁目15番18号　かんべ再開発ビル3階
http://www.gender-free.city.suzuka.lg.jp/

滋賀県
226 滋賀県立男女共同参画セン

ター　G-NETしが
523-0891
0748-37-3751

滋賀県近江八幡市鷹飼町80-4
http://www.pref.shiga.jp/c/g-net/

227 湖南市女性センター 520-3233
0748-72-8588 滋賀県湖南市柑子袋557-2

228 男女共同参画センター
（米原市人権総合センター内）

521-0031
0749-54-2444

滋賀県米原市一色444　米原市人権総合センター内
http://www.zb.ztv.ne.jp/scplaza/

229 大津市男女共同参画センター 520-0047
077-528-2615

滋賀県大津市浜大津4丁目1番1号　明日都浜大津内
h t t p : / / w w w . c i t y . o t s u . s h i g a . j p / w w w /
contents/1049077669651/index.html

230 彦根市男女共同参画センター 522-0041
0749-24-3529 滋賀県彦根市平田町670

231 滋賀県婦人会館 523-0891
0748-37-3113

滋賀県近江八幡市鷹飼町105-2
http://www.biwa.ne.jp/~kaikan/

京都府
232 京都府男女共同参画センター 601-8047

075-692-3433
京都府京都市南区東九条下殿田町70番地
http://www.kyoto-womensc.jp

233 京都市男女共同参画センター 604-8147
075-212-7490

京都府京都市中京区東洞院通六角下る御射山町
262番地
http://www.wings-kyoto.jp

234 木津川市女性センター 619-0223
0774-72-7719 京都府木津川市相楽台4丁目3番地

235 舞鶴市男女共同参画センター 625-0087
0773-65-0055

京都府舞鶴市字余部下1167
http://www.city.maizuru.kyoto.jp/modules/
shiminp/index.php?content_id=3

236 綾部市男女共同参画センター 623-0016
0773-42-1801

京都府綾部市西町1丁目49番地の1　ITビル5F
http://www.city.ayabe.kyoto.jp/view.rbz?nd=120&amp;of=
1&amp;ik=1&amp;pnp=28&amp;pnp=120&amp;cd=3114

237 宇治市男女共同参画
支援センター

611-0021
0774-39-9377

京都府宇治市宇治里尻5-9
http://www.city.uji.kyoto.jp/0000002740.html

238 城陽市男女共同参画
支援センター

610-0121
0774-54-7545

京都府城陽市寺田林ノ口11番地の114
http://www.city.joyo.kyoto.jp/government/gender/page8
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239 長岡京市女性交流
支援センター

617-0833
050-7105-8501

京都府長岡京市神足2丁目3番1号　
バンビオ1番館

240 南丹市園部女性の館 622-8651 京都府南丹市園部町小桜町47番地 
南丹市市民課人権政策係

241 京丹後市女性センター 627-0201
0772-69-0714 京都府京丹後市丹後町間人1780

大阪府
242 大阪府立男女共同

参画・青少年センター
540-0008
06-6910-8625

大阪府大阪市中央区大手前1-3-49
http://www.dawncenter.or.jp/

243 大阪市立男女共同
参画センター　中央館

543-0002
06-6460-7800

大阪府大阪市天王寺区上汐5-6-25
http://www.creo-osaka.or.jp

244 大阪市立男女共同
参画センター　西部館 06-6770-7200

同上
http://www.creo-osaka.or.jp

245 大阪市立男女共同
参画センター　北部館 06-6320-6300

同上
http://www.creo-osaka.or.jp

246 大阪市立男女共同
参画センター　南部館 06-6965-1200

同上
http://www.creo-osaka.or.jp

247 大阪市立男女共同
参画センター　クレオ大阪東

536-0014
06-6705-1100

大阪府大阪市城東区鴫野西2-1-21
http://www.creo-osaka.or.jp

248 堺市男女共同参画交流の広場 599-8123
072-236-8266

大阪府堺市東区北野田1077アミナス北野田3階
http://www.city.sakai.lg.jp/city/info/_danjyo/
openspace.html

249 堺市立女性センター 590-0955
072-223-9153

大阪府堺市堺区宿院町東4-1-27
http://www.city.sakai.lg.jp/kyoiku/_syougai/
shisetu/lady_center.html

250 岸和田市立女性センター 596-0042
072-441-2535

大阪府岸和田市加守町4丁目28番25号
http://www.city.kishiwada.osaka.jp

251 とよなか男女共同参画
推進センターすてっぷ

560-0026
06-6844-9772

大阪府豊中市玉井町1-1-1-501
http://www.toyonaka-step.jp

252 池田市立男女共生サロン 563-0058
072-754-2891 大阪府池田市栄本町9番1

253 吹田市立男女共同
参画センター

564-0072
06-6388-1451

大阪府吹田市出口町2-1
http://www.city.suita.osaka.jp/home/soshiki/div-
jichijinken/danjoc.html

254 いずみおおつ男女共同
参画交流サロン

595-0067
0725-21-6555 大阪府泉大津市小松町1-60

255 高槻市立男女共同
参画センター

569-0804
072-685-3725

大阪府高槻市紺屋町1-2　高槻市立総合市民交流
センター内
http://www.city.takatsuki.osaka.jp/kakuka/shimin/
danjyo/gyomuannai/danjo_center/center.html

256 メセナひらかた男女共生
フロア・ウィル

573-1191
072-843-5636

大阪府枚方市新町2-1-5
http://www.will-hirakata.org

257 茨木市立男女共生センター　
ローズWAM

567-0882
072-620-9920（代）

大阪府茨木市元町4番7号
http://www.city.ibaraki.osaka.jp/kikou/soumu/
wam/index.html

258 八尾市男女共同参画センター 581-0833
072-923-4940

大阪府八尾市旭ヶ丘5-85-16
http://www.city.yao.osaka.jp

259 いずみさの女性センター 598-0005
072-469-7125

大阪府泉佐野市市場東1丁目295-1
ht tp ://www.ci ty . izumisano. lg . jp/kakuka/
koushitsu/jinken/menu/ladyscenter/index.html

260 富田林市男女共同
参画センターウィズ

584-0084
0721-23-0030 大阪府富田林市桜ヶ丘町2-8　すばるホール3F
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261 寝屋川市立男女共同
参画推進センター

572-0084
072-832-5580

大阪府寝屋川市香里南之町16番15号　JAビル香里4階
http://www.city.neyagawa.osaka.jp/index/
soshiki/danjyo-c/danjyo-c01.html

262 河内長野市立市民交流セン
ター内男女共同参画センター

586-0025
0721-54-0003

大阪府河内長野市昭栄町7番1号　河内長野市立
市民交流センター内
http://www.city.kawachinagano.osaka.jp

263
大東市立生涯学習センター

「アクロス」内　
男女共同参画ルーム

574-0036
072-869-6505 大阪府大東市末広町1-301

264 和泉市男女共同参画センター 594-0041
0725-57-6640

大阪府和泉市いぶき野5丁目4番7号
http://www.izumicityplaza.or.jp/facility/facility4.html

265 柏原市立女性センター 582-8555
072-972-1544

大阪府柏原市安堂町1番35号
http://www.city.kashiwara.osaka.jp/doutai/center.htm

266 はびきのレディースセンター 583-8585
072-958-1111 大阪府羽曳野市誉田4-1-1

267 摂津市立男女共同
参画センター

566-0021
06-4860-7112

大阪府摂津市南千里丘5-35　摂津市立コミュニティプラザ1F
http://with-settsu.jp/

268 東大阪市立青少年女性
センター

577-0054
06-6789-5746

大阪府東大阪市高井田元町1-11-17
http://www.city.higashiosaka.lg.jp/0000005493.html

269 東大阪市立男女共同
参画センター

578-0941
072-960-9201

大阪府東大阪市岩田町4-3-22-600
http://www.ikoramu.com/

270 せんなん男女共同参画ルーム 590-0521
072-480-2855

大阪府泉南市樽井737
h t t p : / / w w w . c i t y . s e n n a n . o s a k a . j p /
jinkenkeihatu/2/j_j_room.htm

271 島本町ふれあいセンター内　
女性交流室

618-0022
075-961-1010 （代） 大阪府三島郡島本町桜井3丁目4番1号

272 大阪YWCA 530-0026
06-6361-0838

大阪府大阪市北区神山町11-12
http://osaka.ywca.or.jp/

兵庫県
273 兵庫県立嬉野台生涯教育セン

ター（兵庫県立婦人研修館）
673-1415
0795-44-0711

兵庫県加東市下久米1227-18
http://www.hyogo-c.ed.jp/~ureshino-bo/

274 ひょうご女性交流館 650-0011
078-221-8031 兵庫県神戸市中央区下山手通4-18-1

275 兵庫県立男女共同
参画センター・イーブン

650-0044
078-360-8550

兵庫県神戸市中央区東川崎町1-1-3　神戸クリスタルタワー 7F
http://www.hyogo-even.jp

276 神戸市男女共同参画センター 650-0016
078-361-6977

兵庫県神戸市中央区橘通3-4-3
http://www.city.kobe.lg.jp/life/community/
cooperation/asuteppu/index.html

277 神戸市立婦人会館 650-0016
078-351-0861

兵庫県神戸市中央区橘通3丁目4番1号
http://www.kobe-fujin.or.jp/kaikan/

278 宝塚市立男女共同
参画センター

665-0845
0797-86-4006

兵庫県宝塚市栄町2丁目1番2号「ソリオ2」4階
http://www.takarazuka-ell.jp

279 姫路市男女共同参画
推進センター

670-0012
079-287-0803

兵庫県姫路市本町68番地290　イーグレひめじ3F
http://www.city.himeji.lg.jp/i-messae/

280 尼崎市立女性・勤労婦人
センター

661-0033
06-6436-6331

兵庫県尼崎市南武庫之荘3丁目36番1号
http://www.amagasaki-trepied.com

281 あかし男女共同参画センター 673-0886
078-918-5611

兵庫県明石市東仲ノ町6-1　アスピア明石北館7F
http://www.city.akashi.lg.jp/community/danjyo_ka/danjyo/index.html

282 西宮市男女共同参画センター 663-8204
0798-64-9495

兵庫県西宮市高松町4-8
http://www.nishi.or.jp/homepage/wave/

283 芦屋市男女共同参画センター 659-0092
0797-38-2023

兵庫県芦屋市大原町2-6　ラ・モール芦屋2F
http://www.city.ashiya.lg.jp/sankaku/withus/centerwithus.html
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284 伊丹市立女性・児童センター
「女性交流サロン」

664-0855
072-772-7248

兵庫県伊丹市御願塚6-1-1　伊丹市立女性・児童センター内
http://www.itami-danjo.jp

285 相生市男女共同参画センター 678-0031
0791-23-7130

兵庫県相生市旭1丁目19番33号
http://www.city.aioi.hyogo.jp/sections/c/chiiki/
danjo.html

286 加古川市男女共同
参画センター

675-0066
079-424-7172

兵庫県加古川市加古川町寺家町45　JAビル3階
http://www.city.kakogawa.lg.jp/18,0,173,902.html

287 三木市男女共同参画センター 673-0433
0794-89-2331

兵庫県三木市福井1933-12
http://www.city.miki.lg.jp/

288 高砂市男女共同参画センター 676-8501
079-443-9133

兵庫県高砂市荒井町千鳥1丁目1番1号
http://www.city.takasago.hyogo.jp/

289 川西市男女共同参画センター 666-0015
072-759-1856

兵庫県川西市小花1丁目8-1
http://www.gesca-kawanishi.jp/

290 小野市男女共同参画センター 675-1366
0794-62-6765

兵庫県小野市中島町72番地　小野市うるおい交
流館エクラ内
http://www.ksks-arche.jp/danjo/

291 三田市まちづくり協働
センター

669-1528
079-563-8000

兵庫県三田市駅前町2番1号　三田駅前一番館（キッピーモール）6階
http://www.city.sanda.lg.jp/shiseijouhou/annai/
soshiki/machizukuri.html

292 加西市男女共同参画センター 675-2312
0790-42-0105

兵庫県加西市北条町北条28-1
http://www.nehime-net.jp/sankaku/

293 篠山市男女共同参画センター 669-2397
079-552-6926

兵庫県篠山市北新町41　篠山市役所第2庁舎3階
http://www.city.sasayama.hyogo.jp/pc/group/
human-rights/to-know/post-20.html

奈良県
294 奈良県女性センター 630-8216

0742-27-2300
奈良県奈良市東向南町6
http://www.pref.nara.jp/dd_aspx_menuid-11774.htm

295 奈良県婦人会館 630-8213
0742-22-4940

奈良県奈良市登大路町10-1
http://www.narafujin.jp/

296 奈良市男女共同参画センター 630-8245
0742-81-3100

奈良県奈良市西之阪町12番地
http://www.city.nara.nara.jp

297 天理市男女共同参画プラザ 632-0035
0743-68-2666

奈良県天理市守目堂町89番地
http://www.city.tenri.nara.jp/

298 生駒市男女共同参画プラザ 630-0257
0743-75-0237

奈良県生駒市元町1丁目6番12号　生駒セイセイビル1階
h t t p : / /www . c i t y . i k oma . l g . j p / k a sh i t s u / 
03520/01/01.html

和歌山県

299 和歌山県男女共同参画セン
ター　“りぃぶる”

640-8319
073-435-5245

和歌山県和歌山市手平2-1-2　県民交流プラザ和
歌山ビッグ愛9F
http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/031501/index.html

300 和歌山市男女共生
推進センター

640-8226
073-432-4704

和歌山県和歌山市小人町29番地
http://www.city.wakayama.wakayama.jp/menu_1/
gyousei/danjyo/shisetsu_mirai/index.html

301 田辺市男女共同参画センター 646-0031
0739-26-4936

和歌山県田辺高雄1丁目23番1号
http://www.city.tanabe.lg.jp/danjo/index.html

鳥取県
302 鳥取県男女共同参画センター 682-0816

0858-23-3901
鳥取県倉吉市駄経寺町212-5
http://www.pref.tottori.lg.jp/yorinsai/

303 八頭町男女共同参画センター 680-0521
0858-84-2361 鳥取県八頭郡八頭町安井宿713-1

304 河原町男女共同参画センター 680-1222
0858-85-6077 鳥取県鳥取市河原町大字曳田20-1
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305 鳥取市男女共同参画センター 680-0022
0857-24-2704

鳥取県鳥取市西町2丁目311番地
h t t p : / / w w w . c i t y . t o t t o r i . l g . j p / w w w / g e n
re/0000000000000/1187760217328/index.html

306 米子市男女共同参画センター 683-8686
0859-23-5419 鳥取県米子市東町161-2

307 境港男女共同参画センター
（境東地区学習等共用施設内）

684-0033
0859-44-7283 鳥取県境港市上道町1989-5

島根県
308 島根県立男女共同

参画センター
694-0064
0854-84-5500

島根県大田市大田町大田イ236-4
http://www.asuterasu-shimane.or.jp/

309 松江市男女共同参画センター 690-0061
0852-32-1190

島根県松江市白潟本町43番地
http://www1.city.matsue.shimane.jp/kurashi/danjo/prier/center.html

310 出雲市男女共同参画センター 693-0011
0853-22-2055

島根県出雲市大津町2096-3
ht tp ://www.ci ty . izumo.sh imane. jp/www/
contents/1143162819936/index.html

311 雲南市男女共同参画センター 699-1334
0854-42-1767

島根県雲南市木次町新市3番地
http://www.city.unnan.shimane.jp/contents/7d8a
170d1d1d2c0/7d8a170d1d1d2c04.html

312 財団法人 島根県婦人会館 690-0874
0852-23-8181

島根県松江市中原町19番地
http://www.fujinkaikan.or.jp

岡山県

313 岡山県男女共同参画
推進センター

700-0807
086-235-3307

岡山県岡山市北区南方2丁目13-1きらめきプラ
ザ（県総合福祉・ボランティア・NPO会館）6階
http://www.pref.okayama.jp/soshiki/187

314 岡山市男女共同参画社会
推進センター

700-0822
086-803-3355

岡山県岡山市表町3丁目14番1-201号（アーク
スクエア表町2F）
http://www.city.okayama.okayama.jp/shimin/danjo/center/

315 倉敷市男女共同参画
推進センター

710-0055
086-435-5750

岡山県倉敷市倉敷市阿知1丁目7-1
http://www.city.kurashiki.okayama.jp/danjyo/index.html

316 津山男女共同参画センター
「さん･さん」

708-8520
0868-31-2533

岡山県津山市新魚町17番地　アルネ・津山5階
http://www.city.tsuyama.lg.jp

317 玉野市男女共同参画
推進センター

706-0002
0863-33-7867 岡山県玉野市築港4丁目25番10号

318 笠岡市男女共同参画
推進センター

714-0081
0865-62-5769

岡山県笠岡市笠岡1872-19
http://www.city.kasaoka.okayama.jp/soshiki/10/terasu-center.html

319 新見市男女共同参画プラザ 718-0011
0867-72-6159

岡山県新見市新見123-2
http://www.city.niimi.okayama.jp/?ID=8934

320 備前市男女共同参画
交流サロン

705-0021
0869-64-1133

岡山県備前市西庁上17番地2
http://www.city.bizen.okayama.jp/shimin/benri/
jinken/index.jsp#withbizen

広島県
321 広島県女性総合センター

（エソール広島）
730-0043
082-242-5262

広島県広島市中区富士見町11-6
http://www.essor.or.jp/

322 広島市男女共同参画
推進センター

730-0051
082-248-3312

広島県広島市中区大手町5-6-9
http://www.yui-port.city.hiroshima.jp/

323 福山市男女共同参画センター 720-0067
084-991-5011

広島県福山市西町1丁目1-1　福山ロッツ内
http://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/sec/top.
php?hdnZoku=150020040

324 三次市青少年女性センター 728-0013
0824-64-2832 広島県三次市十日市東3丁目14番2号

325 エスポワール（東広島市男女
共同参画推進室）

739-0043
082-424-3833

広島県東広島市西条西本町28-6　
サンクスエアエア東広島2F
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山口県

326 宇部市男女共同参画
センター・フォーユー

755-0033
0836-33-4004

山口県宇部市琴芝町1丁目2番5号
http://www.city.ube.yamaguchi.jp/koukyouannai/
bunkakyouiku/for_you.html

327 山口市男女共同参画センター 753-0074
083-934-2841

山口県山口市中央2丁目5番1号（山口市民会館事務所2階）
http://www.y-djc.com/

328 山口県婦人教育文化会館 753-0056
083-922-2792

山口県山口市湯田温泉5-1-1
http://www.y-caliente.jp/index.htm

徳島県
329 徳島県立男女共同参画

交流センター
770-8055
088-655-3911

徳島県徳島市山城町東浜傍示1　アスティとくしま内
http://our.pref.tokushima.jp/flair/

330 徳島市女性センター 770-0834
088-624-2611

徳島県徳島市元町1丁目24　アミコビル4F
http://www.city.tokushima.tokushima.jp/jyosei_center/index.html

331 鳴門市婦人会館 772-0003
088-685-5593

徳島県鳴門市撫養町南浜字東浜165-10　
鳴門地域地場産業振興センター 5階

332 阿南市男女共同参画室 分室 774-8501
0884-22-0361

徳島県阿南市富岡町トノ町12-3 阿南市役所男女
共同参画室 （分室 鳥居様）

333 徳島県婦人会館 770-0942
088-622-9639 徳島県徳島市昭和町2-1

香川県
334 かがわ男女共同参画

相談プラザ
760-0017
087-832-3198

香川県高松市番町1-10-35　
香川県社会福祉総合センター 3階

335 高松市男女共同参画センター 760-0020
087-821-2611

香川県高松市錦町1-20-11
http://www.sankaku087.net/

愛媛県
336 愛媛県男女共同参画センター 791-8014

089-926-1633
愛媛県松山市山越町450番地
http://www.ehime-joseizaidan.com/

337 松山市男女共同参画
推進センター

790-0003
089-943-5776

愛媛県松山市三番町6丁目4-20
http://www.coms.or.jp

338 新居浜市立女性総合センター 792-0811
0897-37-1700

愛媛県新居浜市庄内町4-4-10
http://www.niihama.or.jp/03/

339 愛媛県婦人会館 790-0822
089-924-7636 愛媛県松山市高砂町3丁目135番地の1

高知県
340 こうち男女共同参画センター 780-0935

088-873-9100
高知県高知市旭町3-115
http://www.sole-kochi.or.jp

341 土佐市立とさし男女共同
参画センター

781-1101
088-852-4039 高知県土佐市高岡町甲2192-1

342 高知県婦人会館 780-0844
088-872-1434 高知県高知市永国寺町6-19

福岡県
343 福岡県男女共同参画センター 816-0804

092-584-1261
福岡県春日市原町3-1-7　クローバープラザ内
http://www.asubaru.or.jp

344 北九州市立男女共同
参画センター

803-0814
093-583-3939

福岡県北九州市小倉北区大手町11-4
http://www.kitakyu-move.jp

345 北九州市立婦人会館 803-0811
093-592-1411

福岡県北九州市小倉北区大門1丁目6番43号
http://www.city.kitakyushu.lg.jp/kyouiku/file_0502.html

346 福岡市立婦人会館 810-0073
092-712-2662

福岡県福岡市中央区舞鶴2-5-1
http://www.city.fukuoka.lg.jp/fujin-kaikan/

347 福岡市男女共同参画
推進センター

815-0083
092-526-3755

福岡県福岡市南区高宮3-3-1
http://amikas.city.fukuoka.lg.jp



143

 Ⅱ　情報のページ

No. 施設名称 郵便番号
電話

郵送先/所在地（都道府県から）
ホームページアドレス（URL）

348 糸島市男女共同参画センター   
ラポール

819-1123
092-324-2800 福岡県糸島市神在1048-1

349 筑前町男女共同参画センター 838-0816
0946-22-3996

福岡県朝倉郡筑前町新町440
http://www.town.chikuzen.fukuoka.jp/

350 大牟田市女性センター 836-0862
0944-41-2611

福岡県大牟田市原山町13-3
http://www.city.omuta.lg.jp/shisetsu/joseicenter/
jyosei001.html

351 久留米市男女平等
推進センター

830-0037
0942-30-7800

福岡県久留米市諏訪野町1830-6
h t t p : / / w w w . c i t y . k u r u m e . f u k u o k a .
jp/1500soshiki/9034danjo-c/

352 飯塚市男女共同参画
推進センター

820-0041
0948-22-7058

福岡県飯塚市飯塚14-67
http://www.city.iizuka.lg.jp/02manabi/danjo/
index.php

353 田川市男女共同参画センター 825-0002
0947-44-0159

福岡県田川市大字伊田2550-1
http://www.joho.tagawa.fukuoka.jp/ikenboshu/
page_786.html?pg=1

354 柳川市婦人会館 832-0076
09447-2-3680 福岡県柳川市大字坂本町7-1

355 行橋市男女共同参画センター 824-0005
0930-26-2232

福岡県行橋市中央1-1-2　市民会館別館2F
http://www.city.yukuhashi.fukuoka.jp/

356 筑紫野市女性センター 818-0057
092-918-1311

福岡県筑紫野市二日市南1-9-3
http://www.city.chikushino.fukuoka.jp/soumubu/
danjokyodo-sankakusuisinka/josei-center.html

357 大野城まどかぴあ男女平等
推進センター

816-0934
092-586-4030

福岡県大野城市曙町2丁目3-1
http://www.madokapia.or.jp/

358 宗像市男女共同参画
推進センター

811-3437
0940-36-0250

福岡県宗像市久原180　宗像市市民活動交流館（メイトム宗像）内
http://www.city.munakata.lg.jp/shinai/keyword/keyword_inf.
php?contents_id=4565&amp;div_id=27&amp;keywd_id=198

359 うきは市男女共同
参画センター

839-1393
0943-77-2661

福岡県うきは市吉井町新治316 
うきは市役所人権・同和対策課

佐賀県
360 佐賀県立男女共同

参画センター
840-0815
0952-26-0011

佐賀県佐賀市天神3-2-11
http://www.avance.or.jp

361 佐賀県婦人会館 840-0814
0952-25-2101 佐賀県佐賀市成章町2-16

長崎県
362 長崎県男女共同参画

推進センター
850-0862
095-822-4729

長崎県長崎市出島町2番地11号
http://www.pref.nagasaki.jp/danjo/center/

363 長崎市男女共同参画
推進センター

850-0874
095-826-0018

長崎県長崎市魚の町5-1
http://www1.city.nagasaki.nagasaki.jp/amarance/index.html

364 佐世保市男女共同参画
推進センター

857-0863
0956-23-3828

長崎県佐世保市三浦町2番3号
http://www.city.sasebo.nagasaki. jp/www/
contents/1261290419205/index.html

365 諫早市男女共同参画
推進センター

854-0016
0957-24-1580

長崎県諫早市高城町5-25　高城会館2階
http://www.city.isahaya.nagasaki.jp/of/05_
seikatuk/02_danjo/J_center/top.htm

366 大村市男女共同参画
推進センター

856-0825
0957-54-8715 長崎県大村市西三城町8番地

367 南島原市加津佐
青年・婦人会館

859-2601
0957-87-3083 長崎県南島原市加津佐町己2818-2

368 長崎県婦人会館 850-0015
095-822-1291 長崎県長崎市桜馬場1-12-18



144

No. 施設名称 郵便番号
電話

郵送先/所在地（都道府県から）
ホームページアドレス（URL）

熊本県
369 熊本県男女共同参画センター

（くまもと県民交流館）
860-8554
096-355-1187

熊本県熊本市中央区手取本町8-9
http://www.parea.pref.kumamoto.jp

370 熊本市男女共同参画センター 
はあもにい

860-0862
096-345-2550

熊本県熊本市黒髪3-3-10
http://www.city.kumamoto.kumamoto.jp/Content/web/
asp/kiji_detail.asp?ID=2904&amp;mid=1&amp;LS=132

371 益城町男女共同参画センター 861-2241
096-286-6665 熊本県上益城郡益城町大字宮園720番地2

372 熊本県婦人会館 860-0844
096-354-5650 熊本県熊本市水道町14-21

373 水俣市婦人会館 867-0065
0966-62-2534 熊本県水俣市浜町3丁目9-33

大分県
374 大分県消費生活・男女共同

参画プラザ
870-0037
097-534-4034

大分県大分市東春日町1番1号
http://www.pref.oita.jp/soshiki/13040/

375 中津市婦人会館 871-0054 大分県中津市京町146
宮崎県

376 宮崎県男女共同参画センター 880-0804
0985-32-7591

宮崎県宮崎市宮田町3番46号　県庁9号館
http://www.mdanjo.or.jp

377 都城市男女共同参画センター 885-8555
0986-23-2121 宮崎県都城市姫城町6-21

378 延岡市男女共同参画センター 882-0816
0982-22-7056 宮崎県延岡市桜小路360番地2

379 日向市男女共同参画
社会づくり推進ルーム

883-0046
0982-50-0300

宮崎県日向市中町1番31号
http://www.city.hyuga.miyazaki.jp/kyoudou/sunpia

380 財団法人  宮崎県婦人会館 880-0803
0985-24-5785

宮崎県宮崎市旭1-3-10
http://www6.ocn.ne.jp/~hkaikan/index2.htm

鹿児島県
381 鹿児島県男女共同参画センター

（かごしま県民交流センター）
892-0816
099-221-6603

鹿児島県鹿児島市山下町14番50号
http://www.kagoshima-pac.jp（かごしま県民交流センター）

382 鹿児島市男女共同
参画センター

890-0054
099-813-0852

鹿児島県鹿児島市荒田1-4-1
http://www.qtopianet.com/introduction/sunyell.htm

383 鹿児島市立女性会館 892-0816
099-227-1971 鹿児島県鹿児島市山下町6-1

384 鹿児島県婦人会館 890-0056
099-257-1066 鹿児島県鹿児島市下荒田2-27-12

沖縄県
385 沖縄県男女共同参画センター 900-0036

098-866-9090
沖縄県那覇市西3-11-1
http://www.tiruru.or.jp

386 なは女性センター 900-0004
098-951-3203

沖縄県那覇市銘苅2-3-1新都心銘苅庁舎1F
http://www.city.naha.okinawa.jp/kakuka/
heiwadanjyo/center/jyosei.html

387 宜野湾市人材育成
交流センターめぶき

901-2213
098-896-1215

沖縄県宜野湾市志真志1-15-22
http://www.city.ginowan.okinawa.jp/2556/2568
/2569/2604/2605/2487.html

388 浦添市男女共同参画推進
ハーモニーセンター

901-2114
098-874-5711

沖縄県浦添市安波茶2-3-5
http://www.city.urasoe.lg.jp/index.php?topic=harmony

389 沖縄市男女共同参画センター 904-0004
098-937-0170 沖縄県沖縄市住吉1-14-29　3F

390 沖縄県婦人連合会会館 902-0066
098-884-5333 沖縄県那覇市大道172
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 Ⅱ　情報のページ

施設名称 郵便番号
電話

郵送先/所在地（都道府県から）
ホームページアドレス（URL）

北海道立生涯学習
推進センター

060-0002
011-231-4111

北海道札幌市中央区北2条西7丁目 かでる2・7
http://manabi.pref.hokkaido.jp/index.html

青森県総合社会
教育センター

030-0111
017-739-1253

青森県青森市荒川字藤戸119-7
http://www.alis.pref.aomori.lg.jp/

岩手県立生涯学習
推進センター

025-0301
0198-27-4555

岩手県花巻市北湯口2-82-13
http://www.pref.iwate.jp/~hp1595/

秋田県生涯学習センタ―
010-0955
018-865-1171

秋田県秋田市山王中島町1-1
http://www.pref.akita.lg.jp/www/genre/0000000000000/ 
1000000001153/index.html

山形県生涯学習センター 990-0041
023-625-6411

山形県山形市緑町1-2-36（遊学館）
http://www.gakushubunka.jp/yugakukan/

茨城県水戸生涯学習センター 310-0011
029-228-1313

茨城県水戸市三の丸1-5-38　茨城県三の丸庁舎3F
http://www.mito.gakusyu.ibk.ed.jp/

茨城県県西生涯学習センター 308-0843
0296-24-1151

茨城県下館市野殿1371
http://www.kensei.gakusyu.ibk.ed.jp/

茨城県県南生涯学習センター 300-0036
029-826-1101

茨城県土浦市大和町9-1 ウララビル5階
http://www.kennan.gakusyu.ibk.ed.jp/

茨城県県北生涯学習センター 319-1304
0294-39-0012

茨城県日立市十王町友部2581
http://www.kenpoku.gakusyu.ibk.ed.jp/

茨城県鹿行生涯学習センター 311-3824
0299-73-3877

茨城県行方郡麻生町宇崎1389（レイクエコー）
http://www.lakeecho.gakusyu.ibk.ed.jp/

栃木県総合教育センター 320-0002
028-665-7200

栃木県宇都宮市瓦谷町1070
http://www.tochigi-edu.ed.jp/center/

群馬県生涯学習センター 371-0801
027-224-5700

群馬県前橋市文京町2-20-22
http://www.manabi.pref.gunma.jp/

埼玉県県民活動総合センター 362-0801
048-728-7111

埼玉県北足立郡伊奈町内宿台6-26
http://www.kenkatsu.or.jp/

さわやかちば県民プラザ 277-0882
04-7140-8600

千葉県柏市柏の葉4-3-1
http://www.kplaza.pref.chiba.lg.jp/

神奈川県生涯学習
情報センター

221-0835
045-312-1121

神奈川県横浜市神奈川区鶴屋町2-24-2　
かながわ県民センター 5階
http://www.planet.pref.kanagawa.jp/

新潟県立生涯学習
推進センター

950-8602
025-284-6110

新潟県新潟市女池南3-1-2
http://www.lalanet.gr.jp/top.aspx

富山県民生涯学習カレッジ 930-0096
076-441-8401

富山県富山市舟橋北町7-1県教育文化会館2階
http://www4.tkc.pref.toyama.jp/toyama/

石川県立生涯学習センター 920-0935
076-223-9571

金沢市石引4-17-1  石川県本多の森庁舎
http://www.pref.ishikawa.jp/shakyo-c/

福井県生涯学習センター
918-8135
0776-41-4200

福井県福井市下六条町14-1　
福井県生活学習館（ユーアイふくい）内
http://www.manabi.pref.fukui.jp/db/

山梨県生涯学習推進センター 400-0035
055-223-1853

山梨県甲府市飯田1-1-20　山梨県JA会館5F
http://yamanashi-bunka.or.jp/manabiblog/

長野県生涯学習推進センター 399-0711
0263-53-8822

長野県塩尻市大字片丘6342-4
http://www.nagano-c.ed.jp/shogai/

都道府県・政令指定都市　生涯学習センター 一覧
2013.2.21現在
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施設名称 郵便番号
電話

郵送先/所在地（都道府県から）
ホームページアドレス（URL）

ぎふNPO・生涯学習プラザ
500-8384
058-372-8501

岐阜県岐阜市藪田南5-14-53県民ふれあい会館第1棟2F
http://www.pref.gifu.lg.jp/kurashi/kurashi-chiikidukuri/
npo/nponavi-gifu/index.html

静岡県総合教育センター 436-0294
0537-24-9700

静岡県掛川市富部456
http://www.center.shizuoka-c.ed.jp/

愛知県生涯学習推進センター 460-0001
052-961-5333

愛知県名古屋市中区三の丸3-2-1　愛知県東大手庁舎2階
http://www.manabi.pref.aichi.jp/center/

三重県生涯学習センター 514-0061
059-233-1151

三重県津市一身田上津部田1234
http://www.center-mie.or.jp/manabi/

奈良県社会教育センター 639-2135
0745-69-6911

奈良県北葛城郡新庄町寺口1096
http://www.llis.pref.nara.jp/xc/

兵庫県立嬉野台生涯
教育センター

673-1415
0795-44-0711

兵庫県加東郡社町下久米1227-18
http://www.hyogo-c.ed.jp/~ureshino-bo/index.htm

鳥取県立生涯学習センター 680-0846
0857-21-2266

鳥取県鳥取市扇町21 県民ふれあい会館内
http://fureaikaikan.jp/

島根県立東部社会教育
研修センター 

691-0074
0853-67-9060

島根県出雲市小境町1991-2
http://www.pref.shimane.lg.jp/tobu_shakaikyoiku/

島根県立西部社会教育
研修センター

697-0016
0855-24-9344

島根県浜田市野原町1826-1 いわみーる3階
http://www.pref.shimane.lg.jp/seibu_shakaikyoiku/

岡山県生涯学習センター 700-0016
086-251-9750

岡山県岡山市伊島町3-1-1
http://www.pal.pref.okayama.jp/

広島県立生涯学習センター 732-0052
082-248-8848

広島市中区千田町三丁目7-47広島県情報プラザ4階
http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/center/

山口県生涯学習推進センター 754-0893
083-987-1730

山口市秋穂二島1062（山口県セミナーパーク内）
http://www.kagayaki.pref.yamaguchi.lg.jp/

愛媛県生涯学習センター 791-1136
089-963-2111

愛媛県松山市上野町甲650
http://www.i-manabi.jp/

福岡県立社会教育
総合センター

811-2402
092-947-3511

福岡県糟屋郡篠栗町金出3350-2
http://www.fsg.pref.fukuoka.jp/

佐賀県立女性センター・
佐賀県立生涯学習センター

840-0815
0952-26-0011

佐賀県佐賀市天神3-2-11どんどんどんの森内（アバンセ）
http://www.avance.or.jp/

大分県立社会教育
総合センター

874-0903
0977-22-7763

大分県別府市野口原3030-1
http://kyouiku.oita-ed.jp/lldc/index.html

札幌市生涯学習センター 063-0051
011-671-2200

北海道札幌市西区宮の沢1条1丁目1-10（ちえりあ）
http://chieria.slp.or.jp/

千葉市生涯学習センター 260-0045
043-207-5811

千葉県千葉市中央区弁天3-7-7
http://chiba-gakushu.jp/

名古屋市生涯学習
推進センター

460-0015
052-321-1571

愛知県名古屋市中区大井町7-25
http://www.suisin.city.nagoya.jp/

京都市生涯学習総合センター 604-8401
075-812-7222

京都府京都市中京区丸太町通七本松西入ル（京都アスニー）
http://web.kyoto-inet.or.jp/org/asny1/top.html

大阪市立総合生涯
学習センター

530-0001
06-6345-5000

大阪府大阪市北区梅田1-2-2-500　大阪駅前第2ビル5階
http://www.manabi.city.osaka.jp/

神戸市生涯学習支援センター 651-0076
078-251-4731

兵庫県神戸市中央区吾妻通4-1-6（コミスタこうべ）
http://www.kcc.zaq.ne.jp/comista/

北九州市生涯学習
総合センター

803-0811
093-571-2712

福岡県北九州市小倉北区大門1-6-43
http://www.city.kitakyushu.lg.jp/shisetsu/menu06_0175.html
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